


















































メタリックガーディアンRPGリプレイエグゼクス




黙示録の勇者、誕生！








林啓太／Ｆ.Ｅ.Ａ.Ｒ.
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富士見ドラゴンブック









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき








　　はじめに




　初めまして、林啓太はやし・けいたです。

　イラストレイターやゲームデザイナーをやっております。以後お見知りおきを。

　本書はテーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（以下、ＴＲＰＧ）『メタリックガーディアンＲＰＧ』のリプレイです。

　本書は、単たん独どくで読んで楽しむことができる、独どく立りつした物語です。そのうえで、新作サプリメント『メタリックガーディアンＲＰＧ ＥＸルールブック　サードワールドウォー』を紹しよう介かいするリプレイでもあります。併あわせてそちらを読んでいただけると幸いです。




　ＴＲＰＧとは、複ふく数すう人で楽しむ遊ゆう戯ぎです。ひとりのＧＭ（ゲームマスター）が、進行役となり、プレイヤーはそれぞれ一体のＰＣ（プレイヤーキャラクター）を担たん当とうしてゲームに参加します。ＧＭが次々と提てい示じする様々な強きよう敵てき、障しよう害がい、事じ件けんにＰＣたちは協力しながらこれらを乗のり越こえ、楽しい物語を作り上げるひとときを共有する遊びです。

　コンピュータＲＰＧを、ゲーム機を使わずに人間同士で進めていくようなイメージですね。この場合、ゲームが担になうシナリオの提示や、行動の成せい否ひの判はん断だんといった、通つう常じようコンピュータが行なう役やく割わりを担当するのがＧＭとなります。

　そしてリプレイとは、ＴＲＰＧをみんなで遊ぶことによって紡つむぎ出された物語を、読み物として書き起こしたものです。




　本書で使用されるＴＲＰＧ『メタリックガーディアンＲＰＧ』において、ＰＣは巨きよ大だいロボットのパイロットとなって活かつ躍やくします。

　我われ々われの世界とは似にていつつも異ことなる歴史を歩む機き甲こう暦れき世界。ここでの戦せん闘とうの切り札は、巨大ロボット〝ガーディアン〟です。プレイヤーたちはガーディアンのパイロット〝リンケージ〟として、滅ほろびの運び手〝アビス〟と戦います。強大な〝アビス〟の力に対たい抗こうできるのはリンケージが操あやつるガーディアンのみ。世界の命運はＰＣたちしだいとなるのです。




　なお、ゲーム用語につきましては、次ページに簡かん単たんな用語集を用意しました。ＴＲＰＧや『メタリックガーディアンＲＰＧ』に初めて触ふれる方は、目を通していただけると、物語をより理り解かいできるはずです。

　解かい説せつはこのくらいにしましょう。ぜひページをめくり本ほん編ぺんを読み進めてください。




　───ようこそ機甲暦世界へ。




■メタリックガーディアンＲＰＧ用語集

・セッション：ＴＲＰＧにおけるゲーム開始から終しゆう了りようまでの単位。参加者が集まってゲームを一回遊ぶことを「一セッション」と言う。

・ＧＭ：「ゲームマスター」の略りやく。セッションで使用するシナリオ（物語の概がい要よう）を用意し、セッションの司会進行を行なう。

・ＰＣ：「プレイヤーキャラクター」の略。各プレイヤーがそれぞれ一体ずつ担当する。

・行こう為い判はん定てい：ＰＣが何らかの行為を試みる際さい、ダイス（さいころ）を振ふることで成否を決定する。二個この六面ダイス（２Ｄ６）を振り、合計した値あたいに修しゆう正せい値ちを加算した結果（達たつ成せい値ち）から成否を決める。高いほどよい。

・ガーディアン：ＰＣが乗り込み、操縦する巨大ロボット。特とく殊しゆな自じ律りつ金きん属ぞく細さい胞ぼう〝ＡＬＴＩＭＡアルテイマ〟によって稼か働どうし、比ひ類るいなき戦力を発はつ揮きする。

・リンケージ：ＡＬＴＩＭＡと感かん応のうし、ガーディアンを操縦できる特殊な適てき性せい者。基き本ほん的てきにＰＣはこのリンケージである。

・奈落アビス：異い次じ元げんより引き出される謎なぞのエネルギーおよびそれを扱あつかう技ぎ術じゆつ。非ひ常じように強力な反面、大地を荒こう廃はいさせ、人々の精せい神しんを蝕むしばんでしまう。

・機械生命体：異次元の果てから訪おとずれた、本ほん質しつ的てきに人類とは異なる存そん在ざい。大きく分けて、正せい義ぎのメタルライヴ族と、悪のメタガイストの二派に分かれている。
















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆集まりし精鋭たち




　その日。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には五人の男女が集まっていた。

　正せい確かくに言うと四人の女じよ性せいと、ひとりの男だん性せいという構こう成せいであった。




林啓太（以下、ＧＭ）：では皆みなさん、『メタリックガーディアンＲＰＧ』（以下、『ＭＧＲ』）リプレイの収しゆう録ろくを開始したいと思います！

一同：よろしくお願いしまーす！

緑谷りよくや：何回かリプレイには参加してきましたが『ＭＧＲ』は初参加なので楽しみです！

貝かい原はら：私はリプレイの参加自体が初めてだから、き、緊きん張ちようしてます（笑）。

[image: 高]たか嶋しま：同じく。ＴＲＰＧのセッションは参加したことがあるけれど、リプレイ参加は初めてです！　まあ、ＧＭが林さんだから大丈夫だと思いますけど！（笑）

藤ふじ井い：このリプレイの成功は、林さんにかかっているというわけですね♪

林：ハ、ハードルを上げないでくださいよぉ～！（笑）




　楽しげな笑え顔がおの四人の女性たち。これから始まるセッションへの期待も高まっている。

　だが本格的に話を進める前に、ＧＭである私の紹介と本リプレイが収録された背景を説明させていただきたい。




林啓太

『ＭＧＲ』のゲームデザイナーのひとりであり、イラストレイターとしてヴィジュアル面でも参加している。ＴＲＰＧ好きがこうじて相あい棒ぼうの藤田史人ふじた・ふみととともに本ゲームをデザインした。一年中タンクトップを愛用している変人で、本書の著者である。




　さて。『メタリックガーディアンＲＰＧ ＥＸルールブック』（株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ刊、以下『ＥＸルールブック』）の紹介をする目的で企画されたものであった。

『ＥＸルールブック』については後述のコラムを参照していただきたい。

　これにあたって富士見ドラゴンブックの編集さんから著者を私〝林啓太〟でいきたいとの要望をいただいた。「新たに出版される文庫リプレイである本書に、今までにない書き手を起用したい」という話であった。

『ＭＧＲ』のゲームデザインに参加したとはいえ、リプレイ執筆は初挑戦の私である。

　正直不安はあった。しかし、ＴＲＰＧを愛する気持ちは誰にも負けない（つもり）。

　ならば、やるからには最高のリプレイを提供しよう！

　そう考えた時、私の脳裏にかつて共に遊んだ幾人かのプレイヤーたちの顔が思い浮かんだ。

　それがこの部屋に集った四人のプレイヤーさんたちである。




ＧＭ：ふっふっふ！　皆さんは、誰だれもが私が見込んだ精せい鋭えいたち。必ずやセッションを楽しくしてくれるものと確かく信しんしております！

貝原：私たちが精鋭っ!?　ていうか、〝ルティナス〟で見た顔がそろってるんですけど（笑）。




　ルティナスとは、多くのＴＲＰＧリプレイでプレイヤーとして活躍している声優の大おお竹たけみゆさん主催のサークルである。私、林啓太もよく遊ばせてもらっている。




ＧＭ：皆さんの面白さは、私が一緒に遊んで熟知しております（笑）。ともあれ知り合いということで、気恥ずかしいかもしれませんが、読者さんのために自己紹介をお願いします。

一同：はーい。

[image: 高]嶋：確かにちょっと照れくさいですね（笑）。では………。
















　というわけで、ここでなされた自己紹介を次のようにまとめさせていただいた。




[image: 高]嶋ふみ

　フリーの女性声優さん。声優としての活動だけでなく、『聖戦士ダンバイン』の主題歌などで知られるシンガーＭＩＱさんの直じき弟で子しで、ライブ活動も精力的にこなす歌手でもある。声優としての活動はスマホアプリ『エンジェルマスター』のゴモリー、テレサ役など。ＴＲＰＧサークルルティナスに所属する。『ＭＧＲ』のセッションにマッチする熱血スタイルのロールプレイが林の印象に残っており、今回起用させていただいた。




貝原怜れい奈な

　フリーの女性声優。『スーパーロボット大戦ＯＧ』シリーズのシャイン王女役、サリー・エーミル役など。最近は、川崎フロンターレの公認キャラクター〝カワサキまるこ〟の声も担当している。ヒロインとしてのロールプレイに目を見張るものを感じ、また、シャイン王女役の経験が今回のリプレイで活かされるだろうと期待し、参加をお願いした。




藤井忍しのぶ

　フリーで活動するゲームライターさん。代表作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズ（株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ刊かん）など。数々のリプレイシリーズにプレイヤーとして参戦している歴戦のゲーマー。しばしば「はにゃ～」などと鳴くとか。




緑谷明あき澄すみ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームライターさん。代表作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・エチュード』シリーズ（株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ刊）など。リプレイプレイヤーとして経験豊ほう富ふで、〝痛天使〟〝転生の姫ひめキャラ〟など印象的なＰＣを生み出してきた。




ＧＭ：さて、そんな皆さんがこれから挑戦するリプレイのタイトルは『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』となります。

[image: 高]嶋：ふむふむ。

ＧＭ：このリプレイは、この二月に発売された『ＥＸルールブック』を使ったリプレイです。その紹介をしつつ『ＭＧＲ』未体験の方も楽しめるリプレイを目指そうと思っています。

貝原：そうなんですよね。このお話をいただいた時に、そういうコンセプトだって聞いて……ちょっとプレッシャーを感じています。責せき任にん重大だ。

ＧＭ：今回はＰＣ四人のうち、三人は新作の『ＥＸルールブック』で紹介されるクラスのデータを使っていただくことになります。

[image: 高]嶋：そういえば、この間いろいろ打ち合わせをしましたね。

ＧＭ：今回のリプレイでは発売前の『ＥＸルールブック』のデータを使用するため、事前に各ＰＣの作成をある程度済すませておいた方が都合がよかったんですよ。

藤井：確かに事前にコミュニケーションをとっておくと、セッションも上手く進みますよね。

ＧＭ：ええ。なおＰＣの来歴を決めるライフパスの決定や、ＰＣ間でのデータのすりあわせはこの場で行ないます。皆さんがどんなＰＣを作り、どんなプレイをするか楽しみです！

貝原：というと？

ＧＭ：今回は色々と仕掛けを用意しているんですよ？

藤井：多少は聞いていますが、改めて話していただけますか？

ＧＭ：はい。何しろ今回は『ＥＸルールブック』を導入して行なう新リプレイ。大きな仕掛けを三つほど用意しました。その仕掛けとは次のとおり。





・一巻に全五話のキャンペーンを掲載し、壮大な物語を描く。

・機械生命体メタルライヴとその一派、異次元軍団メタガイスト（後述のコラム参照）にスポットを当て、その魅力をクローズアップする。

・巻末にリプレイと連動したシナリオを掲載。読む楽しさに加え遊ぶ楽しさを提供する。


















一同：おお～っ!!

ＧＭ：そして、今回自分のやりたい物語を実現するために様々なアレンジ（後述のコラム参照）が入っていますので、そこは御了承ください。

藤井：了解です。

[image: 高]嶋：機械生命体メタルライヴとメタガイストか……どんなヤツらなんだろう。

ＧＭ：意志を持つロボットたちで、色々な意味で個性的なヤツらです。詳しくはセッションで（笑）。

緑谷：リプレイと連動したシナリオ……。ということは、あたしたちは読者さんに遊んでみたいと思わせるようなセッションをしてみせる必要があるんですね（笑）。

貝原：リプレイ初心者の私にそんな大役……だ、大丈夫でしょうか？

[image: 高]嶋：大丈夫だよ!!　貝原さんのヒロイン力を発揮すれば……。

ＧＭ：その意気です！

[image: 高]嶋：……たぶん。

ＧＭ：〝たぶん〟なのっ!?（爆笑）　では今回のセッショントレーラーを読み上げますね。




　セッショントレーラーとはこれから行なうシナリオの予告編だ。参加者にセッションのイメージを伝え、ゲームを円滑に進行させるためのツールである。
















●セッショントレーラー

　機甲暦〇〇六三年九月二〇日（*）。地球は新たな動どう乱らん───〝第三次大戦〟に震ふるえていた。

　そんな混こん沌とんとした空気とは無む縁えんの地方都市命乃町みことのちように一ひと筋すじの流星が墜おち、事件は始まった。

　流星から姿すがたを現あらわしたのは、光と闇やみの二体の鋼はがねの巨きよ人じん───機械生命体メタルライヴ。

　だがその戦いに巻き込まれ、ひとりの少年が命を落とす。

　その時、砕くだかれた光の巨人は死にゆく少年に言った。

「少年よ、私とともに戦ってくれ」───と。

　今、ふたつの魂たましいが融ゆう合ごうし新たな守護神ガーデイアン誕生の神話が始まる！




『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙示録の勇者、誕生！』

　第一話「誕生！　勇者小学生　～卑ひ劣れつ略りやく奪だつオメガアブソウブ登場～」

　勇気を示しめせ、黙示録の勇者たちよ！




貝原：副題が、すごくわかり易くて面おも白しろい……（笑）。

ＧＭ：はい。今回は自動車や列車が合体や変形するロボット──いわゆる〝勇者〟が平和を守って活躍するような子供向けロボットアニメのオマージュだったりします。

[image: 高]嶋：おおっ、いいですねぇっ！

貝原：大好きなシリーズがあって、土曜の夕方の放映を毎回見てました！

ＧＭ：心強い（笑）。次はハンドアウトを読み上げます。[image: 高]嶋さんにお願いするＰＣ①から。




　ハンドアウトとは、そのセッションにおける各ＰＣの立ち位置を事前に伝える文章のことである。各ＰＣそれぞれの役割や立場が記き述じゆつされている。



機甲暦〇〇六三年九月二〇日　本来、このタイミングではすでにイヅモへとガリスディアの攻撃が行なわれており、イヅモ全土は騒然となっている。そのうえでこの日付の設定も、Ｐ17のコラムにあるようにユーザーにここまで自由に状況をセッティングしてもよいのだという例示である。






●ＰＣ①用ハンドアウト

コネクション：エクストラン　　　関係：融合

ガーディアンクラス：オリハルコン

　キミは地方都市・命乃町みことのちように住むごく普ふ通つうの学生だ。

　その日の夕方、クラスメイトの萌もえ咲さきアイとともに校庭に出たキミたちに向かって、ふたつの流星が降り注いだ。ひとつは、メタガイストのならず者〝オメガアブソウブ〟。もうひとつは、メタルライヴの勇者〝エクストラン〟。エクストランはキミたちを守りながら戦うが、オメガアブソウブに敗やぶれ、砕くだけ散ちってしまう。

　そして、迫せまるオメガアブソウブの魔まの手から、アイを守るため───キミは死んだ。

　だが、キミのその勇気に呼こ応おうするように、エクストランの声が響ひびく。

「勇気ある小さき者よ、私とともに戦ってくれ」───と。




[image: 高]嶋：いきなり死ぬのっ!?（爆ばく笑しよう）

貝原：これ「ともに戦います」って言うしかないし！（笑）

ＧＭ：あっはっは。なお、〝オリハルコン級〟のガーディアン（巨大ロボット）の特徴は、対アビスフィールドです。世界を蝕むしばみかねない危険な力〝アビス〟を中和する能のう力りよくですね。

[image: 高]嶋：正義の味方なんですね。

ＧＭ：それから、倒たおした機体のリンケージ（パイロット）を救出するなどの特とく技ぎも持っています。コクピットに手を突っ込んでリンケージだけ救出したりできますよ。

[image: 高]嶋：うん、ヒーローっぽい！　燃えてきたぁーっ！

ＧＭ：ぜひその熱血路線でがんばっていただければ、と。なお、オリハルコンの設定もＥＸルールブックのものからアレンジしていますよ。別系統から発生した、収しゆう斂れん進しん化かともいえる機体、という扱いですね。

[image: 高]嶋：なんかよくわからない作用ですごい力を発はつ揮きするんですね（笑）。

ＧＭ：次はＰＣ②のハンドアウトです。




●ＰＣ②用ハンドアウト

コネクション：命みこと乃の町ちよう　　　関係：守しゆ護ご

ガーディアンクラス：コンチェルト

　キミはイヅモの片かた田舎いなか、命みこと乃の町ちようのフォーチュンに所属する唯ゆい一いつのリンケージだ。

　この町に古くから伝わる〝星のカケラ〟と呼ばれる御ご神しん体たいと共鳴し、唄うたの力で戦うコンチェルト級ガーディアンを受け継いだキミは、町の防ぼう衛えいにあたっている。

　しかしこの町は、イヅモ攻防戦の戦場となることなく。平穏であった。

　そんな日々は、過か酷こくな使命を忘わすれさせ、キミをただの学生でいさせてくれていた。

　───命みこと乃の町ちように流星が降ふり注そそいだ、この日までは。




ＧＭ：こちらは、貝原さんにやっていただこうと思います。ちなみにイヅモとは、『ＭＧＲ』の背景世界で日本に相当する国ですね。

貝原：なるほど。ではフォーチュンとは？

ＧＭ：民間軍事会社という形をとっていますが、地球連れん邦ぽう公こう認にんの対アビス機関です。多くのリンケージが所属し、奈落アビスの力を使って侵略してくるラーフ帝国やテロ組織ディスティニーなどの脅威に立ち向かう集団です。

貝原：ふーん。いわゆる正義の味方的な組織なんですね。

ＧＭ：そんな感じです。コンチェルト級は、歌で支し援えんや攻撃をするクラスですね。この世界の機動兵器に使われている金属、ＡＬＴＩＭＡアルテイマと共鳴することができます。

[image: 高]嶋：金属と共鳴するんだ!?

貝原：そのうえあたしは、命みこと乃の町ちようの御神体とも共鳴できるんですよね～。歌って戦えて神様の声まで聞こえるっぽい？　なんでもできるタイプのキャラでいこうかな？

藤井：いるいる。クラスにはひとりいる委員長タイプのキャラみたい（笑）。

[image: 高]嶋：歌って戦える委員長タイプ！　すでに高すぎるヒロイン力だ（笑）。

ＧＭ：そんなキャラの方ほう向こう性せいでＯＫかと。では、次はＰＣ③のハンドアウトです。




●ＰＣ③用ハンドアウト

コネクション：要かなめ師団長　　　関係：上官

ガーディアンクラス：ブレイブ

　キミはイヅモ防ぼう衛えい隊たい東北方面部隊に所属する元警察官の防衛隊の臨時隊員だ。

　第三次大戦勃ぼつ発ぱつという情況に、イヅモ防衛にあたるキミたちは極きよく限げんの警けい戒かい態たい勢せい下にあった。

　そんなある日、キミの出身地、命みこと乃の町ちようが緊きん急きゆう事じ態たいとの一いつ報ぽうが届とどいた。だが、上官の要師団長は命みこと乃の町ちように割さける戦力などほとんどないという。そう、キミ以外は。

　キミは、昔から使っている手入れの行き届とどいた愛機を駆かって、現げん場ばへと向かうのだった。




ＧＭ：ＰＣ③は緑谷さんにお願いします。ＰＣ③はイヅモ防衛隊第六師団所属となります。世界的な規模の組織であるフォーチュンに対し、防衛隊は国が運営する防衛軍ですね。

緑谷：なるほど。ＰＣ①やＰＣ②ともまた異なる立ち位置のハンドアウトですね。〝手入れの行き届いた愛機〟とかプロっぽいし。

ＧＭ：はい。ＰＣ①やＰＣ②を導みちびく、大人のＰＣをやっていただこうと思いまして。

緑谷：なるほど。

ＧＭ：ガーディアンクラスはブレイブをお願いしたいと思います。

緑谷：『ＥＸルールブック』掲けい載さいの新しいクラスですよね。ブレイブって、ぶっちゃけ性せい能のう的てきには軍の最さい新しん鋭えいとかじゃなくて、努力と根こん性じようが一番大事っていうか……。

ＧＭ：そう。民間用の量産型ガーディアンに乗って戦う、軍人としての訓練を受けていない操縦者になります。知ち恵えや勇気で工く夫ふうして戦うキャラを再さい現げんできるんです。

緑谷：探たん偵ていとか警けい察さつ官かんとか、そんな感じですよね。

ＧＭ：そんなイメージです。ブレイブは本来ならず者とかもできるんですが、今回お話の都合上、元警察官が緊急事態で防衛隊にかり出されているという形を推すい奨しようしています。

緑谷：わかりました。ちょっと考えてみます！

ＧＭ：よろしくお願いしまーす。




●ＰＣ④用ハンドアウト

コネクション：スピカ　　　関係：恩おん人じん

ガーディアンクラス：指定なし

　キミはフォーチュンと契けい約やくしている傭よう兵へいだ。地ち球きゆう圏けん全土で起こるテロリストや謎の勢せい力りよくの襲しゆう撃げき、アビス災さい害がいなどに対たい応おうするのが、キミたち傭兵の任にん務むなのだ。

　そんな中、命みこと乃の町ちようフォーチュンの司令官であるスピカから、緊急の出動要よう請せいが舞まい込こんできた。命みこと乃の町ちようはキミが昔住んでいた土地でもあるし、世話になったスピカの頼たのみでもある。

　キミは、イヅモの命みこと乃の町ちようへと向かった。




ＧＭ：ＰＣ④は、ベテランの藤井さんにお願いしたいと思います。

藤井：は～い。ベテラン、ですか（笑）。

ＧＭ：他のハンドアウトよりも自由度がありますしね。ＰＣ②の所属する組そ織しきフォーチュンと契約している傭兵というのが、このＰＣ④の立ち位置となります。

藤井：フォーチュンと契約している傭兵か……。よりプロっぽい感じですね。

ＧＭ：『ＥＸルールブック』掲けい載さいのクラスは既すでに三人の方が担当してくれますので、ガーディアンクラスは自由にできます。藤井さんは何を選せん択たくしましたか？

藤井：私はファンタジーテイストなロボットが好みなので、ミスティック級にしました。
















ＧＭ：なるほど。魔ま法ほう王国レムリアの上位神霊機グランマナリスですね。これは個こ性せいが出ていい。

藤井：イヅモからレムリアに召しよう喚かんされて、上位神霊機の搭とう乗じよう者しやとなったという設せつ定ていのＰＣがやりたいです！（笑）

ＧＭ：神霊機のパイロットになる条じよう件けんは、機体に選ばれることがありますからね。イヅモ人ながら素そ養ようがあったということで、問題ないでしょう。

藤井：そのうえで、フォーチュンへ出向し、イヅモ行きの任務を受けたってことでいきますね。

ＧＭ：了解です。これでハンドアウトの配はい布ふは終了。あとはライフパスなどを振ってキャラクターを完成させてください。

一同：はーい。




　それらの作業をわいわいがやがやと進めるうちに時間がすぎ、すべてのＰＣが完成した。




ＧＭ：では各ＰＣの紹介をお願いします。




●轟とどろきタイガ／[image: 高]嶋ふみ

[image: 高]嶋（以下、タイガ）：オレは轟タイガ！　一一歳さいの男子。ごく普通の小学五年生男児だ。

ＧＭ：小学生にしたんですよね。

タイガ：なんとなく〝勇者〟が出てくるロボットものなら、小学生がいいかなって。それと相談の結果、貝原さんのＰＣとは同じクラスってことにしたよ。

貝原：問題なかったですよね？

ＧＭ：とんでもない。むしろ大歓迎でしたよ！




　さすが私が選んだ精鋭たち。ＰＣ同士の関係を積極的に組み立ててくれている。




タイガ：あ、そういえば母親はＧＭが設定してくれてるんだよな。

ＧＭ：はい。タイガの母親はこちらでＮＰＣをご用意してあります。名前はオトメと言いまして、主しゆ婦ふです（イラストを見せる）。

[image: ]

タイガ：スゴイ！　イラストがあるんだ！

ＧＭ：ええ。ＧＭがイラストレイターですのでそこを活かしたセッションをしようかと。で、各ＰＣの設定にあわせて必要なＮＰＣのイラストを用意しました。

タイガ：優しそうな母さんだね。一方、父さんはゲームのプログラマーだ。その影えい響きようでオレはゲームが大好き。いつも携けい帯たいゲームやカードゲームを持ち歩いているんだ。

ＧＭ：ああ、分かります分かります。うちの近所の子供たちも、そんな感じですよ（笑）。

タイガ：おう！　ライフパスの出自で［神の恩おん恵けい］となり、《天上の美》をもらったから、実はけっこう美形。クラスの人気ランキングでは、中の上くらいにはいる感じ（一同爆笑）。

藤井：成長すると「タイガ君って、こんなに格かつ好こうよかったっけ？」と思われる感じですね。

タイガ：そうそう。経験は、［死］。オープニングで死ぬらしいし。邂かい逅こうは［秘ひ密みつ］。クリス・ヴェッセーラにコネクションをとった。たまたま出会った彼女に密かにあこがれてるんだ。




・クリス・ヴェッセーラ

　『ＭＧＲ』に登場するＮＰＣ。鳳学園の押しの強い生徒会長。

[image: ]




▼搭乗機体とキャラクタークラス

タイガ：クラスは、ストライカーが１レベル、オリハルコンが２レベル。オリハルコンは、『ＥＸルールブック』の新クラスでメカと融合したり、メカ同士の合体が特とく徴ちようだ。なお、機体名はエクスタイガー。

貝原：タイガだから、タイガーなのね。

タイガ：お、おうよ（[image: ←]少し恥はずかしそう）。ま、こいつはメタルライヴで意い思しも持ってるってことがポイントだろうな。どんなヤツかはまだ分からないけど。
















▼加か護ご・データ

タイガ：加護は大ダメージを出せる《トール》を持っている。ダメージロールを０にしたり、周囲への被ひ害がいをすべて無む効こう化かできたりする《ジークフリート》もあるし、さらに《ニョルド》という敵に直接ダメージを与える加護も持っている。




・加護

　加護とはガーディアンが有する能力だ。クラスごとに所持している加護は異なり、効こう果かもそれぞれだ。絶ぜつ大だいな力を発揮するが、ひとつの加護につきシナリオ一回しか使用できない。




タイガ：そして主な攻撃は特技《ディメンジョンフェニックス》を用いた炎ほのおによる射しや撃げき攻撃、または、近づいてぶん殴なぐる。

貝原：単たん純じゆんっぽい！（笑）

タイガ：さらに超ちようスゴイ特技《ディメンジョンスラッシュ》も取得しているんだ。加護をひとつ消費して、ダメージに＋20Ｄ。その上で、〈神〉ダメージに変更することができるぞ！

藤井：ダメージの属性が〈神〉になると、特技やアイテムでダメージを防いだり、移し変えたりできませんからね。確かに超スゴイです！

タイガ：でしょ（笑）。あと《トランスユニゾン》を持っているんだけど、これで人間の状態から素体っていうガーディアン状態に融合したり、車両形態に変形したりできる。さらに《プライマルユニゾン》で他のマシンと合体して、決戦形態へ融合合身するぜ。

藤井：つまり、三つの状態に変身できるんですか？

タイガ：なお《プライマルユニゾン》を行なうと、加護を１個消費するか、シーン終了時にダメージを受ける。死し亡ぼう覚かく悟ごの技だね。だから、決戦形態になるのは本当にいざって時だな。

貝原：なるほど。オリハルコン級は変形・合体が楽しめるクラスですね。

タイガ：ま、オレの紹介はそんな感じかな。よろしく頼むぜ！




●神田結かんだ・むすび／貝原怜奈

貝原（以下、結）：私は神田結。タイガの同級生で一一歳の女の子。

ＧＭ：結……。イヅモの人物は名前がカタカナであることが一般的なので、世間的には珍しい名前ってことになりますね。

結：ちょっと意味ありげな名前にしたかったので。

ＧＭ：意図があればＯＫですよ。ＰＣの希望はなるべく実現したいと思いますので。

結：ありがとうございます。で、そんな私は命みこと乃の町ちようのアイドル的存在だったりします。

緑谷：へぇ～結はアイドルなんだ？　……あ、コンチェルトは歌を歌うクラスでしたっけ。

結：はい。普段は隠していますが、アイドルであることを表わす《魂の癒やし手》を取得しているので、データ面でも裏付けがあります（笑）。

ＧＭ：「種別：歌」の代償が減るうえ、ラウンド回数制限の特技を再使用可能になります。

緑谷：おお、なるほど。

結：一見、おしとやかな小学生。ですがそれは表の顔で、本質は生き真ま面じ目めなリンケージです。だからガーディアンに対して軽い気持ちでいる人を見ると、「戦いはゲームじゃないのよ」と内心思っています。特にタイガ！

タイガ：なんかオレに対してアタリきつくない!?（一同爆笑）

ＧＭ：そのツンデレ……良い感じのヒロイン力ですよ！　お願いしてよかった！（笑）

結：はい、がんばります！（笑）　で、ライフパスの出自は［パイロット］で経験は［組織］。代々神を祀まつっていた神田家が有するガーディアンのリンケージをやっています。

藤井：一族の事情でリンケージになったんですね。

結：ええ。小学生ですが、色々ありまして……。さらに邂逅は、［あこがれ］。金こん剛ごうリョウジさんにコネクションを取り、彼に淡あわい憧れを抱いだいています。




・金剛リョウジ

　『ＭＧＲ』に登場するＮＰＣ。スーパー級のガーディアン〝スサノオー[image: ]〟のリンケージを務める熱血漢。戦いのダメージが蓄ちく積せきし本領を発揮できない。
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ＧＭ：彼こそ真のリンケージだと思っているわけですね。

結：はい。だからクラスの男子は、まだまだ子供に見えてたりします。




▼搭乗機体とキャラクタークラス

結：それから、代々神をまつってきた私の家は、ご神体〝星のカケラ〟と共鳴して力を行使するガーディアン〝唄うた守もり〟がいて、それを受け継ぎました。

ＧＭ：そうですね。町を見下ろす山に、命みこと乃の神社という神社があるのですが、そこにご神体があるという設定があります。

結：ＧＭと相談して、ご神体との共鳴できるのは私だけ……という設定になりました。

緑谷：なるほど。小学生ながら［パイロット］なのは、そういう事じ情じようなんですね。

結：ええ。クラスは、コンダクターが１レベル、コンチェルトが２レベル。基本的には歌を使って支援をします。




▼加護・データ

結：加護は死んだ人を復ふつ活かつさせる《イドゥン》、判定の達成値を＋20できる《バルドル》、大ダメージの《トール》の三種類です。

藤井：支援が得意な感じですね。

結：で、特技がスゴイんです。……特に《カーテンライズ》という特技が！

タイガ：どんな特技？

結：この特技を使うとコンサート会場みたい〝ステージ〟が展てん開かいされ〝ライブモード〟になるんです。

一同：ライブモード!?

結：で、ライブモードが展開中は、各ＰＣやＧＭは他の人のロールプレイを評ひよう価かすることで熱狂カードを渡わたせるようになるんです。この熱狂カードを活かつ性せい化かさせて使うと、ダメージを上げられたり、判定の達成値を上じよう昇しようさせたりすることができるんです。

タイガ：な、なんかよくわからないけどすげぇっ!!

藤井：戦闘時に歌の力で、みんなを鼓こ舞ぶする演えん出しゆつができるんですね。

ＧＭ：そんなイメージですね（笑）。ライブモードについては、戦闘時に改めて説明します。

結：はい。そのほか《ボルテージアップ》という特技で味方を再行動させたり、《クイックリペア》で、いざという時に味方を回かい復ふくさせたりできます。
















緑谷：結ちゃんのヒロイン力がこもった支援が楽しみです！（笑）

結：が、がんばります（笑）。私はそんな感じですね。

ＧＭ：了りよう解かいです。次は緑谷さんお願いします。




●狗養静瑠いぬかい・しずる／緑谷明澄

緑谷（以下、静瑠）：俺おれは狗養静瑠。二七歳の男だ。元警察官で今は防衛隊に所属している。

結：静瑠さん……雅みやびな響きの名前ですね。

静瑠：そんな名前だが、真面目で任務第一の頭が固いタイプの性格だ。

藤井：へぇ。ギャップでキャラを印象づけようというわけか。

静瑠：そうそう（笑）。ライフパスの出自で［超ちよう病びよう弱じやく］が出て、経験で［特訓］が出ている。まあ、小さい頃ころは病弱だったが、身体を鍛きたえ……気合いで体たい質しつ改かい善ぜんした。

結：気合いなの!?（一同爆笑）

ＧＭ：ブレイブは努力や気合いでどうにかするクラスだし───らしいキャラですよ。

藤井：なるほど。

静瑠：……だが、【耐たい久きゆう力りよく】は低めなので、無む茶ちやをするとすぐ倒れる。

タイガ：改善できてないじゃん!?（笑）

静瑠：その後、誰かの役に立ちたいと思って、警察官になったんだ。邂逅は［くされ縁えん］。コネクションの、天てん龍りゆうコタロウとは、この時代の同どう僚りようだ。




・天龍コタロウ

『ＭＧＲ』に登場するＮＰＣ。鳳おおとり市し警けいに所属する警察官。元番長で、何かというと発はつ砲ぽうする血の気の多い人物。

[image: ]




ＧＭ：ふむふむ。

静瑠：ただ、部下を大切にするタイプで、部下のミスをかばって、警察を辞やめることに。そして、払い下げの愛機で探偵をしていたんだが……。

ＧＭ：〝第三次世界大戦〟への動きを感じた、イヅモ防衛隊の要師団長からスカウトを受けて、イヅモ防衛隊に、ということですね。

静瑠：ああ。俺の力が人々の役に立つのなら、とスカウトに応おうじたわけだ。

結：イイ男ですね！

静瑠：ありがとう。仏ぶつ頂ちよう面づらで気むずかしそうに見えるが、案外面めん倒どう見みがいい青年、といったところかな。仕事一いつ辺ぺん倒とうで、恋れん愛あいに興味はなく、もちろん彼かの女じよもいない。

藤井：……（優やさしい笑顔で）緑谷さんが好きそうな男キャラだなぁ（一同爆笑）。

静瑠：いいじゃないか！　好きなタイプのキャラを演えんじたって！（笑）




▼搭乗機体とキャラクタークラス

静瑠：乗っている機体はハウンド。データ面では、射撃系かな。スナイパーライフルで射撃したり、バッドステータスをばらまいたりして、みんなをサポートするぞ。

ＧＭ：ハウンドは警察がよく使っている機体で、シビリアン級という量産機ですね。

静瑠：ああ。だが、俺は「アステリオン」と名付けている。で、クラスはブレイブとスイーパー。スイーパーは掃そう討とうが得意なタイプのクラスだな。




▼加護・データ

静瑠：加護は《オーディン》、《ブラギ》、《ネルガル》。《オーディン》は加護を打ち消すことができる。《ブラギ》は加護の再生、《ネルガル》は攻撃範囲拡大だ。

藤井：汎用性の高い加護で構成されていますね。

静瑠：かもしれないな。データとしては《制せい圧あつ術じゆつ》という特技で戦うことになる。エンタングルワイヤーで範はん囲い１（選択）の敵を攻撃できる。ダメージが当たると［狼ろう狽ばい］を与あたえて、敵の行動を阻そ害がいできる。《マルチロック》でこの攻撃の範囲を拡かく大だいすることも可か能のうだ。

タイガ：ふむふむ。

静瑠：さらに、《ブロウビート》を使えば、ラウンド１回、判定の振り直しをさせることができる。味方の失敗をフォローするのも得意な感じだな。
















●法霊崎穂乃花ほうりようざき・ほのか／藤井忍

藤井（以下、穂乃花）：あたしは、法霊崎穂乃花。穂乃花って呼んでくれると嬉うれしいです。一七歳の女子です。

静瑠：女子高校生か。

穂乃花：ええ。出自は［天てん涯がい孤こ独どく］。中学生の時に両親を亡なくしています。その直後に、上位神霊機に選ばれ、レムリアに召喚されました。経験の［宿命の子］はここから来てます。

ＧＭ：レムリアの女王に「そうか、そなたが騎士か」と言われたわけですね。

穂乃花：そう。そして、レムリア王国で単行本一冊さつ分くらいの恋こいや戦いの物語があったわけなんだけど、長くなるから割かつ愛あい。レムリアで数年過すごした後、イヅモに戻もどってきて、普ふ段だんは女子高校生をしているけれど、有事の際にはフォーチュンの傭兵として出しゆつ撃げきしています。

ＧＭ：なるほど。若くして歴戦の戦士なんですね。

穂乃花：コネクションはレムリア王国の女王、サナート・レムリアに対して、［尊そん敬けい］で取得しています。




・サナート・レムリア

『ＭＧＲ』に登場するＮＰＣ。太平洋上に浮かぶ魔法王国レムリアの女帝。中立を重んじつつもアビスに対して強い警けい戒かいを抱いている。
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▼搭乗機体とキャラクタークラス

穂乃花：ミスティック級の上位神霊機に搭乗しています。フラガラッハと名付けています。

ＧＭ：由来はケルト神話に登場する剣けんですね。

穂乃花：はい。で、クラスは、コンダクター／スイーパー／ミスティック。

タイガ：コンダクターってことは結と同じく支援が得意？

穂乃花：ええ。さらに雑ざ魚こをなぎ払はらうスイーパー、神霊機を使うミスティックという構成で、基本的には範囲攻撃やモブの掃討が得意です。




▼加護・データ

穂乃花：加護は《オーディン》、《イドゥン》、《アカラナータ》。《アカラナータ》は広こう範はん囲いを焼き尽つくす加護ですね。

ＧＭ：防ぼう御ぎよと雑魚殲せん滅めつに力を発揮しそうですね。

穂乃花：ええ。で、アタシは光の神霊と契約し、神霊が情じよう報ほうを教えてくれる《語りかける声》や、クリティカル値を下げつつ判定を振り直せる《契約神霊：光》などを得ています。

静瑠：なるほど。

穂乃花：なお、《縛しばられた命》によって行動値に修正をもらっているので、ガーディアンに一週間以上搭乗しないでいると、あたしは死にます（一同爆笑）。

ＧＭ：「この神霊機は凶きよう暴ぼうだぞ？　それでも乗るか？」とサナートに警告されたでしょうね。

穂乃花：いいですね！　それでもあえて愛着を感じてこの機体を選びました（笑）。戦闘では《なぎ払い》による範囲攻撃を持っています。《マルチロック》で範囲をふやしたり、《スウィープブラスト》でモブに対するダメージを＋３Ｄ６したりもできます。

結：本当にマップ兵器って感じですね。

穂乃花：あ、せっかくだしメタガイストとも戦ったことがあることにしていいですか？

ＧＭ：お、実は二話のハンドウアトが戦ったことがある設定だったんですよ（笑）。

穂乃花：あら、ではそういうことで（笑）。

ＧＭ：さすがはベテラン（笑）。そういえば、珍しく名前も漢字のＰＣが多めですね。




●ＰＣ間コネクション

ＧＭ：では、キャラクターの紹介が終わったところで、ＰＣ間コネクションを決めましょうか。まずは、タイガから、結へ。

タイガ：とりあえず、振ってみるか。（ダイスを振る）42。

ＧＭ：［興味］。

タイガ：うーん、ちょっと違うんだよなぁ。（ルールブックを見て）……［くされ縁］にしよう。ずっとクラスが一緒で……。結のことは〝おむすび〟と勝手にあだ名で呼ぶ（笑）。
















結：ちょっ!?　あたしが〝むすび〟だから〝おむすび〟？　つっこみがいのあるあだ名をつけてくれちゃってぇ（笑）。じゃあそれ採用で（笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。次は結から静瑠へ。

結：（ダイスを振る）34。

ＧＭ：［同どう志し］。防衛隊とフォーチュンだから、ふたりは面めん識しきがあってもいいですね。

結：タイガと違って静瑠さんはきりっとして真面目だし、一緒にがんばろうって思ってます。

穂乃花：憧れのお兄さんふたりめですね（笑）。

ＧＭ：静瑠から、穂乃花へ。

静瑠：［幼おさな子ご］かな。妹のように感じているということで。

穂乃花：お互たがい、この町を離はなれている間に、いろんな経験をしちゃったけど（笑）。

静瑠：そうだな。こっちは警察官を辞め、キミは魔法王国まで飛ばされて……（笑）。

穂乃花：では、あたしからは、静にい、と呼ぶことにしましょう。

ＧＭ：最後に、穂乃花から、タイガへ。

穂乃花：振ってみて、ピンと来なかったら、チョイスします。（ダイスを振る）65。

ＧＭ：［くされ縁］ですね。

穂乃花：悪くないですね。昔家が近かったことにしましょうか。

タイガ：了解。近所のお姉さんって感じだな（笑）。
















　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆宇宙監かん獄ごくからの脱だつ獄ごく　　　マスターシーン




ＧＭ：では、オープニングフェイズです。最初はマスターシーン。ＰＣは登場不ふ可かです。

タイガ：俺が死ぬところからかと思ったら、違った（笑）。

静しず瑠る：まだ早いって！（笑）

ＧＭ：さっそく演出を始めましょう。




　宇宙の果ての、果ての果て。大小さまざまな小しよう惑わく星せいやスペースデブリ、あるいは光をも吸い込むアビス漂う暗あん礁しよう宙ちゆう域いき。その中にひときわ巨大な構こう造ぞう物ぶつが浮うかぶ。

　その名は宇宙監獄アヴァシルド。メタガイストの宇宙犯はん罪ざい者しやを収しゆう監かんする巨大刑けい務む所しよだ。

　突如、そのアヴァシルドの一角から巨大な爆ばく発はつが巻き起こった！




ＧＭ：ドカーン！　と爆発が起きるわけですよ。

静瑠：ドカーン!?　真空の宇宙だから、音は伝わらないのでは？

ＧＭ：あくまでイメージ。演出ということで（笑）。さて、爆発した箇所を中心に、宇宙監獄の外壁にはぽっかりと穴が空きました。その中からメタガイストの集団が顔を見せます。




「待ちに待ったこの時が訪れたぜぇ、野や郎ろう共ぉ！

　これでアヴァシルドの臭くさいオイルともおさらばだぁ！

　思う存ぞん分ぶん暴あばれまわって、餞せん別べつのひとつでも奪うばい取ってやれぇえ！」




穂ほ乃の花か：臭いオイル？

ＧＭ：機械生命体たちの好物は、オイルなんです。

タイガ：臭い飯ならぬ、臭いオイルってわけか！（笑）

ＧＭ：はい。そしてその台詞を叫んだ髑髏どくろを思わせる頭部を持つメタガイストに呼応して、周りにいるメタガイストの荒あらくれ者たちが暴れ始めます。




「へい、お頭かしら！　お頭の仕込みで、メタルライヴの看守どもも一蹴でさぁ」

「今までの借り、存分に返させてもらうぜぇぇ～！　ヒャッハー！」




結むすび：ヒャッハーって言ってますね……（笑）。

ＧＭ：囚しゆう人じんたちが暴ぼう動どうを起こしたんですよ。彼らが暴れるせいでアヴァシルドのあちこちで爆発音が響き、ズズンッと震動が連続します。対抗すべき看守たちは……。




「うわーつ！　もう駄だ目めだぁぁぁぁーっ！」

「至し急きゆう救援要請を出すんだ！　ええい、これ以上囚人たちを逃のがすな!!　うわあああ！」




タイガ：ああ、倒されちゃった……大だい惨さん事じだな。




「ぎゃあああっ!?」

　しかし今度はメタガイストの荒くれ者が吹っ飛んだ。

　近きん隣りんを警けい備びしていた宇宙警察エクシーズの来らい援えんであった。

　輝く鋼はがねのボディを持つ正義のロボたちが躍やく動どうし、メタガイストたちの暴動を鎮ちん圧あつしていく。




静瑠：応援が来てよかった！　このままじゃ囚人がみんな脱獄する勢いだったしね。

ＧＭ：アヴァシルドは正義側の領りよう域いきなので、エクシーズの救援も早々に到着したわけです。




　そんな中、アヴァシルドの絶ぜつ対たい防ぼう衛えい圏けん間ま際ぎわ、暗礁宙域の出口境きよう界かいで一ひと際きわ激はげしい戦闘が繰り広げられていた。無数の小惑星の狭間で鋼の肉体同士がぶつかりあう。

「そこまでだ！　宇宙海かい賊ぞくヴァンキング頭とう領りようオメガアブソウブ！」

「はっ！　宇宙警察エクシーズ部隊隊長、勇者エクストランか。しつこい野郎だ」




タイガ：エクストラン……オレと融合する予定のロボットか。がんばれ、エクストラン！

ＧＭ：はい。彼はがんばりますよ。「反乱は失敗だ。おとなしく投降せよ」と言うエクストランにオメガアブソウブは「勝ったつもりか？　だがまだ奥の手があるぜぇ？」と煽あおります。




　オメガアブソウブは手元の端たん末まつのスイッチを押おすと、なんとエクシーズの隊員たちと交戦していた部下たちが一いつ斉せいに爆発したのだ。火球が連れん鎖さして発生し、衝撃が周囲を席せつ捲けんする。

　そして「あばよぉ！」と悪の頭領は身を翻ひるがえし、その場から逃走を図るのであった。




結：部下たちに、爆ばく弾だんを仕し込こんでいたんですか!?

ＧＭ：はい、そのとおりです。爆発によってダメージを負ったエクストランは「部下を捨すて駒ごまにしただと!?」と驚きよう愕がくします。一方「あんなヤツら時間稼かせぎの駒こまにしかならねぇ」とオメガアブソウブは応じます。




　部下たちを犠牲に、ひとり暗礁宙域を脱だつ出しゆつするオメガアブソウブ。

　監獄から離り脱だつし、「ここまで来れば時間は稼げた」と手にした装そう置ちでゲートを開く。

　そこには空間を切り取ったような巨大な円。それがゲートであった。




結：え？　ゲート？

ＧＭ：何万、何億光年の距離を一瞬にして移動するための空間転移のためのゲートです。

静瑠：高飛びするつもりか!?

ＧＭ：ですがその時……。




　ゲートに入ろうとするオメガアブソウブにエクストランが飛びかかった。

　爆発のダメージを受けつつも、勇者は悪の首領に追いすがってきたのだ。

　再び始まる鋼の肉体同士のぶつかり合い。

　そしてふたりはもつれ合いながらゲートに吸い込まれていくのであった。




ＧＭ：と、宇宙の彼方でそんな攻防があったと思ってください。

タイガ：つまり危険な宇宙犯罪者が脱獄し、それを追ってエクストランがやってくるんだな。

ＧＭ：はい。そんな感じです。では、シーンを終了しましょう。







◆Opening02◆小学生たちの日にち常じよう　　　シーンプレイヤー：結むすび




　命みこと乃の町ちよう小学校は、いつものように児童たちの元気な声で溢あふれていた。

　大人たちの喧騒とは裏腹に、ここだけはただ、無む邪じや気きな空間である。

　神かん田だ結も同級生たちとともに、普通の小学生としての時を過ごしていた。




ＧＭ：オープニングフェイズの２シーン目です。結のシーンで、タイガも自動登場です。

結：了解です。

タイガ：おお、オレもか！

ＧＭ：舞ぶ台たいは命みこと乃の町ちよう小学校。いつもの教室のいつもの朝。新しい一日の始まりです。

結：登校してきて、ザワザワしてるクラスを眺めています。

ＧＭ：ここでクラスメイトの萌もえ咲さきアイが挨拶してきます（イラストを見せながら）。




・萌咲アイ

　結とタイガのクラスメイトその１。穏やかな性格で、誰にでもわけへだてなく優しい態度で接するため友達が多い。
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タイガ：密ひそかに男子人気が高そうな子だよな。

ＧＭ：「結ちゃん～、タイガちゃん～、おはよ～」

結：おはよう。

ＧＭ：「えへへ～。今日はタイガちゃんと一緒に日直だから、安心だよ～」

タイガ：お、そうか？

結：絶対、そんなことないと思う。

タイガ：なんでおむすびは、オレに当たりきついんだよ!?（笑）

結：誰が〝おむすび〟よ!?　ていうか理由わかんないの？（笑）

ＧＭ：そこに、小こ向むかいキミヒコと大おお森もりゲンがやってきます。




・小向キミヒコ

　クラスメイトその２。親が金持ちで、ちょっとイヤミっぽい少年。
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・大森ゲン

　クラスメイトその３。キミヒコの友達で、大食らいののんびりや。
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ＧＭ：「今日はドン臭くさい萌咲が日直？　大丈夫かい？」とキミヒコ。

タイガ：いきなりイヤミから来た!?

ＧＭ：親が金持ちなキミヒコはわがままなところがあり、人をからかったりするタイプの子なんです。そして彼は結に「ねぇ、結ちゃんだってそう思うだろ？」と聞きます。

結：え？　そうは思わないけど。

ＧＭ：「ふんっ、だから庶しよ民みんは嫌いやだよ。ダメダメ同士で庇かばいあってさ！　行こう、ゲンちゃん！」　ゲンはゆっくりと頷きます。「怒っちゃだめだよキミヒコ～」（のんびりした口調で）

タイガ：ゲンは癒いやし系けいのようだけど、キミヒコってイヤなヤツ！

ＧＭ：「そ、そんなことないと思うよ。キミヒコくんも優しいところあるし……」

タイガ：アイちゃんって、本っ当にお人ひと好よしだなぁ～。

ＧＭ：「タ……タイガちゃんの方が優しいよぉ～」

タイガ：え……なんか言った？

結：タイガってばニブいわね、と内心思います（一同爆笑）。

ＧＭ：そこに、嗣し堂どうミツルがやって来ます。




・嗣堂ミツル

　クラスメイトその４。成績優秀だがやや内向的で運動が苦手。タイガの遊び友達のひとり。
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ＧＭ：「まったく、朝から喧やかましい奴らだな。おはようアイ君。今日も、その……なんだ、い、いや。やっぱりなんでもないよ」

タイガ：……ミツルは、アイちゃんのことを狙ねらってるんだな。だが、空気を読まずに割わって入る！　「よお、ミツルじゃん！　おはよう。昨日の対戦、オレの勝ちだったな！」　オレとミツルは、同じゲームで遊んでる、ライバルってことにしておこうか。

ＧＭ：それ採用で（笑）。ミツルはジト目になり、悔しげに言います。「なんだ、タイガ。キミもいたのか。昨日の対戦は……調子が悪かったんだよ」

タイガ：これで五五戦中二八勝だぜ。オレの勝ち越しだな。

ＧＭ：「くっ……そうだ。今日はこの間の小テストの返へん却きやくがあったっけ。今回のテストは自信があるんだ。キミはどうだい？」

タイガ：オレは……テストでは、勝負しねぇから（目をそらす）。

ＧＭ：「相変わらずだね。……萌咲さんも彼に近づかない方がいいよ？　頭が悪くなるから」

タイガ：ひでぇ！　友達がいのないヤツだな！（笑）

ＧＭ：そして「そ、そうだ萌咲さん、よかったら勉強見てあげようか」と言うミツルに対し「だ、大丈夫。べ、勉強は自分でがんばるから」と、アイは照れたように答えます。

穂乃花：あらあら、ほほえましいわね（笑）。

ＧＭ：そんなクラスの様子を眺ながめていたクラスメイトのひとり京きよう極ごくナツメは「うふふふふふ。今日もたぁ～くさん打ち上がっているわね。コ・イ・ノ・ハ・ナ・ビが☆」と嬉しそうです。




・京極ナツメ

　クラスメイトその５。ロマンス大好きな女の子で、妄想たくましい発言により、周囲からやや浮いているところもある。
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静瑠：ナツメは周りが恋するのを見て喜ぶタイプか（笑）。

タイガ：ま、賑やかでいいクラスじゃないか！

結：タイガが一番うるさいでしょ。

タイガ：だからさぁ！（笑）

ＧＭ：さて、そんな朝がありまして。処しよ理りとしては変へん則そく的てきですがここから時刻は放課後になります。いったんタイガは退場となり、登場するのは結のみ。場所もフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部に移ります。

結：分かりました。……でも、いきなりですね（笑）。




　その日の午後……結は急な呼び出しで早退し、フォーチュン命みこと乃の町ちよう支部へ出頭していた。

　到着するやいなやパイロットスーツを装着、愛機唄うた守もりのコクピットに搭乗する。

　妖精のように繊細なフォルムのガーディアンの中で、彼女は出撃の時を待っていた……。




ＧＭ：フォーチュン命みこと乃の町ちようの基地中にけたたましいアラートが鳴り響き、唄守のハンガーでは緊急発進の準備でメカニックたちも慌ただしく駆け回っています。

結：ほ、本当に急ね。

ＧＭ：仮面をつけた基地司令のスピカが説明します。「突然大気圏外に謎の流星がふたつ出現したそうよ。それらは迎撃ミサイルをギリギリで回避しつつ大気圏に突入。命みこと乃の町ちよう周辺に落下する進路をとっているの」




・スピカ

　フォーチュン命みこと乃の町ちよう支部の支部長。仮面をつけた謎の女性だ。
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結：それって……。

タイガ：なんか……超イヤな予感が……。

ＧＭ：ふふふ。事態はどんどん動きますよ。唄守の発進準備が進む中、スピカが流星の映像を結のいるコクピットのモニターに回してくれます。




　夕暮れの赤く染そまった空を裂いて、白と黒のふた筋すじの流星が地上にせまる。

　それらはきりもみ状じように絡からみ合あいながら大きさを急速に増ましていた。




結：きりもみ状に絡み合ってって……へんな流星ね。

ＧＭ：「確かに」とスピカ。ここでオペレーターが「不ふ審しんな流星の落下速度が増加……？　双方、なおも加速しています！」と。

結：どういうこと？　迎撃ミサイルといい、明らかにおかしいですよ！

ＧＭ：「これはまずいわね。発進準備はまだなの？」とスピカが答えた時、急に流星の方角が変わります。向かう先は……命みこと乃の町ちよう小学校。

タイガ：や、やっぱりキターっ!?

結：ガタンとコクピットから立ち上がって「やばっ！　学校の方だわ！　発進急いで!!」と。

ＧＭ：ですが準備はまだ完了せず、そうこうするうちに……。




「あれぇ～、いったいなにかなぁ？」

　日直の仕事を終えて校庭に出てきたタイガは、隣の萌咲アイのそんなつぶやきを耳にする。

　何か面白いものでもあるのかな……と思い、空を見上げる彼女の視線の先を追う。

　そして、タイガは異常事態に気づく。いや、気づかずにはいられなかった。

　白と黒に光る巨大なふたつの流星が視界いっぱいに広がっていたのだ。




タイガ：「ぎゃあああああっ!?　アイちゃん、危あぶない！」ってアイちゃんをかばう！

ＧＭ：そしてタイガとアイは流星が放つ白と黒の光に包まれてしまいます。

結：タイガっ!?　アイちゃんっ!?

タイガ：オレたちどうなったの？

ＧＭ：それは後のシーンで（笑）。そしてようやく準備が整いスピカから号令が届きます。「結！　出動よ！　急いで!!」【ミッション：命みこと乃の町ちようを守る】を差し上げます。




　ミッションとは、セッションで達成する目的や使命のことである。このミッションを達成するとプレイヤーは経験点を獲得することができるのだ。




結：命みこと乃の町ちょうのみんなを守ればいいんですね。分かりました。

タイガ：（オペレーターになって）「システム、オールグリーン！　いつでも行けます！」

結：───神田結、唄守で出ます！　みんな……無事でいて！

ＧＭ：結が出力を全開にすると、唄守は発射用のレールの加速しながら進み、基地から飛び出します。結のガーディアンが出撃したところで、シーンを終了します。







◆Opening03◆非常事態、迫る！　　　シーンプレイヤー：静瑠




　機甲暦〇〇六三。世界各地で発生する宇宙からの軍ぐん勢ぜいガリスディア帝国の襲撃により地球圏は戦乱の渦中にあり、後に第三次大戦と呼ばれることになる戦いの幕が上がっていた。

　イヅモ各所への急襲はスーパーロボット軍団により跳ね除けられたものの、いつまた襲撃があっても不思議ではない。そのヒリヒリとした空気は、イヅモ特別区東北方面防衛隊に所属するミーレスパイロットである静瑠たちにも例外なく伝わっていた。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーは、静瑠です。静瑠はイヅモ特別区東北方面防衛隊に、協力という形で所属しています。今あなたはパイロットの待機室にいるということで。

静瑠：はい。

ＧＭ：静瑠の側にいた防衛隊員が「また第一種戦闘態勢だってよ。戦せん闘とう機き部隊にはスクランブルがかかってエウレシア方面に緊急発進だ」と言っています。

静瑠：第一種戦闘態勢？

ＧＭ：第一種戦闘態勢は、すぐにでも出動できるように準じゆん備びして待機している状じよう態たいです。

静瑠：なるほど。

ＧＭ：エウレシアは現在も、ガリスディア第五帝国との激戦が続いているんですよ。詳しくは『ＥＸルールブック』に収録されています。

静瑠：これは、その第三次大戦の裏の話ってことか。

ＧＭ：ここも多少アレンジ（*）していますが、基本的にはそうです。

静瑠：では、「物ぶつ騒そうだな」と呟つぶやこう。

ＧＭ：「そりゃそうだ。だって、スクランブルも、今月に入ってもう[image: 100]回以上だぜ？」

静瑠：尋じん常じようじゃない数だな。

ＧＭ：「ああ。イヅモ都市部への急襲部隊は撃退できたって話だが、襲撃は今も散発しているし、海の向こうの敵さんがこちらに向かってるって噂もあるぜ。」

静瑠：このあたりへの襲撃はまだ無いみたいだな。銃じゆうの整せい備びを続けながら、「戦争なんて、ない方がいいんだがな」と言おう。

ＧＭ：「そうだな。だが、それに備そなえておくのが俺らの仕事だ」

静瑠：ああ。人々の命を守るために、俺らは戦っている。

ＧＭ：さて、ここで、不意にアラートが鳴り響き始めます。ざわめく室内に、冷静なオペレーターの声が響きます。「内陸方面山間部、命みこと乃の町ちようにてふたつの不審な流星を確かく認にん。その挙動からみて、人為的な兵器の可能性あり。詳細が判明するまで各員は待機を続行」

静瑠：命みこと乃の町ちようと聞いた瞬しゆん間かん、ガタリと立ち上がろう。我々は出撃しないのか!?

ＧＭ：と、ここで部屋に要かなめ師団長が入ってきます。




・要師団長

　イヅモ特別区東北方面防衛隊第六師団の師団長。激情家で部下にも厳しいが自分にも厳しい。そのためよく部下にカミナリを落とす。しかし、実直な人柄ゆえか人望は厚い。
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ＧＭ：彼はいらだたしげに答えます。「今のこの基き地ちはエウレシア方面に対する警戒で手て一いつ杯ぱい。命みこと乃の町ちように割ける戦力はほとんど存在しない」

静瑠：そんなにエウレシア方面への備えは必要なのか？

ＧＭ：実際、頻ひん繁ぱんに出動しているので、要師団長の発言ももっともなものです。オペレーターも「少なくとも、状じよう況きようが把は握あくできるまでは、待機していてください」と念を押します。

静瑠：「了解」と答えつつも、歯ぎしりをする。一体何が起きているというんだ……。

ＧＭ：ここで要師団長がこっそり静瑠に話しかけてきます。

静瑠：要師団長？　一体どうなさいましたか？

ＧＭ：「静瑠くん、キミに特別任務を与える。命みこと乃の町ちようへ向かい、現地の状況を把握、必要に迫られた場合は交戦を許可する」

静瑠：……。師団長、この基地の戦力に余裕がないのでは？

ＧＭ：「それもあるが偵察、索敵をおろそかにするわけにはいかん！　さらに命みこと乃の町ちようは、キミの故こ郷きようなのだろう？　地の利に明るいキミはこの任務の最適任者なのだ。それに、あの町に配備されておるフォーチュンの機体は支援向きという話ではないか」

静瑠：……なるほど。

ＧＭ：彼はここでニヤリと笑い、静瑠だけに聞こえる声で「故郷の町を守ってこい」とつぶやきます。

静瑠：そういうことでしたか！　お心こころ遣づかい感かん謝しやいたします。早さつ急きゆうに現地へ向かいます。

タイガ：師団長……いい人じゃん！

ＧＭ：「私も状況が把握でき次第、直ちよく属ぞくの戦車部隊で出撃する。防衛隊魂を忘れるなよ!!」

静瑠：「わかりました。先に向かいます」と言って、出撃しよう。

ＧＭ：「おう、任せろ」ということで、静瑠に【ミッション：故郷を守る】を差しあげます。

静瑠：了解だ。銃を持ちオレの愛用のガーディアン、アステリオンの格納庫へ向かう。

ＧＭ：では、静瑠が格納庫へ向かって駆け出したところでシーンを終了します。



多少アレンジ　第三次世界大戦における〝イヅモ攻防戦〟が本来の設定よりも都市部などの重要拠点以外は比較的小規模であったものとして描かれている。









◆Opening04◆命みこと乃の町ちようの危き機き　　　シーンプレイヤー：穂乃花




　今日もまたテロリストがイヅモを襲撃し、出撃要請がかかった。

　ここ最近、頻ひん度どが増ぞう加かする一方だが、戦力は幾いくらあっても足らないという。これも三次大戦規模の紛争による防衛戦力分散という世界情じよう勢せいゆえであろう。

　しかし、これを放置することはできない。穂乃花は平和を守るフォーチュンの傭兵なのだ。




ＧＭ：というわけで、穂乃花さんのオープニング。あなたは、たまたま命みこと乃の町ちよう近くの海岸でテロリストと戦っているという状況です。

穂乃花：分かりました。フラガラッハで出撃しているわけですね。

ＧＭ：「乗るしかねぇ！　このビッグウェーブによぉ！」「楽しい俺たちの戦争の始まりだぁ～～！」と、奈落獣を従えつつアビスミーレスにのったテロリストたちは興奮状態です。

タイガ：（テロリストになって）「俺たちの時代が来たってなもんだ！」

穂乃花：「宝くじ買いに来た」みたいな気軽さで、襲撃しに来ないでくださいよ！（笑）

ＧＭ：なお、奈落獣とテロリストたちはエキストラなので、宣言だけで倒せます。




　エキストラとは、ＮＰＣのタイプを表現する用語である。その役割はシーンの状況描写や演出にある。映画のいわゆるエキストラに近い存在だ。そのためデータは存在せず、ＰＣや重要ＮＰＣに危害を加えることもない。




穂乃花：時間をかける必要はなさそうですね。フラガラッハが装そう備びしているミスティックブレードを抜き放ちます。そして契約神霊である光をまとわせて、彼らの知覚の外から一息になぎ払いましょう。

ＧＭ：神話の武神を思わせる姿を持つフラガラッハが剣を一いつ閃せん。「な、何が……ぐあああ！」と、何が起きたのか理解できないテロリストたち。ＡＬ粒子と光の魔法によって強化された一撃によって彼らの機体はすべて両断されました。

結：ＡＬ粒子？

ＧＭ：ガーディアンのフレームであるＡＬＴＩＭＡが使われている機体に人が乗っていると、ＡＬ粒子というものを散布するんですよ。

タイガ：どんな効果があるんだ？

ＧＭ：ＡＬ粒子が力場を作り出して、防御フィールドになったり兵器の威い力りよくを増加したりするのです。

結：なるほど。

穂乃花：では、倒したテロリストたちに「あちこちで出撃命令が出ていて忙しいったりゃありゃしない。あなたたちに構かまっている時間はないんですよ」と言いましょう。

ＧＭ：「くそぅ、どこも大忙しで手て薄うすなんじゃなかったのかよぉ～」という声とともに、機体が爆発四散しました。パイロットは脱出した後、拘束されています。

穂乃花：ロボットもの、派は手でで楽しいですね（笑）。

タイガ：まさに歴戦の戦士っぽい演出だったな（笑）。

ＧＭ：さて。一仕事終えた穂乃花さんに、緊急コールが入ります。




　ピン。フラガラッハのコクピットのディスプレイに表ひよう示じされたコールサインは、スピカ。　以前穂乃花が暮くらしていた命みこと乃の町ちようで世話になった、フォーチュンの支し部ぶ長ちようだ。




穂乃花：出ましょう。「お久ひさしぶりですね、スピカさん。どうかなさいましたか？」

ＧＭ：「久しぶりね、穂乃花。ゆっくりと再さい会かいの挨あい拶さつをしたいところだけれど……」

穂乃花：ええ、緊急で繫つないできたということは、何か大おお事ごとが起きたわけですね？

ＧＭ：「そうなの。命みこと乃の町ちように流星───いえ、あきらかに不振な挙動をする未み確かく認にん飛行物体が落下したわ。迎撃ミサイルを回避する流星なんて、さすがに看かん過かできないじゃない」

穂乃花：そうですね。

ＧＭ：「どこも手一杯みたいでね、命みこと乃の町ちように駆けつけることが可能で手の空いているフォーチュンの人員は貴女あなたしかいないようなの。これも奇き縁えんってヤツかもしれないわね」

穂乃花：「わかりました。すぐにでも向かいます」と言いながら、フラガラッハを命みこと乃の町ちように向けて走らせ始めましょう。

ＧＭ：「ありがとう。うちの子の機体は支援向きでね。非常時には周辺から協力を仰ぐ体制なの」

穂乃花：うちの子？　……すでに、どなたかが現場に？

ＧＭ：「ええ。うちにいるたったひとりのリンケージ、神田結が現場に向かったわ。ガーディアンと目される落下した流星はふたつ……」

穂乃花：なるほど。二体とも敵であった場合、結さんがひとりでは不利というわけですね。

ＧＭ：「そうなの。だから、頼むわ」

穂乃花：状況は分かりました。結さんの簡単なデータをこちらに転送してください。命みこと乃の町ちように向かう間に、ざっと確認します。同どう士し討うちとなったら笑えませんからね。

ＧＭ：「もちろんよ。すぐにでも送るからよろしく頼むわね」

穂乃花：私は元々は命みこと乃の町ちようで育ったのですから、その危機に駆けつけないわけがないですよ。フラガラッハと一緒に、町と人の命、守ってみせます。

ＧＭ：では、【ミッション：スピカの要請にこたえる】を差しあげます。穂乃花が命みこと乃の町ちように向かったところで、シーンを終了します。







◆Opening05◆誕生！　勇者小学生　　　シーンプレイヤー：タイガ




　視界一杯にひろがった流星の激突。思わず死を覚悟したタイガであった。……だが、一瞬の静せい寂じやくののち、眼がん前ぜんに繰り広げられていたのは現実離れした光景だった。




ＧＭ：オープニングフェイズの最後のシーン。シーンプレイヤーはタイガ。時間軸じく的には、結のオープニングフェイズの直後で、場所は学校の校庭です。

タイガ：オレはアイちゃんと一緒に謎の流星の光に包まれたんだよな。

ＧＭ：その直後の状況から説明しましょう！　あの白と黒に輝くふたつの流星の直撃を受け、視界が回復するのですが……。タイガの眼前でふたつの鋼こう鉄てつの巨きよ体たいがぶつかり合っています。

タイガ：な、何だ!?




　ひとつは、タイガたちをかばうように背せを向けて戦う、光に包まれた巨大な人型。

　もうひとつはその光の巨人に猛攻を加える、ガイコツを幾つもつけた闇の巨人だった。




タイガ：闇の巨人は、明らかに悪いヤツだな！（笑）　「一体、どうなっているんだ!?」

ＧＭ：一緒にいたアイは「きゃああ！」と恐きよう慌こう状態に陥おちいっています。




「どうしたぁ？　勇者エクストラン！　さっきまでの威い勢せいはどこにいってしまったのかなぁ？　まるで背せ中なかに重ぉ～い荷物を背せ負おっているかのようじゃあないか」

　闇の巨人は、光の巨人を攻め立てる。

「不法行為だぞオメガアブソウブ！　この星の生命体を傷きずつけさせるわけにはいかない!!」

「戦いに不法もへったくれもないってもんさぁ。勝てば正義、それだけさぁ！」




タイガ：オレらがいるから、光の巨人……エクストランは自由に戦えないのか。アイちゃんを連れて、この場から逃にげ出だせないかな？

ＧＭ：アイは「タイガちゃん……、わたし、腰こしが……」と腰が抜けて立てないようです。

タイガ：なあ、アンタ！　オレらは自力で逃げるから、気にせず戦ってくれよ！

ＧＭ：エクストランは「だが……」と迷まよいます。一方、闇の巨人……オメガアブソウブはアイを見て、「くくく……、イイ〝恐きよう怖ふ〟だなぁ……？」と笑います。




　───そして、防戦一方だったエクストランと呼ばれる鋼の巨人の右みぎ腕うでが砕け散る。

　それをきっかけに、とどめの猛攻をオメガアブソウブに浴あびせられたエクストランは、倒れ伏し、そのまま光となって飛散してしまった。




タイガ：あまりの出来事に呆ぼう然ぜんとする。

ＧＭ：オメガアブソウブは、「これで邪じや魔ま者ものは消え去ったってわけだ。さぁて、〝お宝〟を探さがす為にもぉ──」とアイに視線を向けます。

タイガ：アイちゃんを背にかばう！

ＧＭ：「旨うまそうなガキじゃあないか」

タイガ：めちゃくちゃ怖こわいけど、勇気を振ふり絞しぼって叫ぶ！　「アンタみたいな卑怯なヤツに、オレは絶対に、負けない！」

ＧＭ：「うるせぇ！」と、オメガアブソウブは、巨大な拳こぶしをタイガに向けて振ふり下ろします。

タイガ：やべぇっ!!　アイちゃんを突き飛ばしてから自分も逃げようと……。

ＧＭ：アイはともかくキミは間に合わなかった。アイの悲鳴を背後に聞きながら、タイガの視し界かいはブラックアウトします。

タイガ：ああ……オレ、死んだんだな……。

ＧＭ：やがてタイガの視界が、徐じよ々じよに明るく……いや、真っ白くなっていきます。




　光が見えた、いや、光しか見えなかった。

　目を開けると、タイガは暖あたたかな光に包まれていた。




タイガ：あっけなく天国にきちゃったな。オレ、ちゃんとアイちゃんを守れたかな……？




　───死んでしまったんだ。

　そうタイガが実感するのに十分すぎる光景だった。

　だがその感覚とは裏うら腹はらに、暖かなその光はキミに話しかけた。

「地球の少年よ。我わが名は勇者エクストラン。宇宙の平和を守るメタルライヴの戦士だ」




タイガ：エクストラン……もしかして、さっき、戦っていたヤツか？

ＧＭ：「ああ、そうだ」

タイガ：ごめんな。オレらがいたせいで、存分に戦えなくて、そのせいで……。

ＧＭ：「私のことはいい。だが……キミの身体は今、崩ほう壊かいしかかっている」

タイガ：やっぱりオレ、死んじゃったのかぁ……（しかたなさそうに）。

ＧＭ：「キミを守れなかったことを謝罪する。だが不思議なことに、キミと私の心が共鳴し、互いに支えあいその存在を保っているようなのだ。」

タイガ：えっと……難むずかしいコトは良く分からないんだけど、オレの身体とかどうなるの？

ＧＭ：「キミの身体に私のエネルギーが満ち、融ゆう合ごうしてゆくのが感じられる。そのエネルギーで何とかなるだろう。キミにひとつ頼みがある。私とともに、戦って欲ほしい。」
















タイガ：オレとアンタが力を合わせて、あのガイコツ野郎と戦うってこと？

ＧＭ：「ああ、キミには私と同様にある素質があると感じる」

タイガ：素質？

ＧＭ：「我々もその真の力を解明していない神秘の力───〝勇気〟を持つ〝勇者〟としての素質があるのだ」

タイガ：〝勇気〟を持つ〝勇者〟……か。

ＧＭ：「不思議な力でキミと私は融合し、ひとつになりつつある。───だから、目の前のオメガアブソウブと戦うためには、キミの力が必要だ。少年よ、協力を要よう請せいしたい」

タイガ：（ちょっと考えたあと）ＯＫっ！　悪いヤツらと戦うなんて、かっけーじゃん！

ＧＭ：「ありがとう。この星の……地球の勇者に感謝する」

タイガ：オレも、ああいう卑怯なヤツは大だい嫌きらいなんだ。

ＧＭ：「ではいくぞ。小さき勇者よ」

タイガ：小さいって言うんじゃねぇ！（一同爆笑）　それにタイガって名前がある！（笑）

穂乃花：背が低いことを気にしてるんですね（笑）。

ＧＭ：「だが、キミはこの星の知的生命体の中で〝小さい〟のは厳然とした事実では……」

タイガ：心はでっかく！　男気全開だぜっ!!　細かいことはどうでもいいのさ！（笑）

ＧＭ：「理解困難だが了解だ、タイガ。ではともにいこう！」




　光に包まれ、静止していた時が動き出す。

　一瞬の瞬まばたきの後、新たなる戦士が姿を現わす。




ＧＭ：光に包まれた空間から現実に戻ったタイガは鋼の鎧よろいに身を包つつみ、腕にブレスレットを装着しています。ユニゾンテクターを装着した状態と考えてください。

タイガ：うおっ!?　何だコレ!?　とタイガは驚くんだけどプレイヤーは嬉しい（笑）。

ＧＭ：タイガの身体から猛もう烈れつなＡＬ粒子の波動が発せられ、それに驚いたオメガアブソウブが叫びます。「馬ば鹿かなぁ！　おまえ、今俺が潰したはずじゃ!?　どうなってやがる！」

タイガ：「もう、好きにはさせねえぜっ！」

ＧＭ：ブレスレットが輝かがやき、タイガの脳のう内ないに声が響きます。「タイガ、ユニゾンテクターはあくまで防護スーツ。奴を撃破するには変形が必要だ。叫べ！　融合変形だっ!!」

タイガ：ええっ!?

ＧＭ：「不思議とどう戦えばいいかわかる。ブレスレットのボタンを押して、叫ぶんだ！」

タイガ：「良く分かんねーけど……」ボタンを押して叫ぶ。「融合変形！」

ＧＭ：すると、ブレスレットからまばゆい光が放たれ、学校の駐ちゆう車しや場じように停めてあった、先生のセダンに当たります。そして、セダンがタイガの元まで走ってくると、変形を始めます。

静瑠：先生の、セダンが……！（笑）

ＧＭ：轟音とともに変形を終えたセダンは、一二メートルくらいの精せい悍かんな人型ロボットになりました。タイガは光をまといながら、その中へとふわりと吸い込まれていきます。

結：タイガが入っていくわけですね！

ＧＭ：「なんだ!?　このみなぎるＡＬＴＩＭＡの輝きは。私と少年の力の融合にこんな効果が……!?　明らかにメタルライヴの力だけではない……！」

静瑠：エクストランの予想を超える何かがあるようだな？

ＧＭ：「タイガ、名を……新たな名をつけるんだ！　それがキミの力となる!!」

タイガ：いきなり言われても困こまるんだけど……（笑）。ええと、アンタがエクストランで、オレがタイガだから……エクスタイガーだ！




　ここに、ひとりの勇者が誕生した。

　そう──。新たなる地球の守護神ガーデイアン、その名も〝勇者エクスタイガー〟である！




静瑠：おお、ナレーションが入ったぞ（笑）。

ＧＭ：ここで、タイガには【ミッション：オメガアブソウブを討うつ】を差しあげます。

タイガ：おう！　「心はでっかく！　男気全開！　エクスタイガー!!」

ＧＭ：タイガがそう叫んだところで、シーンを終了します。







　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆激げき闘とう、エクスタイガー!!　　　シーンプレイヤー：結むすび




　支し部ぶ長ちようのスピカから受け取った謎なぞの流星の座ざ標ひよう──命みこと乃の町ちよう小学校に到とう着ちやくすると、眼がん前ぜんには信じられない光景が広がっていた。

　禍まが々まがしいを髑髏どくろを身につけた機械生命体と、正体不明のガーディアンとの戦いであった。




ＧＭ：ここからは、ミドルフェイズに入ります。シーンプレイヤーは結ですが、全員登場となります。場所は学校の校庭になります。

結：はい。

ＧＭ：結はスピカから受け取った座標へと到着しました。そこでは謎のガーディアン───エクスタイガーが戦っていました。

タイガ：おおっ、もう戦ってるのか！　格かく闘とうゲームみたいに拳こぶしを突つき出したりしてるぜ！

結：タイガの声は漏もれてるんですか？

ＧＭ：声は漏れていますが、機械音声なのでタイガとはわかりません。

タイガ：「エクストランスラーッシュ！」とか、適てき当とうに技名を言いながら攻こう撃げきしてる（笑）。

結：「なんて低レベルな攻撃……」と言って、校門の前で棒ぼう立だちになります（一同爆笑）。

ＧＭ：……さて、ここに、静しず瑠ると穂ほ乃の花かも到着します。

静瑠：見知った機体がいるので、通信を飛ばそう。「結くんじゃないか」

結：あっ、静瑠さんっ♪（すごく嬉うれしそうに）

タイガ：おい待て。オレへのしょっぱい対たい応おうとはえらい違ちがいだな!?（一同爆笑）

結：（ツンとした態度で）当たり前でしょ。

静瑠：「結くん。俺おれは、ふたつの不ふ審しんな流星が落ちたと聞いてやって来たんだが……」と言いながら、校庭へと視し線せんを向けるが……。

タイガ：「へっ、あんまり強くねぇんじゃねーの？」と言いながらパンチ。

ＧＭ：「何だと!?」と憤いきどおりながらパンチを受け止めるオメガアブソウブ。

結：子供かっ!?

穂乃花：アタシも登場します。結さんたちの視し界かいに入るような形で、機体を寄せましょうか。

静瑠：通信を開く。「その機体は、穂乃花くんか」

穂乃花：お久しぶりですね、静にい（にっこり）。

静瑠：キミが来てくれたのなら、早くケリがつきそうだな。
















穂乃花：あら、褒ほめても何もでないですよ？

結：え、えええっ!?　ちょ、ちょっと、何、この親しげな空気！　この人何なの!?　静瑠さんと一体どういう関係なの!?（一同爆ばく笑しよう）




　静瑠と穂乃花の関係が気になる小学五年生、結であった。




穂乃花：どういう関係って言われても……。

静瑠：結くん、子こ供どもは余よ計けいなことを気にしなくてもいいんだ（笑）。

結：む～～！

穂乃花：（ＧＭに向かって）私はスピカさんから結さんのことを聞いていてＯＫですか？

ＧＭ：ええ、もちろんです。

穂乃花：では、「神かん田だ結さんですね？　あたしは上位神霊機グランマナリスフラガラッハの搭乗者、法ほう霊りよう崎ざき穂乃花。フォーチュンのスピカさんの要よう請せいで、助すけ太刀だちに参りました」と通信を飛ばします。

結：あ、ああ！（納なつ得とくしたような声で）

穂乃花：優れた支援能力を持つ優ゆう秀しゆうなリンケージと聞いています。よろしく。

静瑠：褒められているじゃないか、結くん。

結：素す直なおに喜べない……だって、静瑠さんとの関かん係けい性せいが気になるから！（一同爆笑）

穂乃花：あたしはレムリアに恋こい人びとがいるので、静にいとは何もないわけですが……まあ、結さんにそう思われてるなんて、さすがに察せないですから、何も言えない（笑）。

静瑠：そうだな……（笑）。

ＧＭ：一方、戦っていたオメガアブソウブは唄守たちガーディアンを見て「ちっ、うじゃうじゃと集まりやがって……」と毒づきます。

結：そんぐらいあんたが迷惑な存在なのよ。ここで倒させてもらうわ！

ＧＭ：「俺様を倒す？　ふん……見たころと、〝デキる〟奴やつが何体かいるようだな。俺はあいにく肉にく弾だん戦せんは得意でないんでね、ここはひとつオサラバさせてもらうぜぇ」

タイガ：待て！　逃にげるな!!




　──そのときだった。

「見せてやるよ。〝恐怖〟ってヤツの姿をな!!」オメガアブソウブが校庭で倒れていたアイを指さす。するとアイから漆しつ黒こくのオーラが流出し、結けつ晶しよう化かした四個の〝種〟の形をとった。




穂乃花：これは……アビスシード、でしょうかね。

静瑠：バカな！　アビスシードが一度に四個だと!?

ＧＭ：オメガアブソウブは、その個体の状態に応じて、アビスシードを一度に複数発現させる能力と、そのアビスシードを取り出す能力を持っているのです。




・アビスシード

　アビスシードとは人の中に宿やどる因いん子しで、これが解放されると異次元からエルギーを引き出す門〝アビスゲート〟が開く。アビスゲートからは莫ばく大だいなエネルギーを引き出すことが可能だが、その結果周囲の空間を崩ほう壊かいさせるなど大きな災さい厄やくを招まねく。




結：それはマズイ！

ＧＭ：その〝種〟───アビスシードは中空に浮うかび上あがると四方に飛び去ってしまいます。

一同：あっ！

タイガ：なんかわからないけど、飛んでった!?

ＧＭ：「即そく席せきじゃ四個が限げん界かいかぁ。これでも時間とアビスエネルギー稼ぎくらいにはなるだろう。ま、うまくやってくれよ」と言いつつ逃げようとするオメガアブソウブ。

タイガ：逃げるのか!?

ＧＭ：「おっと、アレを放っておいていいのか？　あの種シードは芽め吹ぶくと小型のゲートを開いて〝恐怖〟をまき散らすんだ。町中がパニックになるぜぇ？」

静瑠：どういうことだ!?

ＧＭ：「俺様がどんどん力を得ることになるのさ。ゲートから出現した奈なら落く獣じゆうが人々の負の感かん情じようを集めるとアビスゲートが拡大。極上のアビスエネルギーになるって寸すん法ぽうさ！」

静瑠：町に大だい惨さん事じを招くつもりか……許さん！

穂乃花：エクスタイガーは敵てきではないようですから、そちらにも通信回線を開いておいて、声をかけます。「静にい！　そいつを追おい詰つめるのも重要ですが、それ以上に、人的被ひ害がいの方が問題です！　町の人々の安全確かく保ほが最さい優ゆう先せん事じ項こうかと！」

静瑠：わかっている。

ＧＭ：オメガアブソウブは「じゃあ、あばよ！」と言って、飛び去りました。

タイガ：くっそ～！

ＧＭ：さて。校庭では、教室から出てきた嗣し堂どうミツルがアビスシードを取り出され朦もう朧ろうとしたアイに声をかけます。「アイ君、大丈夫かい？　ん？　怪我はないみたいだけど元気がないね。……念のため病院に行こう！」と、彼は反応の鈍にぶいアイを校外へ連れ出そうとします。

穂乃花：ミツル君って、しっかりした子ね。

タイガ：さすがオレの親友、やるじゃないか！　でも、あいつにまかせて大丈夫かなぁ。

ＧＭ：「タイガ、これが奴のやり口なのだ。少女はじき回復するだろうが、ゲートが被害を拡大する前になんとかせねばなるまい」とエクストランがいいます。

タイガ：ちくしょう！　わかった。ここはアイちゃんはミツルに任せて、俺たちはオメガアブソウブを倒すぜ！　……って、でもどうやって？

結：じゃあタイガが途方にくれてるところで、話しかけたいんですが。

タイガ：おお、そうだな。エクストラン、どうやったら、元に戻もどれるんだ？

ＧＭ：「やはりどうすればよいか頭に浮かぶ。ユニゾン解かい除じよだ」

タイガ：ユニゾン解除って言えばいいのか？　……よし、ユニゾン解除！

ＧＭ：すると、エクスタイガーはセダンへと戻っていき、融ゆう合ごうが解とけていきます。そして、タイガはすたっと地上に降り立ちました。

タイガ：ユニゾンテクターは着用したまま？　オレの顔って、隠かくれたままかな？

ＧＭ：はい。バイザーで隠れたままですね。

結：唄守から降りて駆かけ寄り……「あなた、誰だれ？」と尋たずねます。

タイガ：あれ、おむすびじゃん！（あっけらかん）

結：ガーン！　その変なニックネームで呼ぶのは、たったひとりだけ……。

静瑠：結くん、知り合いなのか？

結：タイガ、なの……？

ＧＭ：と、ここで謎のガーディアンのリンケージの正体が明らかになりました。ここで、カメラがぐっと引いていき、命みこと乃の町ちよう全域を映し出します。そして命みこと乃の町ちよう各所に、小さな〝闇やみ〟の芽が吹ふいたところで、シーンが終わります。







◆Middle02◆勇者結集　　　シーンプレイヤー：静瑠




　メタルライブの勇者エクストランと融合し、エクスタイガーとなったタイガ。

　ガーディアンを操あやつることになったものの、まだ戸惑っているのは明らかだった。

　そこで静瑠は彼から事情を聞き出すことにしたのだが……。




ＧＭ：では、次のシーンです。シーンプレイヤーは静瑠ですね。

静瑠：では、急な展開なのでタイガくんと我われ々われが話をするシーンがほしいな。オメガアブソウブの危機が町を襲っている今、戦えるならひとりでも多くのリンケージの協力がほしい。

ＧＭ：わかりました。では、先ほどのシーンの続きということで舞台は校庭から始まります。

静瑠：（タイガに向かって）キミはどうやら結くんの知り合いのようだが？

タイガ：ああ。にしてもおむすびって、リンケージだったんだ！　すっげーなあ！（笑）

結：私は、あなたみたいに、戦いをゲームだと思っているようなタイプが一番嫌きらいなのっ！

タイガ：きょとんとする。

ＧＭ：ここは、エクストランが助け船を出しましょう。「私は、メタルライヴの勇者、エクストラン。彼に力を貸かしてもらっている」

結：えっ、この声はどこから？

タイガ：「ここ」と、ブレスレットを見せる。

ＧＭ：なおフォーチュンたちは、メタルライヴにはフォーチュンに協力している者もいれば、いわゆるメタガイストと呼ばれる悪事をなす者もいることは知っていてＯＫです。

静瑠：フォーチュンでない俺はメタルライブに詳しくないわけか……。とにかく少年に声をかけよう。「防ぼう衛えい隊たい所属の狗いぬ養かい静瑠だ。事情を聞かせてくれないか？」

タイガ：ＯＫ！　もちろんだぜ！

穂乃花：あたしも機体から降りて、会話に混まじりましょう。

タイガ：あ、穂乃ちゃんじゃないか！　オレ、タイガだよ！　昔よく遊んでくれたよな！

穂乃花：あのタイガくんなんですか？　ちょっと見ない間に大きくなりましたね。

静瑠：ほう。穂乃花くんの知り合いか。すまないが、つもる話は後にして話を聞かせてくれ。




　タイガは自身が悪のメタガイストのオメガアブソウブの攻撃により死にかけたところ、メタルライブのエクストランと融合合体をし、命をつないだ経緯を語った。

　そして、宇宙からやって来た勇者エクストランとメタガイストと戦う約束をしたことを。




タイガ：町がやばいことになる前に、早くメタガイストを追いかけよう！

穂乃花：（少し考えて）静瑠さん、彼に協力を求めては？　先ほど飛び去ったメタガイストの対処には、エクストランの知識と力は役にたつかと。彼は正義側のようですしね。

静瑠：メタルライヴに詳しいのか？　確かに我々の戦力が少ないのは事実ではあるが……。

穂乃花：ええ、それなりには。メタガイストとの交戦経験もありますしね。

ＧＭ：ここでスピカから通信です。「結、穂乃花、聞こえる？　今、町中で様々な騒そう動どうが起おこってるの。うちの支部じゃ対応しきれない規き模ぼよ。私も現場に向かっているけど、みんなも現場へ……って、きゃあっ！　虫が、虫が～～～！」と言って、通信が途と絶だえます。

結：虫!?

静瑠：騒動？　どうしたというんだ？

穂乃花：アビスシードから怪かい物ぶつが生まれ、あっちこっちで暴あばれているのではないでしょうか。

ＧＭ：そのとおり。オペレーターから通信が入ります。「命みこと乃の町ちようの四地点で奈落獣によるトラブルが発生しています。今から座標を送りますので、対処に向かってください」

静瑠：任にん務むか。了解した。

タイガ：オレも行かせてくれ！　エクストランと一緒にアイツらを倒たおすって約束したんだ！

ＧＭ：「私からも頼む。この騒動を引き起こしているオメガアブソウブは宇宙監獄から逃げ出した犯罪者なのだ。その捕縛という私の任務を果たさせてくれ」とエクストラン。

静瑠：……そうか。エクストランはメタルライブの警官か……。いいだろう。同業のよしみだ、現場レベルで協力を要請しよう。もちろんタイガの生命が優先だがな。

タイガ：話がわかるぜ！

穂乃花：とりあえずよろしくね。タイガくん。

結：しょうがないわね。静瑠さんが決めたことなら。

ＧＭ：「この騒動はおそらく陽動だろう。エネルギーを集めながら、大きなアビスゲートを開きうる存在を探しているはずだ。私たちが対処している間に、行方を探してくれ」

穂乃花：支部のみんなに頼んでおきましょう。

ＧＭ：では、各ガーディアンのモニターにオペレーターが連絡してきたトラブルの情報が映し出されます。これらが皆さんが解決しなければならないトラブルとなります。





・暴ぼう走そうする巨きよ大だい昆こん虫ちゆうたち　【理知】判はん定てい／難なん易い度ど：12

・どんどん出てくる風船奈落獣　　　【反はん射しや】判定／難易度：13

・いちゃいちゃするカップルお化け　【知覚】判定／難易度：13

・まんじゅうを食べさせてくる怪かい人じん　【体力】判定／難易度：12






ＧＭ：ＰＣひとりにつき１回だけ、いずれかの判定にチャレンジすることができます。ちなみにこの判定は様々な手順を簡略化した、今回のセッションでのオリジナルルールです。

穂乃花：なるほど。とにかく、それぞれが一番得意なものに挑ちよう戦せんするのが良さそうですね。

ＧＭ：描びよう写しやの上では、みなさんバラバラに動くことになりますが、ここはひとつのシーンとして扱あつかうので、特技などでの支し援えんを行なうことは可か能のうです。

穂乃花：振ふり直し系けいの特とく技ぎを使って、判定を振り直してもらうことが可能ってことですね？

ＧＭ：はい。なお失敗しても話は進みますが、クライマックスの戦せん闘とうで不利になります。

静瑠：ふむ。それぞれ得意な判定のところに向かうのがよさそうだな。




　かくして、誰がどのトラブルに挑むか相談する一同。しばし後、相談が終わりどのトラブルを誰が担当するかの順番が決まる。まずは、巨大昆虫たちの対処に穂乃花が向かう。

　穂乃花が現場に到着すると辺りには巨大化したムカデやらダンゴムシやらが蠢うごめいていた。

　よく見ればこれらは小型の奈落獣のようである。虫にまとわり付かれて恐怖で失神している住民や逃にげ惑まどう人々の中に、怪け我がした腕うでを抱かかえながら固まっているスピカの姿すがたがあった。




ＧＭ：「私、虫だけは駄だ目めなのよおおおおお！」（一同爆笑）

穂乃花：意外な弱点ですね……（笑）。

ＧＭ：では、【理知】で判定してください。成功すると、虫の出所を押さえることができます。

穂乃花：【理知】は５あります。（ダイスを振る）ダイス目は８。達成値13で成功です。

ＧＭ：では、穂乃花は虫が這い出る不気味な〝巣〟を発見。それを駆く除じよしました。人々は救助され、スピカは「ありがとう。虫だけはどうしても苦手で」と腰こしを抜かしつつ感謝します。

穂乃花：フラガラッハから降りて、スピカさんを抱え起こしましょう。「あなたがいてくださらないと、困こまります。しゃんとなさってください」

ＧＭ：「そ、そうね！」と気を取り直すスピカ。もう大丈夫。では次はどんどん出てくるフォーチュンのガーディアンと、奈落獣の対処に向かった静瑠の処理をしましょう。




　辺りに響ひびく砲ほう撃げき音おん。その先には、様々な形状の奈落獣が風船のように膨ふくらんでは弾はじけ、膨らんでは弾けを繰くり返かえしていた。

　あの音は間違いない、要師団長の戦車の砲ほう撃げきだ。




静瑠：要師団長か。後から来てくれると言っていたな。間に合ったのか。義理堅い人だ。

ＧＭ：「ええい！　奈落獣など一いつ掃そうせんかっ！」必死に指揮をとる要師団長。しかし防衛隊の砲撃で奈落獣は一いつ旦たん破は裂れつするものの、すぐにプクーッと膨れて再生します。

静瑠：通信を繫つなごう。「要師団長……」

ＧＭ：「おお、静瑠くんも来たか！　再生するやっかいな奈落獣に手こずっていてな。手を貸してくれ！」【反射】で判定してください。被弾した奈落獣が復ふつ活かつするよりも早く追い打ちで弾だん丸がんをたたき込めれば、復活を阻そ止しできます。

静瑠：わかりました。【反射】は６あるから、７以上か。（ダイスを振る）６、失敗……。

穂乃花：《ブロウビート》。静にい、振り直しをどうぞ。

静瑠：（ダイスを振る）５！　出目が下がった!?（一同爆笑）

穂乃花：しかたない。そういうこともありますよ……（笑）。

ＧＭ：では静瑠の技倆でも復活する奈落獣には手を焼き、掃討に時間を要してしまいました。「やはり奈落獣とは恐おそろしい。倒しても倒しても復活する敵で、部下は怯えきっていた。キミが来てくれて助かった」師団長はねぎらってくれます。

静瑠：す、すみません。

ＧＭ：次は、いちゃいちゃするカップルお化けに向かったタイガの番です。




　タイガが現場に到着すると、オドロオドロしい姿の幽ゆう霊れいのカップルたちが、場所もわきまえずにいちゃいちゃしていた。一見ユーモラスな光景だが、幽霊たちの身の毛もよだつ外見に、周辺の住民たちは恐慌にとらわれていた。

　そんな中、その光景から食い入るように見つめていたナツメの姿があった。




静瑠：一体何をしているんだ！（一同爆笑）

ＧＭ：「怖こわいけど、目が逸らせないわぁ～～！　恋こいが、恋が眩まぶしい～～！」と言っています。

タイガ：ナツメ！　目を覚ましてさっさと逃げろよ！（笑）

ＧＭ：とここでタイガは【知覚】判定をしてください。難易度は13となります。

タイガ：【知覚】は６。７以上で成功。（ダイスを振る）８。達成値14で成功！

ＧＭ：では、タイガはこの幽霊のビジョンを映し出している奈落獣を発見します。３Ｄプロジェクターのような外見で、近くの植え込みに隠れていました。

タイガ：じゃ、じゃあ。エクスタイガーでそいつを踏みつぶす。えい！

ＧＭ：奈落獣は破壊され、幽霊の映像も消えました。ちなみにこの奈落獣は恐ろしい映像を犠牲者に見せ、その恐怖を回収してエネルギーとする能力の持ち主でした。この判定に失敗するとクライマックスの敵のＦＰが増えていたところです。

タイガ：へ、……危なかったぜ！（笑）

ＧＭ：人々は恐怖から解放され、ナツメは「こ、怖かった。でも……」と頰ほおを赤らめます。

静瑠：この子は一体何なんだ（笑）。

ＧＭ：では、最後に結。




　現げん場ばに赴おもむくと、住民たちが顔に口しかない謎の怪人たちに、次々と口に饅まん頭じゆうを押し込まれていた。その中にはキミヒコとゲンの姿もあった。みんなのお腹はもうパンパンだ。

　どうやらこの怪人も人間サイズの奈落獣のようだ。いずれにせよ放置できる状況ではない。




結：大変！　みんなのお腹が爆ばく発はつしちゃう！

ＧＭ：「饅頭はもういや～！　───饅頭怖い!!」と人々は悲鳴をあげ、キミヒコは「うっぷ、もう食べられない～！」と、ゲンは「う～ん、とってもおいしい～」と言っています。

静瑠：若じやつ干かん一名、余よ裕ゆうがあるようだが（笑）。

結：あの奈落獣を唄守で攻撃！　【体力】で判定……（ダイスを振る）達成値16で成功！

ＧＭ：では、奈落獣たちはぶちのめされ、人々は饅頭の恐怖から解放されます。キミヒコは、「ああ、助かったぁ。……ではここで、最後にお茶が怖い、ということで！」と言います。

穂乃花：落語ですかっ！（笑）

ＧＭ：みなさんの活かつ躍やくにより、事態は終しゆう息そくしました。と同時に、オメガアブソウブらしき存在の位置も判はん明めいします。フォーチュンのオペレーターが「〝町の中央のアスレチック公園〟で、突如強大なアビス反応が発生しました！」と通信を入れてきます。

タイガ：よっし！　きっとオメガアブソウブだ！　ぶっ倒して町とアイちゃんを助けるぞ！

結：だから、戦いを軽く考えちゃダメよ！

タイガ：分かったよ、おむすび！

結：だから、誰がおむすびよ！（一同爆笑）

ＧＭ：ここで【ミッション：オメガアブソウブの野望を阻止する】を差しあげます。みなさんが、その方角に向かったところでシーンを終しゆう了りよう、次はクライマックスです。







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆勝利を目指せ！　初めての戦い　　　シーンプレイヤー：タイガ




　タイガたちリンケージは町外れのアスレチック広場に足を踏ふみ入れた。

　見れば、アビスの汚お染せんの兆ちよう候こう、漆しつ黒こくの亀き裂れつが広場の中央へと走っていた。

　この裂け目の先に、今回の事じ件けんの首しゆ謀ぼう者しやオメガアブソウブの姿すがたがあるはず──。

　四人は広場の中に進んでいった。




ＧＭ：では、みなさん。クライマックスフェイズを始めましょう。

一同：はい！

ＧＭ：みなさんが目もく撃げき情じよう報ほうを元にやってきたのは、命みこと乃の町ちようの外れにあるアスレチック広場です。様々な遊具──鉄てつ棒ぼう、丸太渡わたり、斜しや面めんネット登り──などが見えます。その中央にあるタイヤ山のところに、問題の機械生命体オメガアブソウブの巨大なシルエットがあります。

結むすび：むっ。




　オメガアブソウブの眼がん前ぜんには、ぺたんと尻しり餅もちをついているミツルと朦もう朧ろうとしたアイ。

　邪じや悪あくな機械生命体はジリジリとミツルに迫せまりつつあった。

「なんでっ……僕ぼくはアイちゃん助けられないのかっ!!」

　そう嘆なげくミツルに、オメガアブソウブはニヤリと笑ってみせる。

「くくくっ、なかなか素す晴ばらしい感かん情じようじゃあないかぁ。恐きよう怖ふか？　無力感か？　嫉しつ妬とか？　芳ほう醇じゆんに混まざり合って────実に美う味まそうだ」




静瑠：「止まれ！　止まらないと撃つぞ！」とオメガアブソウブにアステリオンの銃で威い嚇かく射しや撃げきする。

ＧＭ：「ちっ、この星のおまわりかよぉっ!?」と、ひらりと避よけます。

タイガ：……って、ミツルは病院にむかったはず……。一体どうして……!?

ＧＭ：「こいつはこの町でもひときわ強い感情でうろついてたんでな。よほどその小娘が大切らしいなぁ」

穂乃花：アイちゃんを守ろうという強い思いが、オメガアブソウブの目をひいたのね……。

ＧＭ：「試しに色々な〝恐怖〟をぶつけてみたら、このガキの中でいい感じに〝力〟が熟成されてきたぜ……」と笑ってミツルに手を伸のばします。

タイガ：なんだかわかんねぇけど、やめろぉ──っ!!




　問答無用と、オメガアブソウブは伸ばした手を小さく圧縮し、ミツルの胸きよう部ぶに〝ずぶり〟と突つっ込こむ。驚おどろくべきことに、一滴てきの血も流れず、ミツルの意い識しきもあるように見える。

　だが、奇き妙みような現げん象しようが発生した。

　ミツルの胸むねを中心に、漆しつ黒こくの異い次じ元げんへの穴あな───アビスゲートが開いたのだ。




結：アビスゲートが!?

ＧＭ：異次元のエネルギー〝奈落アビス〟をこの世界に取り出すための手段ですね。このゲートを開いた際に、奈落獣などの災害が巻き起こるのです。




　果たして。機械と生命が融ゆう合ごうした邪悪な敵てき、奈落獣の群むれがそのゲートから湧わき出だしてくる。同時に禍まが々まがしく、見る者に恐怖を呼び覚ます闇が、染みのように広がっていた……。

　さらに、数体の奈落獣を体内に取り込むと、オメガアブソウブは、見る間に変形・巨きよ大だい化かしていくのであった。




穂ほ乃の花か：オメガアブソウブが、奈落獣を取り込んだ!?

ＧＭ：オメガアブソウブたちは、奈落獣を取り込むことができます。それによって、パワーアップができたり、自分の中にアビスゲートを固定化することができるんです。

一同：うわ～……。

タイガ：ねえ、ミツルはもう助からないの？

ＧＭ：いえ。このシーン内にオメガアブソウブを倒たおせば、アビスゲートは消え、ミツルは助かります。

結：ほっ、手て遅おくれじゃなかったんですね。

ＧＭ：しかし、ミツルの胸から開いたアビスゲートからは〝恐怖〟の闇が広がっています。皆みなさんが負けると、町の人々は精神汚染により恐怖のどん底に叩たたき込まれるでしょう。

静しず瑠る：先ほどの〝恐怖〟によるパニックが、町全体に拡かく大だいするというわけか！

タイガ：これは負けられないぜ！　ミツルもアイちゃんも助けるんだ！

ＧＭ：「さぁ、来い！　お前ら邪じや魔ま者ものを排はい除じよし、この町で行動しやすくしてから、ゆっくりとお宝探索を開始しようじゃあないか!!」

静瑠：お前は危き険けんすぎる！　この場で排除させてもらおう。

ＧＭ：ブレスレットのエクストランは「そうだ。このままにはしておけない！　戦うぞ、タイガ！」とタイガに呼びかけます。

タイガ：おう！　オレたちの力、見せてやろうぜ！

ＧＭ：では、敵の陣じん容ようを説明しますね。（［戦せん闘とうシート］上にポーンを置きながら）敵はそれぞれこのようにスクウェアに配置されています。
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結：（配置を見て）ゲートから来た奈落獣もさっそく参戦するのね。

ＧＭ：ええ。《ＢＯＳＳ属性》を持つオメガアブソウブに加え、出しゆつ現げんした奈落獣アルヴァーンに、モブ（集しゆう団だんをひとつのユニットとして表ひよう現げんする敵データ）の奈落獣ゴレーブといった敵の軍ぐん団だんが待まち構かまえています。みなさんは、Ｃ１～Ｄ２の４マスの中から、好きな位置に配置してください。

一同：了解（それぞれ自機をマップ上に配置する）。

穂乃花：───これで、戦闘の準じゆん備びＯＫね。

結：……で、ＧＭ。確かく認にんするけど、戦闘勝利条じよう件けんはオメガアブソウブを倒すこと。これに失敗すると、ミツルはアビスゲートとして固定化され、町の人々は恐怖に汚お染せんされアビスのエネルギー源げんにされちゃう……ってことでＯＫ？

ＧＭ：その認にん識しきで間ま違ちがいありません。

タイガ：分かった。あとは敵を倒すだけだぜ！
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●第一ラウンド

▼行動値

穂乃花　　　　　　　　　　16

奈落獣アルヴァーンＡ～Ｆ　16

オメガアブソウブ　　　　　15

静瑠　　　　　　　　　　　14

結　　　　　　　　　　　　12

奈落獣ゴレーブＡＢＣ　　　８

タイガ　　　　　　　　　　６




ＧＭ：では、セットアッププロセス。まずは、穂乃花から。




　セットアッププロセスとは、各戦闘ラウンドの冒ぼう頭とうに入るタイミングで、ここで使用する特とく技ぎがいくつか存在する。【行動値】順に処しよ理りをし、全員の処理を行なうことになる。




穂乃花：オメガアブソウブに特技《攻こう撃げき誘ゆう導どう》を使い、バッドステータス［憎ぞう悪お］を与あたえます。ねぇ、奈落の貧ひん弱じやくな坊ぼうや。アタシに攻撃を当てられるぅ？　と、挑ちよう発はつします。




　バッドステータスとはキャラクターの不利な状じよう態たいを表す用語だ。この［憎悪］を受けた場合、それを与えた対象以外への命中判はん定ていにマイナス５される。




ＧＭ：「誰だれが貧弱……ってぇ、俺の目的はお前じゃない！」いきなり［憎悪］は厳きびしいから《ＢＯＳＳ属ぞく性せい》で［憎悪］から回かい復ふく。

穂乃花：残念。《ＢＯＳＳ属性》を使用したということで、ＦＰを５点失ってください。

ＧＭ：了りよう解かい。オメガアブソウブは、血けつ涙るいを流して平へい常じよう心しんを保たもちました。

タイガ：どんだけ挑発されやすいんだよ！

静瑠：むしろ穂乃花の煽あおりが上う手まいのかと……怖こわい怖い（笑）。

ＧＭ：奈落獣アルヴァーンはなし。オメガアブソウブは、オリジナル特技の《苦く悶もん吸きゆう収しゆう》を使用します。対象は……射しや程ていが２Ｓｑで、範はん囲い３だから、全員が対象です。難なん易い度ど10の【意い志し】判定を行なってください。失敗した人は［侵蝕２］を受けます。また、失敗した人数分、こちらのダメージが増ふえます。

結：（ダイスを振ふる）クリティカル！　抵てい抗こう成功。

静瑠：（ダイスを振る）10で抵抗成功。

穂乃花：（ダイスを振る）11で抵抗成功。

タイガ：６以上で抵抗できる。（ダイスを振る）５。９で失敗！

穂乃花：《ブロウビート》。タイガくん、振り直ししてください。

タイガ：（ダイスを振る）６！　10で抵抗成功！　穂乃ちゃん、サンキュー！

結：「ゲーム感覚でやってるから、こういうことになるのよ！」と言っておきます。

タイガ：ゲームだなんて思っちゃいねーよ！

結：はいはい。あ、そうだ。……今のうちに《カーテンライズ》と《オンステージ》を使用しておきます。《カーテンライズ》の代だい償しようは《バルドル》です。

ＧＭ：出ました！　では、唄うた守もりのコクピットのコンソールに［ライブモード移い行こう］というサインが現あらわれると、周囲一面にホログラフのステージが出現します！

一同：なにぃ────っ!!（笑）




　説明しよう。特技《カーテンライズ》は、シーンをライブモードに移行させる特技だ。歌を通して人の心に影えい響きようを与えるコンチェルト級のマシンがこのモードを発動させることで、音楽を通じて人々の熱ねつ狂きようを力に変かえることができるのだ。

　その力の象しよう徴ちようが、〝熱狂カード〟である。トランプで表現されるこれはライブモードが発動したシーンに登場中の各ＰＣに潜在状態で２枚ずつ配はい布ふされる。熱狂カードは他のＰＣの琴きん線せんに触れるようなロールプレイに対し使用され、〝活かつ性せい化か〟していく。

　なお《オンステージ》は、シーン終しゆう了りようまで【回かい避ひ】【防ぼう壁へき】に＋２、【行動】に＋５の効こう果かである。




ＧＭ：ＡＬＴＩＭＡアルテイマが鳴動し、命みこと乃の町ちようの公園にキュートなミュージックのイントロが流れ、スポットライトがステージの中央に〝カッ〟と当たります！　そこにいるのは……。

結：───私わたし、神かん田だ結でーす！　ミュージックスタート!!　みんな元気出だしていこーっ!!

一同：ノリノリだぁ────っ!!（爆ばく笑しよう）

穂乃花：きっとフリフリの衣い装しようを着ているのね。カワイイ♪（笑）

静瑠：真ま面じ目めな結くんが……意外だ（笑）。

結：いやぁぁぁぁぁぁっ!?　静瑠さんの前で、謎のアイドル守護神の姿を見られた!?

タイガ：おむすびが遊んでるじゃねーか！　ていうか、自分でやって恥はずかしがるなよ!?

結：遊びじゃなくて、これがこの機体の性せい能のうなの!!　……って誰がおむすびよ!!

ＧＭ：あ、そろそろ歌が始まりますよ。

結：もうヤケよ。みんなぁっ!?　今日は最高のライブにするわよっ!!

静瑠：じゃあ、突とつ如じよ親しん衛えい隊たいが現われ「イェーッ！」とか、歓かん声せいを上げたり！（笑）

穂乃花：へぇ、いい歌……。あの娘こやるじゃない。と、結さんのロールプレイを評価し、１枚熱狂カードを彼かの女じよに渡します。こんな感じでいいんですよね、ＧＭ。

ＧＭ：ええ。で、渡されたプレイヤーは熱狂カードを場札にし、活性化できます。

結：じゃあ、ありがとうね♪　と、もらったカードを場に出し活性化させます。




　各ＰＣのもとに配布された熱狂カードはそのままでは使用できない（この時点ではカードは裏うら・潜在状態になっている）。他のＰＣのプレイを評価し熱狂カードを渡す。この評価はＧＭも行なうことができる。そしてそれを受けとったＰＣはそれを場札にし、〝活性化〟することができる（ここでカードを表にする）。

　この活性化された場札の熱狂カードを昇しよう華か（使用）することで、「ＰＣの【行動値】の上じよう昇しよう」「判定の達成値上昇」「ダメージの上昇」「特技やアイテムでの回復量の上昇」「ダメージ減げん少しよう量りようの上昇」などに使用できるのだ。




タイガ：と、とにかくおむすびの歌のノリに合わせて、盛もり上がっていけばオレたちに有利な展てん開かいになるってことだな。

ＧＭ：おおよそそんな感じです（笑）。他にセットアッププロセスで何かする人はいますか？　いませんね。では、イニシアチブプロセスです。




　イニシアチブプロセスでは、本ほん格かく的てきな行動を処理していくことになる。基き本ほん的てきには【行動値】の高いキャラクターからメインプロセスを行ない、行動を処理していく。イニシアチブプロセスの任にん意いのタイミングで処理できる特技などもある。

　イニシアチブプロセスで行動するキャラクターがいなくなったら、クリンナッププロセスとなり、そのラウンドは終了。戦闘が終わっていなければ、新たなラウンドへと移うつっていく。




タイガ：オレは《トランスユニゾン》を宣せん言げん！　「いくぞ、エクストラン！　融合変形だ！」

ＧＭ：タイガのかけ声と共に、どこからともなく先生のセダンがやってきます。

穂乃花：その辺の車じゃダメなの!?（笑）

ＧＭ：一度登録されてしまいましたからねぇ……（笑）。セダンが変形し、タイガが吸すい込こまれ、エクスタイガーがその姿を現します。「行くぞ！　小さき勇者よ！」

タイガ：だから小さくねぇって！　ってそんな場合じゃねぇか。




「心はでっかく！　男気全開ッ！　エクスタイガー───!!」

　タイガの叫さけび響ひびいた後、そこには星の彼方からやってきた勇者ロボがそびえ立っていた。




ＧＭ：では《オンステージ》で【行動値】17になった結のメインプロセスから。

結：Ｃ３にいる奈落獣ゴレーブＣが邪じや魔まそうなので、近づいて攻撃しましょう。

ＧＭ：分かりました。

結：ムーブアクションで、Ｃ３へ移い動どう。マイナーアクションはなし。メジャーアクションは特技なしで〝素す〟で殴なぐります。




　キャラクターの行動を表わすメインプロセスは、次の三つのアクションがある。


・ムーブアクション：主に移動を処理する。

・マイナーアクション：主に行動の準備、補ほ助じよなどを処理する。

・メジャーアクション：攻撃、回復、などメインプロセスで主となる行動を処理する。






結：では命中判定……（ダイスを振る）。出目は８で、達成値15！

ＧＭ：こちらはモブなので、回避は14で固定。回避失敗なので、ダメージをください。

結：《全弾発射》を使いダメージに＋１Ｄ。（ダイスを振る）10。16点の〈光〉ダメージ。

ＧＭ：モブは、雑ざ魚こが大量にいるイメージなのですが……唄守は、かなりの数をなぎ倒しました。ですが、まだ半分以上残っていますね。

結：うーん、残念。

ＧＭ：次は、穂乃花さん。

穂乃花：思ったより、モブのＦＰが高そうなので、このイニシアチブプロセスで、《アカラナータ》を使っちゃいましょう。《マルチロック》も使用してＣ５を中心に範はん囲い３選せん択たくの攻撃を放ちますね。

ＧＭ：それは範囲内の奈落獣が一いつ掃そうされかねないな……。《オーディン》で《アカラナータ》を打ち消し。「はっ、やらせねぇよ！」とオメガアブソウブが穂乃花を邪魔しようと闇やみを……。

穂乃花：それはイヤね。静にい、お願い！

静瑠：しかたないな……。その《オーディン》を《オーディン》で打ち消して、《アカラナータ》を通す。スナイパーライフルでオメガアブソウブを威い嚇かく射撃。

ＧＭ：分かりました。静瑠の一いち撃げきで気を逸そらされました。

結：何なの、ふたりのこのコンビネーション！（一同爆笑）　熱狂カードを静瑠さんと穂乃花さんに渡します。

タイガ：オレもふたりに一枚ずつ渡すぜ。

穂乃花：アタシは熱狂カードを静にいに。で、もらったカードは全部場札にして活性化。

静瑠：同じく穂乃花に一枚カードを渡して場札にして活性化する。

ＧＭ：では、カードがなくなった方には新たな熱狂カードをお渡ししますね（と裏にしたカードを渡す）。では、改めて、ダメージをどうぞ。

穂乃花：まず《アカラナータ》の10Ｄ６で……（ダイスを振る）42点。モブのダメージを上昇させる《スウィープブラスト》の効果で奈落獣ゴレーブにはさらに３Ｄ６（ダイスを振る）……11点。モブには53点、それ以外には42点の〈神〉ダメージ。じゃ、せっかくだから熱狂カードを使わせてもらうわよ！

結：ＯＫ！　ガンガンやっちゃってください！

穂乃花：場札のうち５枚を使ってオメガアブソウブにダメージ＋５します。こいつには47点の〈神〉ダメージで！




　フラガラッハが神こう々ごうしく輝かがやくと、光の矢が四方八方に放たれる。

　それは、神しん罰ばつであるかのように、奈落獣たちを次々と貫つらぬくのであった。




ＧＭ：うわっ！　マジか！　奈落獣ゴレーブＡ、Ｂ、ＣおよびアルヴァーンＥ、Ｆが死し亡ぼう。オメガアブソウブに47ダメージ！

タイガ：スゲェ！　あと、熱狂カードは貯ためるとかなりダメージを稼かせげそうだな。

結：どんどん使っちゃっていいわよ！

穂乃花：ありがとう。おかげでだいぶ雑魚をつぶせたかな？

ＧＭ：正直痛いたいです。しかし、ただではやらせない！　オメガアブソウブが穂乃花に《タケミカヅチ》！　喰くらった47点の〈神〉ダメージをお返しに与えます！

静瑠：《タケミカヅチ》、止めておくか？

穂乃花：ううん、通しましょう。加か護ごを潰つぶす切り札はこれ以上は使わないほうがよさそうだし。では、《タケミカヅチ》を受け、ＦＰが０──ブレイクしました。

結：ブレイクって？

ＧＭ：ＦＰまたはＨＰが０になった時、あるいは、任意で宣言できます。ＦＰまたはＨＰが【意志基本値】の値まで回復しますし、特技の代償を支し払はらわなくてすむようになりますが、その代わり、次にＦＰまたはＨＰが０になった時、ＰＣは完全に死亡します。

静瑠：このあと、死にそうなダメージが来たら、《イドゥン》とかで復ふつ活かつさせてほしい。

結：分かりました！

ＧＭ：では、今度はこちらの番。オメガアブソウブが静瑠に《ニョルド》！　全身の砲ほう塔とうが静瑠のアステリオンに一いつ斉せい射撃。「さっきはよくも邪魔してくれたな！」（ダイスを振る）49点の〈神〉ダメージ。

静瑠：ここは喰らおう。が、そのダメージだとブレイクだ。俺はリンケージではないが、人々を護まもる気持ちは決して負けん！　と、膝ひざを突つきかけた自機を懸けん命めいに立ち上がらせる。

結：（目を輝かせながら）カッコイイですーっ!!（一同爆笑）　熱狂カードを静瑠さんへ！

タイガ：おい、おにぎり！　戦いは遊びじゃねぇんだぞ！（笑）　ってオレも熱狂カードを静瑠さんへ。

結：おにぎり!?　もうまるで名前の原形を留とどめてないんだけど!?（笑）　あたしは結むすびよっ！

穂乃花：アタシも熱狂カードを静にいへ。

静瑠：では、もらった熱狂カードを活性化させよう。

穂乃花：（マップを睨にらみながら）あたしの機体は移動距きよ離りが短いので、このまま遠えん隔かく攻撃……従じゆう霊れい召しよう喚かんしましょう。

ＧＭ：（ナレーション風に）従霊召喚とは、ミスティックが、宿やどしている精せい霊れいを呼び出し、その精霊をけしかけることによって攻撃することである！

穂乃花：ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《ブレイドエンチャント》、メジャーアクションは従霊召喚でオメガアブソウブを攻撃……（ダイスを振る）よし、命中の達成値は19。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目は４。11で回避失敗。

穂乃花：（ダイスを振る）出目が低い！　20点の〈光〉ダメージ。ここは場札の熱狂カードを５枚使わせてもらって25点の〈光〉ダメージに。

ＧＭ：光の精霊がオメガアブソウブを貫きますが、オメガアブソウブは「へへっ、このくらいたいしたことねぇぜ！」と余よ裕ゆうの態たい度どですね。

穂乃花：あたしは、あくまで露つゆ払はらいですから。

ＧＭ：では、奈落獣アルヴァーンの番。奈落獣アルヴァーンＡ、ＢはＡ８からＡ５のマスへ。アルヴァーンＣ、ＤはＥ９からＥ７に移動して終了です。

静瑠：いよいよ、オメガアブソウブの番か。

ＧＭ：おっと、その前に。オメガアブソウブは加護《アカラナータ》を使用します。

一同：げぇぇっ!?

ＧＭ：Ｃ２のマスを中心に範囲２（選択）が対象となります。

穂乃花：ブレイク中がふたりいるこっちには、それはきつい。《オーディン》でその《アカラナータ》をつぶします。




　オメガアブソウブが、その林立する砲塔から無数の砲ほう弾だんを撃うち出した。大気を震ふるわせながら、タイガたちの立つエリアを打ち据すえる〝面〟の打だ撃げきが迫り来る。

　その時、神しん霊れいの力を持つフラガラッハが唸うなると、半はん透とう明めいの巨きよ大だいな天てん蓋がいが出現した。

　そしてそれは、大量の砲撃を完全にシャットアウトしたのである。




ＧＭ：うわっ！　しかしまだまだ。オメガアブソウブのメインプロセス。ムーブアクションはなしで、マイナーアクションで《攻撃拡大１》、メジャーアクションで生体ミサイル。Ｃ２を中心に範囲２（選択）で、対象はＰＣ全員になります。

結：しつっこい！

ＧＭ：では命中判定をします。（ダイスを振る）達成値は20。《バルドル》を使って、命中を40にします。「確かく実じつに当てていく。それが、俺様だ！」

結：しつこいうえにイヤラシイ！




　砲撃の次にやってきたのは、ミサイルの雨だった。

　狙ねらった獲え物ものを確実に補ほ足そくする死神が、タイガたちに分け隔へだてなく降りそそぐ。

　加護を温おん存ぞんしたい一同は、全員回避に失敗。甘あまんじてこれを喰らいつつ堪たえ忍しのぶ。




ＧＭ：では、ダメージロール。タイガに対するダメージには、《トール》を使います。一発特大のミサイルがエクスタイガー用に放たれていたということで。

タイガ：ば、ばっち来い！

ＧＭ：（ダイスを振る）41点の〈炎ほのお〉ダメージ。タイガには、79点の〈神〉ダメージ。

タイガ：ブレイク！

結：あたし、２点残ったから、まだ生きてる！

静瑠：俺は《秩ちつ序じよの守しゆ護ご者しや》と《ガッツ》があるから……ダメージが半はん減げんになって……（計算して）７点しかダメージを受けない！　生き残った！

穂乃花：アタシは耐たえられないから、自分に《イドゥン》を使います。

タイガ：よかった！

穂乃花：でも、これで加護を使い切ったので、あとはみなさんに任まかせました……（笑）。

結：これで三人ブレイクか……。

静瑠：残っている防ぼう御ぎよに使える加護も俺の《ブラギ》だけだ。次に攻撃を喰らったら、まず間違いなく誰かが倒れるだろう。奈落獣アルヴァーンが残っているのもやっかいだ。

穂乃花：次のラウンドに回ったら誰か犠ぎ牲せい者しやが出るわね。

一同：…………。




　このチームの初うい陣じん。１ラウンド目で早々に迎むかえた危き機きに、一同は静まりかえった。

　だが、その重い空気をタイガのからっとした言葉が打ち破った。




タイガ：ならこのラウンドで決めればいいじゃん！　心はでっかく前向きに行こうぜ！

結：なんて、単たん純じゆんバカ！　でも……それ、悪くないかもね。

穂乃花：いいんじゃない？

ＧＭ：エクストランも、「強ごう引いんだが理にかなった判はん断だんだ」と同意します。次のイニシアチブプロセスは静瑠ですかね。

静瑠：では、ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《発はつ砲ぽう許きよ可か》。メジャーアクションはスナイパーライフルでオメガアブソウブを攻撃。ここで《ネルガル》を使用して、攻撃対象を拡大、残ったアルヴァーンも対象にしたいのだが。

結：お願いします！　オメガアブソウブに命中すれば《トール》も使いますので！

静瑠：ありがとう、結くん。連携して攻撃する！　ブレイクしているから《ガッツ》の効果で判定値が少し上がっているぞ。（ダイスを振る）ファンブル!?　《ブロウビート》で振り直し！　（ダイスを振る）命中は26。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。《シアルフィ》で、リアクションによる判定をクリティカルにして、かつ、リアクションを発生させるアクションを起こした相手に対して、10Ｄ６の〈神〉ダメージを与えます。

静瑠：それはマズイ！　ここは《ブラギ》で《オーディン》を復活させて、《シアルフィ》を打ち消す！




　オメガアブソウブは、自分と仲間たちに向け、致命的な攻撃を乱射する機体を察知した。

　その攻撃の主は、さきほどから小こ賢ざかしい動きを見せる量産型のようだ。ならこの雑魚を消せば……と、砲の一門を向け静瑠の機体へと猛射する。

　が、当たらない。

　馬ば鹿かな……と、オメガアブソウブが見れば、射撃したばかりの砲ほう身しんはあの量産型──アステリオンの精せい密みつ射撃の直ちよく撃げきを受け、すでに照しよう準じゆんをずらされていた。




ＧＭ：「この量産型が、な、なめやがってぇぇぇぇぇっ!?」

結：「今よ唄守、静瑠さんに力を！」《トール》使用します！（ダイスを振る）34！

静瑠：「リンケージではなくとも、俺には数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた経けい験けんがある！」（ダイスを振る）《ガッツ》の効果も含めて68点〈神〉ダメージだ。

ＧＭ：「クソがぁぁぁぁっ！」と言いつつ。まだ健けん在ざいなオメガアブソウブ。それはそうと、静瑠の今のカッコイイロールプレイに熱狂カードを差し上げます。




　同時に次々と他のＰＣも、静瑠に熱狂カードを渡す。受け取った静瑠はさっそく、熱狂カードを場札にし活性化させたのである。




静瑠：よし、敵の攻撃を受けてお前を倒すのは、俺の仕事ではない。タイガ、あとは任せたぞ。

穂乃花：では、タイガくんの出番ですね。

タイガ：いよいよオレの出番か！　まず、ムーブアクションの直前に、《ジークフリート》を代償にして、《プライマルユニゾン》。融合合身するぞ。「いくぜ、エクストラン！　オレたちの力を見せてやろうぜ！」

ＧＭ：「了解だ！　小さき勇者よ」

タイガ：だから小さくないって！　頭が固いヤツだな。

ＧＭ：「しかし、キミの身長は……」

穂乃花：ここで内輪もめ!?（笑）

結：だから、今は心を合わせてよっ！（笑）

タイガ：そ、そうだ、お前の言うとおりだおむすび。行くぜっ！

結：だからぁぁぁーっ!!（笑）

タイガ＆ＧＭ：（声をそろえて）融合合身！

静瑠：ふっ。エクストランとタイガ、良いコンビになりそうだ。と熱狂カードをタイガに。




　かくして、熱狂カードが続々とタイガに集まり、活性化され場札となっていく。




結：じゃあ、あたしはステージのボルテージを上げるべくさらに熱唱、ふたりを応おう援えんするわ。

穂乃花：じゃあ、結ちゃんにも熱狂カードを（笑）。

ＧＭ：さて、融合合身の描写をしましょう。まず、近くに停まっていたパトカーに光が当たって飛んできます。そして分ぶん離りしたりしながら、エクストランに合身していきます。

静瑠：今度はパトカーが合体した！（笑）

ＧＭ：そして唄守の演奏と結の歌声をバックに、ガシャン、ガシャンと変形シーンが展開していきます。やがて変形を終えたエクスタイガーは、唄守よりもひと回り大きくなりました。

結：私の機体よりも大きくなってる！

タイガ：これが男の器うつわってもんだよ！

結：それとこれとは関係ないわよ！　主にエクストランの力でしょ!?

タイガ：う、うるさい！（笑）　「キングエクスタイガァ──！　、見ッ参ッッ!!」




　地球の少年タイガと機械生命体エクストランの勇気が合わさり──、

　超勇者キングエクスタイガーが顕けん現げんした。

　その巨大な拳こぶしを天に突つき上げ、咆ほう哮こうをあげたキングエクスタイガーは地を蹴けり突進する。




タイガ：ムーブアクションでＣ４まで移動。マイナーアクションで《ホールドトルネード》。敵がアビスエネミーならば、リアクションがマイナス５だ。

ＧＭ：オメガアブソウブはリアクションにマイナス５されました。

タイガ：メジャーアクションは《ディメンジョンフェニックス》で、対象を放ほう射しや３（選択）に変へん更こうだ。（ダイスを振る）命中は23。

ＧＭ：クリティカルに望みをかけ、回避判定をします。（ダイスを振る）残念、回避失敗。

タイガ：《アタックブースター》。《トール》も使うぜ。まずは基本の分だけで、（ダイスを振る）69。ここに《トール》の10Ｄ６が乗る。（ダイスを振る）……[image: 114]点〈神〉ダメージ！

一同：すごぉぉぉぉぉいっ!?

ＧＭ：オメガアブソウブはキングエクスタイガーの放った巨大な炎の不死鳥に包まれます。そして業ごう火かの中に倒れるかと思いきや！　なんとか生き残った彼は「俺様をなめるなぁぁぁぁっ!?」と、《ディメンジョンフェニックス》の炎を吹ふき飛ばしてしまうのです！

結：ほんっとうに、しつこいわね。

ＧＭ：「はっ、ここをしのげばこっちのもんよ。次のラウンドを見てろよ！」

静瑠：だがな……。

穂乃花：あなたに、そのチャンスはないわ。

結：さあ、やっちゃいなさいタイガ！　びしっと指をつきつけます。

タイガ：おう！　今度こそ決めるぜ！　ここで《ニョルド》を使う！

ＧＭ：「げぇぇぇぇぇぇっ!!」（一同爆笑）

タイガ：（ダイスを振る）１が７個もある!?　……31点の〈神〉ダメージだってぇ!?

ＧＭ：「わっはっはっは！　その程度か？」

静瑠：慌あわてるなタイガ君。今こそとっておいた、熱狂カードを使うんだ。

タイガ：そうだった。活性化している熱狂カード10枚を投入して、オメガアブソウブにぶち込む。41点の〈神〉ダメージを喰らえぇぇぇぇぇぇぇ───っ!!




　今一度、キングエクスタイガーからオメガアブソウブへ向け、炎の不死鳥が飛び立った。

　すべてを浄じよう化かする、超ちよう高こう熱ねつの攻撃に耐える術すべは───、

　……オメガアブソウブにはなかった。




ＧＭ：（計算して）ダメか……この攻撃でオメガアブソウブは倒れます！　ついでに、Ａ５にいたアルヴァーンＡ、Ｂも。

一同：やったぁぁぁぁぁっ!!




「くそぅ……！　だから肉にく弾だん戦せんは得意でないと言ったんだあああああああああ!!」

　オメガアブソウブは漆しつ黒こくの闇となって砕くだけ散ちり、飛散するのだった。




タイガ：勝ったぜ！

ＧＭ：……といったところで、クライマックスフェイズを終了します。
















　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆戦い済んで───　　　シーンプレイヤー：静しず瑠る




　オメガアブソウブは倒れ、それに呼こ応おうするかのようにミツルの胸のアビスゲートは収しゆう束そくし、そのまま霧む散さんしていった。

　周囲のゲートや亀裂も、同様に消え去る。ミツルは気絶して目を覚ます様子はない。




ＧＭ：エンディングフェイズに移ります。全員登場で、合同エンディングになります。現在は中央公園で、それぞれ自機に搭乗している状態です。

一同：はーい。

静瑠：まず、犠牲者のふたりが無事かの確認だな。……おっと、タイガ君。キミはエクストランと合体する特殊なリンケージだ。誰がキミたちの秘密を狙うかわからない。このことはくれぐれも口外無用だぞ。

タイガ：おう、分かったぜ。……で、ミツルとアイちゃんは？

ＧＭ：もちろん、ミツルもアイも無事です。ミツルは、まだ気を失ったままですが。

タイガ：よかったぁ！　……何とか、助かったみてぇだな！

ＧＭ：アイは目を覚ますと、「あれ……？　ミツルくん……？　ひゃああ、おっきなガーディアンさんがいっぱいだ」と慌てます。「あれれ？　ガイコツの怪かい物ぶつさんは～～……？」

タイガ：アイちゃん、無事か!?

ＧＭ：「あれ？　アイのこと、知ってるの？」

結むすび：ちょっとあんた、言われたそばから何考えてるの！　合体中でしょ!?　今、アイちゃんと会話したら正体バラすようなもんでしょぉぉぉぉっ!?

タイガ：し、しまったぁぁぁぁぁっ!!（一同爆笑）

穂乃花：じゃあ、ここはアタシが「いろいろあったのよ」と、うまく細かいところをぼかしながら説明します。

ＧＭ：お、いいですね。「そうなんだ」と、一応は納なつ得とくしたようです。

タイガ：ふう、危あぶない危ない。

結：もう、気をつけてよね。

ＧＭ：ここで、要師団長から静瑠へ通信が入ります。「静瑠くん！　素晴らしい活かつ躍やくじゃないか！　フォーチュンに混ざっての活躍、我々防衛隊も捨てたもんじゃないということだな！　ははははは！」

静瑠：師団長……。

タイガ：ご満まん悦えつだな（笑）。

ＧＭ：そこに、スピカが割わって入ります。




「もちろん、結と穂乃花。そして、今回協力してくれた……エクスタイガーさんの力もあってこそ、ですよね？　師団長？」

「わかっておるとも!!　キミの部下は優秀だな。だが、キミ自身はどうなのだ？　現場でなにもできなかったというではないか！　それに仮面なぞ───」

「えぇ、自分の非力を悔いるばかりですわ」




静瑠：なんか、微妙にふたりはライバル関係みたいだな（笑）。

ＧＭ：「ともあれ、みんなよくやったわ。帰投してちょうだい。町のみんなも、あなたたち勇者たちの帰き還かんを待っているわ」とスピカも言ってくれます。

結：はい！

タイガ：オレ、家に帰っていいかな？

結：あなたもこっちに来なさい！

ＧＭ：では、最後にマスターシーンを挟はさんで、シナリオを終了しましょう。







◆Ending02◆次なる刺し客かく　　　マスターシーン




ＧＭ：では、マスターシーンを演出しましょう。

タイガ：さあ、どんなシーンかな？

ＧＭ：はい。どこか暗い中で、何かが話し合っています。




　どこか仄ほの暗ぐらい闇の中、蠢うごめくゴツゴツとした影かげが幾いくつか見える。

「なんでもオメガアブソウブの野や郎ろうがやられたらしい。しかも、お宝を狙って地球にきたっていうじゃないか」

「そりゃーすげぇ。あのオメガアブソウブが狙ってる宝だって？　たまらねぇなぁ」

「バウバウバウ、オメガアブソウブが狙うんだから、きっと素晴らしいお宝なんだな～～。我わが輩はいが一番乗りで手に入れるバフォ～～」

　闇の中で、おのおのの声が響いた。




穂乃花：面おも白しろいのがひとりいらっしゃいますね……（笑）。

静瑠：そうだな……（笑）。




　影たちは、思い思いの方向に四散していった。

　命みこと乃の町ちようの受じゆ難なんは、まだまだ続く。




ＧＭ：これにて、第一話終了となります。お疲つかれ様さまでした。

一同：お疲れ様でした！

ＧＭ：では、アフタープレイを挟はさんで、第二話に移りましょう。








『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』




第一話「誕生！　勇者小学生　～卑ひ劣れつ略りやく奪だつオメガアブソウブ登場～」




─完─


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆加速するキャンペーン




　一話終しゆう了りようの直後のＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には引き続き五人の男女が集まっていた。

　そして、私はこれから本リプレイのキャンペーン第二話を始めようとしていたのである。




ＧＭ：というわけで第二話を始めます！

[image: 高]たか嶋しま：おお、第二話！　嬉うれしいです。……だけど時間は大だい丈じよう夫ぶ？

緑りよく谷や：一話でけっこうがっつり遊んだけど……。

ＧＭ：ええ。今回はＴＶアニメのロボットシリーズを意い識しきして、全五話で考えています。なので、二～四話は短時間で終わるシンプルなシナリオになっています。そんなに遅おそくならないうちに終わるかと。

藤ふじ井い：三〇分のテレビアニメの一話ぶんぐらいのボリュームのイメージ？

ＧＭ：ええ、そんな感じです。この形だとＰＣもガンガン成長させられるかなと思って。

[image: 高]嶋：ガンガン成長!?　なら、やりましょう！　今すぐ！

貝かい原はら：すごい食いつき！（笑）

ＧＭ：その成長がポイントでして。今回は、何回か戦いを重ねてＰＣが成長したっていう感じを出したくて、短めのシナリオを高速で回るキャンペーンを用意したんです。

緑谷：なるほど～。

ＧＭ：というわけでまずはセッショントレーラーを読み上げます。




●セッショントレーラー

　お宝たからを狙ねらって地球に襲しゆう来らいしたオメガアブソウブの野望は、勇者たちにより打うち砕くだかれた。

　だが、ヤツが狙っていたお宝の正体も行方ゆくえもようとして知れず、新たなるメタガイスト、ブルアイボーを命みこと乃の町ちように呼よび寄よせた！

　──けれど、ブルアイボーが狙ったのは、みんなの愛いとしのペットだった？




『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス』

　第二話「ペットがロスで大騒動　～猛もう進しん武ぶ犬けんブルアイボー登場～」

　勇気を示しめせ、黙もく示し録ろくの勇者たちよ！




[image: 高]嶋：だからタイトル～っ!!（一同爆ばく笑しよう）

貝原：なんてわかりやすい～（笑）。

藤井：なるほど、ペットロスのお話なんですね。

ＧＭ：まあ、そんな感じになっています。さて、続けてハンドアウトを読み上げましょう。まずはＰＣ①のタイガ、ＰＣ②の結むすび用のハンドアウトです。




●轟とどろきタイガ・神かん田だ結用ハンドアウト

　コネクション：萌もえ咲さきアイ　　　関係：プレイヤーの任にん意い

　キミたちが命みこと乃の町ちようを救った次の日。奈落獣襲来の興奮も冷めやらぬ中、町中で新たな騒そう動どうが巻まき起こる。萌咲アイの愛犬を始め、みんなが飼かっていたペットたちが突とつ然ぜん失しつ踪そうしたのだ。




[image: 高]嶋（以下、タイガ）：なんだか大変なことになってるぞ。どうにかしないとな！

貝原（以下、結）：これって今回予告に出てくる新しいメタガイストの仕業ですよね。命みこと乃の町ちようがメタガイストに続けて狙われているの？　なぜ？

ＧＭ：さてはてなぜでしょう？

結：ＧＭが意味ありげに笑ってる！（笑）

ＧＭ：次はＰＣ③、静瑠用のハンドアウトです。




●狗いぬ養かい静しず瑠る用ハンドアウト

　コネクション：要師団長　　　関係：上官

　メタガイストの襲撃の翌日。キミはフォーチュンへと出向することとなった。

　根っからの現げん場ば主しゆ義ぎである要師団長は、次にいつメタガイストの襲撃があるかと命みこと乃の町ちようにほど近い駐ちゆう屯とん地ちに駐ちゆう留りゆうすることにしたのだという。確かにフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部の規模で、再びメタガイストの襲撃が行なわれた場合の備えは十分とはいえない。とはいえ、スピカに対するライバル心も見え隠れするのだが……。




緑谷（以下、静瑠）：落ち着いてくださいよ師団長～……（嘆たん息そく）。

結：静瑠さん、苦労人です……（笑）。

穂乃花：ライバル心って……。ああ、前回のエンディングでスピカさんとは馬が合わなそうでしたね。

ＧＭ：ちなみに要師団長は、現場たたき上げの人物で、自ら前線に出ることを好みます。そして現げん在ざい、直近で戦せん闘とうがあった命みこと乃の町ちようを最前線と判はん断だんし、乗のり込んできたわけで。

静瑠：そ、そうか……指揮官にはどっしり構かまえててほしいのだが。しょうがない……（笑）。

藤井：がんばれ（笑）。

ＧＭ：最後はＰＣ④、穂乃花用のハンドアウトです。




●法ほう霊りよう崎ざき穂乃花用ハンドアウト

　コネクション：ブルアイボー　　　関係：くされ縁えん

　キミは、フォーチュン命みこと乃の町ちよう支部長スピカの要よう請せいで、この町の警けい護ごにあたることとなった。宿はなかったが、昔馴染みのオトメさんと再さい会かいし、キミは彼女の家に下宿することに。

　そんなキミには気になることがあった。

　命みこと乃の町ちようで起こっているというペット失しつ踪そう事件、どうもこれは、かつて敵てきとして戦った経けい験けんのある機械生命体ブルアイボーの手口とよく似にていると感じたのだ。




藤井（以下、穂乃花）：あら、オトメさんって確たしか……タイガくんのお母さん。

結：あれっ？

タイガ：えええーっ!?　穂乃ちゃんがうちに来るのかよ!?

ＧＭ：そのとおり（笑）。

タイガ：まさかＪＫとひとつ屋根の下で暮くらすことになろうとは……（笑）。

穂乃花：大だい丈じよう夫ぶ。ここはまあタイガくんのあこがれのお姉さん的なポジションでロールプレイをしてみましょうか（笑）。

ＧＭ：手っ取り早くＰＣ同士の関係を作るため、こういう導どう入にゆうにいたしました。

穂乃花：わかりやすくていいと思います。ちなみにブルアイボーとアタシはかつてやりあったことがあるって感じの関係ですか。

ＧＭ：ええ。そんな感じでＯＫです。支し離り滅めつ裂れつな言動で手こずった記き憶おくはあります。

穂乃花：やっかいな敵みたいね。

ＧＭ：さて、ハンドアウトは以上となります。ここからは、キャラクターの成長をしてください。今回は２レベル上昇できます。その後、成長報ほう告こくをしていただきましょう。

一同：はーい。




●轟タイガ（５レベル）の場合

ＧＭ：まずはＰＣ①、タイガからお願いします。

タイガ：はーい！　轟タイガだ！　キャラクターレベルが５になって、オリハルコンも４レベルに上がった！　なんだかちょっと強くなった気がするぞ！　基き本ほん的てきにやることは変わってないけど、《ホールドトルネードⅡ》っていう特技を取ったよ。これでシナリオに一回、メインプロセスで行なう攻こう撃げきをクリティカルにできるようになった！

ＧＭ：これ、めちゃくちゃ強いんですよ。

タイガ：あと、使用済みの加か護ごひとつの使用回数を回かい復ふくさせる《目覚める英雄ヒーロー》っていうのを取ったよ。これで融ゆう合ごう合身で使った加護をもう一回使えるようになった！

静瑠：お、強いな。

タイガ：これで《ディメンジョンスラッシュ》も使いやすくなる。この特技、使用する際の代償が加護だからさ。

穂乃花：重い特技だしね。とにかく戦い方の幅が拡がったのはいいことかな。

タイガ：おう。しかしながら、相変わらず足は遅いっす（笑）。成長報告は以上でーす！




●神田結（５レベル）の場合

結：神田結です！　レベルが５になり、コンダクターが２、コンチェルトが３になりましたっ。【行動値】もちょっとだけ上がりましたよ。新しく特とく技ぎも取りました。まず《アタックエクステンション》！　他の人の攻撃範はん囲いを拡かく大だいさせてあげることができますっ。

タイガ：それすげーな！　めちゃくちゃありがたい！

結：あとは判はん定ていを振ふり直す《リトライ》と、他ＰＣの「シナリオ一回」の特技をもう一度使えるようにする《魂たましいの癒いやし手Ⅲ》を取りました。場面（選せん択たく）でＦＰを回復できる《光に抱だかれて》も取ったので、パーティ全体がより粘ねばり強づよく戦えるかと。

静瑠：アイドルの歌にこれほどの力があるとは……。頼たのもしいな。

結：ありがとうございます！（笑）




●狗養静瑠（５レベル）の場合

静瑠：狗養静瑠だ。ブレイブのレベルが４に上じよう昇しよう。命中や砲ほう撃げき、攻撃力などの能のう力りよく値ちが一回り強化された。新しん規き取得特技は、まず《気合いと根こん性じよう》（一同爆笑）。

タイガ：いいねぇ、その名前！（笑）

静瑠：これはシナリオ一回、戦闘不ふ能のうおよび操そう縦じゆう不能を回復し、【ＨＰ】または【ＦＰ】１点で復ふつ活かつができる、という特技だ。

結：すご～い！　まさに底力！

静瑠：そのほかにも、ラウンド一回、判定の達成値に＋２できる《創そう意い工く夫ふう》、防ぼう御ぎよ修しゆう正せいを適てき用ようしたあとのダメージを必ず１点は通す《ごり押おし》、スクウェアを制せい圧あつする《キープオフ》を取得している。

ＧＭ：堅けん実じつに成長を遂とげていますねえ。

タイガ：さすが努力の人！

静瑠：俺おれは普ふ段だん通りにしているだけだがな。ともあれ、成長報告は以上だ。




●法霊崎穂乃花（５レベル）の場合

穂乃花：法霊崎穂乃花です。ミスティックとコンダクターのレベルがそれぞれ１ずつ上昇し、新しい特技を三つ取りました。まず《アタックエクステンション》を新規取得しています。

結：わたしと同じ！

ＧＭ：つまり、範囲拡大がふたりいるということですね。

一同：すげーっ！

穂乃花：タイガくんの攻撃範囲を拡げると効果的よね。それからクリティカル値を下げ、クリティカルした場合ダメージが上がる《レムリアンアーツ》をＧＭの許可を得て取りました。

ＧＭ：《レムリアンアーツ》は『ゲーマーズ・フィールド』（ゲーム・フィールド刊）の『ＭＧＲ』サポート記事で紹介され、サプリメントで未収録のデータですからね。

穂乃花：許可いただいてありがとうございます。さらにモブへの攻撃時にクリティカルすると一いつ掃そうできる《ヴォルテクスマッシャー》を取得しました。

ＧＭ：つまり、モブ絶対殺すマンです（一同爆笑）。

タイガ：すっげー！　穂乃ちゃんすっげー!!（笑）

穂乃花：あはは、きみには負けるよ（笑）。あたしの成長は以上です。




　この後、第一話の展てん開かいを受けてＰＣ間コネクションの変更の確かく認にんが行われた。

　その結果、結から静瑠への関係が［同どう志し］から［あこがれ］に変更された。また、穂乃花からタイガへの関係が［くされ縁］から［好こう奇き心しん］へと変わっている。


































　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆思わぬ同どう居きよ人にん　　　シーンプレイヤー：タイガ




　その日、タイガはエクストランと出会い、リンケージとなった。

　興こう奮ふんする気持ちを抑おさえてベッドの中で眠ねむり、朝を迎むかえる。

　今日からは、また新しい一日が始まるのだ。




ＧＭ：まずはオープニングフェイズから。シーンプレイヤーはタイガとなります。

タイガ：おっ、オレだな？　へいへい！

ＧＭ：朝、自じ宅たくで目覚めるところから始まります。カーテンの隙すき間まからこぼれる光に照らされ、キミは目を覚ましました。ちなみに、オメガアブソウブとの戦いの翌日となります。

タイガ：ふわぁ～。よく寝たな……。ごしごし。

ＧＭ：リンケージになってエクストランと一緒に初めてメタガイストと戦った翌日の朝ですからね。疲れもたまっているでしょう。ちなみにエクストランもあれから反応がありません。

タイガ：え、そうなの？　大丈夫かなぁ……。

ＧＭ：彼も一回破壊されたので、回復が必要なようですね。

タイガ：……ま、いざって時のために休むことも必要だしな。

ＧＭ：さて、そうこうしているとお母さんが起こしに来ます。「おはようタイガ。目は覚めた？」

タイガ：あ、母さん！　おはよう！　危あやうく二に度ど寝ねするとこだったけど！

ＧＭ：「もう、お母さん、腕を怪け我がして大変なんだから。あんまり手間かけさせないでちょうだいね」

タイガ：ああ～そうだった！　ごめんごめん……って、あれ、怪我してたっけ？

ＧＭ：「ちょっとね、スーパーの仕事してるときに転んじゃって」

タイガ：まったく、母さんドジだからなぁ。

ＧＭ：「だから、お母さんに苦労させないようにって何度も言ったでしょ？　ほら、早くご飯食べて！　遅ち刻こくしちゃうわよ！」

タイガ：今行くって～！

ＧＭ：ということで、キミはそのまま一階の食しよく卓たくへと降おりていきます。

タイガ：ふあ～ぁ……とんとんとん、と降りていくよ。

ＧＭ：と、そこにはなぜか穂ほ乃の花かの姿すがたが。

タイガ：オレ、ちょっと寝ねぼけつつふらふらと下に降りていったんだけど……、穂乃ちゃんを二度見します（笑）。

穂乃花：せっかくの登場ですから、シャワー浴びて出てきたことにしましょう。

タイガ：しゃわー!?（一同爆笑）

結むすび：大だい胆たんだなぁ。




　タイガが起きてみると、そこには風呂から上がり、冷たい牛乳を飲む穂乃花の姿があった。

　昨日、エクストランとユニゾンしてともに戦ったリンケージが、自宅の食卓にいる。

　目をパチクリさせながら、もう一度見てみるのだった。




タイガ：ほ、穂乃ちゃんっ!?

穂乃花：おはよ。

ＧＭ：「あら、覚えてたの？　前に近所に住んでた穂乃花ちゃんよ。何でも急にこっちに戻もどって来ることになったらしいんだけど……住むところが決まってないって聞いちゃってね。だから、どうせ部屋も余あまってるし、しばらく住んでもらおうってことになったの」

タイガ：えええ～っ!?　そ、そうなのぉ!?（笑）

穂乃花：すっごい笑え顔がおでニコニコしてます（一同爆笑）。
















静しず瑠る：どう考えても面おも白しろがっているな、これは。

タイガ：お、おお……え、えっと……!?（笑）

穂乃花：今日からよろしくお願いしますね？（にこにこ）

タイガ：え、あ、こ、こちらこそ……。まったく母さん勝手だなあ、父さん知ってんの？

ＧＭ：「いいのよ。どうせ海外出しゆつ張ちようなんだし」

タイガ：そっか、お父さんいないから部屋が空いてるんだな。

ＧＭ：そういうことですね。

タイガ：……ま、賑にぎやかになるのはいいことだよな！　じゃあ改めて、これからよろしくな！

穂乃花：はい、よろしくお願いしますね。

ＧＭ：「ほらほら、早くご飯食べちゃって！」

タイガ：ああもうっ、わかってるって！

ＧＭ：さて、キミたちが食卓につくと、テレビではちょうどこんなニュースがやっています。「なぞの機械生命体の暴走事件は、フォーチュンと防衛隊の活躍で撃退され……」

タイガ：あ、俺たちの活躍が報道されてるじゃん（笑）。

ＧＭ：そのとおりです。当事者であるふたりにとって目新しい情報は出ないのですが、その次のニュースが奇妙なものでして。「昨日から命みこと乃の町ちよう付近でペットの失踪明事件が相次いでいます。近きん隣りん住民の『突然走り出して帰ってこなかった』という証しよう言げんもあるのですが……どういうことでしょう？」「もしかして、何か奇き病びようが蔓まん延えんしているのかもしれませんなぁ」

穂乃花：奇病なんて、無む責せき任にんなことを言うコメンテーターね（笑）。

ＧＭ：キャスターは「奇病かどうかはわかりませんが、何か起こっていることは確かのようですね。続いては、各地の戦況です」と言い、この話題を締しめくくります。

タイガ：いっつも思うんだけどさ、テレビでいっつも見るあのおっちゃん、専せん門もん家かのくせにたいしたことしゃべってねーよなー（一同大だい爆ばく笑しよう）。

結：ホント適当なコメントね（笑）。

穂乃花：フォーチュンとは無関係のオトメさんの前で、あまりうかつなことは言えませんから、「あらあら、困りましたね」とだけコメントしておきましょう。

ＧＭ：わかりました。では、ふたりがご飯を食べ終わったところで、オトメさんは「お弁当用意したから忘れないでね」と声をかけます。

タイガ：お！　いつもサンキュー！

穂乃花：ではささっと準備を終わらせて、途と中ちゆうまで一緒に行きましょうか。

タイガ：おう！　それじゃ、行ってきまーす！

ＧＭ：それでは、ふたりが一緒に家を出たところで、シーンを終了します。







◆Opening02◆フォーチュン支し部ぶの一日　　　シーンプレイヤー：静瑠




　フォーチュン命みこと乃の町ちよう支部では学校に行く前のタイガたちを召しよう集しゆうし、昨日のことについて振ふり返かえる。

　どうやら、この町に迫せまる危き機きはオメガアブソウブだけではないらしい。

　静瑠たちも、次なる襲撃に備そなえるのだが……。




ＧＭ：さて、次のシーンです。シーンプレイヤーは静瑠。全員登場となります。オメガアブソウブを倒たおした翌日、キミたちはフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部に召集され、前日のことについて説明を受けます。タイガと穂乃花は朝、学校に行く前に一緒にやってきたんでしょう。

タイガ：じゃあ、学校に行く前に寄よっていくよ。

ＧＭ：数少ないスタッフと一緒に、スピカが出で迎むかえてくれます。そしてキミたちはブリーフィングルームで顚てん末まつを報告したりする……というシーンですね。

静瑠：わかった。

ＧＭ：なお、スピカは腕を怪我しています。

タイガ：虫のせいだな！（笑）

ＧＭ：は、そのとおりです（笑）。

静瑠：それを見て、「お怪我は大丈夫ですか」と問いかけよう。

ＧＭ：「ええ、大丈夫よ。これぐらいならたいしたことないわ」

タイガ：紳しん士しだなぁ……。

結：……（じいぃーっとＧＭを見つめている）（一同爆笑）。

穂乃花：視し線せんが、結ちゃんの視線が！（爆笑）

結：ちらっちらっ。うー、まだ大人の魅み力りよくにはかなわないわね……ぬうぅ～（一同爆笑）。

静瑠：いったい何を言っているんだ（笑）。ともあれ、事件のことをかいつまんで報告する。

ＧＭ：「なるほど、だいたいわかったわ。それで、あなたが……」

タイガ：えっ、オレっ？

ＧＭ：ところで、なんと名乗ります？

タイガ：別に隠かくすこともないし、普ふ通つうに名乗っちゃうかなあ。

ＧＭ：わかりました。「タイガくん、だったかしら？」

タイガ：あ、ども、轟とどろきタイガっす！

結：とても不本意ですけど、わたしのクラスメイトです……（一同爆笑）。

タイガ：いやー、こいつとは幼よう稚ち園えんのときから一緒でさー！

結：うるさーいっ！（笑）

タイガ：なんだよっ!?　今説明してんじゃねーかよっ!?

静瑠：ふたりとも、少し静かにするんだ（笑）。

ＧＭ：彼女は「……こほん」と咳せき払ばらいし、続けます。「この町には現在、戦力がほとんどありません。それに第三次大戦の影響で、他の支部からの増ぞう援えんも望みが薄うすい。つまりそのお宝とやらを狙う新たなメタガイストから町を守るため、あなたに協力してほしいの」

タイガ：もちろんだぜ！　オレもエクストランに助けてもらっちゃったからな。それにエクストランと一緒にあいつらを倒すって約束したんだ！

ＧＭ：「よろしい。では、あなたをフォーチュンの協力者として登録しておくわ」

タイガ：難むずかしいことはよくわかんねーけど、何かあったら呼よんでくれよな！

結：そんな簡かん単たんに言わないでよっ！

タイガ：だって、困ってる人がいたら助けるのは普通だろ!?

結：ぐぬぬぅ～っ（一同爆笑）。

ＧＭ：いいですねえ（笑）。さて、そうこうしていると、ブリーフィングルームに突然要師団長がずかずかと入ってきます。「ええいっ！　スピカはどこだぁっ!!」

静瑠：要師団長、落ち着いてください。

タイガ：なんなんだよー、このおっさんー！（一同爆笑）

静瑠：（疲つかれた顔で）……俺の上官だ。

タイガ：なになに？　偉えらい人なのか？

静瑠：ああ、上司だ……。

ＧＭ：すると、スピカも「要師団長、ちょうどいいところに」と言いますね。

穂乃花：スピカさん、動じないですねえ（笑）。

ＧＭ：「狗いぬ養かいくんの出向についてなのですが」「当たり前だ！　狗養くん！」

静瑠：はっ。

ＧＭ：「キミは今日から命みこと乃の町ちようフォーチュンに出向だ！」

結：いぃやったああぁぁぁ──っ!!（一同大爆笑）　……と、心の中で思ってますっ！（笑）

静瑠：は、な、何ですと？

ＧＭ：「キミはもともと、防ぼう衛えい隊たいの協力者という形で来てもらっていたわけだ。たらい回しのようで悪いが、前回の働きを見たスピカがキミの力がぜひほしいというので、そういうことになった！」

静瑠：は……はぁ、わかり、ました……。

ＧＭ：「このスピカ、人を見る目は確かだ！　そこがまた腹立たしいところだが……ぐぬぬ。キミを前回命みこと乃の町ちように差し向けたのは自分という手前、断りづらくてな。まあ地元で存分にキミの力を発揮してくれたまえ！」

静瑠：はぁ……（笑）。

タイガ：（ひそひそ）なんか素直じゃないおっさんだな！（笑）

結：そうよ。軍人は静瑠さんみたいに、クールであるべきよ！

穂乃花：大人も色々あるのよ～。

静瑠：ともあれ、わかりました。この町は、自分が責せき任にんを持って守ります。

ＧＭ：「うむ、頼むぞ！　キミだけに苦労はさせん。防衛隊魂を見せてやれ。私もすぐに近くの駐屯地に移い動どうし、いつメタガイストの侵しん攻こうがあってもいいように見み張はらせてもらう！」

静瑠：え、師団長も来るの……!?（一同爆笑）　本来の基地の指揮は？

ＧＭ：「なぁに！　あちらへの指し示じなど、ここからでも十分にできる！　問題はないっ!!」実はこの命みこと乃の町ちよう近隣の駐屯地の方が本来の師団司令部に近いのです。

静瑠：わ……わかりました。一話の駐屯地の方が最前線だったのか。

ＧＭ：「実は前回の事件が私も気になっていてな……。それに緊急時の即時対応、事後処理にも人員は必要だろう。このフォーチュン支部は小規模に過ぎる……」と、静瑠だけに聞こえるように言ってから、ズカズカと退出していきます。

静瑠：……そうか。要師団長なりの気遣いか（笑）。

タイガ：じゃあ、それが聞こえなかったオレは、「落ち着きがない大人だなぁー！」と呟く。

静瑠：そう言ってくれるな。ああ見えて信しん頼らいできる方だ。……改めて、よろしく頼む。

結：（かわいい声で）はいっ！　よろしくお願いしますっ！（一同爆笑）

静瑠：ひとりひとりに握あく手しゆを求めよう。

タイガ：お、おうっ！　よろしくお願いします！

穂乃花：あたしは敬けい礼れいしましょう。あたしは女王陛へい下かとの約束で来ているだけですから。

タイガ：そーいえば、お兄さんのことはなんて呼べばいい？

静瑠：好きに呼んでくれればいい。

穂乃花：（ぼそりと）……わんわん（一同爆笑）。

タイガ：えっ？　わんわん!?（笑）

静瑠：（嘆たん息そくして）その呼び名は好きではない。やめてくれ。

ＧＭ：「話がまとまったところで……そうだわ、タイガくん。改めて注意するわ。キミがリンケージになったこと、そしてその能力について、他人に話さないで」

タイガ：え？　なんで？（一同爆笑）

結：なんなの!?　タイガは馬鹿なのっ!?　昨日言われたばかりでしょ!?

タイガ：なんだよ！　馬鹿って言うほうが馬鹿なんだぞ!?

ＧＭ：「キミが力を持ったということが、他人に知られることによって、もしかしたら家族や友達に危き害がいが及およぶかもしれない。巻まき込みたくないでしょう？」

タイガ：（神妙な顔で）……そりゃ確かにダメだな。わかった、オレ、絶対言わない！

ＧＭ：「いい子ね。では、そうしてちょうだい」

タイガ：了りよう解かいっす！

静瑠：結くんも、よろしく頼む。

結：は、はいっ……!!（両手でぎゅううっ、と握にぎるポーズ）

静瑠：すごい握られてるな……（笑）。

タイガ：お前、なんかすげーうれしそーだな？

結：うるさいっ!!

穂乃花：静にいが唯一の癒いやしの場、みたいになってますね（笑）。

ＧＭ：うーん、いいですねえ（笑）。ともあれ、そんな形でこのシーンは終了となります。とりあえず、静瑠には【ミッション：師団長の期待に応こたえる】をお渡わたしします。

一同：おお～。

静瑠：し、師団長……（笑）。

穂乃花：がんばれ（笑）。

ＧＭ：さて、最後にこんな演えん出しゆつを挟はさんでシーンを終えましょう。みなさんが退たい場じようする間際、ブリーフィングルームにひとり残ったスピカは、消え入りそうな声で独ひとりごちます。




「いつか、こんな日が来るとは思っていたけれど……こんなに早くなんてね……」




　彼女の声は、誰に届とどくこともなく消えていった……。







◆Opening03◆ペットがロスト!?　　　シーンプレイヤー：結




　その日、学校では昨日の奈落獣の起こした事件で持ちきりだった。

　そして学校が終わり、放課後。

　結とタイガは、一緒に下校しながら、悲しむ萌咲アイの話を聞くのだった。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーは結ですね。学校が終わった下校中のエピソードとなります。タイガは自動登場で、ほかのふたりも任意のタイミングで登場できます。

結：わかりました。

ＧＭ：さて、学校は奇跡的に被害がなかったので一旦みんな登校しましたが、授業は念のため午前中で終わり、生徒たちは早めに帰宅することになりました。

穂乃花：きっと、クラスは昨日の事件で大騒ぎですよね（笑）。

ＧＭ：はい。「饅頭怖い」とか「ステキな幽霊でしたわ♪」とか「謎のアイドル守護神ステキだった」「俺、中央アスレチックでカッコイイロボット見たぜ」なんて会話が飛び交ってました。

タイガ：「あ、それ俺……」っていいかけて危うく口を塞ぐ。もう同じ失敗はしないぜ（笑）。

結：そんなタイガをジト目で見てます（笑）。

ＧＭ：さて、時間は放課後。結とタイガは一緒に下校しているところです。すると真っ先に帰き宅たくしたはずのアイが、涙なみだ目めになってふたりに駆かけ寄よってきます。

タイガ：あれ？　アイちゃんだ。

結：アイちゃん、どうしたの？

ＧＭ：「うっ、うぇぇ、結ちゃぁん……タイガちゃぁん……大変だよぅ～！」

タイガ：何が大変なんだ、お前いつも大変そうな顔してるじゃねーか。

結：ホンットデリカシーないわね～！（一同爆笑）

ＧＭ：「ううぅ～、アイのね、アイの次じ郎ろう丸まるちゃんがいなくなっちゃったの～！」

タイガ：次郎丸!?（笑）

ＧＭ：「そうなの！　次郎丸ちゃんは、わんわんなんだよ！」

結：あ、ああ、そういえばアイちゃんは犬を飼ってたんだっけ。と話を促うながします。

ＧＭ：「そうだよ～。う～、次郎丸ちゃんが帰ってこなかったら、アイどうしよう～！」

タイガ：次郎丸、いなくなっちゃったの!?　そりゃ大変じゃないか！

ＧＭ：「う、うわあぁ～ん！」と、アイは泣き始めます。

タイガ：泣くなよ！　もう、オレも一緒に探さがしてやるから！

ＧＭ：「うえぇぇん！　ありがとううぅ～！」

結：わ、わ、わたしも行く、けど……。

タイガ：おむすびも手伝うよな？

結：おむすびじゃないけどねっ！

穂乃花：このコンビ、楽しくていいですね（笑）。

ＧＭ：そうすると横にいた小こ向むかいキミヒコが電話をしています。「えぇぇっ!?　ジョゼフィーヌが行方ゆくえ不明だってぇ!?　うん、うんうん、ええっ!?　マリアンヌも!?　シャルロットも!?す、数百万もした僕ぼくのペットたちがぁ!?」（一同爆笑）

結：そんなにいたのね……（笑）。

タイガ：どんだけ高価なんだよ！（笑）

ＧＭ：そしてキミヒコはぶくぶくと泡あわを吹ふいて倒れます。それを支ささえたゲンちゃんが（野太い声で）「だ、大丈夫～、キミヒコ～？　はあ～、お腹なか減へったなあ～」と言います。

静瑠：ぶ、ブレない子だな（一同爆笑）。

ＧＭ：と、周辺からも声が聞こえるんですよ。「ポチ、ポチ！　どこにいったんだ？」「ミケちゃーん？　どこー？　いつもならこの時間に餌えさを食べにくるのに……おかしいわねぇ」「もうダメだ……独どく身しんの俺には、ぴーちゃんしか癒いやしがないというのに……」

静瑠：それにしてもこの状じよう況きよう、人々のペットがいなくなっている、ということか？

ＧＭ：はい、そのとおりです。いろいろなところで、ペットの名前を呼ぶ人々の声がします。

穂乃花：急な話ねぇ。なぜこのタイミングで……。

静瑠：なるほど、ペットの失踪が相次いでいるのか。何か事じ情じようを調べることはできないか？

ＧＭ：では、【理知】で判定したら情じよう報ほうが得られることにしましょう。難なん易い度どは10です。

静瑠：よし、それなら。（ダイスを振る）達成値11、成功。

ＧＭ：では、京きよう極ごくナツメから情報を得ることができます。「私は見たわ！　大おお勢ぜいのペットたちが、中央アスレチック公園へ走っていくのを！　あれはきっと……愛の逃とう避ひ行こうなんだわぁ～！（うっとり）」（一同爆笑）

結：だ、大丈夫？（笑）

静瑠：この子もブレないな（笑）。だが、中央アスレチック公園か……。昨日の事件があった場所だな。

ＧＭ：と、ここで絹きぬを裂さくような音とともに、その公園の上空で、空間に亀き裂れつが走るのが見えます。

タイガ：な、なんだアレっ!?

ＧＭ：そして、その亀裂から這はい出る奈なら落く獣じゆうたちの姿。その中央に、二足歩行するブルドッグのような、機械の巨犬の姿があります。

タイガ：二足歩行の犬ぅ!?

ＧＭ：そうすると、ふたりにスピカから通信が入ります。「命みこと乃の町ちよう中央公園付近に、メタガイストと思われる襲撃あり！　みんな、すぐに現場に向かってちょうだい！」

結：こっそり「了解」って返事をして、「みんな、ここは危あぶないから離はなれましょう！」と、みんなを安全な場所に逃にがしてあげたいなって思います！

穂乃花：誘ゆう導どうはこのふたりに任せて、あたしたちは先に現場に行きましょう。

静瑠：そうだな。では、俺からも通信をつなごう。ふたりとも、今どこにいる？

結：はっ！　静瑠さん！　私、通学路で移動中です！　今友達と一緒なんですけど……。

静瑠：わかった。まず彼らを安全な場所に避ひ難なんさせてくれ。

結：はいっ！　わかりましたっ！

静瑠：俺は穂乃花くんと現場へと向かう！

結：ほ、穂乃花さんと……ふたりはどういう関係なの？（一同大爆笑）

タイガ：何やってんだよおむすび！　みんなを避難させたらオレたちも中央公園に急ぐぞ!?

結：え、あ、う、うう、うん……。

静瑠：あとは任せた。頼たよりにしている。

結：はっ……はぁ～いっ！（一同爆笑）

ＧＭ：タイガと結に【アイの愛犬を助ける】というミッションを渡し、シーン終了です。
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　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆動物たちを救え！　　　シーンプレイヤー：穂ほ乃の花か




　必死に町を駆かけ抜け、タイガたちがやってきたのは中央アスレチック公園。

　そこには、ペットたちが囚とらわれた檻おりがうずたかく積み上げられていた。




ＧＭ：それでは、ここからクライマックスフェイズに入ります！

一同：早っ!?

ＧＭ：さくさく進むのが今回のキャンペーンの特とく徴ちようです。さて、皆みなさんは全員登場となります。中央アスレチック公園に集められたペットたちは、檻の中に捕とらえられています。その檻はいくつもあり、山のように積み上げられているのです。

静しず瑠る：ひどいことをするものだ。

タイガ：檻？　じゃあきっといるな。……あっ!?　あそこに次じ郎ろう丸まるがいる!!

ＧＭ：では、タイガは檻の中にいる次郎丸を見つけたということで（笑）。

結むすび：助けなくちゃ！

ＧＭ：と、ここで檻の山を守るように、どこからともなく飛んできて、その傍らにズシーンと着地するブルアイボー。全長二〇メートルはありそうなブルドッグ型の機械生命体です。

静瑠：ブルアイボーに銃じゆうを突つきつけて言う。動物たちをすぐに解かい放ほうしろ！

ＧＭ：「知ってるぞ～。ペットは人間の〝お宝〟なんだなぁ～。〝お宝〟を集めれば、きっとオメガアブソウブの〝お宝〟も出てくるに違ちがいないんだな！　ばうばうばう！」

結：意味がわからないわ……（笑）。




　謎なぞの論ろん理りを振りかざすブルアイボーに、タイガたちは困こん惑わくするばかり。

　支離滅裂な話を総そう合ごうすると、オメガアブソウブが捜索していた〝お宝〟を、彼も狙っており、人が大切にするペットこそがその〝お宝〟に繫つながる道だと確かく信しんしているようだった。




タイガ：なんだかよくわかんねぇ──っ!?（笑）

ＧＭ：「バウバウ。わからなくてもいいから、お前らを仲間と一緒に倒してやる！」

静瑠：仲間？

ＧＭ：ブルアイボーが「我わが輩はいは心のない機械を操あやつることなんて簡単なんだな～！」と言うと、いつの間に強ごう奪だつしていたのか、静瑠の同どう僚りよう──防衛隊の戦車や警察のミーレスであるハウンド、それにゴエモンという工事用の機体が出しゆつ現げんします。

タイガ：おいおいおい、何か敵増えてんぞぉ!?

ＧＭ：と、ここで目を覚ましたエクストランが言います。「ブルアイボーは心の無い機械を操る能力を持っているのだ」この事は穂乃花も知ってますよ。

タイガ：お、エクストランが起きてくれた！　これで百人力だぜ！

穂乃花：にしても無機物を操れるなんて……、厄やつ介かいな相手です。

ＧＭ：そしてブルアイボーは穂乃花を見て言います。「おお？　何か、見たことのあるガーディアンがいるんだな？　お前、また我が輩の邪じや魔まをしちゃうんだなぁ？」

穂乃花：ああ、かつてやりあった時はブルアイボーの悪事を阻止できたんですね。

ＧＭ：はい、何回か戦って邪魔しています。

穂乃花：本当に、くされ縁というやつね。「悪いわね今回もあなたの邪魔をしてあげるわ」

ＧＭ：「ばうばうばう！　オメガアブソウブの〝お宝〟を探す邪魔はさせないんだなっ！」ということで、穂乃花に【ミッション：ブルアイボーを倒す】を、さらに全員に【ミッション：命みこと乃の町ちようの危機を救う】を差し上げましょう。

タイガ：よし！　ちゃっちゃと倒しちまおうぜ！

ＧＭ：といったところで……ここでもうひとり、登場する者がいます。

結：えっ？

ＧＭ：「見ていられないなあ。もうちょっとうまくできなかったのかい？　ブルアイボー」と、この突とつ如じよ現あらわれた謎の黒いヒーロー。その外見は……エクスタイガーそっくり。

タイガ：ええっ!?

結：なに？　知り合い？

タイガ：知らねーよ、あんなやつ！

ＧＭ：「オメガアブソウブが起こした事件で住民が騒いでいる今から徐々に、彼らの負の感情を刺激していくのが、アビスシードを発現させやすく、望む作戦を遂行するチャンスと教えたのに。──こんなにも性急に、あからさまに事に及ぶなんてね……」

穂乃花：猛進した結果、前回から間もないこのタイミングでペット強奪作戦が行われたのね。

ＧＭ：そういうことです。「仕方がないから少し手を貸かしてあげるよ、ブルアイボー」そうつぶやいて、黒いエクスタイガーそっくりのロボもキミたちの前にすっと立ちふさがります。「僕の名前はアビスロード。キミたちは目障りなんだ。相手になってあげよう」

タイガ：なんかイヤなヤツだな。いいぞ、やってやるぜ！
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　というわけで、戦闘になだれ込むことになるタイガたち。敵てき味み方かたの位置関係はブルアイボー戦第１ラウンドのマップを参照してほしい。
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　なお、Ｃ７の防衛隊のナイトオウル戦車は、要師団長の愛車セリーヌであった。




ＧＭ：ちなみにこのナイトオウル戦車を破は壊かいせずに勝利すると、師団長がとても喜びます。

静瑠：了解だ（笑）。ところで勝利条じよう件けんは？

ＧＭ：《ＢＯＳＳ属性》のブルアイボーを倒す、です。こいつさえ倒せばアビスロードは撤てつ退たいします。なお、アビスロードは《ライバル属性》なので、倒しても撤退しますよ。

結：で、失敗すると操られたメカが町にあふれたりするわけね。

ＧＭ：そういうことです。では戦闘開始！




●第一ラウンド

▼行動値

穂乃花　　　　　　　　　　　　17

アビスロード　　　　　　　　　17

ハウンド　　　　　　　　　　　17

静瑠　　　　　　　　　　　　　15

結　　　　　　　　　　　　　　14

ブルアイボー　　　　　　　　　10

タイガ　　　　　　　　　　　　７

ゴエモン　　　　　　　　　　　７

ナイトオウル戦車（セリーヌ）　１
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　かくして、ブルアイボーとアビスロード、二体の強敵とタイガたちの戦いが始まった。

　この強きよう敵てき二体のほかに、アビスロードの《殲せん滅めつ指揮》によって強化されたハウンドやゴエモンなど、人類側のメカニックも相手にしなければならない多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの状況だ。




　まっさきに動いたのは結。一話と同様に《カーテンライズ》《オンステージ》を使用。ライブモードになって、熱ねつ狂きようカードを有ゆう効こう活用しようと熱唱開始である。

　続いて穂乃花が動く。レムリアの神しん秘ぴの魔ま力りよくを愛機から引き出し、光を天に振りまく。

《アカラナータ》──軍神の光槍が豪ごう雨うのごとく、敵の群むれへと降ふり注そそぎ、Ｃ５とＤ５のゴエモンを殲滅した。

　この結果、ブルアイボーへの道が開かれた。

　タイガは《融ゆう合ごう変形》しエクスタイガーの姿に。

　と、ここでブルアイボーが《瞬しゆん発ぱつ行動Ⅰ》を使い、即そく座ざに行動を開始。ＰＣたちに向け突とつ撃げきしてきた。




ＧＭ：ムーブアクションでオリジナル特技の《ブルメタルチャージ》！　「ばふ、ばふばふっ！」と吠ほえると、ブルアイボーは全身から無数のトゲを生やして突とつ進しんの体たい勢せいを取ります。

一同：げえぇーっ!?

ＧＭ：ということで、このメインプロセスで行なう白兵攻撃の対象を「突破４（選択）」に変更！　さらに、マイナーアクションで《ＢＳ攻撃：狼ろう狽ばい》を使用。メジャーアクションで《豪ごう打だ３》「猛進するんだな～っ！」！

一同：やめろーっ!?

ＧＭ：４マス移動できるので、ずばっと皆さんのいるエンゲージに突撃してきます！　突破は、動いたマスの全すべてが攻撃対象に入ります。

結：やだっ！　まるで暴ぼう走そうする特急みたい!?




　この突撃にブルアイボーは《ヘイムダル》を使用、クリティカルに。さらにアビスロードが《ヘル》を宣せん言げん。ダメージが増ぞう強きようされ〈神〉ダメージとなったこの攻撃は、まさに誰も止めることの出来ぬ魔ま獣じゆうの突進！　最終的なダメージは73点の〈神〉ダメージ。

　巨きよ大だいなハリネズミのようにトゲをはやした機械のブルドッグの体当たりに吹き飛ばされるエクスタイガーたち。鋼はがねの巨きよ人じんが地に倒れ、大地が揺ゆれる。

　結果、タイガ、穂乃花がブレイク。静瑠が《気合いと根性》を使用し、ＦＰ１で復活する。




ＧＭ：最強の技を受けてなお立ち上がる皆さんを見て、ブルアイボーは唸うなります。「ぬうぅ～っ、しぶといんだなぁ！」

タイガ：まだこれぐらいじゃやられねーぞ！

結：そのとおりです！　あ、次の私のメインプロセスは待機で。必要があれば《ボルテージアップ》で誰かをもう一回動かしますから。




　と、ここでアビスロードが《ミューズ》を使用。ブルアイボーを即座に動かそうとする。しかし、それを静瑠が《オーディン》で打ち消す。さらにブルアイボーがその《オーディン》を《オーディン》でつぶしにかかる。そうはさせじと、ブルアイボーの《オーディン》を穂乃花が《オーディン》で消し去ってしまう。

　一いつ瞬しゆんのうちに飛び交った加護の攻こう防ぼうが終わり、敵味方の均きん衡こうは保たもたれたまま。

　戦いはさらに継けい続ぞくする──。

　穂乃花がミスティックブレードでブルアイボーに切りつければ、結が《クイックリペア》で緊きん急きゆう回復を静瑠のアステリオンに施ほどこす。

　さらに静瑠が《キープオフ》を使用、威い嚇かく射しや撃げきでタイガと穂乃花のいるエンゲージを［制圧］し、敵の侵しん入にゆうを妨さまたげる。

　一いつ進しん一いつ退たいの攻防の果て、ついにアビスロードの行動順がやってきた。




ＧＭ：さて、これでようやくアビスロードのメインプロセス！「ふっ、なかなかやるようだね。でも……変形できるのが自分だけと思ったら、大おお間ま違ちがいだよ」

タイガ：な、何だって!?

ＧＭ：「見ていてごらん……融合合身！　アビサルセイバー!!」というわけで、周囲にあった車両や壊こわれた機械生命体などと次々に合身し、エクスタイガーによく似た姿をとります。

タイガ：その時々によって、近くにいる機械生命体をくっつけるのか。

静瑠：先ほど壊れてしまったゴエモンをつけるのかもな。

ＧＭ：そんな感じです。「ふっ、この姿がアビサルセイバー……キミに対抗する力だ」

タイガ：そんなやつに、オレが負けるわけねーだろっ！

ＧＭ：「どうだろうね」ムーブアクションで３マス分移動。マイナーアクションで《移動砲撃》、メジャーアクションで《セイバーシューター》！　対象は二体ですから、ブレイクしているタイガと穂乃花を狙います！　（ダイスを振る）９、達成値は24！




　アビサルセイバーから放たれる光こう弾だん──この砲撃をタイガは回かい避ひ失敗。

　ここで、気合いを見せたのが穂乃花。《レムリアンアーツ》を使用、魔力を放出した機体運動でクリティカル値を９までさげ、見事回避の判定に成功したのだ！




一同：おおおーっ!!（拍はく手しゆ）

結：すばらしい～！　熱狂カードを穂乃花さんに。

タイガ：オレもカードを。……あれ？　ちょっと待って、当たったのオレだけ!?（笑）




　がっかりしているタイガに、容よう赦しやなく襲いかかる34点の〈光〉ダメージ。さすがに死を免まぬがれないダメージであるが、結が《イドゥン》を使用することで、タイガの命めい脈みやくは保たれ、ブレイク状じよう態たいのまま、【ＨＰ】【ＦＰ】ともにマックスまで回復した。




タイガ：おむすび、サンキューな！

結：だから「お」をつけないでよ！

静瑠：仲がいいことだね。熱狂カードをふたりに。

タイガ＆結：よくないから!!

穂乃花：ハモった!!（一同爆笑）




　この後、ハウンドが静瑠に向かってリボルバーカノンを撃うち込む。しかし、静瑠は《秩ちつ序じよの守しゆ護ご者しや》でダメージを半はん減げんさせ、残り【ＦＰ】８点で踏ふみとどまる。

　そして業ごうを煮にやしたブルアイボーが、《アカラナータ》でＰＣたちの一掃を図はかるが……静瑠が《ブラギ》を使用し《オーディン》を復活させ、これを打ち消した。

　続くはその静瑠の行動。エンタングルワイヤーでブルアイボーと生き残っていたハウンドを絡からめ取る。この攻撃に熱狂カード５枚が使用され、22点の〈殴〉ダメージでハウンドは爆散。ブルアイボーには結の《トール》も使用し、合計68点の〈神〉ダメージを叩たたき込んだ。

　しかし、返す刀で放たれたブルアイボーの《タケミカヅチ》で、静瑠もブレイクに追い込まれてしまう。




ＧＭ：そして追い打ちをかけるようにブルアイボーの行動ですよ！　ムーブアクションなし、マイナーアクションで《ＢＳ攻撃：狼狽》、メジャーアクションで《剛打》、タックルして攻撃します！　対象はそこのスクウェアにいる全員！

一同：ファーンブル！　ファーンブル！

ＧＭ：おりゃっ！（ダイスを振る）ぎゃーっ!?　ファンブルしたーっ!?（一同爆笑）

一同：やったぁーっ！（拍手）

ＧＭ：く、悔くやしい──っ！（笑）




　しかし、これで失敗するわけにはいかないブルアイボーは《バルドル》でファンブルを打ち消し、達成値は37。これをタイガは回避失敗し、穂乃花もブルアイボーの《エーギル》を喰くらい、強ごう引いんに回避失敗させられてしまう。

　だが、ここでタイガは《ジークフリート》を使用。ダメージロールをすべて打ち消すこの加護のおかげで、全員のダメージを受けずにしのぐ。




タイガ：エクスタイガーが、半はん透とう明めいのバリアを展開。そのまま突進してきたブルアイボーをはじき飛ばすぜ！　うおりゃぁぁぁぁぁ────っ!!

ＧＭ：つ、強い。「な、何なのだ～、この気き迫はくは～!?」と驚おどろくブルアイボーの行動はこれで終わり。次はゴエモンとタイガの行動ですが、ＰＣ優ゆう先せんですのでタイガが先です。

タイガ：うっす！　じゃあまず《目覚める英雄》で、《ジークフリート》を復活させるぜ！さらにこの《ジークフリート》を代だい償しように、《プライマルユニゾン》を宣言！　オレたちの本当の力、見せてやるぜ！　いくぞ、融合合身ーっ!!（ポーズを決める）

ＧＭ：では、「小さな勇者よ、融合合身だ」とエクストランも発言します。

タイガ：だから小さいはよけいだって!?

ＧＭ：タイガの抗こう議ぎをよそに、どこからともなくパトカーが来てエクスタイガーに合体、変形が始まります！

タイガ：うおおお力がみなぎってきたあっ!!　完成！　キングエクスタイガー!!

静瑠：ここで決めるつもりだな……タイガくんに熱狂カードを。

穂乃花：アタシからも。

結：ちゃんと決めるのよ！　熱狂カードをタイガに渡すわ。

タイガ：ありがたい！

ＧＭ：「く、来るがいいんだなっ！」

タイガ：いくぜ！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ホールドトルネードⅡ》！　メインプロセスで行なう攻撃をクリティカルにする！　そしてメジャーアクションで《トール》を消費し《ディメンジョンスラッシュ》！　ブレイク中だけしか使えないけど、ユニゾンブレードで攻撃することで、20Ｄ＋18の〈神〉ダメージが上乗せされるぜ。

一同：すげーっ!?（笑）

タイガ：さ・ら・に！　決戦型になってるから、ダメージがすごいことになるぜ！　えっと、基き本ほんは34点で、そこに＋18されて……52点だな。

結：はあーっ!?（一同爆笑）

穂乃花：あたしがひとり死んでるぐらいですね（一同爆笑）。

ＧＭ：クリティカル狙いで回避！（ダイスを振る）無理！　出目は７、命中です！

タイガ：ダメージロールは、通つう常じようの２Ｄ、クリティカルの２Ｄ、《パニッシャー》で２Ｄ、《覚かく醒せいする力》で１Ｄ、《ディメンジョンアーマー》で２Ｄ、《アタックブースター》も宣言して、さらに＋２Ｄ！

ＧＭ：「ばうばう！　やりすぎなんだなぁ～!?」（一同爆笑）

タイガ：まずは通常のダメージロール！（ダイスを振る）おっ、けっこういいぞ！　これで40！　それから《ディメンジョンスラッシュ》の20Ｄ！　いくぜっ!!（ダイスを振る）60！場に出ている熱狂カード10枚に、そのほか色々足して……[image: 168]点の〈神〉ダメージだっ!!




「男気全開ッ!!　ディメンジョン、スラァァァァァァァァァッシュ!!」

　鋼の勇者の剣けんが、機械生命体の獣を切り裂さく。

　それは何なん人ぴとたりとも防ふせぐことの叶かなわぬ、勇気の宿った一いち撃げきだ！




ＧＭ：そ、それは……ヤバイか!?　（計算して）なんとか生き残ったぁ────!!

一同：うそぉ────っ!?

静瑠：しぶとい。アビスロードも残っているし、次のラウンドまでまわるとまずいな。

結：……たぶん大丈夫ですよ。

ＧＭ：「なんだとなんだなぁ───っ!!」

結：ラウンドの最後に、待機していた私が《ボルテージアップ》を使うつもりです。そうするとタイガを再さい行こう動どうさせられますから。

ＧＭ：…………（そうだった）。

結：ちなみに、私の《魂の癒やし手Ⅲ》でタイガの《目覚める英雄》を復活させて……。

タイガ：オレが《目覚める英雄》で《ジークフリート》を復活させると、それを代償にできるからもう一回《ディメンジョンスラッシュ》が使えるようになるぜ！

穂乃花：あの神ダメージの超強い特技ね♪

ＧＭ：…………。




　──ラウンドの最後。

　タイガを鼓舞するかの如く響き渡る結の歌声と、流れるような唄守の舞に力づけられ。

　奮ふん激げきのままに、キングエクスタイガーの必ひつ殺さつ技わざが、今一度ブルアイボーに炸さく裂れつした。

　………………ブルドッグ型メタガイストは爆散した。




一同：やったあーっ!!（拍手）

タイガ：一・刀・両・断!!　キングエクスタイガーが爆発をバックにポーズを決めるぜ！

結：あたしのおかげよ。カッコつけてないで、もっと感かん謝しやしなさいよね。

タイガ：なんでおむすびはそんなに偉そうなんだよ！

結：キ───ッ!!

穂乃花：ほほえましいわ。意味はないけどふたりに熱狂カードを（笑）。

静瑠：ＧＭ。念のため確認だが、アビスロードは？

ＧＭ：冒ぼう頭とうで説明したとおり、ブルアイボーの爆ばく発はつを見み届とどけると姿を消してしまいました。では、このシーンを終了します。

タイガ：なんだったんだ……アイツ。




　謎の敵、アビスロード。エクスタイガーによく似た姿を持つこのロボットに。

　タイガは不思議な因縁を感じずにはいられなかった……。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆守られたもの　　　シーンプレイヤー：タイガ




　タイガたちの活かつ躍やくにより、ブルアイボーたちは倒された。

　ペットたちも、無事飼かい主ぬしのもとに戻ることができる。

　これが、守られた平和。大切な日にち常じようなのであった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズとなります。シーンプレイヤーはタイガです。全員登場で、クライマックスフェイズの戦闘の直後となります。ブルアイボーが倒され、暴走していた機械たちも動きを止めました。セリーヌちゃんも健在です。

タイガ：次じ郎ろう丸まるを助けなくちゃ！

静しず瑠る：よかった、戦車も無事か。

タイガ：よかったなー！

ＧＭ：そうすると、部下たちと事後処理に出動してきた師団長が「おおおお！　強奪された愛しのセリーヌちゃんが無む傷きずで戻ってくるとは！」とはしゃいだあと「ご、ごほん。実は仲間との思い出のある愛機でな」と照れくさそうに言います。

静瑠：師団長の愛機が無事でなによりです。そして今回彼らの助けがなければ、無傷で回かい収しゆう……いや、保ほ護ごすることはできませんでした。

タイガ：静にいの後ろでピースしてよー（一同爆笑）。

ＧＭ：すると、要師団長は心なしか気まずそうに。「うむ。キミがあの変形合体するガーディアンのリンケージか。とにかく無事でなによりだ」

タイガ：なんか変なの……。

ＧＭ：そうすると、町の人々が集まって檻に入れられたペットたちが家族のもとに帰っていきます。「ありがとう、フォーチュンの勇者たち！」「これで癒やされるぞー！」（一同爆笑）

静瑠：……よかったな。

ＧＭ：次郎丸ももちろん、檻の中にいますよ。

タイガ：オレがじきじきに檻から出すぞ。一応幼おさななじみだし、多少なついてくれてるかな。おーい、次郎丸ー！　「わんわんっ！」

ＧＭ：それを見たアイが、「ああ～っ！　次郎丸ちゃ～ん！」と声をあげます。

タイガ：ほらよ。

ＧＭ：「よかった～、ホントによかったね～！」と、アイは次郎丸をうれしそうに抱きしめ、「フォーチュンの人たち、本当にありがとう～！」と満面の笑みを浮かべます。

静瑠：少し笑って、アイくんの頭をぽんぽんなでよう。戻ってきてよかったな。

結：わたし、後ろのほうで「はああぁぁっ!?」ってなってます（一同爆笑）。

穂ほ乃の花か：結むすびちゃん……（笑）。




　やるせなさに虚きよ脱だつする結は置いておいて。

　タイガたちリンケージの活躍によって、アイも次郎丸と再会することができた。

　可愛かわいがっていたペットも元に戻り、町の人たちの笑顔を取り戻すことができたのである。




ＧＭ：そんな中、キミヒコが「むぐー!?　むぐむぐー!?」と言っています。ニシキヘビと亀とワニに囲まれ、蛇へびに絡からみつかれていますね。

穂乃花：なるほど、そんな希少なペットじゃ高価なわけですね（笑）。

結：そ、そういうのだったんだ……。

静瑠：大丈夫か、あれは（笑）。

タイガ：あははは！　あいつ、ぜんぜんなつかれてねーじゃん！（一同爆笑）

ＧＭ：……と、そんな感じの光景が繰くり広ひろげられています。町が救われたことがよくわかりますね。

タイガ：まあ、何にせよ、一件落着だな！

穂乃花：そうですね。ペットたちも元に戻ったわけですし。

静瑠：うむ、かけがえのない家族であることには変わらないからな。

結：ですね！

ＧＭ：そんな光景を、公園の端はしのほうで見ている嗣し堂どうミツル。変身したタイガのほうをじっと見つめています。しばらくののち、ぷいっときびすを返して去っていきます。

タイガ：おおお？　これは続きが気になるぞぉー！（一同爆笑）

結：これは……ミツルくん、次回は敵になるんでしょうか？

静瑠：まあ、そこから先は先読みになるな。

タイガ：なんだよー、ミツルのヤツ。せっかく助けたっていうのに。

穂乃花：まあ、いろいろあるのでしょう。




　こうして、ブルアイボーの野望は潰ついえた。

　だが、戦いに介入してきた謎のダークヒーロー、アビスロードの存そん在ざいはさらなる事件の発生を思わせるものであった……。

　タイガとエクストランは、命みこと乃の町ちようの人々を守ることができるのか？

　戦いは、まだまだ続くのであった。




タイガ：じゃあ、帰ろうぜみんな！

一同：おう！

ＧＭ：……といったところで第二話「ペットがロスで大騒動」終了です。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でしたー！











『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』




第二話「ペットがロスで大騒動　～猛もう進しん武ぶ犬けんブルアイボー登場～」




─完─


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆新たなる機械生命体？




　第一話、第二話の収しゆう録ろくが終わって数日後。本日は、第三話の収録であった。




ＧＭ：さて、それではさっそく、第三話の収録を始めます。よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いします！

ＧＭ：全五話掲けい載さいの三話目です。みなさん、がんばっていきましょう。

[image: 高]たか嶋しま：ちょうど中間、折り返しだな！

ＧＭ：それでは、セッショントレーラーとハンドアウトを読み上げましょう！




●セッショントレーラー

　勇者たちに新たなる魔まの手が忍しのび寄よる。

　宇う宙ちゆう海かい賊ぞくヴァンキングの若わか頭がしらエイミンダーが地球へと舞まい降おりた。

　エイミンダーたちはオメガアブソウブの狙ねらった〝お宝たから〟の行方ゆくえを確たしかめるべく、町の人々に催さい眠みんをかけ、人ひと質じちとし勇者たちへと迫せまるのであった。その中には、強力なメタルライヴの兄弟、エグゼドリラーとウィングエックスの姿すがたがあった……。




『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙示録の勇者、誕生！』

　第三話「兄弟ゲンカと、宇宙海賊　～安あん眠みん殴おう打だエイミンダー登場～」

　勇気を示しめせ、黙もく示し録ろくの勇者たちよ！




一同：だから、サブタイトル！（一同爆ばく笑しよう）

藤ふじ井い：安眠なの？　永えい眠みんなの？（笑）

貝かい原はら：安眠してるところを殴なぐって永眠させるのかも……ひどい！

タイガ：寝込みを襲おそうなんて悪いやつらだな！

ＧＭ：（笑）。さて、続けてシナリオハンドアウトを読み上げます。




●轟とどろきタイガ・神田結かんだ・むすび用ハンドアウト

　コネクション：メタルライヴの兄弟　　　関係：共鳴

　その日、なぜかキミたちは同じ夢ゆめを見た。夢の中でエクストランは、新たなる宇宙からの襲しゆう撃げき者しや、宇宙海賊ヴァンキング若頭──エイミンダーの脅きよう威いを告げる。そして驚おどろくべきことに、その配下にエクストランのかつての仲間、メタルライヴの兄弟の姿があるというのだ。




[image: 高]嶋（以下、タイガ）：それにしても、同じ夢かあ……。

貝原（以下、結）：ええーっ!?　やだーっ!?（笑）

タイガ：そんなに嫌いやなのかよっ!?（爆笑）　それはそうとなぜエクストランの仲間が敵てきに。

結：グレちゃったのかも（一同爆笑）。

タイガ：思春期かっ!?（笑）

ＧＭ：どうなるかは、すぐにわかると思います（笑）。




●狗いぬ養かい静しず瑠る・法霊崎穂乃花ほうりようざき・ほのか用ハンドアウト

　コネクション：エイミンダー　　　関係：排はい除じよ

　命みこと乃の町ちようを襲撃した宇宙海賊ヴァンキングを率ひきいるエイミンダーは、オメガアブソウブの追っていた〝お宝〟の在あり処かをキミたちに問いただした。

　エイミンダーの催眠を用いた洗せん脳のう能力は、町全体を混こん乱らんに陥おとしいれるほどの力があるらしい。この町からヤツらの脅威を排除しなければならない。




藤井（以下、穂乃花）：あらあら、それはいけませんねえ。がんばらないと。

緑りよく谷や（以下、静瑠）：ああ。町の安全を守らなければ。落ち着いて眠ねむることもできん。

タイガ：ホントだよ！　迷めい惑わくなやつらだな！

ＧＭ：では、そんな感じで、成長報告をお願いします。




●轟タイガ（７レベル）の場合

タイガ：はい！　轟タイガです！　ストライカーを３に上げて、オリハルコンは４のまま。基き本ほん的てきにいろいろな数値が上がってるよ。注目は動きが遅おそかったオレだけど《ムーブ＆ファイア》を取ったから、移い動どうすると強くなる！

結：へえ、やるじゃない。歩数計とかつけて、その数すう値ちごとに上がるとかかな（一同爆笑）。

タイガ：地じ道みち過ぎるでしょっ!?（爆笑）　それから、フォーチュンの勲くん章しようをもらった。これで《パニッシャー》のダメージが強化されて、ダメージが＋２Ｄ＋56！

ＧＭ：つ、強い。ちなみに、勲章は前回のセッションで条件を達成したので皆さんに配布しました。

タイガ：《アタックブースターⅡ》も取ったから、【ＨＰ】を２点使うことでダメージがさらに５Ｄ乗るようになった。やったね！　オレの成長報告、終わりっ！




●神田結（７レベル）の場合

結：神田結ですっ。キャラクターレベルが７になりました。コンダクターが４、コンチェルトが３ですね。勲章をもらって、《スウィープブラスト》《スウィープブラストⅡ》という特とく技ぎを取りました。モブへのダメージに５Ｄ＋42されるようになりました。

タイガ：すっげー!?

結：他にも、【ＨＰ】を回かい復ふくできる《イグニッションブレイブ》や、《ミサイルサーカス》という攻こう撃げき用の特技を取得しました。私の報告は以上です！




●狗養静瑠（７レベル）の場合

静瑠：狗養静瑠だ。キャラクターレベルは７に上がり、ブレイブのレベルが６に上じよう昇しようしたぞ。特技は、《ブラインドスモーク》を取得した。煙えん幕まくでスクウェアを部分遮しや蔽へいにする特技だが、《ブラインドスモークⅡ》によって完全遮蔽にすることも可か能のうになった。さらに、その範はん囲いをさらに２マスほど拡かく大だいさせる《エリアワイドスモーク》も取得済ずみだ。

結：煙幕……忍にん者じやみたいになってきてますね！

ＧＭ：実はこれは恐おそろしい能力なんですよ（笑）。

静瑠：上う手まく使えればだがな。あとは《ブレイブレッスル》という特技を取得した。対象に［狼ろう狽ばい］を与あたえる特技で、【ＨＰ】を９点消費しなければ解かい除じよはできない。前回取った《ごり押おし》という特技により、必ずダメージが入るからな。この組み合わせで、必ず［狼狽］が入るようになる。俺おれの成長報告は以上だ。




●法霊崎穂乃花（７レベル）の場合

穂乃花：法霊崎穂乃花です。コンダクターのレベルが４になりました。ミスティックとスイーパーは変わらずです。今回の注目は《サブパイロット》の取得ですね。シナリオに三回、ダイスロールの出目を＋１するという特技です。とても優ゆう秀しゆうなサブパイロットがいますよ。

ＧＭ：神しん霊れいか、使い魔のイメージなのですが、いかがしましょう？

穂乃花：そうですねえ……猫ねこの使い魔がいるということで。

タイガ：我わが家やに猫が来たー！（笑）

穂乃花：そのほか、《ヘイトチャージ》《きらめきの壁かべ》《コントルバラード》を取得しました。範囲攻撃を自分に集約して回かい避ひする、という形の戦い方をします。《コントルバラード》は防ぼう御ぎよ判はん定ていの達成値に＋３されるものなので、それでかなり避よけやすくなっていますね。

タイガ：すっげー！　ありがてえ！

穂乃花：アタシの成長報告は以上ですね。

ＧＭ：はい、ありがとうございました。それでは、プリプレイを終しゆう了りようしましょうか。
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◆Opening01◆エクストランからの声　　　シーンプレイヤー：タイガ




　その日、タイガは対戦ゲームのバトルブレイブで遊あそび疲つかれ、すぐにベッドに潜もぐり込んだ。　元気いっぱい健康優ゆう良りよう児じのタイガは、横になったら三秒で眠ることができる。

　そうして、今日もぐっすりと眠るのだった。




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズへと入りましょう。まずはオープニングの１シーン目。シーンプレイヤーはタイガですね。最初はタイガだけが登場しております。

タイガ：よっしゃ来い！

ＧＭ：ブルアイボーの襲撃から数週間。方々で散発する第三次大戦の戦闘に紛れるように、毎週命みこと乃の町ちように襲撃をかけるメタガイスト。しかしキミたちは猛もう烈れつ果か敢かんに対たい抗こうし、ことごとくその襲撃を退しりぞけていました。

タイガ：いやあ、早いもんだなー。にしても、なんでここばっかり？

ＧＭ：例のお宝がここにある、という話があるからでしょうね。

静しず瑠る：ああ、そういえばそんなことを言っていたな。

結むすび：みんな狙ってくるのね。

ＧＭ：ですね。大人たちはピリピリしていますが、子供たちは存外普通に生活しています。その日もバトルブレイブで遊んでいました。なお、バトルブレイブというのは、三頭身ぐらいの、自分で組み立てられるプラモデルのようなものを戦わせるゲームのことですね。サプリメント『デジタルフロント』で紹介されています。

タイガ：おおっ！　ミツルとはほぼフィフティ・フィフティの勝しよう率りつなんだよなあ。

ＧＭ：最近ミツルは遊んでくれてないですね。

タイガ：ん～？　最近あいつ、つきあい悪わりぃなー。

ＧＭ：とまあ友達とバトルブレイブの対戦を、くたくたになるまで遊んだわけです。ま、当然眠くなるわけで……。

タイガ：わかった、じゃあ飯を食くったら即行で自分の部屋にいって寝るぜ。おやすみなさーい！　ばふっ、すやー（一同爆笑）。

ＧＭ：「早いわね、あの子……」

結：早すぎでしょ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そうすると、「……ガ、……タ……ガ、……タイガ！」と、遠くから声が聞こえます。

タイガ：んんっ!?　な、何だ？　んもー、誰だれだよ～！

ＧＭ：「おお、ようやく話ができるな、タイガ」エクストランの声で。

タイガ：ん？　あ、あれ？

ＧＭ：「キミの母などがいない、人目につかないところでキミと重要な相談をしたかったのだが。あまりに早く眠ってしまったので、しかたなくキミの夢の中に語りかけている」

タイガ：ご、ごめんなエクストラン（笑）。

ＧＭ：彼は憮ぶ然ぜんとした口調でまくしたてます。「今や私とキミの身体の修復も完全ではないものの順調に進み、互いのことを理解するための時間がとれるようになってきたのだぞ。だがキミというヤツは遊んでばかり。かと思えば帰ってきたらすぐ眠りにつくし……」

タイガ：エクストラン……頭固い？　先生みたいだ……って、相談があるんだろ？

ＧＭ：「そうだ。キミに頼みがあるのだ。重大な問題が起きているんだ」

タイガ：重大？　今度は何が起こったんだよ？

ＧＭ：という感じで話をしていると、不意に意識の中に音楽が流れてきます。それは包つつみ込こむような暖あたたかさを思わせ、どこか懐なつかしさも感じさせます。

タイガ：あ、なんか眠くなりそう。寝てるけど！（笑）

ＧＭ：そしてなぜか、そこにぼやっと結の姿が見えます。

結：えっ？

タイガ：あれ？　なんでおむすびがいるんだ？

ＧＭ：ということで、結もここで登場です。

結：ええ～!?　ここどこぉ!?　ついでに、なんでタイガがいるのよ!?（一同爆笑）




　気づけば、結はタイガの夢の中に迷い込んでいた。

　そこは、不思議な歌の流れる空間であった……。




ＧＭ：流れている音楽は結にも聞こえるのですが、どうやらキミの乗っている機体が祀まつられた神社に奉ほう納のうされている、御神体〝星のカケラ〟が奏かなでている歌のように感じます。

結：私にとってなじみ深い歌なんですね。じゃあ、あれ？　もしかしてこの歌……？　と不思議な既視感を抱きます。

ＧＭ：そして、結の目の前には、メタルライヴ本来の姿をとったエクストランがいます。彼は「……キミは、共に戦っているリンケージの少女だな」と話しかけてきます。

結：エクストラン本人と対面してるんですね。ブレスレットだったり、タイガと融合してる状態しか知らないから、なんだか新鮮！（笑）　でもなんで私が。

ＧＭ：「うむ。どうやらタイガと会話しようと彼の夢にアクセスしたら、なぜかキミの機体とリンクしているこの歌の発生源と共鳴してしまった、その結果のようだ……」

結：それって、ようするにうちの御神体の星のカケラのこと？

ＧＭ：そのようです。なのであなたにとってなじみ深い、星のカケラが奏でる歌がこの空間に流れているわけです。「おそらくキミは、この歌の発生源と深い関わりがあるため、意図せずこの夢にアクセスすることになったのだろう」とエクストランは推測します。

結：なるほど。詳しい理由は分からないけど、家うちの御神体の影響ってわけね。

タイガ：そっかー。ようするにこの歌はおむすびの歌ってことだな。

結：私の歌じゃないし！（笑）　それにおむすびじゃないけど！　ていうかエクストランはなんで、タイガの夢にアクセスなんかしたのよ！（笑）

ＧＭ：「そうだ、重要な用よう件けんがあるのだ。結くんがいることも好都合だ。改めて用件を伝えさせてもらおう」

タイガ：おう。いつでも言ってくれ。

ＧＭ：「うむ。先ほど私の故郷から通信があったのだが。宇宙海賊ヴァンキングの一いち団だんが、この星に向かったらしい」

タイガ＆結：うちゅうかいぞくヴァンキング？

ＧＭ：「ヴァンキングはキミたちが戦ったオメガアブソウブが率ひきいていた宇宙海賊だ」

結：ええっ!?

タイガ：またやばいやつらが来るのかよ!?

ＧＭ：「ああ。しかもその中に、私とともに戦っていた宇宙警けい察さつの戦士……アーマメンツ兄弟、エグゼドリラーとウィングエックスの姿が確かく認にんされたというのだ」

タイガ：えっ？　なんでエクストランの仲間が手下になってるんだ？

ＧＭ：「彼らに何があったのか不明だが、きっとわけがあるはず。いずれにせよ、彼らがここに来る可能性は高い。ふたりにはいきなり攻撃せずに理由を調べて欲しいのだ」タイガと結には、【ミッション：アーマメンツ兄弟の真相を確かめる】を差し上げます。

タイガ＆結：了解です。

ＧＭ：と言ったところで、ざざっ、とエクストランの姿がかき消えます。

タイガ：おいっ、エクストラン！　どうしたんだ？

ＧＭ：そして、けたたましい目覚ましの音とともに、タイガは目が覚めます。「ちょっとー、いつまで寝てるのー？」と、オトメさんの声がしますね。

タイガ：（眠そうに）うぁーい……あれ、何だったんだろ？　夢か……？　そっか、夢か……それとも現げん実じつか？　んー？（しばらく考えて）　ま、いっかー！（一同爆笑）

ＧＭ：流さないで！（笑）　そしてタイガの覚醒とともに結はこのシーンから退場となります。

結：分かりました。「あああ～！　どうせ夢に見るなら静瑠さんのほうがよかった～！」って嘆なげきながら起きます（一同爆笑）。

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しましょう（笑）。







◆Opening02◆眠れる人々　　　シーンプレイヤー：静瑠




　新たなる敵、エイミンダーの襲撃に対し、フォーチュン命みこと乃の町ちよう支し部ぶはただちに出動した。

　静瑠もすぐに現げん場ばに向かっている。

　そこで見たものは……熟じゆく睡すいする町の人々だった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは静瑠、ここから全員登場となります。このシーンでは、すでにエイミンダーが率いる連中が暴あばれ回まわっております！（一同爆笑）

一同：早いわっ!?（笑）

静瑠：了りよう解かい。では、人間の状じよう態たいで対たい処しよに当たっていることにする。

ＧＭ：わかりました。他のみなさんもまだガーディアンに乗ってはいません。さて、状じよう況きようを説明しましょう。町の中心部には、すでに宇宙から飛来した連中が陣じん取どっております。

静瑠：既に町の一部が占せん拠きよされているだと!?

ＧＭ：そして町のあちこちで、道ばたで、あるいは洗せん濯たく物ものを干ほしかけたベランダで、そこかしこで人が眠りについています。

タイガ：ええーっ!?

穂乃花：かなり危あぶないですね。

ＧＭ：さて、いったんカメラがタイガたちへと向きます。放課後、小こ向むかいキミヒコが廊下で「むにゃむにゃ……ママぁ、そこはダメだよぉ」と言いながら眠っています（一同爆笑）。

タイガ＆結：どんな夢なのっ!?（笑）

ＧＭ：その横にいたゲンも眠ってしまっています。「ぐーぐー……お腹なかいっぱいだ～、もう食べられないよぉ～」（一同爆笑）

静瑠：あくまでぶれない子だな……。

結：ええ～っ!?　み、みんなどうしたの!?

タイガ：ちなみに、ナツメはどんな風なんだ？

ＧＭ：「すぴーすぴー……そう、それが愛なのよぉ～」（一同爆笑）

タイガ：みんなどうしちまったんだよーっ!?

ＧＭ：アイも、「ね、ねえみんな、どうしちゃったの～！　大丈夫～!?　なんだかアイも、眠くなってきちゃった……むにゃ～」と、その場にぱたんと倒たおれます。

タイガ：お、おいアイちゃん！　しっかりしろよ！

結：ちょ、ちょっと、みんな起きて～！　ダメ、起きない……！

ＧＭ：そんなほのぼのした光景もありますが、その一方で町中に視点を移せば、車が急に蛇だ行こうを始め、電信柱に衝しよう突とつしたりもしています。

一同：ああーっ!?

ＧＭ：「居い眠ねむり運転はあきまへんで～、ぐぅ～」と運転手が寝ね言ごとを言っています（一同爆笑）。

穂乃花：（シリアスな表情で）ギリギリ大惨事にはなってませんが、もっと重大な事故につながりかねないですね。この異常な睡魔が拡大している状況は。

静瑠：確かに。どんな状況でも寝てしまうようだし……。仮に手術中の医者が寝てしまったら目も当てられない。寝ている中のひとりに駆かけ寄より様子を見る。おい、しっかりしろ！

ＧＭ：「ぐー……むにゃむにゃ」

静瑠：何をしても起きないのだな？

ＧＭ：はい、起きないです。

静瑠：とにかく周囲の人たちを助けようと走り回る。いったい何が起きているんだ……！

ＧＭ：と、ここで中心にいる連中が話をはじめます。「若わか頭がしら！　この星の人間どもにも、若頭の力がちゃんと効ききますね！」「エイミンダー様、してやったりですね！」

タイガ：（部下になって）「へへへ！　みぃんなぐっすりでさぁ！」（一同爆笑）

穂乃花：やだ、生き生きしてる～！　面おも白しろい～！（笑）

ＧＭ：すばらしい、どんどん演えん出しゆつしてください（笑）。

静瑠：その会話、俺にも聞こえるか？

ＧＭ：はい、聞こえますよ。部下たちがそんなことを言っている中、その中心に、ひときわ華きや奢しやで流りゆう麗れいなフォルムのやつがいます。このメタガイストたちの首領エイミンダーです。右みぎ腕うでだけが異い様ように太く、巨きよ大だいな鈍どん器きを思わせる形になっているのが特徴です。

静瑠：あれがボスか。

ＧＭ：エイミンダーは呟きます。「オメガアブソウブを倒した勇者たち～？　早く出てこないとぉ、町が大変なことになっちゃうわよ～？　早く出てきなさい～！」（一同爆笑）
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タイガ：オネエ系けいかよぉ！（笑）

結：ひゃ～、ぞわぞわするよ～！（笑）

タイガ：でも、みんな眠っちまったぞ。いったいどうなってるんだ!?

結：そう言えば、私たちどうして眠らないのかな？

ＧＭ：みなさんはリンケージの力を持っていますからね。

穂乃花：静にいはリンケージじゃないですよ。

ＧＭ：またはそれに等しい力を持っているからですよ！（笑）

タイガ：ほら、鍛きたえてるから！（笑）

ＧＭ：そういうことです。静瑠はリンケージに等しい力を持つほど鍛えられているので大丈夫だった、というやつですね。

静瑠：なるほどな。他の三人に通信を入れる。三人とも、聞こえるか？

タイガ：ああ、聞こえるぜ！

結：はいっ！

静瑠：今、俺がいるすぐ近くに、どうやらオメガアブソウブの配下とおぼしき連中がいる。俺は急いでそちらに向かう。キミたちも、できるだけ早く来てほしい。

タイガ：オッケー、わかったぜ！

ＧＭ：フォーチュンの人たちはフォーチュンのマークがついた徽章を持っています。それが通信機および発信器になりますので、要請すれば機体を発進してもらうことができます。

静瑠：では、フォーチュンに通信をつなごう。発進の許きよ可かを頼たのむ。

ＧＭ：「了解しました。では、現げん在ざいのポイントに投下させますので、少々お待ちください」

静瑠：よろしく頼む。

ＧＭ：そして、次々とみなさんのもとへ機体が射出されます。

タイガ：オレは学校で融ゆう合ごう変形して、車両形けい態たいで駆かけつけるぜ！

結：ちょっとぉ!?　置いていかないでよぉ～!!（一同爆笑）

タイガ：おいおむすび！　早く乗れよ！（笑）

結：うう～っ！　急いで乗ります！

ＧＭ：では、タイガが融合変形したセダンに乗って、小学生ふたりが駆けつけます（笑）。

穂乃花：アタシは使い魔を連れて一いつ緒しよに向かいます。

ＧＭ：「穂乃花も早く行くにゃ～！　れっつごーにゃ～！」

穂乃花：頭の上にのせて、「はいはい、行きましょうか」と言いますよ。

静瑠：では、俺はこれ以上被ひ害がいが出ないように、連中の気を惹ひいておこう。俺の機体が一番初めに着いたことにしてもらってもいいか？

ＧＭ：はい、問題ありません。では、一番近い場所にいた静瑠のそばに、ハウンドが投下されました。と、それで気づいたのか、エイミンダーが「あらぁ？」とそちらを向きますよ。

静瑠：搭とう乗じようし、銃じゆうを構かまえる。貴様ら、そこを動くな！

ＧＭ：「出てきたわね～？　あなたたちが、オメガアブソウブを倒したってわけ？」

静瑠：いかにも、そのとおりだ。

ＧＭ：「あぁらそう！　すばらしいじゃない～！」

タイガ：そのあたりでぶーんと駆けつけて、車両形態から通常形態に変形！

ＧＭ：「あらぁ、いっぱい来たわねぇ～」

タイガ：おいっ！　そこのお前！　町のみんなを眠らせちまったのはお前か!?

ＧＭ：「そうよぉ、あたしの能力。すごいでしょ？」

タイガ：お前っ……気持ち悪いなっ!?（一同爆笑）

静瑠：小学生男子は素す直なおだった！

結：ひ、ひどい（笑）。

ＧＭ：「あらやだ～、あたしのよさがわからないなんて、お子ちゃまねぇ～」

穂乃花：言うと思いました……（笑）。

ＧＭ：「でも、あなたのそのフォルム、いかしてるわよぉ？」

タイガ：お、おおお……な、なんだこいつ……！　反はん応のうに困こまるぞ！（笑）

静瑠：ご託たくはいい。町の人々を解かい放ほうしろ！

ＧＭ：「そうねぇ……ひとつ聞かせてもらうけど、あなたたち、オメガアブソウブが探さがしていたってお宝、もしかしてゲットしてるんじゃない？」

結：何のこと？

タイガ：そんなの知るかよっ！

ＧＭ：「あらぁ、知らないの？　困ったわねぇ～……」

穂乃花：そんなことを言われても、知らないものは知りませんよ。

ＧＭ：「あらそう？　じゃあ、勝手に探させてもらうとしましょうか」

静瑠：待て、この星を荒あらすことは許ゆるさんぞ。

ＧＭ：「だってぇ、彼がここに来たっていうことは、この場所にあるってことは間ま違ちがいないってわけじゃない。だから、あなたたちが邪じや魔まするっていうなら……ぶったたくわよぉ」

穂乃花：わかりました、やりましょう！

結：穂乃花ちゃん、決けつ断だん早い！

ＧＭ：「やる気の子がいるわね。そのほうが話が早いわ。あたしもそういうタイプだから」

静瑠：同類扱あつかいされてるぞ（笑）。

穂乃花：あらあら。気が合いますねえ。

ＧＭ：「ま、戦うなら戦うでいいし、戦わないなら戦わないでいいわ。あたしたちも勝手にさせてもらうからね。さ、行きなさい、あなたたち！」と、部下に指し示じします。

結：ち、ちょっと待ってよっ!?

静瑠：動くなと言っている！　銃じゆう弾だんを装そう塡てんして部下に向けて撃うつ！

ＧＭ：お、いいですね。「あら、やっぱりそういうつもりなんじゃない。それじゃ、派は手でにやりましょうよ」と、エイミンダーはにやりと笑います。

穂乃花：やりあうのは大いにけっこうですけれど、周囲の人はどうしましょう。

静瑠：要師団長に通信を入れて回かい収しゆうして避ひ難なんさせてもらおう（笑）。

ＧＭ：とりあえず、一いつ般ぱん人じんたちは狙われないので特に心配はしなくて大丈夫ですよ。

静瑠：それはよかった。

ＧＭ：そんな感じの会話をしていると、結はふとあることを感じます。エイミンダーという流麗な機体のサイドに控ひかえている二体……片かた方ほうは巨大なウィングを背せにつけている機体、もう片方はドリルが体の各所についている機体、そのふたりが、なぜか唄守と共鳴している感覚があるのです。

結：えっ？　こ、これ、何……？

静瑠：結くん、どうした？

結：なんだか変な感じがする……！　ふたりの機体をじっと見ます。

ＧＭ：すると、そのふたりが会話を始めます。「兄さん、先ほどから頭に響ひびいてくる〝この感覚〟……感じませんか？」と、ウィングが言うのですが、ドリルのほうが「あぁ？　確かに妙みような感じはするが、ちょっと体調が悪いんじゃねーのかぁ？」と返します。

結：体調が悪い!?（一同爆笑）

穂乃花：お兄さんの方は単たん純じゆんなようですね。




「しかし、何かこう懐かしいような……僕ぼくたちはどうなってしまったのでしょう？」

「それより、エイミンダーの旦だん那な……おっと！　姉あね御ごの大事な戦だ。気が抜ぬけちまうから静かにしてくれねーか？　この頭でっかちが！」

「兄さんが頭を使わなさすぎなんです！　前々から思っていたのですが、その単たん細さい胞ぼうぶりに付き合わされて僕がどれだけ苦労してきたか！」




結：あ、あらら？

静瑠：喧けん嘩かを始めたぞ（笑）。

ＧＭ：と、自分で言ったその言葉に、ウィングをつけた方がはっとします。「前々、から……？　そういえば、ここ最近の記き憶おく以外、なぜか判はん然ぜんとしない……」

タイガ：お？

ＧＭ：しかし兄あに貴きは「んだとぉ!?　誰が単細胞だ!?」と反応します（一同爆笑）。

静瑠：そこしか聞いてなかったのか（笑）。

ＧＭ：「もうお前とはやってらんねーぜ！　俺はこっちに行かせてもらう！」「それはこちらの台詞せりふです！　僕は反対側に陣取らせていただきます！　ふんっ！」と言い、ふたりは物別れをしたように離はなれていきます。

結：その会話を見ながら、今朝の夢を思い出して「あれ？　そういえば」と考えてから、タイガにこそっと「変な夢、見なかった？」と言いますよ。

ＧＭ：おお、いいですね。

タイガ：変な夢？　そういえば、今日お前が出てきたよーな……。

ＧＭ：忘わすれてるー！（笑）

結：私も、あんたが出てきたわよ！

タイガ：ええーっ!?　マジかよ、あれ夢じゃなかったのかよ～!?

ＧＭ：いや、夢ですよ（一同爆笑）。

結：そ、そっか、夢か……（笑）。でも、ほら、あの人何か言ってたよね？

タイガ：そういえばエクストランに頼まれたな。「ともに戦っていた宇宙警けい察さつの……アーマメンツ兄弟がなぜヴァンキングにいるのか理由を調べて欲しい」とかなんとか……。

結：うん。もしかして、あのふたりがそうなんじゃない？

タイガ：あれがぁ!?

ＧＭ：キミたちがそんな会話をしていると、エイミンダーの部下たちが「ひゃははは！　宇宙警察アーマメンツ兄弟のエグゼドリラーとウィングエックスも、こうなっちまったら形無しだな！　……あっ、言っちゃった」と言います（一同爆笑）。
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一同：言っちゃってるよ～！（笑）

穂乃花：あらあら（笑）。

タイガ：おいおむすび！　今の聞いたか!?

結：聞いた！　超聞いた！

静瑠：どうした？　何かあったのか？

結：あっ！　あの、静瑠さん！　実は……！

タイガ：（遮さえぎって）ああ！　静にい、聞いてくれよ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

結：違うんですっ!?　あ、あの、ぜんぜん違うんですっ!!　タイガは関係ないんですけど！

静瑠：とりあえず、落ち着きなさい（笑）。

結：は、はいっ。あの、えっと……たまたま、たまたまです!!　偶ぐう然ぜん同じ夢を見たんですけど！　そこにエクストランが出てきて……って、夢のことを伝えます！

静瑠：……なるほど。そのような事じ情じようがあるのだな。

タイガ：なー、おむすびの歌でどうにかなんねーの？

結：え!?　わ、私の歌はそんな便利道具じゃないわよっ！

ＧＭ：詳くわしくはこの次のクライマックスフェイズで説明しましょう。兄のエグゼドリラーと弟のウィングエックスは、先ほどの会話を聞いていたのか、「僕たちが、宇宙警察アーマメンツ……？」「うっ、頭が……！」とうめき始めます（一同爆笑）。

タイガ：お約束の反応だ！（笑）

穂乃花：いい展てん開かいじゃないですか。

結：がんばればいけるかも！

ＧＭ：「ちょっとあんたたちぃ、何やってるのぉ!?　もー、こうなったら早々にこいつらを片かた付づけて、オメガアブソウブの睡すい眠みん学習装そう置ちで洗せん脳のうを強化しないと！」

静瑠：洗脳か。なるほどな、事情はだいたい飲み込めた。

タイガ：おいっ！　そこの気持ち悪いやつ！　卑ひ怯きようなことばっかりしやがって、お前はオレがぶん殴ってやるからなっ!!

ＧＭ：「いいわよ、来なさい、坊ぼうや！　あたしのアンミン棍こんでぶん殴ってあ・げ・る！」としなをつくって答えるエイミンダー。

穂乃花：アンミン棍……いかにもバッドステータスがついてきそうですねぇ。

静瑠：町を大混乱に陥れたエイミンダーはここで排除させてもらおう。

ＧＭ：といったところで、静瑠と穂乃花には、【ミッション：エイミンダーの暴ぼう虐ぎやくを止める】を差し上げましょう。

静瑠＆穂乃花：了解。

ＧＭ：そしてＰＣ全員に【ミッション：命みこと乃の町ちようの人々を助ける】というミッションを合わせて差し上げます。いったんシーンを終了しましょう。







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆催眠の罠わなを破やぶれ！　　　シーンプレイヤー：結むすび




　催眠の力で町を乗っ取ろうと企たくらんだエイミンダーと仲間たちは、町の中央を占せん拠きよしていた。

　町を支し配はいしつつある細身の機械生命体エイミンダーは、やってきたタイガたちをあざけるように眺ながめる。

　一方、エグゼドリラー、ウィングエックスの兄弟は、自分でもよく分からない頭ず痛つうに苛さいなまれながらも、戦せん闘とう態たい勢せいをとろうとしていた。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズの戦闘を始めましょう。シーンプレイヤーは結。皆みなさんが町の中央に集結すると、そこにはエイミンダーを中心に、アーマメンツ兄弟、配下のメタガイストたちたちがいます。

タイガ：あの兄弟は、エクストランの仲間なんだよな。

ＧＭ：「そうだ、可能な限かぎり彼らを無事に助けたい」

静しず瑠る：希望には添そいたいが、できるかどうか……。

ＧＭ：というわけで状況を説明しますね。エイミンダーはＣ５、エグゼドリラーはＡ４、ウィングエックスは反対側のＦ４にいまして……。




　敵てき味み方かたの配置はエイミンダー戦第１ラウンドのマップを参照していただきたい。
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静瑠：数が多いな。

穂ほ乃の花か：地味に一いつ掃そうできない位置にいるのが面めん倒どうですね……。

ＧＭ：エグゼドリラーは潜せん地ち状態……地面に潜もぐり、ウィングエックスは飛行状態です。

タイガ：あ、ここに来る時に、オレは《ジークフリート》を代だい償しように《プライマルユニゾン》して、融合合身しておいたことでいいかな？

ＧＭ：了解です。さて、今回の戦闘の特とく殊しゆルールを説明します。エグゼドリラーとウィングエックスのアーマメンツ兄弟を、説得することができます。

タイガ：そうこなくっちゃ！

ＧＭ：結のガーディアン唄うた守もりを、アーマメンツ兄弟のいずれかとエンゲージした状態にすると判定ができます。そして、単体にのみに対して歌判定を行なうことで説得できるのです。難なん易い度ど13の【意志】で判定することになります。

結：説得できるなら、がんばるよっ！

ＧＭ：この説得の判定はイニシアチブプロセスで可能です。また、判定は何度でも行なうことができます。なお、兄弟の説得とは別に勝利条じよう件けんが存そん在ざいしており、それは《ＢＯＳＳ属性》を持つエイミンダーの撃げき破はです。３ラウンド以内にエイミンダーを倒さないと町の住人のうち、因子を持つ人の多くがエイミンダーの催眠によってアビスゲートを開いてしまいます。

一同：げぇぇぇぇっ!?

穂乃花：どんだけ強力なのよ、エイミンダーの催眠って!?

ＧＭ：さて、では演出です。エイミンダーとその部下たちは、戦闘の構えを取ります。

タイガ：（部下になって）「やっちまえー！」

ＧＭ：一方「くっ、頭脳演えん算ざん回かい路ろ痛つうでよくわからないが……とにかく、目の前の敵をたたかねば！」と、いぶかりながらもアーマメンツ兄弟は態たい勢せいを整えます。

静瑠：思考回路はショート寸前なのか（一同爆笑）。その不ふ審しんな様子を見て、結くんは自分の歌ならふたりの目を覚ますことができると直感したとかかな？

ＧＭ：ええ。唄守もその直感を支し持じしてくれています。

結：はいっ、わかりました！

ＧＭ：それでは戦闘に入りましょうか！




●第一ラウンド

▼行動値

静瑠　　　　　　　　　24

穂乃花　　　　　　　　18

ウィングエックス　　　17

エグゼドリラー　　　　17

結　　　　　　　　　　15

デスガンナーＡ～Ｄ　　15

ヘルスレイヤーＡ～Ｆ　12

エイミンダー　　　　　11

タイガ　　　　　　　　７




　かくしてエイミンダーの軍ぐん団だんと、四体のガーディアンとの戦いが始まった。

　最初に動いたのは、やはり結だ。《カーテンライズ》《オンステージ》により町の中央にライブ会場を構こう築ちく──ノリの良い音楽で一同を鼓こ舞ぶする。

　続いて、エイミンダーは巨大ハンマー、アンミン棍をさらに超巨大化させ、ＰＣ四人を一いつ斉せいに攻撃する。これは、広こう範はん囲い攻撃《ネルガル》の効こう果かであったが、静瑠の《オーディン》に潰つぶされてしまう。それでもタイガに元々のアンミン棍による攻撃が迫ったが、命中判定はまさかのファンブル。




ＧＭ：噓うそぉーっ!?　エイミンダーの攻撃が空振ったっ!?

タイガ：へっ、残念でしたー。勇者の力を見たか！（笑）

結：あんたの力じゃないでしょ！（笑）　でも無事でよかった。熱ねつ狂きようカードをあげる。

穂乃花：ツンデレね（笑）。




　その後、静瑠がワイヤーでエイミンダーとヘルスレイヤー二体に攻撃。エイミンダーには結が《トール》を使用、着実にＦＰを削けずる。しかし、エイミンダーも《タケミカヅチ》で反はん撃げき。ＦＰがマイナスとなった静瑠は《気合いと根こん性じよう》で踏ふみとどまる。
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ＧＭ：というわけで、次のイニシアチブプロセスに入ります。

静瑠：ならば使おう。《ブラインドスモーク》《ブラインドスモークⅡ》《エリアワイドスモーク》！　Ｅ７を中心に「範囲２」を完全遮しや蔽へいにする。スナイパーライフルで煙幕弾を数発撃うち込んで、そこの視し界かいを完全に遮しや断だんする。

ＧＭ：げぇっ!?　こ、これもいやらしい!!




　効こう果か的てきな行動だった。この結果、敵の遠えん隔かく攻撃からＰＣたちは遮蔽され、時間的猶ゆう予よが生じたのだ。熟じゆく練れんの動きに、静瑠のプレイヤーに熱狂カードが集まる。

　すかさず結がエイミンダー、ヘルスレイヤーＡ～Ｆ、デスガンナーＡ、Ｂをまとめてロックオン。噴ふん煙えんとともに唄守からミサイルが一斉発はつ射しやされた。

　静瑠の《ネルガル》により拡大された、《ミサイルサーカス》に加えて、《全弾発射》でダメージ上昇したこの攻撃はクリティカルで命中。デスガンナーＡ、Ｂをを完全消しよう滅めつさせ、エイミンダー、ヘルスレイヤーに損そん害がいを与える。

　さらに穂乃花が《アカラナータ》で、エイミンダーとヘルスレイヤーＡ、Ｂ、Ｅ、Ｆに追い打ちをかけ、続く彼女のメインプロセスで、ヘルスレイヤーＥ、Ｆを《なぎ払はらい》で撃破。ＰＣ有利に展開する流れの中、ここで操あやつられたウィングエックスの行動を迎むかえた。




ＧＭ：というわけで、ウィングエックスが動きます。ムーブアクションで２マス動き、静瑠のエンゲージに移動。マイナーアクションはなし、メジャーアクションはスラッシュウィングによる攻撃です！　「突とつ破ぱ１」という範囲攻撃となります。「突破」は、指定された数値分移動阻害されずに移動できます。そして、自分が通った軌き跡せきがそのまま攻撃範囲となるのです。対象は静瑠のアステリオン、タイガのエクスタイガー！

静瑠：大丈夫だ。まだブレイクしていない。

タイガ：オレもこれぐらいは耐たえられるぜ！　回避は０なんだがな！（笑）




　この攻撃を結の支し援えんを受けた静瑠はクリティカルで回避。

　タイガは、穂乃花の《ブロウビート》の振り直しの支援を受けつつも、回避に失敗。

　《トール》を乗せられ、80点の〈神〉ダメージを喰くらってしまう！

　この結果タイガはブレイク。

　続いて、エグゼドリラーのドリルがタイガに迫る。この巧たくみな兄弟の連続攻撃に翻ほん弄ろうされたタイガは回避に失敗。ブレイク中でありながら【ＦＰ】が０以下になってしまう。




タイガ：オレ、また死んだー！

結：なんで二回も死んでるのよーっ!?（一同爆笑）《イドゥン》ーっ!!

ＧＭ：轟とどろきタイガは二度死ぬ（一同爆笑）。というわけでタイガ復ふつ活かつです。

タイガ：くっ、もう二度と死なないぜっ!!




　《ブラインドスモーク》の効果で射線が取れないデスガンナーＣは戦闘移動でＦ７に移動して穂乃花に《機関砲50》による射撃攻撃、穂乃花は回避判定に＋３される《コントルパラード》も使用して回避に成功。デスガンナーＤは戦闘移動でＣ７に移動して終了。

　この後、残っていたヘルスレイヤーのミサイル攻撃をエクスタイガーが一身に受けることとなり…………轟タイガ＆エクスタイガー、三度目のＦＰ０に。




穂乃花：《イドゥン》！（笑）　タイガ君復活して。

タイガ：…………。め、面めん目ぼくない（笑）。




　エイミンダーがメインプロセスでアンミン棍でタイガを狙う。これを結が《カバーアシスト》したものの《ヘル》を使用され、彼女に77点のダメージ。結もブレイクに追い込まれた。




タイガ：くっそぉ、あったま来た!!　さんざんぼっこぼこにしやがってぇ！　やってやる！ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《ホールドトルネードⅡ》、これでメインプロセスで行なう判定をクリティカルにする！

ＧＭ：「ぐわ、逆ぎやく上じようしないでよ!?　肝っ玉が小さいわねぇ」

タイガ：ちょ、小さいは余計だ！（笑）　オレの怒いかりは爆ばく発はつ寸すん前ぜんだぜ。そして、メジャーアクションで《ディメンジョンフェニックス》！　範囲は「放ほう射しや３」で選せん択たくできるから、おむすびとアーマメンツ兄弟を除のぞいて、エイミンダーとヘルスレイヤーＡ、Ｂを攻撃する！

ＧＭ：「やろう、小さき勇者よ！」と、エクストランもタイガに合わせて叫びます。

タイガ：だから、小さきって言うなぁ！（笑）　ったくどいつもこいつも……（笑）。

ＧＭ：「だがそれは客観的事実。訂てい正せいの必要を認めない」と、頭の固いエクストラン（笑）。にしてもこの攻撃、自動的にクリティカルなんだよな……。エイミンダーは（ダイスを振る）……回避失敗。それは困るので《ヘルモード》！　回避をクリティカルに変へん更こうします！

静瑠：《ブラギ》で自分の《オーディン》を復活させ、《ヘルモード》を《オーディン》。ワイヤーで絡からめ取って、銃をがつりと押しつける。

ＧＭ：くそぉ～！　ダメだった～！　攻撃は命中です！




　タイガはこの攻撃に《トール》を宣せん言げん、熱狂カードの９点ダメージに加え、最終的に[image: 211]点の〈神〉ダメージをたたき出した。巨大な炎ほのおの不死鳥が、邪じや悪あくな機械生命体を焼き尽つくす！




ＧＭ：に、[image: 211]点!?　「な、なんてバカダメージなのよぉ──っ!?」エイミンダーは大だい爆ばく発はつ、崩くずれ墜おちていきます。　なお、ヘルスレイヤーＡ、Ｂも巻き込まれて消滅です。

一同：やったああーっ!!（拍はく手しゆ）

ＧＭ：おめでとうございます。ですが、洗脳が解除できていないので、戦闘は次のラウンドも続行しますよ。




●第二ラウンド

▼行動値

静瑠　　　　　　　　　24

結　　　　　　　　　　20

穂乃花　　　　　　　　18

ウィングエックス　　　17

エグゼドリラー　　　　17

デスガンナーＡ、Ｂ　　15

ヘルスレイヤーＣ、Ｄ　12

タイガ　　　　　　　　７

[image: ]




　あとは、説得を残すのみ。

　人の心を揺ゆさぶる歌うた姫ひめ──結は、自身のメインプロセスでウィングエックスのもとに移動する。そして……。




結：難易度は13の【意志】判定ですよね……。お願い……心を静めて！　えい……っ！（ダイスを振る）た、足りない～!?　７で失敗～！

タイガ：負けるなおむすびぃ──！　と熱狂カードを結にわたすぜ！

結：あ、ありがとう！　で、活かつ性せい化かしたこれをすぐに場札にして昇しよう華かします。達成値をあげる時は、熱狂カードの総そう数すうを３で割わって切り上げ──もらったカードは１枚だから達成値＋１、で判定に成功!!

一同：やったーっ！（拍手）




　懸けん命めいに歌声を張り上げる結。呼こ応おうするようにＡＬ粒りゆう子しの輝かがやきを強める唄守。

　頭痛に苦しんでいたウィングエックスは、その音を聞き──。




ＧＭ：「不思議な歌だ。メタルソウルに染しみ渡わたる、心地ここちよい響きだ……」と、そこでタイガの方を見て「そ、そうです、そうですよ！　僕は宇宙警察アーマメンツのウィングエックス！　エクストランの力を感じる……そう、あなたからです！」

タイガ：元に戻もどったのか!?

ＧＭ：と、ここで突とつ如じよ、兄であるエグゼドリラーのもとへ、小こ柄がらな人ひと影かげが現あらわれます。前回戦った、バイザーで顔を隠したアビスロードの中の人です。「ふふふ、見せてもらったよ。エイミンダーの催眠を打うち破やぶるほどの共鳴、その能力。まさかソレが……ね」

結：えっ!?　な、何よっ？

タイガ：意味深なこと言いやがって、何なんだよっ！

ＧＭ：「それに答える義ぎ務むはない。ああ、彼はこのアビスロードがもらっていくよ」と、指を鳴らすと、エグゼドリラーが頭をかかえ「う、うわあああっ!?」と苦しみ出します。

静瑠：待て、何をした！

ＧＭ：「フッ、今回の目的は十分達せられた。これで失礼するよ。じゃあね」と言って、エグゼドリラーを連れ、アビスロードは退たい場じようします。

タイガ：おいっ、待てぇーっ!!

ＧＭ：タイガの叫びもむなしく、アビスロードはエグゼドリラーとともに消えてしまいます。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆眠りからの目覚め　　　シーンプレイヤー：タイガ




　こうして、町はエイミンダーの眠りから救われた。

　人々はまどろみから目を覚ます。

　そして長い夢から覚めたのは、ウィングエックスもそうであった。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズです。全員登場となります。戦闘の直後、町のみんなが目を覚ましていきます。

静しず瑠る：よかった、何ともなかったか。

結むすび：そうだった……ライブ……じゃなくて戦いに集中していて、ちょっとそのこと忘れかけてた……（一同爆笑）。

タイガ：おいっ!?（笑）

ＧＭ：「う、うーん……いったい今まで何を……」「はっ!?　もうこんな時間じゃないか！早く戻らなければ！」など、あちこちから声が聞こえます。

結：大惨事は回避できたみたいね。

ＧＭ：そして、要師団長がやってきて声をかけます。「狗養くん、ご苦労。後処理は防ぼう衛えい隊たいが受け持つことになった。まずは町の修しゆう繕ぜんと事じ態たいの収しゆう拾しゆう！　ほーれ、駆け足だぞっ!!」と防衛隊のメンバーに号令をかけます。

静瑠：また陣じん頭とう指し揮きですか。師団長は張り切りすぎでは？（笑）

穂ほ乃の花か：いいじゃないですか。事後処しよ理りはしなくてもよさそうですし。楽ちんです（笑）。

ＧＭ：そしてアイが「ふわぁ～、みんな目が覚めた？　アイも寝てたの～？」と、目をこすりながら起き上がります。

タイガ：おっ、みんなも起きたみたいだな！

結：よかった～。

ＧＭ：キミヒコは「あれっ？　ママは～？」と言っています（一同爆笑）。

結：何の夢見てたの？（笑）

ＧＭ：「あれぇ？　お腹いっぱいだったはずなんだけどなぁ～？」（一同爆笑）

結：お腹すいちゃったんだ！（笑）

タイガ：残念だったな～（笑）。まっ、みんなが無事で何よりだな！

静瑠：ああ。しかし……あのアビスロードとやら、アーマメンツ兄弟の片かた割われを連れていったが、いったい何をするつもりなのやら……。

タイガ：そうだよな、あいついったい何者なんだ？

ＧＭ：「兄さんは、その謎なぞの敵に連れていかれてしまったのですね……しかし、あなたからはエクストランの力を感じる。どういうことなのです？」

タイガ：実は……かくかくしかじか！（一同爆笑）

静瑠：便利な言葉だ（笑）。




　タイガは、アーマメンツ兄弟の弟ウィングエックスに事情を語った。

　自分がエクストランと融ゆう合ごうしたこと、そしてアーマメンツ兄弟が宇宙監かん獄ごくから脱だつ走そうした宇宙海賊たちによって捕とらえられ、洗脳されたということを。




ＧＭ：「なるほど、そうだったのですか……！」

結：ところで、あなたたちはどうして洗脳されてしまったの？　いったい何があったの？

ＧＭ：「僕たちは、脱獄したエイミンダーを追っていたのです」

結：そうだったのね。

タイガ：ともあれ、無事でよかったな。早く兄ちゃんのこと、助けてやらねーとな！

ＧＭ：「そうですね」

タイガ：オレたちに、力を貸かしてくれるか？

ＧＭ：「ええ、もちろんです！」

タイガ：じゃあ、がしっと握あく手しゆする！

ＧＭ：いいですね。では、ウィングエックスも手を差し出し、握手します。ふたりが手を取り合ったところで、このシナリオを終了したいと思います。お疲つかれ様さまでした！

一同：お疲れ様でした！




　赤い夕ゆう陽ひを背せ負おい、握手を交かわすウィングエックスとエクスタイガー。

　ここに、新たな勇者が合流した。

　しかし、まだ兄のエグゼドリラーは捕らわれたままである。

　そして、宇宙海賊ヴァンキングの脅威はいまだ途と絶だえることはない。

　戦え、エクスタイガー！　負けるな、ガーディアンたち！








『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』




第三話「兄弟ゲンカと、宇宙海賊　～安あん眠みん殴おう打だエイミンダー登場～」




─完─


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆終しゆう幕まくへの助走




　第四話の始まりだ。最終決戦へ向けて舞ぶ台たいは整いつつある。

　あとはそれを仕上げるのみであった。




ＧＭ：第四話を開始しまーす。早さつ速そく、トレーラーとハンドアウトを読み上げましょう。

一同：はーい！




●セッショントレーラー

　社会科見学という名の遠足。

　それは命みこと乃の町ちようの小学生にとって、まごうことなき一大イベントだ。

　遠足の目的地は命みこと乃の神社。──それは結むすびのガーディアン唄うた守もりが祀まつられている、天あま金がね山に社やしろを構かまえる命みこと乃の町ちよう唯ゆい一いつの神社である。

　だが、その遠足を好機にと暗あん躍やくする、ひとつの影かげがあった。

　命みこと乃の神社の御ご神しん体たい──〝星のカケラ〟。伸のびる魔ま手しゆは、はたして何をもたらすのか!?




『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙示録の勇者、誕生！』

　第四話「割われた仮か面めんと、その素す顔がお　～奈な落らく英えい雄ゆうアビサルセイバーオメガ登場～」

　勇気を示しめせ、黙もく示し録ろくの勇者たちよ！




[image: 高]たか嶋しま：合がつ点てん承しよう知ちぃ！

貝かい原はら：タイトルがシリアスになった！（一同爆笑）

緑りよく谷や：ホント！　あの面おも白しろタイトルはどこいったの!?（笑）

ＧＭ：第四話ですからね（笑）。では、続けてハンドアウトを読み上げます。




●轟とどろきタイガ用ハンドアウト

　コネクション：嗣し堂どうミツル　　　関係：不安

　キミの同級生嗣堂ミツルはいいヤツだが、しばしばキミとアイに絡からんでくる面めん倒どうなところがあった。だが……最近、妙みようにおとなしい。

　そんななか、遠足の最中、彼はひとり別行動をとる。キミはアイとともにミツルを追った。




[image: 高]嶋（以下、タイガ）：最近あいつ、つきあい悪いしなー。嫌いやな予感がするぜ……。

ＧＭ：では続けて、結用ハンドアウトです。




●神かん田だ結用ハンドアウト

　コネクション：星のカケラ　　　関係：秘ひ密みつ

　今度の遠足の行き先、命みこと乃の神社はキミの生家であり、祖そ父ふの神田ゲンマが神かん主ぬしを勤つとめている神社だ。ゲンマは集まった同級生たちに御神体〝星のカケラ〟の伝説を語り聞かせている。

　そんな中、クラスメイトの嗣堂ミツルは、キミに星のカケラについて尋たずねてきた。しかも、キミが唄守のリンケージであることも勘かん付づいているようだ。さて、どうしたものか。




貝原（以下、結）：ええ～、困こまるなぁ～、もぉ～……。

ＧＭ：どうするかは結次し第だい、ということで（笑）。次は静しず瑠るのハンドアウトです。




●狗いぬ養かい静瑠用ハンドアウト

　コネクション：神田結　　　関係：幼おさな子ご

　タイガと結の小学校で行なわれる命みこと乃の神社への遠足に、キミも参加することになった。

　というのも、多た忙ぼうな両親と遠足の目的地である神社の神主である祖父を持つ結の保ほ護ご者しや代わりとなって欲ほしいという要よう請せいが、現げん在ざいフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部長として、結の身を預あずかっているスピカからきたためだ。

　結はキミにも懐なついてくれているようだし、ここは一ひと肌はだ脱ぬごうではないか。




緑谷（以下、静瑠）：なるほどな。事じ情じようは把は握あくした。まあ、それなら同行せざるを得ないな。

タイガ：だぁってよぉ～おむすび～!!（笑）

結：あうう～っ!?　う、うれしいんだけど複ふく雑ざつだよぉ～!?　親ってぇ～！（一同爆笑）

ＧＭ：そんな反はん応のうをすると思って、あえてこのハンドアウトを書きました（笑）。最後は穂ほ乃の花かさん用のハンドアウトです。




●法ほう霊りよう崎ざき穂乃花用ハンドアウト

　コネクション：オトメ　　　関係：家族

　命みこと乃の町ちように再ふたたび居い着つくこととなってはや数ヶ月、タイガの母オトメは、キミをもはや家族同然として扱あつかってくれている。そんなオトメから誘さそわれて、キミもタイガの遠足に同行することとなった。そんな中、この生活に安らぎを覚えている自分に、キミは気付いた。




ＧＭ：時間的には、前の話からまた少し時間が経けい過かしたあと、とお考えください。

藤ふじ井い（以下、穂乃花）：了りよう解かいです。アタシは本来定住する場所を持ってはいませんけど、お世話になった人たちに頼たのまれたなら、やりますよ。

タイガ：みんなで遠足か！　すっげぇ楽しそーじゃん！

結：はあ～……、なんでうちの神社なんだろ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、トレーラーとハンドアウトの読み上げは終しゆう了りようです。それでは、キャラクターの成長報ほう告こくをお願いしましょう。




●轟タイガ（９レベル）の場合

タイガ：轟タイガだっ！　キャラクターレベルが９になって、オリハルコンが５、ストライカーが４になったぜ。攻こう撃げきの威い力りよくが、全体的に上がったよ。それと、前回ウィングエックスが仲間になったから、決戦形けい態たいのときに合体することができるようになったぜー！

一同：おおーっ！

タイガ：なんと、飛行状じよう態たいになれる！　他にも、【回かい避ひ】や【防ぼう壁へき】が上がったりするんだ。他にも、《プライマルユニゾン》で加か護ごを使ったことにする《正せい義ぎの導みちびき》も取ったから、実じつ質しつ加護を消費せずに融ゆう合ごう合身できるようになった！

ＧＭ：実じつ際さいは《目め覚ざめる英雄ヒーロー》もあわせて加護を四つ使える、ということですね。

結：へえ～、強い。

タイガ：あとは《パニッシャー》の威力も上がったから、固こ定てい値ちなんと72スタート！　これでまた、がんがんダメージ出していくつもりだからよろしくな。オレの成長報告、終わり！




●神田結（９レベル）の場合

結：はいっ、神田結です。キャラクターレベルが９、コンダクター５のコンチェルト４になりました。《能力解かい放ほう》を取ったから、【力場】が84になりました（一同爆笑）。

タイガ：うわっ、がっちがち！（笑）

ＧＭ：倒たおれにくくなりましたね。

結：それから、《リペアエキスパートⅡ》で回かい復ふく量が増ぞう大だいしました。

タイガ：おおっ！　ありがてえ！

結：さらに《暗くら闇やみを祓はらう光》で、「攻：〈歌〉＋20」の遠えん隔かく攻撃ができるようになりました。タイガのスゴイ攻撃力を見ていたら、私も負けられないなとっ！（笑）

静瑠：その負けん気で結くんのアイドルとしての力が増大してるんだろう。

結：えへへ。それから、《フルブラストアタック》を取りました。他の武ぶ器きの攻撃力も足して攻撃するって特とく技ぎですよ。

ＧＭ：全弾発はつ射しや、というイメージの特技ですね。これは強い。

結：そんなところかな。わたしの報告は以上ですっ。




●狗養静瑠（９レベル）の場合

静瑠：狗養静瑠だ。キャラクターレベルが９に上じよう昇しようした。スイーパーは１、ブレイブは８だ。

結：すごいブレイブしてる～（笑）。

静瑠：特技はまず《ガッツⅡ》でブレイク中は受けるダメージが四分の一、攻撃力がさらに＋16になった。

タイガ：ブレイクしてからが本番か……すっげー！

静瑠：それから《制せい圧あつ術じゆつⅡ》を取得。制圧した中にいる際さい、【命中】判はん定ていで回避ができ、攻撃対象に［狼ろう狽ばい］を与あたえるというものだ。

穂乃花：さらに雑ざ魚こを制圧する技ぎ術じゆつが上がってる（笑）。

静瑠：また《ダブルアクション》でマイナーアクションを二回使えるようになった。組み合わせて使うのは、新しん規き取得の《そこが弱点だ！》を想定している。こちらは〈神〉以外の属ぞく性せいを指定し、シーン中はその防ぼう御ぎよ修しゆう正せいを０にできる。【ＨＰ】５点で無む効こう化かできるが……。

ＧＭ：基き本ほん的てきに敵てきに【ＨＰ】などありません！（笑）

タイガ：オレの〈炎ほのお〉や〈殴〉、穂乃ちゃんの〈光〉あたりにすると効こう果か絶ぜつ大だいじゃん！

結：頼たよりになる～。

静瑠：ということで、俺おれの成長報告は以上だ。




●法霊崎穂乃花（９レベル）の場合

穂乃花：法霊崎穂乃花です。キャラクターレベルは９になり、コンダクターが５に上昇しました。ミスティックが３のまま。スイーパーは１のままですね。特技もいろいろ増ふえました。まず、《ソーサルウィング》で飛べるようになりましたよ。

タイガ：穂乃ちゃんも飛べるようになった！

穂乃花：ちなみに《ソーサルウィング》も《レムリアンアーツ》同様に『ゲーマーズ・フィールド』掲載の特技なので、ＧＭの許可を得ています。

ＧＭ：サポート記事まで読み込んでて、強さに対するゲーマーのこだわりを感じます。

穂乃花：ええ、それはもう（にっこり）。さらに《空中適てき性せい》で飛行状態での防御判定が上昇。《能力解放》と《神霊順応》で能力値も補ほ強きようし、《スウィープブラストⅡ》でモブに対するダメージが上がりました。

ＧＭ：ますますモブ絶ぜつ対たい殺すマンに……（笑）。

穂乃花：基き本ほん的に、回避系けいの能力を強化して、安定して露つゆ払はらいができるようになってますよ。

結：わたしもモブに対するダメージ上がってるよ！　一いつ緒しよ！

ＧＭ：モブ絶対殺すウーマンがふたりも……（笑）。それでは、ここでプリプレイを終了します。

























　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆嬉うれし楽し遠足の日　　　シーンプレイヤー：結むすび




　よく晴れた午前中。命みこと乃の町ちよう小学校は、今日は遠足の日───。

　遠足には、生徒たちの保護者も一緒に参加している。

　これは、第三次世界第三次大戦やメタガイストの襲撃に震える人々がこんな時だからこそ、子供たちには健やかにいて欲しいとの願いでもあった。

　結とタイガたちも、賑にぎやかな一いち団だんとなって山を登っていくのだった。




ＧＭ：それではオープニングフェイズから始めましょう。シーンプレイヤーは結です。

結：あっ、私？　はーい！

ＧＭ：なお、ＰＣは全員登場です。すでに遠足に行っていますね。

タイガ：いやったー！　遠足だあーっ！

ＧＭ：そして、もう目的地に到とう着ちやくしてます。

一同：早っ!?（笑）

タイガ：ひゃほーう!!

静しず瑠る：こら、そっちは危あぶないぞ。

結：はあ……違ちがうところに行きたかった……。

ＧＭ：とまあ、そんなことがありつつ山を登ったと思ってください。ちなみに、神社の裏は広大な山林が続いていて、先生方は「勝手に裏に行かないように」と釘をさしています。

タイガ：へぇ～。行ってみたいな～。

結：あんたって人は!!（笑）

ＧＭ：ええ、五つも六つまたがる広大な山林が神田家の敷しき地ちだったりします。霊山の守護者みたいなお役目があり、これらの山々を管理しているんです。

穂ほ乃の花か：なるほど。

ＧＭ：なお、今回の遠足は親も同伴するタイプのものです。

タイガ：マジか！　じゃあ穂乃ちゃんめっちゃ目立ってんじゃーん！

穂乃花：さすがに制せい服ふくじゃなくて普ふ段だん着ぎで来てますけどね（笑）。

ＧＭ：「おいタイガ。あの美人なお姉ちゃん誰だれだよ!?」とクラスメイトが声をかけてきます。

タイガ：だーかーらー！　今家に居い候そうろうしてる幼おさななじみのねーちゃんだよ！

穂乃花：ニコニコしてます（笑）。

ＧＭ：結としては、自分の生家の神社に行くのに、静瑠がついてきてくれた形です。

結：うう～、別なところがよかったのに……。

静瑠：結くんに「疲つかれていないか？」と声をかけたりしていようか。

結：慣なれてはいるけど……うう～。

タイガ：（にやにやしながら）一緒に行く人が慣れないね？

結：うしろの、うるさいのがいなければ最高だったのにっ！（一同爆笑）

タイガ：うわー、オレ今すごい目で見られたー！（笑）

穂乃花：「いい雰ふん囲い気きを邪じや魔ましないで」という目でしたね（笑）。

静瑠：それにしても、穂乃花くんまで一緒だとは思わなかった。

穂乃花：そうですね。

ＧＭ：「ああ、私が頼んだのよ」とタイガの母のオトメが言います。
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一同：おおーっ。

タイガ：美人のかーちゃんきたー！（笑）

ＧＭ：「せっかくの遠足なんだもの、どうせだし一緒に行きましょうって言ったのよ」

穂乃花：はい。真ま面じ目めな話、彼をひとりで放っておくのは危き険けんです。

静瑠：確たしかに、いつ狙ねらわれてもおかしくない身の上だからな。

タイガ：ええーっ!?（笑）

ＧＭ：オトメさんは「……？」と首をかしげています。

タイガ：別に、母さんが無理に来なくても、ひとりでぜんぜん平気だったのに……ぶつぶつ。

静瑠：まあ、そう言うな。親がいるうちに、できるだけ一緒に過すごしたほうがいいものだ。

穂乃花：……アタシは天てん涯がい孤こ独どくの身の上だから、本当にそう思うわ。

静瑠：す、すまん、穂乃花くん。

穂乃花：別に気にしてないです、静瑠さんが不器用なのは知ってますから（笑）。

結：親の話は好きじゃないから、黙だまってる。

タイガ：ま、そうだよな！　みんなで一緒に行けるのは楽しいし、いっか！

ＧＭ：とまあ、そんな風に一緒に登っていくわけですが……小学校一行は、天あま金がね山の中ちゆう腹ふくにある命みこと乃の神社へと到着しました。

タイガ：っしゃー！　ついたー！　腹はら減へったー!!

結：えー!?　もう食べるの!?（笑）

ＧＭ：「ご飯はまだだぞー。とりあえずこのあと、神社の神かん主ぬしさんからお話を聞くからな」と先生が言います。ちなみに、この先生のセダンです（一同爆ばく笑しよう）。

一同：先生ーっ!?（爆笑）

タイガ：そ、そのセダン、結局どうなってんだ!?（笑）

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶ、変身を解かい除じよすると、自動で戻もどっていきます（笑）。

結：傷きずとかついてないのかなあ、大丈夫？（笑）

ＧＭ：「彼が私たちの身体の……」とブレスレットの目の光が点滅しつつ、エクストランの力で守られているので、大丈夫だと思います（笑）。そのための【ＦＰ】ですからね。

穂乃花：よかった、知らないうちに車がなくなる悲しい出来事はなかったんですね（笑）。

タイガ：あ、そうだ。そういえば、ウィングエックスってどこにいるんだ？

ＧＭ：今はここにはいないですね。フォーチュンの支し部ぶで待機しています。

タイガ：そうなんだ。意思を持ってるから、どうなってたんだろうって思ってた。

静瑠：通信すればつながるんだろう。

ＧＭ：はい、通信をつなぐことはできますよ。さて、というわけで講こう釈しやくが始まります。

結：はあ～……聞き飽あきたよ……。

静瑠：正せい座ざして背せ筋すじを伸ばして聞いている。

ＧＭ：「つまり、この星のカケラが、うんと昔にこの地へ降り注そそいだことによって、この山が命の恵めぐみあふれる山になった、と。そういう伝説が残されておるのだ」

タイガ：こっくり、こっくり。ぷー（一同爆笑）。

ＧＭ：オトメが頭をたたきますよ（笑）。

タイガ：いって!?

ＧＭ：「興味深い」とエクストラン。「フォーチュンさんに協力しているガーディアン、謎のアイドル守護神唄うた守もりは、この山の守り神であるからして……この伝説が、何らかの大昔の出来事をもとにしているということが、推おし量はかれると考えられておるな」

結：（うんざりした顔で）はいはい。──ってアイドル守護神の話まで！（笑）

ＧＭ：「すごいんだね～、星のカケラさんって」とアイが言い、キミヒコは「これぐらいの話、社会の授じゆ業ぎようでやってるじゃないか！　僕ぼくだって覚えてるよ！　ね、ゲンちゃん！」と言っています。そんなゲンちゃんは「早くお弁べん当とう食べたいなぁ～」とつぶやいてます。

穂乃花：ブレない……（笑）。

ＧＭ：ちなみにナツメは周囲を見回しながら「誰かいちゃいちゃしてないかしら!?　ねえ、誰か!?」とつぶやいてます（一同爆笑）。

一同：いちゃいちゃ!?（笑）

結：たぶん、いないと思う……（笑）。

ＧＭ：と、そんな感じでひととおり、講釈が終わり昼食になりました。いくら神社の関係者であるとはいえ、神主である結のおじいちゃんに講釈丸投げというのは、先生もいささか気にしてはいるようですが（笑）。そしてみんなが思い思いにばらけていくわけですが……おじいちゃんが結に「はあ～、また語り尽つくしてしまったなあ」と声をかけてきます。

結：もう、おじいちゃん話長いのよっ。

ＧＭ：「いやあ、この話になると、つい長くなってしまうのだ。失しつ敬けい失敬。しかしな、結」

結：なに？

ＧＭ：「最近町を守るために奮ふん闘とうしているそうではないか」とゲンマは結の頭をなでますよ。
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結：うんっ。……ちょっと恥はずかしい。

タイガ：おじいちゃんに対してはツンツンしねーのな。

結：うん。おじいちゃんは好き。

ＧＭ：「両親のこともあるが……今はフォーチュンを助けてやってくれ」とまた結の頭をなでてくれます。

静瑠：その様子を眺ながめていよう。

タイガ：オレその辺を走り回ってるな。おーい！　こっち見てみようぜー！（一同爆笑）

ＧＭ：さて、そんなところで、オトメが穂乃花と静瑠に「今日はありがとね、穂乃花ちゃん。静瑠くんも。みんな、いい思い出になると思うわ」と声をかけてきます。

静瑠：「いえ。俺も、久しぶりに楽しませてもらっている感はありますね」と言って笑う。……いつも厳しい要師団長がいないというのも大きいかな。

ＧＭ：さすがに遠足にはこないでしょう（笑）。

穂乃花：何を言ってるんですか。何かあったら、絶対即そつ行こうで駆かけつけてきますよ。あの人はそういう人です。たとえエベレストの山さん頂ちようだったとしてもね（一同爆笑）。

タイガ：間違いない！（笑）

静瑠：まあ、何かあるまでの間、久ひさ々びさの休日として休ませてもらいますよ。

穂乃花：オトメさんのお弁当、おいしそうですね。

ＧＭ：「楽しんでくれてるならよかったわ」と、そんな感じで昼食タイムが終わりまして、先生が「えー、保護者のみなさんは、このあと子供たちの自由時間中に懇こん談だん会かいがありますので、拝はい殿でんのほうへいらしてください」と言います。

穂乃花：あらあら。でもありますよねえ、わかります（笑）。

ＧＭ：ということで、静瑠と穂乃花はここで退たい場じようとなります。

結：えーっ!?（一同爆笑）

静瑠：ふたりに声をかけていこうか。俺は向こうに行くが危ないことはするんじゃないぞ。

結：はあーい！

静瑠：（タイガを見て）……いいな？

タイガ：なんでオレのほう見るんだよっ!?（一同爆笑）　ちえー、わかってるよ！

穂乃花：まあ、このふたりなら大丈夫ですよ。何かあっても対たい処しよできますし。

タイガ：ここでクラスメイトが「おいタイガ！　あっちに面白いのあるぞ！」と言うわけだ。そしてオレは即行反応！　（はしゃいだ声で）マジで!?　行く行くーっ!!（一同爆笑）

ＧＭ：というわけで、タイガは行ってしまいました（笑）。

穂乃花：……元気ですね。

静瑠：やれやれ。……結くん、くれぐれも気をつけてな。

結：ん～っ、はいっ！（一同爆笑）

タイガ：今、タメ入ったな？

静瑠：じゃあ、頭をぽんぽんとなでようか。

結：わああああ───っ!!（一同爆笑）　頭を両手で押おさえたまま固まる……（一同爆笑）。

静瑠：（笑いながら）では、行ってくる。

結：（小さな声で）ふぁいっ……。

ＧＭ：おじいちゃんもちらりと結を見て、「わしも懇談会とやらに参加せねばならんらしいからな。とりあえず、みんなと仲良くな」。

結：わかった……うう～っ、もうそれどころじゃないよ～！（一同爆笑）

穂乃花：かわいい（笑）。

結：うにゅぅ～……。

タイガ：おむすびんち面おも白しれーな！　あれ、お前何やってんの？（一同爆笑）

結：あんたには関係ないもん（一同爆笑）。

タイガ：なんだよもう！

ＧＭ：（笑）。さて、静瑠と穂乃花は退場となります。昼食後の自由時間だと思ってください。一部見回りの先生を除いて、先生たちも懇談会のため拝殿に行きました。

結：私、あんまりみんなと遊ばないかも。ぽやっとしてよ。

ＧＭ：周りを見回すと、みんなはベンチや砂利じやりのところにレジャーシートを広げて、お弁当の後のおしゃべりを楽しんだりしています。ゲンちゃんは重じゆう箱ばこよっつめに手を（一同爆笑）。

結：まだ食べてる……（笑）。

タイガ：ブレねーなー、あいつ（笑）。

穂乃花：いいですねぇ（笑）。

ＧＭ：と、そんなことをしていると……結のところに、ミツルが来ます。

結：あれ？　意外……なに？

ＧＭ：「結くん。キミってさ、町を守っている謎のアイドル守護神〝唄守〟なんじゃない？」

タイガ：いきなり核かく心しんを突ついてきたぞ。

結：お、おっと……（しらじらしく）ん、んん～っ、何かなぁ～？

ＧＭ：「いや。さっき神主さんが言ってた、星のカケラっていう御神体……アレがあのガーディアンを生み出したんじゃないかと思ってるんだけど、僕……」

結：さ、さあ……うちのことは、よくわかんないかなぁ？

ＧＭ：「ふーん？　そう」

結：なんでそんなこと聞くの？

ＧＭ：「いやあ。ガーディアンに興きよう味みを持たない男の子なんて、そうそういないさ。ほら、僕がバトルブレイブのプレイヤーだって、キミも知ってるだろ？」

結：まあ、知ってるけど……。

ＧＭ：「なあ、タイガ？」

タイガ：えっ!?　あ、ああ、おう、そーだよな。まっ、お前だけはオレのライバルだって認みとめてやってもいーけどなっ！

ＧＭ：「……ふっ、そうだね。それに、この町を守ってくれているガーディアンの生い立ちを知っておくのも、重要な社会科見学の一いつ環かんじゃないかな？」

タイガ：お前、意外と真面目なんだな（一同爆笑）。

結：……ま、まあ、いいんじゃない？　誰が守ってくれててもさっ。

ＧＭ：「そうかい？　まあいいさ。じゃあね、タイガ、結くん」と彼は去っていきます。

結：……なんか最近、雰ふん囲い気き変わったよね。

タイガ：あいつ最近つきあい悪いんだよなー。前みたいになかなか来ねーしよー。

結：大人になったんじゃないの？　いつまでも遊んでらんない、ってことじゃなーい？

ＧＭ：いいですね（笑）。さて、そんな感じでしばらく時間が経過し、そうこうしていると……タイガのところにアイが駆け寄ってきます。「た、タイガちゃん……」

タイガ：ん？　どうしたんだ、アイちゃん？

ＧＭ：「ミツルちゃん、どうしちゃったんだろう……」

タイガ：どうした？　何かあったのか？

ＧＭ：「うん。あのねミツルちゃん、神社の裏うらのほうに歩いていっちゃったんだけど……」

タイガ：えーっ!?　神社の裏は入っちゃダメだって言われてたじゃねーか！

ＧＭ：「うう～、なんだかわからないんだけど、変だったの……」

結：なんだか嫌な予感がする。タイガ、一緒に見にいこう？

タイガ：あいつ、ダメって言われたところでも入ったもんな。よーし、ここはひとつ、先生に言いつけてとっちめてやろう！　オレがその現げん場ばを押さえてやるぜ！

ＧＭ：「あ、アイも行くぅ！」と言いますよ。どうします？

タイガ：えっ!?　ど、どうする？

結：わたしは別にかまわないけど……。

タイガ：じゃ、みんなで行くか。あいつのこと、先生に言いつけてやろーぜ！

ＧＭ：「そういうのはよくないと思うけど……心配だから、アイも行く」

結：うん。じゃ、行こっか。わたしが道案内するね。

ＧＭ：では、三人はミツルを追いかけ、神社の裏うら手てへと分け入っていく……といったところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening02◆神社の秘密　　　シーンプレイヤー：穂乃花




　はしゃぎ回る子どもたちをよそに、穂乃花と静瑠は保護者の懇談会へと参加する。

　子どもたちの親からすると、ふたりはずいぶんと若わかい。

　他の保護者たちからも、興味を向けられているのであった。




ＧＭ：さて、次のシーンに移うつりましょう。シーンプレイヤーは穂乃花。静瑠も自動登場です。

静瑠：了解だ。

穂乃花：保護者組ですねえ。

タイガ：チーム保護者！（笑）

ＧＭ：というわけで、ふたりはなぜか、遠足のついでに行なわれていた保護者の懇談会に参加していました。

静瑠：いたたまれない……（一同爆笑）。

ＧＭ：確かに、少々場ば違ちがいの感はありますね（笑）。

穂乃花：アタシは興きよう味み津しん々しんなので、別に気にしませんよ。こんなことを保護者は話しているのかとか思いながら聞いてます。

タイガ：他の親おや御ごさん、静にいのこと「ずいぶんと若い方ねえ」とか言ってそうだなー。

穂乃花：「どの子のお父さんかしら」っていうアレですね。

ＧＭ：そうですね、ざわざわしてます（笑）。「女子高生の子もいるらしいですわよ」という声も聞こえます。

穂乃花：女子高生はどう考えても兄弟の年ねん齢れいですから問題ないです（一同爆笑）。静にいは年齢がちょうどいいですから。

結：静瑠さんって、いくつでしたっけ？

静瑠：27だな。

結：そっか、じゃあ産める。

静瑠：……男だから、産めないぞ？

結：あっ!?（一同爆笑）

静瑠：ともあれ、そう言われたりしたら、「いえ、自分は代わりですので」と言いはすると思う（笑）。

ＧＭ：わかりました（笑）。さて、そんな感じで二時間ほどの懇談会もおおむね楽しく終わります。オトメが「こんなところまで付き合わせちゃってごめんね。ふたりとも」。

穂乃花：いえいえ。こういうことはなかなか体験できないことですので。貴き重ちような体験をさせていただき、うれしく思います。

ＧＭ：「そう言ってもらえたならよかったわ」そうすると、結の祖父のゲンマが「おお、キミが静瑠くんか」と声をかけてきます。

静瑠：はっ。

ＧＭ：「話はよく結から電話で聞いているよ。ずいぶんと凄すご腕うでだというじゃないか」

静瑠：いえ、それほどでもありません。まだまだ若じやく輩はい者ものです。

タイガ：きっとすげー盛もって伝えてるんだろうなー（一同爆笑）。

結：そんなことないよ！（笑）

ＧＭ：「実は。私と、あれの母親も、かつては唄守のリンケージだったのだ」

静瑠：そうだったのですか。

ＧＭ：「あれにはずいぶんと苦労をさせてしまっている。いろいろとうちの家か系けいのこともあってね。無理をさせてしまっていると自覚しているのだ。だから、キミには力になってもらっていて、正直感かん謝しやしているのだよ」

静瑠：自分のようなものが、彼らの力になっているのだとすれば、リンケージでない自分でも役に立っているのだと、非ひ常じように嬉しく思います。

ＧＭ：「あれもキミになついておるようだしな」

静瑠：そう、なのでしょうか……。

結：いや！　めっちゃなついてますよ！（一同爆笑）

穂乃花：あらあら。朴ぼく念ねん仁じんも度が過ぎると、さすがに冷れい酷こくですよ？（一同爆笑）

ＧＭ：オトメはそれを聞いて「ぷっ！」と噴ふき出します（笑）。

静瑠：え、ええと……（困った顔になり）それはその、どういうことだ？

ＧＭ：「まあまあ、あなたはもう少し柔やわらかくなったほうがいいわよ！」と、オトメは静瑠の肩かたをばんばんたたきます（笑）。

静瑠：は、はあ……（笑）。

タイガ：（オトメになって）「現場以外だと形かた無なしねえ、ふふふっ」

静瑠：戦うこと以外考えてなかったから、ですが……（笑）。

ＧＭ：と、ここで突とつ然ぜん拝殿の内部にアラートが鳴なり響ひびきます。

タイガ：えぇっ!?

穂乃花：あらあら。

静瑠：何だ!?

ＧＭ：そして何な故ぜか拝殿のスピーカーから命みこと乃の町ちよう支部オペレーターの緊きん急きゆうコールが。

一同：おや？

ＧＭ：父ふ兄けいたちがざわめく中、オペレーターが言います。「天金山中において高度のアビス反応！　なおも増大しています！」

穂乃花：これは……アタシたち以外は逃にげろ、というアナウンスですね。

ＧＭ：そして拝殿の奥おくから、なぜか息を切らしたスピカが駆かけ込こんできます。
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結：なんでいるのー!?（笑）

ＧＭ：なお、オトメの姿すがたはありません（一同爆笑）。

タイガ：あれ!?　あれええーっ!?（一同爆笑）

静瑠：あっ……！（笑）

結：な、なんてわかりやすいんでしょう！（笑）

穂乃花：あらあら、まあまあ（笑）。

静瑠：しかし俺は気づかず「スピカ支し部ぶ長ちよう!?　どうしてここに!?」と驚おどろく（笑）。

ＧＭ：「はあ、はあ、た、大変なことになったわね。すぐに出しゆつ撃げきしてちょうだい……！」

穂乃花：……（口を両手で押さえ、首を振ふる）。

静瑠：はっ……！（一同爆笑）

タイガ：ほ、本人は隠かくしてるつもりなんだよ（一同爆笑）。




　視し聴ちよう者しやが気づくことでも、主人公が気づかない正体不明の人物がいるのはお約束なのだ。




穂乃花：でも、思い返せば確かにつながってるんですよね。腕うでを怪け我がしてましたもんね。

結：怪我したタイミングも同じだったもんね。

静瑠：そういえばそうだった……（笑）。

ＧＭ：「とりあえず、今は細かいことを説明している暇ひまはないけれど、あなたたちは今すぐに出動してちょうだい。私も出るわ！」そうすると、ゲンマが口を挟はさみます。「それならば、私に任まかせておきたまえ。この神社の地下は、フォーチュン命みこと乃の町ちよう支部と直結しているのだ」

結：えっ！

ＧＭ：実はこの地下に、唄守のメンテナンス設せつ備びがあるんですよ。

一同：ああーっ！

ＧＭ：「唄守の整せい備びや緊急発進に使えるようになっているのだよ。小学校関係の方々の避ひ難なんも、そこから可か能のうであろう」

結：地下シェルターみたいな感じなのね。

ＧＭ：スピカは、「あなたたちは発進を急いで。大丈夫、こちらのスタッフだけでも手が足りるわ」。

穂乃花：ＮＰＣたちが一いつ般ぱん人じんの誘ゆう導どうをしてくれる、ということですね。

ＧＭ：そのとおりです。さて、ここでウィングエックスから通信が入ります。「いきましょう！　僕もご助力しますよ！　みなさんをお連れします！　僕のブースターなら、ひとっ飛びです」と結と静瑠のガーディアンも一緒に運んでもらえることができますよ。

一同：おおっ！

静瑠：それは頼もしいな。よろしく頼む。

ＧＭ：「任せてください！」という傍かたわら、スピカはエアバイクのようなヴィークルを持ち出してきて、搭乗します。「私も出るわ。急ぎましょう」

タイガ：えっ！　母さん出るの!?

穂乃花：大丈夫？　フラグじゃないですよね？（笑）

ＧＭ：「大丈夫よ」（笑）。ということで、ここで静瑠と穂乃花に、【ミッション：命みこと乃の町ちようのみんなを守る】を差し上げます。

静瑠：では、敬けい礼れいを返して「任にん務む、了解」と言って出撃する。

ＧＭ：いいですね。神社の境けい内だいの一部が展開し、滑かつ走そう路ろになっていきます（一同爆笑）。

タイガ：すげー！　かっけー!!

結：もう、スーパー神社だ！（笑）

ＧＭ：そしてレールで運ばれてきた機体が〝がーん！〟と現あらわれます。

穂乃花：まさか、カタパルトが来るとは（笑）。

静瑠：では、いつもやっている儀ぎ式しきをしよう。機体に手を触ふれて、「出るぞ、アステリオン」と声をかけ、乗り込む。

一同：かっこいいー！

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しましょうか。







◆Opening03◆心に潜ひそむ闇やみ　　　シーンプレイヤー：タイガ




ＧＭ：それでは、次のシーンです。一方その頃……という形で、もう片方のシーンが進行します。シーンプレイヤーはタイガ、結も登場です。

タイガ：おうよ！

結：はいっ。

ＧＭ：ふたりはミツルを追いかけていくのですが、彼は小学生とは思えない速度で木々をかきわけ、どんどん森の奥へと分け入っていきます。もうずいぶん歩いてますね。

タイガ：うえっ!?　ってどれぐらい歩いたのさ？

ＧＭ：もう４キロ以上は。

タイガ：そ、そんなに!?　でも、ただごとじゃなさそうだから、絶対離れないぞ。

ＧＭ：やがてミツルを見失ってしまったのですが、しかし不思議なことに、なぜかキミには、彼が向かう先が手に取るようにわかります。

タイガ：何か、あっちな気がする。何だ、この感じ……嫌な感じがするぜ。

結：う、うん。

ＧＭ：アイも一生懸命ついていきますが、もうへとへとですね。

結：ああ～どうしよう、アイちゃんに戻れって言いたいけど、ひとりで戻らせるのも危険だし……かといってずっと一緒についてきてもらうのも危険な気がする！（笑）

タイガ：アイちゃん、大丈夫か？　そのままアイちゃんをおんぶするぜ。

ＧＭ：おお、いいですね。ちょっと恥ずかしそうにしますが、素直に「う、うん、大丈夫、ありがとう」と言います。

タイガ：あ、ちなみにオレとしては、まったくそういう下心ねーからなっ！　単純に危ないと思っておんぶしただけだからな！　と結に言いわけしておきます。

結：知ってるよ！

ＧＭ：アイちゃんは頰をぽっと染めてますよ。

結：あら、大変（一同爆笑）。

タイガ：人ごとだなオイ!?（笑）

結：それを見ながら「ふーん」って思ってるよ（笑）。

ＧＭ：徐々に進んでいくと、やがて高い木々を抜けた先、ふたりの視界が一気に開けます。

結：わっ？

タイガ：なんだっ？

ＧＭ：谷の間に出たのです。そしてそこに広がる光景は不思議なものでした。ぐるぐると不規則な回転運動を繰り返し、次々と組み変わりながら、躍やく動どうの止やむことのない、神秘的な金属塊と、それを包み込むように天高く伸びる大樹があります。

結：その木って、もしかして家の神社にとって大事な木ですか？

ＧＭ：はい、大事な木です。実際に見たことはないですが、話には聞いていますね。

結：じゃあ、わたし、一瞬絶句しちゃいます。

ＧＭ：そして、その金属塊と樹木を囲かこむように、周辺に小さな小川や湖があります。そこには水生生物が泳ぎ、植物や駆け回る動物たち。無機物と有機物が混ざり合い、生命感あふれるような雰囲気。まさにそんなような、不思議な光景でした。そんな中、中心の金属塊と大樹の前に、闇にかすんだミツルの姿が見えます。

タイガ：おいミツル！　何やってんだ！　ここ入っちゃダメって言われただろ！

ＧＭ：「キミたちも来てしまったか。まったく、しょうがないね」

結：しょうがないねって言われても……！

タイガ：おい、ここおむすびんちだぞ！（一同爆笑）

ＧＭ：不動産的にはそのとおりですね。この広大な裏山は神田家の敷地ですから（笑）。

結：それはおいといて！　何となくやな気分がしてるから……「ミツルくん、危ないからこっちに来ようよ！」と呼びかけます。

ＧＭ：それを意に介する様子もなく、彼は言います、「こいつはね、機械生命を生み出す根源のひとつ、マザーストーンのほんの小さなひと欠片かけらだ。本体は、母星の中心部で厳重に警護されているから手が出せないんだけど……広大な宇宙のどこかには絶対にあると、確信していた」

タイガ：おい、お前何言ってんだ？

ＧＭ：「だから、アヴァシルドで本星以外からマザーの反応を検知した時は興奮したよ」

タイガ：アヴァシルド……ってあの監かん獄ごく惑星!?

ＧＭ：「これでオレ様の天下が取れる、ってね……！」

一同：オレ様!?

タイガ：お、おいミツル、お前何言って……！

ＧＭ：「まだ気づかないのかい？　アビッ、テクタァァ───!!」と叫んだ瞬間！　何もなかった空間から裏返るように機械の塊が出現、みるみるうちにミツルがアビスロードへと姿を変えていきます！
















タイガ：な、何だってぇぇっ!?

結：うそ……アビスロード……!?

[image: ]

ＧＭ：そして、それを見たアイが「み、ミツルちゃん……？」とつぶやきます。

結：あっ……（一同爆笑）し、しまった、アイちゃんを巻き込んじゃった……！

ＧＭ：と、そんな反応をもって、このシーンはいったん終了といたしましょう。タイガには【ミッション：ミツルを止める】というミッションを差し上げます。







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆護まもるための戦い　　　シーンプレイヤー：静しず瑠る




　ウィングエックスにマウントされたアステリオンと唄うた守もり。加えてそれに自力で飛行できるフラガラッハ。計四つのマシンが、スピカが指定した座ざ標ひようへと飛ひ翔しようしていた。

　その土地でタイガと結むすびが来らい援えんを待っているはずであった。




ＧＭ：というわけでクライマックスフェイズです。シーンプレイヤーは静瑠。全員登場となります。まず静瑠と穂ほ乃の花かがウィングエックスの助力を得て、スピカの指定した詳しよう細さいな座標に向かうことになります。

静瑠＆穂乃花：はーい。




　静瑠は穂乃花とともに、スピカが示した座標──天金山裏の谷に到着した。

　そこは、彼らが知っている世界とは異ことなる風景が広がる谷であった。

　神しん秘ぴ的てきな金属の塊かたまりと生命が調和するその神域は、あたかも滅ほろびた文明の遺い跡せきにも見える。

　この地で神こう々ごうしくそびえる大樹の前で、タイガと結がアビスロードと対たい峙じしていた。




静瑠：どうやら合流できたようだな。結くん、唄守も持ってきたぞ。

結：静瑠さん、ありがとうございます！　早速搭乗します。

ＧＭ：さて、四人そろったところで話を続けましょう。この大樹はこの神域の祭さい壇だんのような存在です。その後ろにある御神体〝星のカケラ〟が、悲しげに鳴めい動どうしています。そして結は、その脳裏に直接星のカケラのメッセージを受け取るのです。

結：えっ、な、何っ？

ＧＭ：「アビスから生命を守って！」という強きよう烈れつな意い志しです。アビスロードがアビスゲートを開いたらしく、虚空から奈落アビスがあふれ出ています。それはほどなくして星のカケラとこの谷に生きる生命たちをも飲み込んでしまう勢いです。結には【ミッション：星のカケラの意志に応こたえる】というミッションを差し上げましょう。

結：はいっ。

ＧＭ：「決着をつけよう、タイガ！」とミツル＝アビスロードが声をかけてきます。

タイガ：ミツル、お前を絶対助けてやるっ!!　ＧＭ、ここで決戦形態になっていい？

ＧＭ：もちろん、いいですよ。

タイガ：サンキュー！　《トランスユニゾン》からの《プライマルユニゾン》！　《正義の導き》で加か護ごを使ったことにするぜ！　融ゆう合ごう合身！　キングエクスタイガーッ!!

ＧＭ：……と、タイガが変身したことにより、なぜか星のカケラが鳴動を始めます。タイガと星のカケラのＡＬ粒りゆう子しが共鳴を起こし、暖あたたかな光を放ちます。

静瑠：いったい何が起こっている？

タイガ：わ、わかんねーけど……なんだこれ!?

ＧＭ：そしてミツルも目を見み張はります。「……そうか、僕はひとつ、大きな勘かん違ちがいをしていたんだ！　機械生命体の反応はエクストランだけと思ったが……違うんだな」

タイガ：ええっ？

ＧＭ：「タイガ。キミもマザーストーンの欠片が生み出したものだったんだよ！」

タイガ：おい！　何難むずかしいこと言ってるんだよっ!?　オレはオレだぞっ!?

ＧＭ：「メタルライヴの根源的力、マザーストーンが共鳴しているのがその証拠だ」

タイガ：だから、どういうことなんだ!?

ＧＭ：そうすると、「タイガ……わかるぞ、私たちの融ゆう合ごうの原因が今ハッキリとした……キミの中に、私たちと同じ生命の鼓こ動どうが流れている」とエクストランも言い始めます。

タイガ：エクストラン！

ＧＭ：「キミは……機械生命の母〝マザーストーン〟が生み出した生命なんだ。そして、マザーストーンの欠片の周囲にある、あの生命たちも……」

結：ちょっ……と待って!?　じゃ……タイガ、人間じゃないの!?

タイガ：ええーっ!?　噓うそぉーっ!?　だってオレ、母さんいるぞ!?　どういうことだよ!?

ＧＭ：そうすると、ミツルが叫さけびます。「だが、もはやそんなことはどうでもいい!!　マザーストーンとアイくんを手に入れるのは、僕だ!!」

結：なんでアイちゃんがくっついてくるのよっ！

穂乃花：好きだからですよ。ほら、一話でも真っ先に彼女を病院に連れて行こうとしてたし。

タイガ：……ああ！（ポンッと手をたたく）　……って、とにかく機械も人間も関係ねーからっ!!　オレは大事な人たちを守るだけだっ!!

ＧＭ：「じゃあ、始めようか」と、ミツルは歪ゆがんだ笑みを浮かべます。みなさんに【ミッション：アビサルセイバーオメガを倒す】を差し上げます。

タイガ：合がつ点てん承しよう知ち！

ＧＭ：さて、ここでちょっと説明しておきましょう。ミツル、もといアビスロードは、今回《ＢＯＳＳ属性》を持っています。つまり、【ＨＰ】が０になった時点で……。

静瑠：……死し亡ぼうするな。

ＧＭ：そのとおりです。助けるには、倒したあとで《イドゥン》などの回復加護、または《ジークフリート》を使用してください。今回はミツルに限定して被害を防げるものとします。救出系の特技を使ってもＯＫです。

タイガ：なるほどな。《ジークフリート》は取っておかないと！

ＧＭ：といったところで……戦せん闘とうに入りましょう！

●第一ラウンド

▼行動値

静瑠　　　　　　　　　　　25

穂乃花　　　　　　　　　　22

結　　　　　　　　　　　　19

アビサルセイバーオメガ　　15

奈なら落く獣じゆうバッヘルベルＡ、Ｂ　11

奈落獣テンタクルＡ～Ｈ　　10

タイガ　　　　　　　　　　８
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　《カーテンライズ》を使ってライブモードを展てん開かい──高らかに鳴り響ひびく結のハイトーンヴォイスを皮切りに、第一ラウンドの戦闘が始まった。

「タイガ、結、キミたちは目め障ざわりなんだよ……さあいくぞドリラー、合体だ！　エグゼフォーメーションッ!!」

「やめるんだ、ミツル───ッ!!」

　友の声に耳をかさぬミツル＝アビサルセイバーは、一気に勝負をかけようと、支し配はい下に置いていたエグゼドリラーと合体、アビサルセイバーオメガとなった。

　すべてを貫つらぬくドリルを装そう着ちやくした、その姿はまさに漆しつ黒こくの破は壊かい神。

　対するエクスタイガーは、前回の戦いで助け出し仲間となったウィングエックスと合体。ウィングエクスタイガーへと姿を変える。

　翼持つ鋼はがねの勇者は舞まい上がり、アビサルセイバーオメガと対峙する。

　そんな中、静瑠が支し援えん射しや撃げきに徹てつし、穂乃花は広こう範はん囲いに散らばる奈落獣を薙なぎ払はらう。

　そして、ウィングエクスタイガーはアビサルセイバーオメガに《ディメンジョンフェニックス》を撃うち込んだ。《トール》がのったこの一いち撃げきは、[image: 249]点の〈神〉となってアビサルセイバーオメガの巨きよ体たいを溶とかすかに見えた。
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　だが、アビサルセイバーオメガも、《タケミカヅチ》を使用。同等の威力を持つ技でカウンターを放つのであった。




　死し闘とうの第一ラウンドが終わった時。

　タイガ、結、静瑠がブレイクし、一方のアビサルセイバーオメガは《そこが弱点だ！》の効果を受け〈殴〉防御修正が０。

　生き延びた奈落獣はバッヘルベルＢのみ、となっていた……。




●第二ラウンド

▼行動値

静瑠　　　　　　　　　　25

穂乃花　　　　　　　　　22

結　　　　　　　　　　　17

アビサルセイバーオメガ　15

奈落獣バッヘルベルＢ　　11

タイガ　　　　　　　　　８
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　わずか１ラウンドの攻こう防ぼうで消しよう耗もうしきったガーディアンとアビスの戦士たち。

　勝負を決める第二ラウンド目の戦いが、始まろうとしていた──。
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ＧＭ：それでは最初のイニシアチブプロセスです。アビサルセイバーオメガはここで《瞬しゆん発ぱつ行動Ｉ》を宣せん言げん！　ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションは、専せん用ようの火器セイバーシューター・オメガによる攻撃をします。対象はタイガと静瑠！

タイガ：くっ、ブレイク中だからやばい。

ＧＭ：砲ほう撃げきでの判定です！（ダイスを振る）７、達成値は25！

タイガ：【防壁】は１しかないからな……（ダイスを振る）ダイス目５、部分遮しや蔽へいの効果＋２を加えても達成値８で失敗！

静瑠：【防壁】19に、部分遮蔽で＋２……（ダイスを振る）達成値27で回避成功！

ＧＭ：ダメージロール……（ダイスを振る）８。ぴったり60点の〈光〉ダメージ！

タイガ：おっ、それなら耐たえきれるぞ！

ＧＭ：さらにここに《トール》を乗せます。

タイガ：うええぇ──っ!?

ＧＭ：追加の10Ｄ！（ダイスを振る）高い！　40点も出ましたね。ということで、[image: 100]点の〈神〉ダメージとなります！




　先手をとったアビサルセイバーオメガは、巨きよ大だいな火か砲ほうを打ち込んできた。

　その砲ほう弾だんがインパクトする瞬しゆん間かん、漆黒の光が膨ふくれあがる。

　そこにアビスの破壊エネルギーが充じゆう満まんしている証あかしにほかならない。

　さしもの頑がん強きようなガーディアンの勇者も、その衝しよう撃げきに耐えかねるように見えたが……。




タイガ：それはやばい！　《ジークフリート》を使って、そのダメージを０にする!!　今だエクストラン！　すべてのエネルギーをシールドに回せ！

ＧＭ：「了解だ、小さき勇者よ！」

タイガ：だから小さくねぇって……もうなんでもいいから護まもれ────っ!!（笑）

ＧＭ：「おう！」機体の前面に、半はん透とう明めいのシールドが展開され、セイバーシューター・オメガの攻撃をみるみるうちに相そう殺さいしていきます。




　エクストランとタイガは心を合わせ、不ふ破わの盾たてを構こう築ちく。

　破壊の権ごん化げのようなアビサルセイバーオメガの一撃を抑おさえ込む。




タイガ：オレは負けねえええ───っ!!

ＧＭ：（突とつ如じよナレーション口調になり）これが、星のカケラより生まれしタイガとエクストランの融合により発現した、対アビスフィールドの真の威力なのである───。

一同：ナレーション入った！（笑）

タイガ：ここで《目覚める英雄》を使って、《ジークフリート》を復ふつ活かつさせるぜ！

ＧＭ：ではお待たせしました。静瑠のメインプロセスとなります。

静瑠：ここはアビサルセイバーオメガを攻撃しよう。マイナーアクションで《発はつ砲ぽう許きよ可か》！メジャーアクションでハンドガンによる射撃攻撃を行なう命中判定。（ダイスを振る）８、達成値は31！

ＧＭ：アビサルセイバーオメガの回避……（ダイスを振る）８、19で回避失敗です。

結：《チェイスアタック》！　ダメージに＋２Ｄしてください！

静瑠：ありがとう。曲を聴きき、神しん経けいを集中させながら、照しよう準じゆんを合わせて引き金を引く。４Ｄ＋32からスタートだ。

結：曲の進行に合わせて、唄守から次々とミサイルが発射されます！　そのひとつひとつが舞うように援護をするということで……！

静瑠：結くんに、熱ねつ狂きようカードをあげよう。この援護に応えなければな。はっ！（ダイスを振る）出目が低いな……45点のダメージだ。アビサルセイバーオメガは防御修正０だな。先ほど《そこが弱点だ！》で、装そう甲こうを破壊したところを狙い銃じゆう撃げきする。

ＧＭ：「くっそお、同じところばかり撃うちやがって！」というアビサルセイバーオメガのところどころにひびが入っています。

一同：おおーっ（それぞれ熱狂カードを静瑠に）。

静瑠：弱点を攻撃するのは、戦闘の基本だな。あとは任せる。

タイガ：おうよ！

ＧＭ：「そうはさせん！」と、イニシアチブプロセスで《ニョルド》をタイガへ！

タイガ：おわっ!?

ＧＭ：というわけで、15Ｄの〈神〉ダメージが飛びます！（ダイスを振る）53点の〈神〉ダメージ！

タイガ：それは……32点残ってる、生きてるっ！

ＧＭ：マジかっ!?

タイガ：じゃあ……お返しだっ!!　《ニョルド》を使うぞ！

ＧＭ：しまった、タイガの場合《パニッシャー》の効果も追加される！　や、やばい！

タイガ：そのとおり！　《パニッシャー》分も追加されて…………（計算して）合計で、29Ｄ＋77になるぞ！　心はでっかく！　男気全開パンチをくらぇぇぇぇぇぇ──っ!!

ＧＭ：な、何を言ってるのかわからない！（笑）

タイガ：いい加か減げんに!!　目を覚ませええぇ───っ!!（ダイスを振る）　出目が[image: 104]点、合計[image: 176]点の〈神〉ダメージだーっ!!（一同拍はく手しゆ）




　ウィングエクスタイガーの拳こぶしがＡＬ粒子の輝かがやきをまとう。

　そして渾こん身しんの力を込こめた一撃が、アビサルセイバーオメガの胸きよう部ぶ装甲を打ち砕くだく。

　その瞬間───邪じや悪あくな機械生命体の黒い外部装甲に網あみの目のような亀き裂れつが走り……。




ＧＭ：それは耐えきれない！「ぐわあああっ!?」という悲鳴とともに、アビサルセイバーオメガは崩くずれ墜おちていきます。「ば、馬ば鹿かな……また、ダメなのか……！」

タイガ：ここで《ジークフリート》を使う！




　時に仲間を護り、時にアビスに囚とらわれた人を救う守しゆ護ごの加護《ジークフリート》。

　この加護により、ウィングエクスタイガーの掌てのひらは優やさしいＡＬ粒子の輝きに包まれていた。

　その輝きは、アビサルセイバーオメガの胸部に取とり込こまれていたミツルを包つつみ込こむ。




ＧＭ：了解です。まだアビテクターを着たままなのですが、なぜかミツルの周囲だけ空間が隔かく絶ぜつされたようになり、彼は地上へすうっと降りていきます。

タイガ：おっ。

ＧＭ：そして、ぼろぼろになったアビサルセイバーオメガの機体のあたりにゆっくりと降りていきます。そんなところで、いったんシーンを切りましょう。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆闇に消えたスピカ　　　シーンプレイヤー：タイガ




　アビサルセイバーオメガは、こうして倒れた。

　取り込まれ、核かくとなったミツルが気を失ったままだ。

　その周囲に、いまだアビスが渦うず巻まいていた……。




ＧＭ：さて、ここからエンディングに入ります。場面は戦闘の直後です。沈ちん黙もくするアビサルセイバーオメガ。周囲のアビスは収しゆう束そくし、奈落獣は空間の裂さけ目へと飲み込まれていきます。ミツルはぐったりとへたり込んでいます。しかしその目には、いまだに獰どう猛もうな欲よく望ぼうが映うつし出されています。

タイガ：えー！　まだなのかよ！　合体を解除して、ミツルに駆け寄る！　おいミツル、しっかりしろ！

ＧＭ：ではキミが近ちか寄よろうと駆け出した瞬間──「ならばせめて！　アイくんだけでも!!」と叫び、ミツルの後のアビサルセイバーオメガから、大量の触しよく手しゆが噴き出します!!

一同：何だってっ!?

穂乃花：うわっ、これは気持ち悪い！




　闇の空間に引きずり込もうと、アビサルセイバーオメガから無数の触手がうねる。

　触手が引きずり込もうとしているのは、アイだった。

　それをかい潜くぐるようにアイを助けようとするが、間に合いそうもない。

　だが、その瞬間。エアバイクを駆るスピカが現あらわれたのだった。




ＧＭ：そして、キミの行動を遮さえぎりながら、触手はアイのほうへと迫せまっていくのですが……そこにエアバイクに乗ったスピカが現われ、「危ない！」とアイを突き飛ばします。

一同：おおーっ!!

ＧＭ：しかし、身代わりになったゆえに、スピカはアビサルセイバーオメガの触手に絡からめ取とられ、引きずられていきます！

タイガ：アイちゃん！　スピカさんっ!!

ＧＭ：どうやらアイは無事のようですが、アビサルセイバーオメガに囚とらわれたスピカが、ミツルの傍らへと引きずり込まれてしまいました。

タイガ：ああっ!?

静瑠：触手を切り落とさねば……！　銃じゆうで狙ねらい撃うちする！

ＧＭ：一部を切り落とすことは可能です。しかし、すべてを切断することはできません。

静瑠：くそっ、数が多すぎる……！

結：スピカさんっ……!!

ＧＭ：囚われたスピカは、引きずられたときの反動でか───仮面が割れています。仮面の下からは、タイガの母……額ひたいから血を流す、轟オトメの顔が覗のぞいています。

タイガ：かっ……母さんっ!?

ＧＭ：アイもそれに気づき、「えっ……た、タイガちゃんの、ママさん……!?」と驚きます。

タイガ：お、おいミツル、お前何してるんだよ!?　母さんを放はなせ！

ＧＭ：しかしミツルは、その言葉が耳に入っていないかのようにつぶやきます。「だから……だからだよ。キミはすべてを持っている……あの時、僕はアイくんを病院に連れて行こうとして、逆に彼女を危険にさらしてしまった……」

穂乃花：一話のこと……気にしていたのね。

ＧＭ：「そして結局アイくんを助け町を救ったヒーローはタイガだった。僕には、何もない……！　タイガは頼もしい仲間も、仲の良いクラスメイトも、機械生命体の友達もいる。なのに、僕だけ……何も……何も、何もぉおおおおおおっっ……!!」

タイガ：ミツルっ!!

ＧＭ：その瞬間、ミツルの口から漏もれる声が変わります。「そうだ、それでいい……！」

タイガ：なっ、だ、誰だ!?

ＧＭ：「忘れたのか？　俺様のことを───」




　深しん淵えんよりも深い闇を抱かかえた、おぞましいその声は、忘れもしない───あの日タイガとエクスタイガーを殺しかけた敵、オメガアブソウブのそれであった。




一同：何だってっ!?

結：ど、どういうこと？

静瑠：もしや、ミツルと融合してアビスロードと名乗っていたのオメガアブソウブなのか？

ＧＭ：そのとおりです。そしてミツル───いや、オメガアブソウブは、みずからの胸に刃やいばのように張はり伸ばした手を差し込みます。

結：えええっ!?

タイガ：お、おい、やめろ！

ＧＭ：「完かん璧ぺきだぁ！　地球人にアビスシードを埋め込んで、じーっくり育て上げる……ははは、そうだ！　この星のヤツは面白いやり方を考えるよなぁ？」実はこれは特殊なやり方なのですが、オメガアブソウブは如何なる方法でか、この星で行われたそれを学んだのです。

穂乃花：一番初めのリプレイ『起動、鋼の守護神』も、確かそうでしたね。

ＧＭ：はい。「俺様の技術と組み合わせりゃ、それこそ想そう像ぞうだにしない莫ばく大だいなアビスエネルギーをゲートから引き出すことができる！　感謝してるぜぇ？　（ミツルの口調で）『僕に憎ぞう悪おを与えてくれたよねぇ、タイガくん？』」

静瑠：そうか。一話で目をつけたミツルの恐怖や嫉妬を刺激し育て、こいつの言葉を借りれば〝熟成させて〟自分が宿る肉体にしたのか……。

タイガ：お前が……お前がミツルをこんなにしたのかっ!!

ＧＭ：「ああ、そうだぁ!!　マザーは俺様がいただくからな！　これさえありゃ、いくらでもメタガイストを生み出すことができる!!　ひゃははははっ！　宇宙は俺様のものだ!!」

タイガ：この星は、この宇宙はっ！　お前なんかには渡さねぇ!!　オレの友達も、オレの大切な人も!!　絶対にオレが守るっ!!

一同：おおおーっ！

ＧＭ：いいタンカですね。しかし、そんなタイガに対しオメガアブソウブはミツルから腕を引き抜きます。その瞬間、彼の胸からゲートが開き、大量の闇があふれ出します！

静瑠：一話目と同じか！

ＧＭ：そのとおりです。その闇は、一息に星のカケラの一帯を飲み込んでいきます。

一同：ああっ!?

ＧＭ：拘束されたスピカが苦しげに声を上げます。「逃げるのよ、ここからすぐに……!!」

結：そんなこと言われたって、スピカさんがっ！

ＧＭ：エクストランは、「危ない！　ここはすぐに離れたほうがいい！　キミたちも飲み込まれるぞ！」と言いますよ。

静瑠：彼らの言うとおりだ。急いでここから退たい避ひしなければ。

タイガ：母さんを置いていけるわけねーだろっ!?　そっちに行こうとする！

静瑠：それを抱きかかえて止める！　冷静になれ。一般人がいるんだぞ！

タイガ：放せよ!!　放してくれよぉ!!　行かせてくれ───っ!!

穂乃花：ダメです！　スピカさんが何のためにアイちゃんをかばったと思ってるんですか！

タイガ：うぅ、だけど、だけどぉっ!!

穂乃花：ここでアタシたちが飲み込まれたら、再戦の希望すら絶たえてしまうのですよ！

ＧＭ：なお、ドリラーははじき出されていたのですが、ウィングエックスが「兄さん！　今助けます！」と言ってつかみます。「みなさんも早く！　さあ、僕につかまってください！」と、飛べないふたりに手を差し伸べます。

タイガ：オレはっ……！

穂乃花：彼女は戦士です。その意図をくみ取ってあげなさい。

静瑠：必ず、助けに来よう。我われ々われにできることは、ここから撤退し、最さい善ぜんの手を考えて、彼女たちを助けに行くことだ。

タイガ：お、大人たちにものすごい説得されているっ……!!（一同爆笑）

穂乃花：タイガくん、早くアイちゃんを！

タイガ：あっ……！

ＧＭ：「タイガ！　急げ！　このままでは、彼女も飲み込まれてしまう！　タイガっ!!」

タイガ：……くっそおおおおおおお!!　オメガアブソウブ!!　お前から、絶対にミツルも母さんも助け出すっ!!　絶対にお前を倒しに行くから待ってろぉ!!

静瑠：迅じん速そくに撤退をするぞ。結くんも急ぐんだ！　彼女の手を引いて脱出を促す。

結：……でも、静瑠さん！

静瑠：この場にとどまりたい気持ちは理り解かいできる。だが、焦あせっては事をし損そんじるぞ。

結：（何かをこらえるように）……はい、わかり、ました。行こう、タイガ。

穂乃花：タイガくんの背せ中なかを押します。さあ、早く！

タイガ：ううっ、くそぉ……!!　くそおぉー!!

穂乃花：アイちゃんを助けられるのは、あなたしかいないんですよ！　さあ！

タイガ：くっそおおお──っ!!　絶対、絶対助けるからなぁ!!

ＧＭ：といったところで、キミたちは撤退していきます。




　バーニアを全開にして撤退していくガーディアンとメタルライヴたち。

　彼らの後方に残された命みこと乃の神社の裏山は、奈落アビスのるつぼとなり、今や元の清せい浄じような地からかけはなれた闇の領域へと変へん貌ぼうしようとしていた。




ＧＭ：皆さんは、オメガアブソウブが作り出した闇からからくも撤退に成功しました。ではここで第四話、『割れた仮面と、その素顔』終了です。

タイガ：ふぐおおおおおお!!　悔しいいいーっ!!




　スピカ──タイガの母は、アビスに引きずり込まれてしまった。

　勝利はしたものの、引き替えにしてしまったものは大きい。

　夕ゆう陽ひに染そまる命みこと乃の町ちように、タイガの絶ぜつ叫きようが響く。

　だが、勇者は決して諦あきらめない。負けるな、エクスタイガー!!








『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』




第四話「割われた仮か面めんと、その素す顔がお　～奈な落らく英えい雄ゆうアビサルセイバーオメガ登場～」




─完─


















　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆いざ、最終決戦へ




　このキャンペーンもついに締めくくりを迎える。終幕へ向けて舞ぶ台たいは整い、それぞれのプレイヤーたちも決戦へ向けてモチベーションを高めていた。




ＧＭ：それでは、第五話……最終話になります。

貝かい原はら：ついに最終回！　あっという間のシリーズ最終回ですね（笑）。

ＧＭ：ゲーム内の時間経けい過かのイメージとしては、三ヶ月くらいを想定しています。

藤ふじ井い：じゃあ、１クールぐらいエピソードが積み重なったイメージですね（笑）。

緑りよく谷や：じゃあ、泣かせるロールプレイとかしないと！（笑）

[image: 高]たか嶋しま：だね。それにタイガは前回めっちゃ悔しい思いをしてるから、それを晴らしてスッキリ終わりたいですね。

ＧＭ：その意気です！　それでは、最終話のセッショントレーラーを読み上げます。




●セッショントレーラー

　空に浮かぶ、暗黒の砦とりで───。

　ミツルとスピカを取り込んだまま、オメガアブソウブは星のカケラと共に命みこと乃の町ちようの上空に浮うかび上がり、巨きよ大だいな奈な落らく要よう塞さいと化す。

　これに対し、フォーチュンは要塞への侵しん攻こう作戦を立案する。

　───しかし計画実行前夜、突とつ如じよとして奈落要塞は大量のメタガイストを排はい出しゆつ。地ち球きゆう圏けん全土を襲しゆう撃げきする！

　対たい応おうを迫せまられるフォーチュンたちのなか、奈落要塞に突とつ入にゆうできるのはキミたち勇者のみ!!

　そして───友の胸きよう中ちゆうと自らの出自の真相を突つきつけられたタイガの選せん択たくとは……!?




『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙示録の勇者、誕生！』

　第五話「福音エウアンゲリオン　～超ちよう機き械かい生命ゴッドアブソウブオメガ登場～」

　勇気を示しめせ、黙もく示し録ろくの勇者たちよ！




緑谷：空に浮かぶ暗黒の砦か……。命みこと乃の町ちようが黙示録の戦場になるってわけですね！

[image: 高]嶋：盛り上がってきたなぁ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、今回は黙示録なので、サブタイトルは〝福音〟にしたわけです。

[image: 高]嶋：なるほど。……でも、いつものコテコテのタイトルも好きですよ（笑）。

ＧＭ：ありがとうございます（笑）。それでは、ハンドアウトを配はい布ふします。




●轟とどろきタイガ用ハンドアウト

コネクション：〝母〟　　　関係：秘ひ密みつ

　星のカケラから生み出されたモノ───。機械生命の母を持つ、人間。キミが自分の出自の真実を知ってから数日の時が流れた。

　スピカとしてフォーチュンの支し部ぶ長ちようを務つとめていたキミの母オトメは、本当の母だという星のカケラと共に、奈落要塞と化したオメガアブソウブに捕とらえられたまま、生死も不明だ。

　少しでも早く助けに行かねばどうなってしまうか分からない。キミは胸中に複ふく雑ざつなものを抱かかえつつ、奈落要塞への侵攻作戦会議に出席していた。

　その時、ブリーフィングルームにキミのクラスメイトたちが雪崩なだれれ込んできた。




[image: 高]嶋（以下、タイガ）：そりゃあ、胸中は複雑だけど。それにしても、どうしてクラスメイトたちがやって来るんだ？（笑）

藤井：「お前が何であれ、俺おれらの友達だ！」って励はげましに来るパターンと、「お前がいるからこの町が狙ねらわれたに違ちがいない！」って貶おとしめにくるパターンと、どっちでしょうね？

タイガ：貶けなす方はやめてぇっ!!（笑）　小学校五年生には辛つらすぎる事実ばかりなんだから、せめてクラスメイトは優やさしく接せつして！（笑）

ＧＭ：はっはっは。では、オープニングを楽しみにお待ちください。




●神田結かんだ・むすび用ハンドアウト

コネクション：星のカケラ　　　関係：守しゆ護ご

　星のカケラを中ちゆう枢すうに抱えたまま、奈落要塞は命みこと乃の町ちよう上空で沈ちん黙もくを続けている。

　しかし、星のカケラの健けん在ざいを、キミはガーディアンの唄うた守もりを通じて確かく信しんしていた。

　───そして、ミツルとスピカの無事も。星のカケラがふたりを守っているのだ。

　ならば、まだ希望はある。決意を秘ひめたまま、キミは奈落要塞侵攻作戦前日を迎むかえた。




貝原（以下、結）：ミツルくんとスピカさんのために、最高のステージにしないとね！

タイガ：ステージと聞くと変な感じだけど、おむすびの能のう力りよく的てきに間違ってない発言だよな！

結：そうよ！　アンタもいい加か減げん慣なれなさい。あとおむすびはやめて！（笑）

藤井：本当にふたりは仲良しさんだよね。

タイガ＆結：違うから！（笑）




●狗いぬ養かい静しず瑠る用ハンドアウト

コネクション：要師団長　　　関係：上官

　神田ゲンマとエクストランによって、新たな奈落要塞侵攻作戦が立案されることとなった。当然キミも、その作戦にフォーチュンの一員として参戦するのだ。

　奈落要塞への侵攻作戦前日、作戦の準じゆん備びを進めるキミのもとへ、神しん妙みような面おも持もちの要師団長が訪おとずれた。

　師団長からはいつもの勢いきおいも気き迫はくも感じない。いったいどうしたというのだろうか。




緑谷（以下、静瑠）：要師団長は突とつ然ぜんどうしたんだろう？　まるでヒロインみたいな行動だ。

タイガ：告白されたりして（笑）。

静瑠：まさかっ!?（笑）

ＧＭ：要師団長はどうしてしまったのか。その答えは、セッションをお楽しみに（笑）。




●法霊崎穂乃花ほうりようざき・ほのか用ハンドアウト

コネクション：奈落要塞　　関係：撃げき滅めつ

　奈落要塞への突入作戦前日、ふいにレムリア女王サナートがキミの前に現あらわれた。

　サナートはキミに「神しん霊れいの声に従したがいなさい」と促うながした。キミのガーディアンに宿やどる神霊とＡＬＴＩＭＡアルテイマが告げている。───あの奈落要塞を討うたねば世界は滅ほろびる、と。

　女王の命に応こたえるのはレムリアの騎き士したるキミの務めだ。

　奈落要塞を───オメガアブソウブの野望を、阻そ止しせねばなるまい。




藤井（以下、穂乃花）：今まで、女王陛へい下かが登場しなかったので、レムリアの騎士らしいムーブをしてきませんでしたが……登場なさるならば、騎士として相応の態たい度どを取らねばなりませんね（笑）。

ＧＭ：では皆さんＰＣの成長させた後、それを報告してください。

一同：はーい！




●轟タイガ（10レベル）の場合

ＧＭ：それでは、ＰＣの成長報ほう告こくをお願いします。

タイガ：世間の荒あら波なみに揉もまれて、レベルが10になったよ。オリハルコンが５レベルで、ストライカーも５レベルだ。そして、《能力解放》を取って、力場が76まで上がったぞ。さらに行動値も15に！　……決戦形けい態たいでの話だけどな！

静瑠：強くなったな。

タイガ：ま、《フルパワーアタック》を使うから、行動値は０になっちまうんだけどな！（一同爆笑）　《パニッシャー》や《ディメンジョンフェニックス》もレベルが上がってるから、ダメージが上がったかな。それから、ダメージを上げる《戦せん鬼き咆ほう哮こう》、マイナーアクション特とく技ぎをふたつ使用できる《マルチスタック》を新しん規きに取得したよ。

ＧＭ：なるほど。

タイガ：それから、エグゼドリラーが仲間になったから、ウィングエックスと兄弟同時に合体できるようになった！　その場合、使用したシーン中与あたえるダメージが＋３Ｄされるぞ。

穂乃花：シーン中ダメージが＋３Ｄ！　仲間と合体するとすごくパワーアップするんですね。




●神田結（10レベル）の場合

結：レベルが10になりました。コンダクター５レベル、コンチェルト５レベル。そして、力場が90に！　固い子に育ちました（笑）。

タイガ：強い（笑）。

結：特技は《大型ファンクラブ》を新規に取得しました。熱ねつ狂きようカードを同時に２枚まい昇しよう華かできて、効こう果かを他者に使うときも有ゆう効こうなんです。

穂乃花：きっとすごくたくさんの人が、結ちゃんのステージを見て応おう援えんしてくれるのよね。

静瑠：最終回らしく盛り上がりそうな特技だ（笑）。




●狗養静瑠（10レベル）の場合

静瑠：10レベルになったぞ。スイーパー２レベルで、ブレイブが８レベルだ。特技は、まず、相手の達成値を下げる《アブストラクション》を取った。

ＧＭ：相手の達成値が下げられるようになりましたか。これは強いですね。

静瑠：それから、１点でも実ダメージを与えたら［放心］を与える《ハードラック：放心》を取得した。［放心］は、判はん定ていの達成値をマイナス５するバッドステータスだから、範はん囲い攻こう撃げきでこのバッドステータスをばらまいて、あとに続くみんなの攻撃を当たりやすくするという戦法だ。リンケージみたいに特別な力はないが、戦場をかき回すことはできるさ。




●法霊崎穂乃花（10レベル）の場合

穂乃花：あたしも10レベルになりました。コンダクター５レベル、ミスティック４レベル、スイーパーが１レベルです。特技は、また『ゲーマーズ・フィールド』掲載の《神霊の導みちびき》をＧＭの許可を得て取得しました。シナリオ中１回だけ、ダイスひとつの出目を６に変へん更こうできる特技です。これで《ヴォルテクスマッシャー》を発動させやすくなります！

タイガ：さすがは、モブを絶ぜつ対たい殺すウーマン！（笑）

穂乃花：露つゆ払はらいがあたしの役目ですからね。

ＧＭ：それでは、オープニングフェイズに移うつりましょう。

























　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆大人として、できること　　　　シーンプレイヤー：静瑠




　アビスロードとの天あま金がね山での決戦から数日───。

　天金山を削けずりとって命みこと乃の町ちよう上空に浮かび上がった要塞は、今も微び動どうだにしない。

　フォーチュンからの幾いく度どかのアタックにも頑がんとして沈黙を守り、奈な落らくに包まれたままだ。




ＧＭ：では、オープニングフェイズ。最初のシーン、シーンプレイヤーは静瑠。前回の戦いによって天金山は一部を持っていかれたままの姿すがたをさらしています。

静瑠：ふむ。この数日、警けい察さつや防ぼう衛えい隊たいは要塞にアタックをしかけなかったのか？

ＧＭ：もちろん行われました。静瑠もその作戦に参加し、高台から砲ほう撃げきを試みています。

静瑠：スナイパーライフルで撃うったりしていたわけか。

ＧＭ：ええ。ですが、砲弾は要塞の外周部に飲みこまれたり、弾はじかれたりして、効きいている様子はなかったのです。

静瑠：埒らちが明かないな。

ＧＭ：「敵てき要塞のアビス反はん応のう、衰おとろえません！　撤てつ退たいしてください」と通信が入ります。

静瑠：では、「時間の無む駄だだ。撤退するぞ」と周りの者に声をかけて、撤退します。

ＧＭ：この攻撃によって収しゆう集しゆうされたデータを基もとに、フォーチュン命みこと乃の町ちよう支し部ぶで立案された奈落要塞侵攻作戦は早さつ急きゆうに実じつ施しされることとなりました。そしてしばしの時が流れ、作戦実行の前日です。フォーチュンのハンガーにいることにしましょうか。

静瑠：そうだな。タンクトップ姿で、スナイパーライフルの手入れでもしていよう。

ＧＭ：ハンガーの入り口の方から、カツンカツンと靴くつの音が響ひびいてきます。

静瑠：そちらの方へとさりげなく視し線せんを向ける。

ＧＭ：すると、暗くら闇やみから要師団長が姿を現あらわします。口をへの字に結んで不機嫌そうです。

静瑠：作業の手を休めて、「要師団長、どうなさいましたか？」と近づこう。

ＧＭ：「少しだけ、時間をもらえぬかね？」

静瑠：いつもと様子が違うな。少し驚おどろきながらも、「は……」と頷うなずこう。

ＧＭ：要師団長は重々しく口を開きます。「君は我わがイヅモ防衛隊の誇ほこりだ。フォーチュンのリンケージにも引けを取らぬ立りつ派ぱな働きをしている」

静瑠：は。ありがとうございます。

ＧＭ：「今度の大だい規き模ぼ侵攻作戦においても、私は期待しているのだ。君がフォーチュンの子供たち……才能豊かなリンケージたちにも負けぬほどの活躍をしてくれる、とな」

静瑠：「ありがとうございます。ですが、今は自分の活躍などにかまっている状じよう態たいではありません。彼かれらと協力しその〝力〟を引き出すことが自分のとるべき道かと」と答えよう。

穂乃花：どこまでも、静にいは生真面目ね。

ＧＭ：「…………」

タイガ：あれ、黙り込んだぞ？

ＧＭ：「理屈で言えば君の言うとおりだ……。世界を守っているのは彼らの力だ。だが、私はつねづね思っているのだよ。フォーチュンのリンケージには若すぎる者が多い……」

静瑠：…………確かに。

ＧＭ：「君の所しよ属ぞくする部隊も年とし端はも行かぬ小学生や高校生が主戦力ではないか!!」

タイガ：急にヒートアップしたぞ（笑）。

ＧＭ：「私はね、自分が不ふ甲が斐いないのだよ。子供たちに頼たよらねばいかん、大人の自分に！我々が防衛隊が守る未来は彼らのためのもののはずだ！」要師団長は拳こぶしを握にぎり締しめます。

タイガ：お？

ＧＭ：「だから頼たのむ！　彼らを守ってくれ!!　それができるのは、今は君だけなのだ」




　要師団長は、まっすぐに頭を下げた。

　部下に厳しく強引な指揮も目立つ人物だが、それも人々を守りたいという願いゆえ。

　だからこそ、彼は自分の不甲斐なさ嘆なげかずにはいられないように見えて……。




ＧＭ：「……かつて前線指揮官として防衛隊の指揮をしていた私は、共同作戦を行なったあるリンケージの少女を守れなかった」

静瑠：そんなことが……。

ＧＭ：「額に傷を負った少女は以降、仮面を被って現場に出るようになった……。彼女にそんなつもりはなかったろうが、その姿が私を責めているようにも見えた……。私は子供たちや力なき人々を守るために軍人になったはずなのにな……」彼は、うなだれて話します。

静瑠：頭を上げてください、師団長。自分はリンケージではありません。パイロットとしての能力は、年端もいかぬ彼らの足あし下もとにも及およばないでしょう。

ＧＭ：「だが……」

静瑠：だからこそ、できることがある──そう考えています。

ＧＭ：「そうだ！　……彼らのことを、守ってやってくれ。私には無理なんだ。これは、努力と根性で彼らと肩を並べて戦っている、君にしかできない任務だなのだ！」

タイガ：ヤバイ、師団長が今日はすっごくカッコよく見えてきた。

静瑠：では、「任務了解。最悪の場合、俺の命に代えてでも彼らを守ります」

ＧＭ：「…………バッカもーん！　君も生きて帰るのだぁぁぁぁっ！　まったく若造はこれだから！」

タイガ：あ、やっぱりいつもの師団長だ（笑）。

静瑠：キョトンとしたあと、すぐにフッと笑って「わかりました」と敬礼します。

ＧＭ：要師団長は「うむ」と頷くと静瑠のもとから去って行きます。静瑠には彼の肩がいつになく沈んでいるように見えます……。

静瑠：要師団長を見送ったあと。「師団長の期待を裏切るわけにはいかない……な」ふと、アステリオンを見上げて「頼んだぞ、相あい棒ぼう」と言おう。

ＧＭ：そんな静瑠のつぶやきが、格納庫に小さく、しかし力強く反響します。

結むすび：（満面の笑みで）……素す敵てきなシーンでした！（一同爆笑）

タイガ：言うと思ったよ……（笑）。

穂乃花：でも確かに静にいはカッコよかったですよ（笑）。……あと、もしかして師団長が傷つけてしまったリンケージの少女というのは……。

ＧＭ：まあ、そこはおいおい（笑）。では、【ミッション：子供たちを守り抜く】を静瑠に差しあげます。

静瑠：了りよう解かいした。俺はそのためにここにいるんだからな。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening02◆女王の幻げん影えい　　　シーンプレイヤー：穂乃花




　命みこと乃の町ちよう上空に浮かび上がった要塞への対たい策さくが始まっている。

　穂乃花は、バイクを走らせてフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部に向かう。

　到とう着ちやくしたところで穂乃花を迎えたのは、懐なつかしい女じよ性せいの幻影だった。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーは、穂乃花さんです。

穂乃花：はーい。

ＧＭ：舞台は、フォーチュンの命みこと乃の町ちよう支部です。

穂乃花：じゃあ、購こう入にゆうしたバイクを走らせて、支部まで戻もどってきたってことにします。

ＧＭ：戻ってきたところで、穂乃花さんの目の前に、幻影が浮かび上がります。

穂乃花：女王陛下ですね？

ＧＭ：正せい解かいです。穂乃花さんの眼がん前ぜんに、女王サナート・レムリアの幻影が浮かび上がります。

穂乃花：周りに人はいます？

ＧＭ：いえ、いません。

穂乃花：では、表ひよう情じようを改めると、片かた膝ひざをついて、頭こうべを垂たれます。「……お久ひさしぶりです、女王陛下」




　レムリア人でこそないものの、爵しやく位いを与えられ、女王の勅ちよく命めい以外からは行動の自由を与えられた〝上位神霊機グランマナリス〟の操者である穂乃花にとってさえ、その尊そん顔がんを拝はいするのは実に久しいことであった。




ＧＭ：「久しいですね。我が騎士、穂乃花よ」

穂乃花：ご機き嫌げん麗うるわしゅう、陛下。

ＧＭ：「よしなに。……此こ度たびのこと、私も憂ゆう慮りよしています」

穂乃花：レムリア本国にまで、話は伝わっているのですか。

ＧＭ：「ええ。今回の奈落要塞の浮ふ上じよう、貴女あなたに落ち度はありません。むしろ、貴女がいなければ状況はより悲ひ惨さんな展開をみせていた事でしょう」

穂乃花：お心こころ遣づかい、感かん謝しやいたします。ですが、あれはアタシが止められたはずのこと。信任に応こたえられず申し訳ありません。

ＧＭ：「よい。私からの勅命はただひとつ。───神霊の声に従いなさい。それが上位神霊機の騎士たる者の務め。あとは……分かりますね？」

穂乃花：女王陛下の命とあらば。

ＧＭ：「頼みましたよ」と言うと、サナートの幻影はかき消えます。

穂乃花：ふう。とても光栄なことですし、嬉うれしくもありますが……やはり、女王陛下の前だと緊きん張ちようしますね。粗そ相そうがあったらどうしましょう、と思ってしまいます（笑）。

タイガ：ちゃんと、女子高校生らしい面もあるんだな～。

穂乃花：もちろん。……ところで、フラガラッハはどう語りかけて来ているのでしょうか？

ＧＭ：あの奈落要塞を放置しておくと、世界が滅びるだろうと伝えています。

穂乃花：なるほど。「何としても、守り抜かねばなりませんね。女王陛下の命ですし、あたしに戦い方を教えてくれたレムリアが存そん在ざいする世界ですし……そして何より、あたしが生まれ育ち、仲間たちが暮くらしている町なのですから」

ＧＭ：では、【ミッション：奈落要塞を撃げき破はする】を差し上げます。

静瑠：俺は、今のうちに予よ備び弾だん倉そうを買っておこう。

穂乃花：ああ、そういえば、粒りゆう子しコンデンサを買いましたので、ＧＭの許きよ可かが下りるならば、あとで静瑠さんに差し上げましょうか。

静瑠：おお。

穂乃花：それから、住じゆう居きよで大型施し設せつを取得してもいいですか？　データ的に使えなくてもいいんだけど、「レムリアに与えられた屋や敷しきがある」っていう設せつ定ていにしたいので。

ＧＭ：了解しました。これでシーンを終了しましょう。







◆Opening03◆星のカケラの唄うた　　　シーンプレイヤー：結




　命みこと乃の神社はあの奈落要塞に天金山ごと飲み込まれてしまった。祖そ父ふのゲンマは、奈落要塞に捕らわれてしまったスピカに代わり、臨りん時じの司令官として指し揮きを執とっている。

　皆みなが集まってくる前のブリーフィングルームで、ゲンマが結に語りかけた。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーは、結です。ふたりきりのブリーフィングルームで、ゲンマは結に語りかけます。「結よ、御ご神しん体たいの唄を感じるか？」

結：何となくだけど。

ＧＭ：「うむ、〝音〟として届とどくことはないが、御神体の鳴めい動どうはいまだ健在にしてむしろ増ぞう強きようの一いつ途とをたどっておる。───奏そう者しやとしての力を失って久しい私では微び弱じやくに感ずることしかできぬはずだというのに───だ。奏者である結ならば、より強固に感じることだろう」

結：よくわからないけれど、悲しいような、怖こわいような、そんな感じがする。




　結には、唄うた守もりからの歌声が聞こえる。

　明めい瞭りような言葉ではなく、共鳴という形で伝わってくるのだ。

　だが、そこに込められた感かん情じようのようなものを感じ取ることはできる。




ＧＭ：ゲンマはさらに、ミツルやスピカはたぶん生きているであろう、といったことを話します。

結：ミツルくんやスピカさん……。まだ生きているうちに助けてあげないと……。

ＧＭ：「謎の多い機体だが、星のカケラによって唄守が生みだされたのは事実。そして、星のカケラと人の心を繫ぐことが彼女、唄守の力だということは強く意識しておきなさい」

結：彼女？　ああ、唄守は女性型ですしね。

タイガ：唄守、女の子なんだよなー。

結：あ、「星のカケラが唄守を生んだ」……ってことは、唄守が星のカケラを助けるための重要な役割を果たしたりするのか……な？

ＧＭ：おお、よく分かりましたね！

タイガ：すげぇじゃんおむすび！

結：だから、おむすびじゃないってっ！（笑）

ＧＭ：まあまあ（笑）。ゲンマはその自覚を促そうと、唄守と星のカケラとのつながりを意識するような話をしたわけです。「彼女らを救い出すためにも、唄守をしかと頼んだぞ」

結：うん。と頷きます。でも、プレッシャーを感じちゃうなぁ。

ＧＭ：唄守の役割については、後のシーンで語ります。それでは、【ミッション：星のカケラを守る】を差し上げます。このシーンは終了し、次のシーンに移りましょう。







◆Opening04◆タイガ出生の秘密　　　シーンプレイヤー：タイガ




　タイガたちは。フォーチュン支部に集められた。

　いよいよ、奈落要塞を攻こう略りやくすることになる。

　だが、その前にゲンマから話があるということだった。




ＧＭ：次のシーン。シーンプレイヤーはタイガですが、全員登場になります。

タイガ：はい。

ＧＭ：みんなが徐じよ々じよに集まっていき、いよいよ奈落要塞侵攻作戦のブリーフィングが始まります。ゲンマが「作戦の概がい要ようを話す前に、まず君たちに謝あやまっておかねばならぬことがある。───タイガ君の事だ」と切り出します。

タイガ：黙だまって話を聞こう。




「スピカ───いや、オトメ君はね、私がこの命みこと乃の町ちよう支部の支部長であった時期に、この支部に所属するリンケージだった。ドラグーン級というバイクから人型へと変形するガーディアン、ヴァルゴスのリンケージ、仮か面めん少女スピカとして……ね」




穂乃花：やっぱりスピカさんが、さっきの話のリンケージだったんですね。

ＧＭ：ええ。要師団長と共闘した時に額に傷を受けてしまい、それ以降仮面をトレードマークに（笑）。ドラグーン級は普段はバイクなので、ヘルメット代わりでもあります。

静瑠：要師団長が怪我を負わせてしまったのはスピカさんだったのか。

タイガ：か、母さんが、リンケージ!?　そんな話は聞いたことがねぇぞ!?

ＧＭ：「ある日、事じ件けんが起こった。それは、星のカケラがタイガ君を生み出したことを切っ掛けとした、星のカケラを巡めぐるもの……、第二次大戦開戦のどさくさで情じよう報ほうの隠いん蔽ぺいに成功した我われ々われは、オトメ君を支部長とし、星のカケラの秘ひ匿とくに努めることとした。───そう、オトメ君はタイガ君を引き取って、自分の子として育てることとしたのだ」

タイガ：……複雑な気持ちになるなぁ。

ＧＭ：すると、タイガのブレスレットのエクストランが口を開きます。




「おそらく星のカケラ──我々のマザーストーンは、飛来したこの星の生命を学ぶために、徐々に進化の過か程ていを辿たどっていったのだろう。タイガを生み出したのはマザーの学びの結果だったというわけだ」




ＧＭ：彼女の周りにいたのは、彼女自身が生み出した生命体だったわけです。

結：星のカケラの周りにあった植物や生き物たち？

ＧＭ：そうです。

静瑠：この星の生命とは何かを彼女が考えた結果、学んで取り込んで、自分なりに昇しよう華かして、生み出したのか。

ＧＭ：そうです。エクストランは「可か能のうであれば、私はマザーを助け出したい」と言います。

結：心配そうにタイガを見ます。

ＧＭ：ゲンマは「今まで黙っていて申もうし訳わけない。だが、誰だれに知られるわけにもいかなかったのだ。キミを守る、そのためにも……」と。

タイガ：なるほど。気持ちは複雑だけど……少しだけ笑って、「でも、それ、全部オレのためにしてくれたことなんだろう？」って言う。

ＧＭ：良い子ですね。ですが、ゲンマはタイガの強がりを見抜きますよ。「オトメ君は、キミに惜おしみない愛を注そそいで育てた」

タイガ：……オレの本当の母さんが星のカケラで、人間じゃないのかもしれねぇけど。でも、オレにとって、母さんはやっぱり母さんしかいねぇし。みんなが大切なのも変わりねぇし。オレが戦う理由は、やっぱり変わらねぇよ。……だから、オレは一いつ刻こくも早く、アイツを倒たおしに行きたい！

結：タイガ……。

ＧＭ：ゲンマは頷きます。「長々とすまなかった。では、ブリーフィングに入ろう。作戦の内ない容ようだが───」




　エクストランが説明を始める。

「これまでの攻撃で得たデータなどを総そう合ごうすると、奈落要塞のアビスバリアには積せき層そう数すうに濃のう淡たんがあることがわかった。

　まずはこのバリアの希き薄はく箇か所しよを、穂乃花の神霊探たん知ちにより確かく定ていしてもらう。

　その後、結の唄の力でマザーとタイガを同調させることで、反アビスフィールドを内と外から展てん開かいすれば、あの何なん層そうにもわたる強力なアビスバリアに一時的に穴あなを空けられるだろう。静瑠は不ふ慮りよの事態への対たい処しよを」




静瑠：なるほど。

ＧＭ：「おおむね、そのようなところだ」とゲンマが言います。

静瑠：俺は不慮の事態に備そなえろ、と。

穂乃花：重要な作戦ですからね。バックアップはいてもらわないと困こまりますから。

ＧＭ：「当日、手の空いているリンケージは、できる限かぎり手伝ってくれることになっている。彼らの助力を得れば、問題なく接せつ近きんすることができるだろう」

静瑠：了解した。俺がバックアップに当たるから、キミたちは全力で任にん務むに当たって欲ほしい。

穂乃花：あなたがバックアップに入ってくれるなら、これほど心強いことはありません。

タイガ：おい、なんか良い雰ふん囲い気きだけど、割わって入らなくていいのか？

結：私、今はそれどころじゃないから。唄守のパイロットとしての使命を今更感じてるっていうか……。暗い顔をしてただ頷いているだけかも。

静瑠：膝ひざを突いて、目線を合わせよう。「大変だろうが、がんばってくれ。ただし、キツかったら、いつでも言ってくれ。それをどうにかするために、俺たち大人がいるんだからな」

結：ありがとう、ございます。

タイガ：何言ってるんだよ。男は、弱音なんか吐はかねぇよ！　でも、後ろは任まかせたぜ？

静瑠：「ああ」ふたりの肩を叩こう。

ＧＭ：ブリーフィングも概おおむね終了というところで、ブリーフィングルームの扉とびらが開け放たれ、どかどかっとタイガと結のクラスメイトたちが雪な崩だれ込んできます。

タイガ：ええ!?　みんな、何でこんなところにいるんだよ!?　……ああもう、正体バレちゃったじゃねぇか！

結：（冷たく）いや、あんたのことはとっくにバレてるから。

タイガ：えええ～!?（笑）

ＧＭ：「タイガには慎つつしみある行動というものがかけているからな。大体あの時も───」とエクストランが冷静につっこみます。

タイガ：「だぁぁぁーっ！　そのことはもういいだろ!?　ほんっと固いんだから！」

ＧＭ：ゲンマがこほん！　と咳せき払ばらいして、「ここは作戦会議室だぞ」と言い、みなさんは室外へと追い出され、結局、廊ろう下かの隅すみで話すこととなってしまいました。

タイガ：みんなは、シェルター的な感じで、この支部に避ひ難なんしてきたのかな？

ＧＭ：はい、そんなところです。まずキミヒコが、「本当なの!?　タイガくん、結ちゃん！キミたちがフォーチュンのリンケージだなんて……！」

タイガ：ただ、なりゆきでなっちまっただけだ。隠かくしたくて隠してたわけじゃねぇよ。

ＧＭ：ゲンは、タイガの言葉に頷きます。「そうだよねぇ。……本当じゃなかったら、ここにいないと思うよ？　キミヒコ」。

タイガ：おお、正せい論ろんを（笑）。

ＧＭ：「……僕たち、ここに一時避難させてもらってるんだけど、いろいろと話を聞いちゃってさ。結ちゃんがあの謎のアイドル守護神だなんて……！」

結：……黙っていてごめんなさい。ずっと前から、そうだったの。

タイガ：普段は全然そんな感じしねぇのにな（笑）。

結：タイガはひとこと余計なのっ！

ＧＭ：「本当なんだ～～！」と言ってキミヒコが卒倒します（笑）。

タイガ：へへっ。まあ、オレらに任せておけって。お前らは、安心してここで待っていてくれよな！




　笑うタイガに、友人たちは頼もしげな視線を送る。

　何があっても、タイガはタイガだ。

　同じクラスで学び、遊ぶ仲間なのだ。




ＧＭ：ナツメは「アイちゃんがね？　タイガくんに言いたいこと──〝コクハク〟があるんだって!!　ほら、アイちゃん！　……んふふふふ☆」とご機嫌です。

穂乃花：あらあら、告白ですか（笑）。

タイガ：ええっ!?

ＧＭ：アイはおずおずと出てきて、「タイガちゃん……！　あのね、あのね……、タイガちゃんは、タイガちゃんだから!!　───さいきんタイガちゃん、なんだかちょっと元気がなかったから……ね？　タイガちゃんがあのフォーチュンのひーろーさんでも、ね？　タイガちゃんには変わりないんだよ！」

タイガ：みんな、オレに気を遣つかってくれてるんだな。……一いつ瞬しゆん、人間としての軸じくがブレそうになった、けど。「ありがとなっ！」って言っておこう。「やっぱり、オレのことをわかってくれるのは、アイちゃんだな！」

結：あんた、それ、どういう意味か分かって言ってるの？

ＧＭ：「あのね、アイを守ってくれたタイガちゃんのママさんを助けてあげて？　アイ、ちゃんとお礼を言いたいから……」

タイガ：当たり前だろう？　オレの母さんなんだから、そう簡かん単たんに死ぬわけないしな！

ＧＭ：「それから……ミツルちゃんも……！　ミツルちゃんがいなくなっても、アイは嫌だから……」

タイガ：面めん倒どうくせぇヤツだけど、ミツルもオレの大切な友達だから、絶対助けるよ！

ＧＭ：アイは「うん」と笑え顔がおになります。

タイガ：やっぱアイちゃんは笑ってるほうがイイな！

ＧＭ：一方、エクストランは「……これがいわゆる、地球人の〝求愛〟というモノなのだろうか……？」と。

結：きゅう、あい（笑）。

タイガ：俺は聞こえてないことにしよう。「エクストラン、何か言ったか？」

ＧＭ：そんなタイガを知ってかしらずか、アイは……




　アイは小さな声で「───それと……、だい好きだよ」とぽつりと漏もらしてから、あせった様子でその場から駆かけて行った。




タイガ：「お、おう……？　オレも好きだけど、何で今いま更さらそんなことを？」と。ラブじゃなくて、ライクの方な！

結：タイガ……あんたってヤツは……（笑）。

ＧＭ：アイの告白の顚てん末まつに、クラスメイトたちはズッコケたり、安心したり、思い思いの反応を返しています。

タイガ：（素すに戻って）ごめんな、タイガが朴ぼく念ねん仁じんで！　プレイヤーとしては気づいてあげたいと思うけど、朴念仁なのがタイガだから！（笑）

結：朴念仁っていうか、お子様なのよね。

タイガ：小学五年生はお子様だよぉぉぉーっ！（一同爆笑）

ＧＭ：エクストランは「タイガ。君の回りにはいつも、友達がいるんだな……」

タイガ：あったり前だろ！　友達ってそういうもんさ。

ＧＭ：では、タイガには【ミッション：〝母〟たちとミツルを助ける】を差し上げます。では、シーンを終了しましょう。







　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆誰たがために　　　シーンプレイヤー：タイガ




　いよいよ、奈な落らく要よう塞さいに挑いどむ、そのブリーフィング前───。

　さまざまなことがあった。これからの戦いは、そのさまざまなことを守るためにある。

　静しず瑠るは、ひとり自室で入念に銃じゆうの手入れをする。いつものように。




ＧＭ：ここからは、ミドルフェイズですが……特に希望するシーンがなければ、戦せん闘とうへと移うつってしまいます。何かやりたいことがあったら、おっしゃってください。

結むすび：私はタイガと話がしたい！

タイガ：オレは、静にいに活を入れて欲ほしい！

静瑠：どっちからやる？

タイガ：時じ系けい列れつ的に、静にいからがいいんじゃない？

静瑠：そうだな。

ＧＭ：では、タイガと静瑠のシーンから。

タイガ：時間軸じく的には、ブリーフィングの前がいいかな。みんなが気を遣つかっているのはわかるし、やらねばならないこともわかっているけれど、心の踏ふん切ぎりがつかないというか……。

静瑠：そういう気持ちになるのも無理はないな。

タイガ：だから、整せい備びしている静にいのところに行こう。

静瑠：では、自室で銃の整備でもしていよう。

タイガ：静にい、ちょっといいか

静瑠：手を止めて、「どうした？」と。

タイガ：静にいは、戦いに行くとき、怖こわくなったり、逃げ出したくなったりしたことって、ねぇの？

静瑠：……ある。




　静瑠はタイガに素す直なおに答えた。

　タイガにとって、静瑠は頼たよれる大人なのかもしれない。

　だが、今は子こ供どもと大人の垣かき根ねでは括くくれない仲間である。

　だからこそ、今は本心を明かすことができるのだ。




タイガ：そっか。静にいにもあったのか!?　ないのかと思ってた！

静瑠：俺おれだって人間だ。怖いことだってあるさ。

タイガ：オレもやらなきゃならないことがあるってのは分かってるんだけど……やっぱり、怖くてさ。だから、静にいに気合いを入れてもらおうと思って。

静瑠：苦く笑しようして「俺はたいそうな力はないぞ？」と言おう。

タイガ：でも、歴戦の戦士にあやかっておこうと思ってさ。

静瑠：声を立てて笑ったあと、「そうか。なら、歯を食いしばれ」と言って、拳こぶしを握にぎりしめる。殴なぐりかかるんだけど、寸すん止どめにしよう。

タイガ：……殴られるかと思った。

静瑠：デコピンしてやろう。「悩なやんだって構かまわない。道がなくたっていいのさ。まだ子供なんだから」

タイガ：それほど子供じゃねぇっての！

静瑠：俺から見れば、十分に子供さ。……そんな子供を、俺たちは戦わせているんだ。

タイガ：今の発言は聞こえなかったことにしておく。

静瑠：キミはキミらしくあればいい。やりたいようにやれ。あとは大人がなんとかする。

タイガ：わかった。

静瑠：頭をポンポンとしたあと、くしゃりとなでよう。

タイガ：わわ、やめてくれよ～（笑）。

静瑠：俺もそうやって、悩んだり迷まよったりしながらここまで来た。

タイガ：静にいみたいな強い人でも、迷ったりするんだなぁ。

静瑠：キミくらいの年ねん齢れいだった頃ころは、そうだったさ。

タイガ：……よし。とにかく、今のオレが出来ることを全力でやるしかないってことだな！ありがとう、静にい！　オレ、やってやるよ！

静瑠：ああ。キミの背せ中なかは、俺が守ってやる。

タイガ：じゃあ、オレはみんなを守る。男の約束だ！

静瑠：ああ、約束だ。……拳をぶつけあうか。

タイガ：そうだな！　ありがとう、静にい！

静瑠：去って行くのを見て、小さくため息をつく。「子供を守るのは、大人の役目だな」と呟つぶやいて、銃のメンテナンスに戻もどろう。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle02◆大だい嫌きらいで大好きで　　　シーンプレイヤー：結




　結とタイガは、ずっと前から一いつ緒しよだった。

　おむすびとかヘンな呼び方をするし、ずっと大嫌いだった。

　ずっとずっと、一緒にいるから。




ＧＭ：では、結とタイガのシーンです。シチュエーションにご希望などあればどうぞ。

結：時系列的には、ブリーフィングのあとがいいですね。基地の屋上とかで、ひとり物思いに沈んでいます。クラスメイトのみんなが来てくれて、気分が上向いた部分はあるけど、心理状態は下降気味で……。

穂乃花：さっきからプレッシャーを感じてるみたいね。

結：やっぱりまだ子供だから怖いし……。それにクラスメイトのみんなを見て、あらためて今回の任務の重さを感じたり。私、タイガみたいに単純になれなくて……。

タイガ：ひどくねっ!?（笑）

結：ていうか、あんたが前向きすぎるのよ！　とにかく私は出撃前に、複雑な心境を抱え込んでるの！

タイガ：じゃあ、落ち込んでるみたいだから、背中をバンと叩たたいて、「おい、おむすび！何、暗い顔をしているんだよ」と声をかけよう。

結：痛いたいってば！

タイガ：オレたちがやるしかないんだから、暗い顔をしていたってしょうがないだろ？

結：あのねぇ！　私は、あんたのことが、大嫌いだったの！

タイガ：突然何だよ!?　幼よう稚ち園えんの頃から、ずっと一緒だったじゃねぇかよ！

結：あんたは、チャラチャラしてるし、ゲームばっかりしてるし、優やさしいお母さんはいるし、友達だっていっぱいいるし……！

タイガ：友達なら、お前にだってたくさんいるじゃねぇかよ。

結：……。そう、かも、しれないけど……。でも、とにかく、あんたのこと、嫌いだったの。

タイガ：……そうかよ。

結：でもね。オトメさんやミツルくんを助けようと必死になってる姿を見て……少しだけ……ほんの３％くらいは、見直した、かも（ぽつり）。

タイガ：そうか。……じゃあオレ、リンケージになれてよかったよ。たった３％でも、お前に認みとめられたんならな！

一同：おおっ!?

タイガ：この戦いが終わったら、[image: 100]％見直させてやるからな！
















　屈くつ託たくなく言うタイガ。

　そういうところが、結は気になったのかもしれない。

　自分にはないものを持っているタイガが、ちょっとだけ羨うらやましかったのだ。




結：……私は、家の都合でリンケージなったけど。考えてみれば、なんのためにがんばってきたのかな……って思ったりしてさ。

タイガ：おう。超がんばってるじゃん。オレもおむすびをそんけーしてるんだぜ。

結：相変わらず軽いのよねぇ。でもさ……。

タイガ：おう。

結：…………タイガのお母さん、取り戻そうね。

タイガ：「もちろんだぜ！　お前のところのご神体もな！」と言って、軽く拳をつきだす。

結：もう、拳をつき合わせるなんてこと、女の子にさせるわけ？（ぷんぷん）

タイガ：え～？　でも、静にいはやってくれたぜ？

結：え？　……じゃ、じゃあ……（おずおずと、拳をつき合わせる）。

穂乃花：微笑ましいシーンね。

結：自分でも不思議な感じだけど……。これで私も気を取り直しました！

ＧＭ：ＯＫ！　では、シーンを終了しましょう。







◆Middle03◆結集、スーパーロボット軍ぐん団だん!!　　　マスターシーン




　決戦の時、迫せまる。

　慌あわただしいフォーチュン命みこと乃の町ちよう支し部ぶの中、リンケージたちは出しゆつ撃げきまで思い思いの時間を過すごす。だが、新たな敵てきが迫っていた。




ＧＭ：では、次のシーン。ここは、マスターシーンになります。

結：ハッ！　穂乃花さんに彼かれ氏しがいるという情じよう報ほうだけ、聞きそびれた！

穂乃花：うふふ♪（笑）

タイガ：何で結をおむすびと呼ぶようになったかも、入れ忘れたな。まぁ、いいか（笑）。

ＧＭ：演えん出しゆつを入れ忘れましたが、ゲンマより「作戦実行は明日、一〇ヒトマル：〇〇マルマル。皆みな、準じゆん備びをすすめてくれたまえ」と伝えられていたことにしてください。




　決戦前夜。

　嵐あらしの前の静けさか、奈落要塞一帯は物音ひとつなく静せい寂じやくに包まれていた。

　夜よ闇やみに抱いだかれてなお、巨きよ大だいな混こん沌とんの塊かたまりであると認にん識しきできるそれは、軋きしむ様に鳴めい動どうを始めた。

　と、要塞のあちらこちらで、紅あかく煌きらめく瞳ひとみが割われるように姿すがたを現あらわしていく。

　その無数の瞳から、髑髏どくろを思わせるメタガイストの群むれが、止とめ処どなく排はい出しゆつされ続けた。




タイガ：うおっ!?　むっちゃ出てきたな！




　支部内に、フォーチュンオペレーターのアナウンスが響ひびき渡わたる。

「緊きん急きゆう警けい報ほう！　敵メタガイスト、大量出しゆつ現げん……！

　[image: 100]……、一万……、───そんな……？

　急速にその数を増ぞう大だいさせています！

　なんて数のメタガイストが……!!」




　地ち球きゆう圏けん全土に展てん開かいされたメタガイストの群れに、フォーチュンのみならず、リンケージたちは対たい応おうを迫られることとなった。

　拡かく大だいする戦線は第三次大戦を闘たたかう戦士たちを勢せい力りよくにかかわらず飲のみ込こみ、敵てき味み方かたの別なく彼かれらへの対応を余よ儀ぎなくされた。この戦いには、地球圏全土のスーパーロボット軍団───いや、パルテアやメタルライヴ───そしてガリスディアを含む異星の戦士たちすらも集結したという。

　それは無む論ろん、〝キミたちも〟だ───！




ＧＭ：この〝キミたちも〟というのは、読者のみなさんのことです。

穂乃花：どこかのシナリオとリンクしているのですね？

ＧＭ：このリプレイには、追加のショートシナリオを掲けい載さいする予定でして、その話とリンクしているのです。

静瑠：なるほど！　読者のみんな、よろしく頼たのんだぞ！




　この特とく異いな事じ態たいを仔し細さいに把は握あくできた者はそう多くない。そのため、後に残された第三次大戦の戦史に、この事件に関する記き述じゆつは驚おどろくほど少ない。




　───しかし陣じん営えいの境さかいを一時奪うばったこの事件は、第三次大戦末期に垣間見えた、終戦への光にも思えた……。




タイガ：うおおお、盛り上がってきたぜ！

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle04◆出撃せよ、ガーディアン!!　　　シーンプレイヤー：穂乃花




　大量に出現したメタガイストとガーディアン軍団たちの戦闘が始まった。

　穂乃花たちフォーチュン命みこと乃の町ちよう支部に緊急の召しよう集しゆうがかかる。

　いよいよ、決戦の時だ。




タイガ：まさにクライマックス、だな！

ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは穂乃花さんですが、全員登場になります。

穂乃花：はい。

ＧＭ：マスターシーンの直後。緊急に開かれたブリーフィングのシーンとなります。

穂乃花：決戦前夜でしたから、アタシはこっそりと恋こい人びとと通信を取り合ってて、寝入りばなだったことにします。《サブパイロット》で取得した猫ねこのミャーさんに、「ほら、穂乃花、急ぐにゃ！」と頭を前まえ脚あしで叩かれながら、出動しましょう。




　奈落要塞の起動に対応を余儀なくされたフォーチュンたち。

　本作戦の要かなめとされるリンケージたちは、命みこと乃の町ちよう支部のハンガーに集合していた。

　集まったメンバーに対して、ゲンマは言う。

「奈落要塞に関しては知ってのとおりだ。事は緊急を要するため、作戦の決行を早める」

　そのゲンマの緊きん張ちようした声からは、状じよう況きようの厳きびしさをうかがうことができた。




ＧＭ：エクストランも「排出される敵は確かく実じつに我われ々われを狙ねらってくるだろう、だが大だい丈じよう夫ぶだ。君たちの勇気があれば、きっと乗のり越こえられる」と言います。

タイガ：頼たよりにしてるぜ！　エクストラン。ミツルと母さんを助け出すぞ！

ＧＭ：と、ここでエクストランはタイガに問いかけます。「タイガ。強しいられたとはいえミツルは君に危害を加えようとした。そんな彼のために君は命がけの戦いに挑めるのか？」

タイガ：エクストラン……相変わらず頭が固いな……。友達のためだろ！　ちっちゃいことにこだわるなよ。「男はでっかく！」ってヤツさ。

結：単純ねぇ～。

ＧＭ：「…………質問に答えてくれてありがとう」

タイガ：変なヤツだな（笑）。

ＧＭ：ゲンマは、再さい度ど作戦を言い渡わたします。「───と、いうわけで、穂乃花君によるアビスバリア探たん知ち、タイガ君と結による排はい出しゆつ口こう付近でのフィールド展開作業に際さいし、敵メタガイストへの対応が必要となる。これに、静瑠君に当たってもらうという作戦だ」

穂乃花：はい。

ＧＭ：ゲンマが「作戦に、大きな変へん更こうはない。君たちの輸ゆ送そうには、アーマメンツのふたりに助じよ力りよくいただく。よいね？」と言うと、エグゼドリラーとウィングエックスがそれぞれ、「もちろんだぜっ！」「了解ラージヤー！」と応こたえます。

タイガ：頼んだぜ、兄弟！

ＧＭ：エグゼドリラーとウィングエックスは、ビシッとタイガに敬けい礼れいします。

タイガ：いいなぁ、いい兄あに貴き分ぶんだ（笑）。

ＧＭ：ゲンマは「作戦実行は〇二マルフタ：〇〇マルマル、早さつ急きゆうに出撃準備を開始してくれたまえ。───頼んだぞ、地球の命運は、君たちにかかっている……！」と言います。

静瑠：任にん務む了解。

穂乃花：分かりました。すぐに、フラガラッハに搭とう乗じようします。

ＧＭ：「……みな、いい顔になったな」

タイガ：へへっ！　オレたちに任まかせておいてくれ！

穂乃花：戦っているのは、あたしたちだけではありません。今こうしている間にも、世界各地でメタガイストとの戦いは勃ぼつ発ぱつしているのですから、弱音を吐はいていられませんね。

結：そうね。でも、タイガも無理しないでね。

タイガ：心配すんなって！

ＧＭ：では、出撃準備に移ったところで、シーンを終了します。







◆Middle05◆突とつ入にゆう、奈落要塞！　　　シーンプレイヤー：静瑠




　無数の敵と、それを押おさえるためにやってきたガーディアンたち。

　奈落要塞を中心に激はげしい戦いが繰くり広ひろげられている。

　静瑠たちが突入するための突とつ破ぱ口こうが広がりつつあった。




ＧＭ：では、次のシーン。シーンプレイヤーは静瑠ですが、全員登場になります。

静瑠：はい。

ＧＭ：奈落要塞を攻こう略りやくし、内部へ突入するシーンになります。フォーチュンは全世界的に対応を余儀なくされていますが……近きん隣りんのリンケージたちが人員を割さいてアシストをしてくれたおかげで、みなさんは奈落要塞の近くまで来ることができました。

静瑠：すまないな。

ＧＭ：「健けん闘とうを祈いのります！」と通信したあと、彼らは排出され続けるメタガイストの対応へと戻っていきます。

静瑠：そちらも。……危あぶなくなったら、退たい避ひしてくれ。

タイガ：心配いらないって。あとはオレたちに任せてくれよな！

ＧＭ：「ああ。……がんばれよ！」




　絶たえ間まなくメタガイストの排出を続ける奈落要塞の〝目〟───。

　その〝角かく膜まく〟に相当すると思われる場所に混沌を収しゆう束そくさせながら、メタガイストが出現していく。

　どうやらこの〝目〟が、アビスバリアの層そうの薄うすい部位と合がつ致ちしていたようだ。




一同：おおっ!?

ＧＭ：というわけで、穂乃花さんには、アビスフィールドの脆ぜい弱じやく箇か所しよを神しん霊れいに探知させる判はん定ていをしていただきます。

穂乃花：はい。

ＧＭ：【知覚】判定で、目もく標ひよう値ちは12。これは、情報収しゆう集しゆう判定として扱あつかいます。

穂乃花：情報収集判定扱いですか。嬉うれしいですね。

結：あ、ＧＭ。ここで《カーテンライズ》を使用してライブモードにしていいですか？

ＧＭ：はい、カードで支援できますものね。なお、ここで失敗しても、シナリオ進行に支し障しようはありません。ただし、クライマックスでの戦闘が厳しくなると思ってください。なお、これも諸々の手順を簡略化した今回のセッションのオリジナルルールです。

穂乃花：了解しました。《語りかける声》を使います。６以上で成功。（ダイスを振ふる）５。失敗……。

ＧＭ：おや。

穂乃花：ここは、《契けい約やく神霊：光》で振り直します。

結：穂乃花さん、がんばって！　と熱狂カードを渡します！

穂乃花：ええ。（ダイスを振る）８。14で、成功です。

ＧＭ：では、穂乃花は中でもバリアのひときわ脆弱な〝目〟を感知することができました。

穂乃花：ウィークポイントは、あそこです！




　アビスバリアの薄い箇所に取り付いたことで、結はより鮮せん明めいに〝星のカケラ〟を感じ取れるようになっていた。




タイガ：どうだ、おむすび？

結：何だかすごくよくわかってきた！（笑）　タイガには、わからない？

タイガ：え、ええと……わかる、かも？（笑）




　ライブはしっとりとしたバラード調の曲に。今ならば結のその唄うたを星のカケラに響ひびかせ〝調ちよう律りつ〟を行なうことで、タイガと星のカケラを同調させることができるだろう。




ＧＭ：結には、マザーとの同調の判定をしてもらいましょう。【意志】判定で、目標値は12です。

結：精せい神しんを集中させる！　（ダイスを振る）13で成功！　「唄うた守もりも、分かるって言ってる！」

ＧＭ：結と星のカケラの波動がピッタリと合いました。そして、タイガの波長とも合わせることができました。

結：タイガ、私と呼こ吸きゆうを合わせて！

タイガ：お、おう！　よくわかんねーけど、合わせてみる！

静瑠：よくわからないが、合わせてしまう。それがタイガくんの力だな（笑）。

ＧＭ：ＡＬＴＩＭＡアルテイマの鳴動は一いつ致ちしました。おふたりに熱狂カードを。




　だが、フォーチュンの作さく戦せんに気付いたのか、他の〝目〟からもメタガイストたちが群れをなして強きよう襲しゆうした。唄守は曲を激しく転調させる。




ＧＭ：静瑠には、メタガイストへの攻こう撃げきを行なってもらいます。【砲ほう撃げき値】判定で、目標値は35です。

静瑠：26あるから、９以上で成功か。（ダイスを振る）４で失敗。《ブロウビート》で振り直し。（ダイスを振る）８。《創そう意い工く夫ふう》を使って、達成値36で成功。スナイパーライフルの照しよう準じゆんを合わせて、引き金を引く。外したかと見せかけて、跳ちよう弾だんとかで、打ち落とす感じ。

ＧＭ：では、メタガイストは、静瑠に阻はばまれ、タイガたちを襲しゆう撃げきできませんでした。

タイガ：サンキュー！　静にい！　熱狂カードを渡すぜ！

静瑠：親指を立てて応えよう。「さぁ、行け」




　二体の守護神ガーデイアンによる防ぼう塞さいに抱かれ、結は調律を続ける。

　その唄はやがてこの空くう域いきに───奈落要塞内部にまで響きわたった。




ＧＭ：エクストランが「今だ！　タイガ!!」と。

タイガ：おう！

ＧＭ：タイガは、対アビスフィールドを展開してもらいます。これは少々難むずかしくて、【意志】判定で、目標値は12です。

タイガ：【意志】判定で、目標値が12かぁ……。【意志】は４しかないぞ。

穂乃花：一度失敗したとしても、みんなが振り直し特とく技ぎを使ってサポートしますし、熱狂カードもありますから、気負わずに。

タイガ：８以上で成功か。「行くぜ、男気全開！」　（ダイスを振る）３。失敗。男気全然なかった（一同爆笑）。

結：《リトライ》！　「タイガ、私と呼吸を合わせて！　そうすれば、できるから！」

タイガ：サンキュー、おむすび！

結：だから、おむすびはやめてって言ってるでしょ!?

タイガ：いつもの調子に戻ったみたいじゃねぇか。

結：顔が真っ赤になります（笑）。

タイガ：（ダイスを振る）……５。３点足りない……！

穂乃花：《ブロウビート》。「お母さんのことで、無む意い識しきに焦あせりが生じているのでしょう。落ち着いて。タイガくんならば、できます」

タイガ：き、緊張するな、オレ。（ダイスを振る）やった、出た！　成功した！（一同拍はく手しゆ）

穂乃花：静にいの攻撃から始まって、綺き麗れいにひとりずつ言葉をもらいましたね（笑）。

タイガ：ああ。みんなの思い、無む駄だにはしない！　行っけぇ！




　タイガの対アビスフィールドが展開するのと同時に、奈落要塞中心部に拘こう束そくされていた星のカケラからも対アビスフィールドが展開。

　双そう方ほうからのフィールドの共きよう振しんは、〝目〟のひとつに亀き裂れつを加えた。

　突入のチャンスは、今しかない。




ＧＭ：瞳のようなものがパクリと開き、血のようなものがドロドロと流れ落ちています。

一同：うわあ……。

タイガ：気持ちわりぃな。だけど、こんなところで怯ひるむかよ！

穂乃花：行くしか、ありませんね。

タイガ：当然！　ここで退ひいたら男がすたるぜ！　行くぞみんな！

一同：おおっ!!

ＧＭ：では、みなさんが突入したところで、シーンを終了します。




　エクスタイガーを先頭に、奈落要塞深部へとガーディアンたちが突入していく。

　その先に何が待ち受けているのか？

　果たして、タイガたちは勝利を摑つかむことができるのか？







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆黙もく示し録ろくの戦たたかい　　　シーンプレイヤー：タイガ




　亀き裂れつに飛び込んだ一行は、奈な落らく要よう塞さいの中心へと進んだ。

　星のカケラと共鳴しているタイガと結むすびは、不思議と要塞の構こう造ぞうが理り解かいできたため、さして苦労せずに中央ブロックに到とう達たつすることができた。

　そこで待っていたものは……。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入りましょう。このキャンペーンの最終決戦となります。がんばっていきましょう。

一同：はーい！

タイガ：腕うでがなるぜ！

ＧＭ：亀裂に飛び込んだみなさんは、内部に巣すくう奈落獣などをなんなく回かい避ひし、複ふく雑ざつな要塞内部を踏とう破は。中央ブロックに到達しました。

静しず瑠る：早っ！

ＧＭ：はっはっは。星のカケラが結とタイガを最短距離で導みちびいてくれたわけです。

結：なるほど。で、この奈落要塞の中央ブロックはどんな感じなんですか？




　奈落要塞中心。そこは小川がせせらぎ、木立のなかで鳥がさえずる空間があった。

　その様子は天あま金がね山の谷で〝星のカケラ〟が生み出した見慣れぬ自然の姿すがたを彷ほう彿ふつとさせる。

　この清せい浄じような光景に似に合あわぬ存そん在ざいがあった。黒い髑髏どくろを持つ機械生命体だ。

　中央ブロックの奥おくにゆらゆらと、それは浮うかんでいた。

　──オメガアブソウブ。

　その腹はらには、ミツルが未いまだ埋め込まれている。

　背後には星のカケラが拘束され、その傍かたわらにオトメが奈落の触しよく手しゆで磔はりつけとされていた。




タイガ：ミツル！　母さん！

ＧＭ：ミツルもオトメも意い識しきを失っているのか、返事をしません。

タイガ：くっそお……！

ＧＭ：オメガアブソウブは「よう、来たな？　勇者ども」と言います。「あの時の復ふく讐しゆうをたっぷりさせてもらうぜ。何しろ俺おれは、このガキの生み出した極大のアビスゲートと、マザーストーンが生み出す無む限げんの生命を手にしているからな!!」

穂ほ乃の花か：……つまり、ミツルくんと、マザーストーンを引きはがせば、あなたは無力になる、というわけですね？

ＧＭ：「……………ん？」

タイガ：聞こえなかったフリしたぞ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「だからどうした。刮かつ目もくせよ───!!　コレが神の力を手にした、ゴッドアブソウブオメガの誕たん生じようであるっっ!!」




　星のカケラが極大に輝かがやきを放ち、そこから新たなる命───幼おさなき機械生命体が無数に生み出された。同時に、オメガアブソウブから流れ出した闇やみ……〝アビス〟が機械生命体たちを飲み込むと、一息にオメガアブソウブの似姿───メタガイストへと成長を果たした。

　そのメタガイストたちを贄にえとし、受肉し、腹に星のカケラとミツルたちを抱かかえたまま、オメガアブソウブは生まれ変わる。

　その名は───ゴッドアブソウブオメガ。

　漆しつ黒こくの巨きよ体たいと死し霊りようのごとき不ふ吉きつなシルエットを持つ、禍まが々まがしい機械神の新生だった。




タイガ：ミツルと母さんが取り込まれちまった。なんとか助け出さないと！

静瑠：しかし、どうやって助ける？

結：そ、それは……。

ＧＭ：そのあたりは、戦せん闘とうセッティングも含ふくめて解かい説せつしましょう。（マップにコマを配置しながら。ゴッドアブソウブオメガ戦第一ラウンドのマップ参照）この戦闘では奈落獣バッヘルベル２体、オメガの量産型でモブのアルファアブソウブが７体、最後にゴッドアブソウブオメガが存在します。

穂乃花：戦闘勝利条じよう件けんは？

ＧＭ：《ＢＯＳＳ属性》を持つゴッドアブソウブオメガを倒たおすことです。ですがゴッドアブソウブオメガを倒すと、取り込まれたミツルとオトメと星のカケラが死し亡ぼうします。

タイガ：そうなるよなぁ……。

ＧＭ：敵に取り込まれた星のカケラを助けるには、《ジークフリート》が必要です。同様の状態のミツルとオトメは《ジークフリート》または回かい復ふく系けいの加か護ごでそれぞれ被害を防げます。

タイガ：《ジークフリート》、大だい活かつ躍やくだな。

ＧＭ：さらにミツルとオトメに関しては、救出系の特とく技ぎでも助けることができますよ。

穂乃花：加護だけで全員に対たい応おうしようとすると、回復系の加護が３個必要ね。

ＧＭ：はい。なお、現在ゴッドアブソウブオメガは、星のカケラの意識を奪い、力を引き出しています。戦闘中に星のカケラを覚かく醒せいさせると、ある程度敵を弱体化できます。

静瑠：ほう。どうやって覚醒させるんだ？

ＧＭ：歌判はん定ていで処しよ理りします。ぶっちゃけ結と唄守の見せ場ですね。

結：責任重大ね。ちなみにどれぐらい弱体化するの？

ＧＭ：具体的には、加護の数が三つ減へり、ＦＰの回復や増ぞう援えんを召しよう喚かんする特技が弱体化します。

タイガ：増ぞう殖しよくしてくるのか！　これは弱体化させないと、戦いが辛つらそうだ！

ＧＭ：今回は[image: 120]点ほどダメージを与あたえないと歌判定ができません。ゴッドアブソウブオメガの因子変動のフィールドが歌の効こう果かを弾はじくのです。

[image: ]

結：段だん階かいを踏ふまないと倒せないか……。面めん倒どうな敵てきね！

穂乃花：これは、作戦を練っておきたいですね。

ＧＭ：もちろん、相談してかまいませんよ。

タイガ：《オリハルコンアサルト》と《ジークフリート》を使えば、母さんとミツルを助けることはできる。




　ここでプレイヤーたちは作戦会議を行うことに……。




ＧＭ：方針は決まりました？

穂乃花：ええ。あたしは目の前の敵の露つゆ払はらいとタイガくんのカバー、静瑠さんは遠方にいる敵の妨ぼう害がい、結さんには星のカケラを覚醒してもらい、タイガくんはボスを倒してスピカさんたちの救出をお願いしましょう。「未来を切り開くのは、若わかい人の役やく割わりです」

静瑠：キミも十分に若いだろう！（一同爆笑）

ＧＭ：それでは、方針が決まったところで、戦闘ラウンドに移うつりましょう。




●第一ラウンド

▼行動値

静瑠　　　　　　　　　　　26

穂乃花　　　　　　　　　　23

ゴッドアブソウブオメガ　　20

タイガ　　　　　　　　　　18

結　　　　　　　　　　　　16

アルファアブソウブＡ～Ｇ　15

奈落獣バッヘルベルＡ、Ｂ　10
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　最終決戦が始まった。セットアッププロセスでは、まず結が《カーテンライズ》を使用。先のシーンから引き続いてのライブモードに合わせて熱唱を演出。慣なれたもので、他のＰＣたちも彼女のライブパフォーマンスに、熱ねつ狂きようカードを次々と活かつ性せい化かさせていく。

　続いて穂乃花が《攻こう撃げき誘ゆう導どう》。ゴッドアブソウブオメガを挑ちよう発はつする。これは《ＢＯＳＳ属ぞく性せい》で打ち消されたものの、機械神はＦＰ５点を失った。

　一方、ゴッドアブソウブオメガが、ＰＣのいるＤ５を中心に２スクウェア分が対象となるオリジナルエネミー特技《神威かむい・結》を使用。クリンナッププロセスに対象範囲内にとどまっていると、５Ｄ６＋50の〈光〉ダメージが行くという時じ限げん式しきの範はん囲い攻撃であった。

　最後にタイガが《フルパワーアタック》を宣せん言げん。メインプロセスの攻撃の際さいのダメージに２Ｄ６＋５している。なお、この特技を使用したことで彼の【行動値】は０となった。




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスとなります。

静瑠：はい。《ブラインドスモーク》＋《ブラインドスモークⅡ》＋《エリアワイドスモーク》を使用。弾だん丸がんを１発使用して……Ｃ２を中心に放ちます。

ＧＭ：この完全遮しや蔽へいは本当に面倒なんですよね……。

静瑠：これでバッヘルベルＡとアルファアブソウブＦの視界がふさがれたはず。

ＧＭ：だがめげない。ゴッドアブソウブオメガは《瞬しゆん発ぱつ行動Ｉ》で、メインプロセスを行ないます。ムーブアクションは《空間移い動どう》で、Ｂ５に移動。

結：前に出てきた！

ＧＭ：メジャーアクションは、範囲２（選せん択たく）を対象にした攻撃《神威》を使用。対象はＥ５でＰＣ全員が入ります。（ダイスを振ふる）出目が悪い！　命中の達成値23。……《バルドル》を使用して達成値を＋20し、43にします。ゴッドアブソウブオメガから声が響き渡ります。「参るぞ、人の子よ」（神々しく）

タイガ：ちょ、キャラがぜんぜんちげえええええええ!?（一同爆笑）

穂乃花：何を言いだしたんでしょう、このひとは（笑）。

ＧＭ：神ですから（笑）。種別も〝邪神〟に変わってます。ともあれ、攻撃行きますよ！




　ここで静瑠が《オーディン》を使用、《バルドル》を打ち消し回避の可か能のう性せいを残す。

　必死に回避に挑いどんだ結果。静瑠のみ命中し、他の三人は回避成功という結果になった。

　ゴッドアブソウブオメガはこれに《トール》を使用、[image: 103]点の〈神〉ダメージを与え、早くも静瑠はブレイクしてしまう。




結：静瑠さん!!

静瑠：「俺のことは気にするな！　みんな自分のなすべきことをなせ」

結：カッコイイ！　熱狂カードです！

ＧＭ：さて、他にイニシアチブプロセスでなにかする人は？

タイガ：オレがやるぜ！　エグゼドリラー、ウィングエックスに語りかける。お前たちの力、俺たちに貸かしてくれないか？

ＧＭ：「もちろんです。……久ひさ々びさの合体ですね、兄さん」「そうだな、弟よ！」

穂乃花：兄弟仲いいですね。

ＧＭ：「タイガ、合体だ！　エグゼクスフォーメーションと叫さけべ！」とエクストラン。

タイガ：おう！　いくぜ！　エグゼクスッ、フォォォォォォメィションッッ!!

ＧＭ：では、機体が浮かび上がったあと、まずウィングが背せ中なかに装そう着ちやくされ、ドリラーが分ぶん解かいされて、身体の各所に装着されます。そして合体が完了し……。

タイガ：これが、キングエクスタイガーエグゼクスだ！　みんなの力が、みなぎってくるぜ！　負ける気がしねぇぜっ！　……これで、飛行状じよう態たいになって、移動力、攻撃、回避、防ぼう壁へき、ダメージが上がった！




　次は、静瑠のメインプロセス。彼はアステリオンをＥ５に前進させた。そして、結の《アタックエクステンション》による支し援えんを受け、ワイヤーによる範囲攻撃を敢かん行こうした。命中判定でクリティカルも出し、その結果49点の〈殴〉ダメージをゴッドアブソウブオメガとアルファアブソウブＡ～Ｅに叩き込み、さらにそれぞれに［放心］を与えている。

　張り巡らせたワイヤーに転倒した機械生命体たちは、虚をつかれたように戸惑っている。




タイガ：［放心］がいったのは地味に大きい。さすがだぜ、静にい！

静瑠：あとは好きにやれ。タイガや結の道を開くための支援は任まかせろ。




　──と、続くイニシアチブプロセスで、静瑠は《ブラインドスモーク》＋《ブラインドスモークⅡ》＋《エリアワイドスモーク》。今度は、Ｃ８を中心に煙えん幕まくを張はった。

　これでバッヘルベルＢとアルファアブソウブＧの視界を封ふうじられたことになる。

　いぶし銀の働きとロールプレイに、静瑠へ熱狂カードが殺さつ到とうする。

　次のイニシアチブプロセスで穂乃花が《アカラナータ》を使用し、ゴッドアブソウブオメガおよびアルファアブソウブＡ～Ｅに〈神〉57ダメージを与える。

　タイガは《攻撃専せん念ねん》。【回避値】と【防壁値】をマイナス２し、ダメージを＋３した。

　そして、穂乃花のイニシアチブプロセス。その場にとどまりミスティックブレードで攻撃を敢行する。これを静瑠が《ネルガル》で範囲を拡かく大だいし、ゴッドアブソウブオメガおよびアルファアブソウブＡ～Ｅが対象となった。さらに命中判定の際、穂乃花が《サブパイロット》を使用することでクリティカルが発生！

　ここで穂乃花の特技《ヴォルテクスマッシャー》の効果が発動した。モブへクリティカルでの命中が発生した際、１点以上のダメージがいけば、そのモブを倒せるというものだ。

　その結果、アルファアブソウブＡ～Ｅが全ぜん滅めつしたのである。

　なお、この穂乃花の一連の活かつ躍やくにより、熱狂カードが飛び交ったのは言うまでもない。




タイガ：すっげぇ──っ!!

ＧＭ：あ、この攻撃でゴッドアブソウブオメガに、[image: 120]点以上のダメージが通りましたので、以後星のカケラに対する歌判定ができるようになります。

結：やった！　ヤツの因子変動フィールドが消えてる。これで私の歌が星のカケラに届とどくようになったわ！




　続くイニシアチブプロセスで、静瑠が《キープオフ》を使用。Ｂ３のスクウェアを制せい圧あつし、敵の行動を制せい約やくする。

　さらに、タイガが《攻撃専念》の二回目を行い、ダメージを＋３した。




ＧＭ：で、次のイニシアチブプロセスですが……。

結：私が歌判定で、ゴッドアブソウブオメガのもとにある星のカケラを覚醒させます。




　ステージの上の結は厳おごそかに歌い始めた。

　彼女の歌声は、この要塞の中央ブロックを圧あつするように、高く低く響ひびく。

　そこに込められた思いは強く、猛たけりくるう奈落獣すら一時戦いを忘わすれて耳をそばだてるほどの力が宿やどっていた。




ＧＭ：歌判定は、【意い志し】の判定で、目もく標ひよう値ちは13です。

結：【意志】は５。星のカケラに思いを伝えようと頑がん張ばります……。（ダイスを振る）ああっ、達成値11です！

タイガ：２差なら、みんなで熱狂カードを使おうぜ！　ひとり１枚昇しよう華かすれば４枚で、３で割わって端は数すう切り上げだからぴったりだろ！

一同：熱狂カード昇華！

結：みんなの熱い思いを星のカケラに伝えます!!　……達成値が13になって成功！

ＧＭ：一発で成功されたぁっ!?　では、結の歌に、星のカケラが共鳴します……。




　突とつ然ぜん、星のカケラから歌が響き始めた。それは結の歌声と重なり合い、見事なハーモニーを奏かなでていき……戦場に響ひびき渡わたるのだった。




静瑠：上出来だ。結くんに熱狂カードを！

結：ありがとうございます！

ＧＭ：覚醒した星のカケラは、タイガたちを勇気づけるように、結とともに歌い続けます。一方、ゴッドアブソウブオメガは「よい、赦ゆるそう。些さ事じである。だがもう遅おそい。私は既すでに神へと成ったのだ」とうそぶきます。

タイガ：はっ、強がりかよ！　いいぜ、どんどんお前からオレたちの大事なものを取り戻してやる！

ＧＭ：おっいい演えん技ぎ。「戯言よ」とさらにうそぶきつつ、タイガに熱狂カードを！　……と、ここで皆みなさん難なん易い度ど15の知覚判定をしてください。

穂乃花：なんなの？




　この判定には、《創そう意い工く夫ふう》を用いた静瑠のみが成功した。

　彼は、星のカケラがささやいた微び弱じやくなテレパシーを理解した。なんと、ゴッドオメガアブソウブはオリジナル特技《我ワレ流転ルテンノ末スエニ再誕サイタンセリ》を隠かくし持っているというのだ。

　この《我レ流転ノ末ニ再誕セリ》の効果は次のとおり。

　死亡時に使用する。死亡状態から回復し、ＦＰは[image: 120]となる。さらに未行動となり、このラウンドの間【行動値】が０となる。１シナリオに１回使用可か能のう、というものだ。




結：なるほど。こんな特技を持っていたのね。本当にしつこいヤツ。

タイガ：とにかくゴッドアブソウブオメガを、二回倒さないといけないんだな。最初は思いっきり、全力ダメージをぶち込んでやるぜ。

ＧＭ：さて、星のカケラとのリンクが切れたことにより、ゴッドアブソウブオメガの加護が３個減りました。

穂乃花：ナイス！　これで少し楽になったかな。

タイガ：よし、あとは母さんとミツルを助けるだけだ！

結：うん！　あ、なら私のメインプロセスは待機にします。二回殴らないと倒せないなら、タイガに《ボルテージアップ》で再さい行こう動どうさせたほうがいいだろうし。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かいです。




　続く、イニシアチブプロセスで静瑠が《キープオフ》を使用。Ｂ８のスクウェアを制圧。

　さらにタイガが、三回目の《攻撃専念》を使用した。




ＧＭ：ゴッドアブソウブオメガの番ですね。ムーブアクションは《空間移動》で、Ｃ５に移動。「此これは応ほう報ほうなり」と、メジャーアクションでオリジナルエネミー特技《奈落因果地平・終しゆう》による射しや撃げき攻撃。ここで《ネルガル》を使って、全員を対象にしよう！

一同：きたぁ────!!




　空間自体を歪ゆがめる、敵の大だい規き模ぼ攻撃が炸さく裂れつ。さらに命中判定に《ヘイムダル》が使われるが、これは穂乃花が《オーディン》で打ち消す。それにゴッドアブソウブオメガは、《オーディン》を合わせて相そう殺さいしようとするが、静瑠が《ブラギ》で《オーディン》を復ふつ活かつさせ、なんとか《ヘイムダル》を封ふう殺さつすることに成功。

　最終的に命中の達成値は23となり、これをタイガはクリティカルで回避したものの、《エーギル》で強ごう引いんに命中とさせられてしまう。

　そこを救ったのが、穂乃花。《カバーアシスト》でタイガのダメージを引き受ける。




タイガ：穂乃ちゃん、大だい丈じよう夫ぶなのか!?

穂乃花：あなたを無む傷きずで送り出すことが、あたしの役目！　だから、タイガくんは、ゴッドアブソウブオメガを倒すことだけ考えて！

一同：かっこい────っ!!




　穂乃花の熱いロールプレイに、熱狂カードが乱らん舞ぶし盛り上がる一同。

　だが、最終的には結も回避に失敗し、ゴッドアブソウブオメガが《ヘル》を使用したこともあり、91点の〈神〉ダメージと［マヒ］がふたりに浴びせられた。

　空間をねじ切るような漆黒の破は壊かいの嵐あらしが吹ふき荒あれる。

　衝しよう撃げきを浴びた唄うた守もりとフラガラッハの機体が軋きしみ「あわや分解」かと思われたが……。




結：残りＦＰが３点。耐たえました！　まだ立っています！

穂乃花：こちらは残りＦＰが６点。ギリギリ耐えました。

ＧＭ：［マヒ］を与えられたとはいえ……どっちも倒せなかった、ですと!?　火力不足を感じるとは……！　ええいっ！　次はアルファアブソウブたちの攻撃だ！




　アルファアブソウブＦが目ま映ばゆい光線──デーモンレイをタイガと穂乃花に見み舞まう。

　しかし、穂乃花は《きらめきの壁》により、対象を自分のみに変へん更こうし、そのうえで回避しきってしまった。

　さらにアルファアブソウブＧも、ふたりにデーモンレイを放つ。しかしこれさえも、穂乃花はフラガラッハの身を躍おどらせ、キングエクスタイガーエグゼクスをかばう。さすがに無傷とはいかず、穂乃花はブレイクに追おい込こまれたものの、この攻撃を凌しのぎきった。




タイガ：ふぅ。なんとか耐えた！

ＧＭ：まだまだ！　次のイニシアチブプロセスで、ゴッドアブソウブオメガが《アカラナータ》。Ｄ５を中心に放ちます。「失せよ、奈落の因果地平の彼方へと……」

一同：ええぇぇぇぇ───っ!?




　さらなる時じ空くう震しん───34点の〈神〉ダメージが、キングエクスタイガーエグゼクス、フラガラッハ、アステリオンを襲おそう。

　が、タイガはＦＰ54点でなんとか生き残り、静瑠は一いつ旦たんＦＰ０になったものの《気合と根こん性じよう》を使用してＦＰ１点で復活。穂乃花は《イドゥン》で復活。三者ともに生き残る。

　結の《クイックリペア》によるタイガへの回復（ＦＰ31点回復）をはさみ、さらにゴッドアブソウブオメガの攻撃が静瑠に迫せまる。

　《ニョルド》の51点の〈神〉ダメージがアステリオンを襲う。だが、これを結が《イドゥン》を使用。結果として、空間のゆがみに存在を消失しかけたアステリオンは、かろうじて地をふみしめ戦線にとどまることができたのだった。




静瑠：まだ立っていられるとはな。ありがとう、結くん。……行くぞ、アステリオン！　みんなを、まだまだ守るぞ！　ここが防衛隊魂の見せどころだ！

ＧＭ：では、この戦況など知るはずもない要師団長が、暗い司令室でひとり何かを感じたのか、ふいにつぶやきます。「頼むぞ静瑠くん。子供たちを守ってやってくれ……」

タイガ：いい人だな師団長……。なんかがんばらなきゃって、改めて実感するぜ！

ＧＭ：では、奈落獣バッヘルベルＢのメインプロセス。Ｂ７へ全力移動しました。

タイガ：やっと俺の番だ！　……よーし、まずは一回ゴッドアブソウブオメガのヤツをぶっとばすぜ。と、本ほん格かく的てきな攻撃の前に《ニョルド》！　《パニッシャー》があるから、ダメージが＋４Ｄ＋72点だ。

結：「ここが踏ん張りどころよ！」

タイガ：分かってるエグゼドリラーとウィングエックスの兄弟たちの攻撃力アップ効果も乗って、22Ｄ＋72点だ。（ダイスを振る）……出目が89。[image: 161]点の〈神〉ダメージ！

静瑠：《ニョルド》とは思えないダメージだ!?

ＧＭ：だが、まだゴッドアブソウブオメガは倒れない。「矮わい小しようなる生命たちよ、生命の定てい義ぎすら我われのもとに有ると謂いう事を知れ！」では、タイガのメインプロセスですね。

タイガ：「お前だけは絶ぜつ対たいに許ゆるさない！」まず任にん意いブレイク！　ムーブアクションで、ゴッドアブソウブオメガのマスに移動。マイナーアクションで《マルチスタック》を使用し、《戦せん鬼き咆ほう哮こう》と《ホールドトルネードⅡ》を宣言。これで、ダメージを上げた上に、攻撃がクリティカルに。メジャーアクションは《ディメンジョンスラッシュ》！

ＧＭ：《ディメンジョンスラッシュ》の代だい償しようはどれを使いますか？

タイガ：《トール》を代償にする。（ダイスを振る）出目は８だが、《ホールドトルネードⅡ》でクリティカルになっているから問題なし。

ＧＭ：クリティカル以外では避さけられません。（ダイスを振る）出目が６で失敗。

結：《トール》。を使用、「唄守、タイガにこの歌を届けて！」と言って、唄守でエクスタイガーを活性化します。（ダイスを振る）ダメージに35点上乗する！

タイガ：おむすびの力、たしかに受け取ったぜ！　《アタックブースター》＋《アタックブースターⅡ》を宣言。支援や自分の特技を足したら、ダメージダイスが47Ｄ＋[image: 186]になったぞ。（ダイスを振る）出目が[image: 181]。……[image: 367]点の〈神〉ダメージだ！

ＧＭ：……さ、さすがに、耐えられません！

静瑠：……ここはお約束だな。やったか!?

ＧＭ：お約束、ありがとうございます！（笑）　空間すら切り裂さくキングエクスタイガーエグゼクスの一いち撃げきに、ゴッドアブソウブオメガは両りよう断だんされたかに見えたが。……しかし、「流転せよ」とのつぶやきが虚こ空くうに響きます。《我レ流転ノ末ニ再誕セリ》が発動しました。

穂乃花：切り札がきられたわけね……。




　分ぶん断だんされた機械神の身体が、時計が逆ぎやく戻もどしになるがごとく、元通りになっていく。

　そして響くゴッドアブソウブオメガの怒いかりの声。

「愚おろか者ものどもめ！　神しん罰ばつを受けよ！」




ＧＭ：復活したゴッドアブソウブオメガが、【行動値】０でメインプロセスを行ないます。オリジナルエネミー特技《奈落因果地平・崩ほう》をメジャーアクションで使用。自身を中心とした範囲７（選択）の白兵攻撃です。

一同：ああああああぁぁぁっ!!




　機械の邪じや神しんを中心に漆しつ黒こくの球体が出しゆつ現げん！

　それはすべてを飲み込むブラックホールのように、タイガたちを包つつみ込こむ。

　しかし、これまでの戦いを乗り越えてきた勇者たちの勇気は、伊だ達てではなかった。

　勝利の鍵かぎを握にぎるタイガを護まもるべく、結が唄守で彼を《カバーアシスト》。ブレイクでかろうじて生き残る。さらに結は、《魂たましいの癒し手Ⅲ》で静瑠の《気合いと根性》を復活。静瑠はこれを使用し、ＦＰ１で生き残る。

　穂乃花は回避の判定直前に《レムリアンアーツ》でクリティカル値９に。判定の結果は、ダイス目３と４でクリティカルしなかったが、３の目を《神しん霊れいの導き》で６に。強引にクリティカル回避の結果を導みちびき出だし、漆黒の球体から逃のがれ出ていた。

　そう。満まん身しん創そう痍いながら、彼らは全員───戦場に立ち続けていた！




結：よし！　今がチャンスよ！　最高の歌声とともに、《ボルテージアップ》を使用。タイガ、救出系特技《オリハルコンアサルト》で、大切な人を取り戻しなさい。

タイガ：サンキュー、結！

結：は、初めて名前で呼んでくれた!?　ちょ、ちょっと感動！

静瑠＆穂乃花：おおおおお────っ!!（拍はく手しゆしつつ、熱狂カードをふたりへ）

ＧＭ：では、ここでエクストランがタイガに語りかけてくる。「タイガ、キミに話したいことがある」

タイガ：こんな時にどうしたんだよ、改まって。

ＧＭ：「私は人間の生活をキミと融合することによって体験し、分かったのだ」

タイガ：何が分かったっていうんだ？

ＧＭ：「人の心を学ぼうとした星のカケラの気持ちが、だ……」




　その時、キングエクスタイガーエグゼクスは、ほのかなＡＬ粒子の輝きに包まれていた。




ＧＭ：「タイガ、キミのことが最初は分からなかったし、今も分からないことが多い……」

タイガ：そうか。オレもお前のことが分からねぇよ。頭は固いし、いつまでも小さい、小さいって言いやがって（笑）。

ＧＭ：「……確かに（笑）。だが、友や母──大切な人のために戦うタイガの姿を見て分かった。敵に回った友に手をさしのべる姿を見て理解したのだ」

タイガ：…………。

ＧＭ：「キミの勇気は本当に大きい！　小さいなどと言ったことを訂正する。キミこそが勇者。それも……」




　「───宇宙一大きな勇者だ！」




静瑠：エクストランがタイガの大きさを認みとめた！

タイガ：へ、泣かせること言いやがって……。いつものヤツ行くぜ、相あい棒ぼう！

ＧＭ：「了解だ、タイガ！」




　それは邪じや悪あくな機械生命体から、大切な者を救う誓ちかいの言葉。




　そして、今放たれるは、最後の一撃───。

　星の彼方から来た機械生命体と、地球の少年が心を通わせ───叫んだ！

























タイガ：マイナーアクションで《戦鬼咆哮》、メジャーアクションで救出特技の《オリハルコンアサルト》!!　いっけぇぇぇぇっ!!（ダイスを振る）　……ダイス目８で達成値26。

ＧＭ：回避判定───っ!!　……（ダイスを振る）ダイス目11で達成値22。失敗！

タイガ：ダメージ直前に《アタックブースター》＋《アタックブースターⅡ》で＋５Ｄ６するぜ！

結：これで決めてぇ────っ!!　とシャウトします。タイガ熱狂カードは全部使って。

タイガ：あったり前よ！　（これまでたまった熱狂カードをかき集め）さらにダメージに＋25して……ダメージロールは〈殴〉25Ｄ６＋[image: 157]だっ！

穂乃花：とんでもないダメージね。

タイガ：（ダイスを振る）87。〈殴〉の[image: 234]点ダメージ!!

ＧＭ：[image: 234]点ダメージ!?　ダメだＦＰマイナス[image: 114]で爆散する！




「馬ば鹿かな！　因果が、閉とじる……環わが閉じてゆく……だとぉおぉぉぉっ!!」

　断だん末まつ魔まの声とともに、ゴッドアブソウブオメガが爆ばく縮しゆくし、消しよう滅めつしていく。




結：このままじゃ、スピカさんとミツルくんが……！

タイガ：「させるかよ！」爆ばく発はつの中に突つっ込こんで、ふたりを取り戻す！　ミツルは《オリハルコンアサルト》の効果で、母さんは《ジークフリート》を使って助け出す。




　巻き起こる爆炎。その中に飲み込まれるキングエクスカイザーエグゼクス。

　当然、スピカとミツルの命はその中に消えゆく───かに思われたが。

　鋼はがねの勇者の掌てのひらの上には、ＡＬ粒りゆう子しの優やさしい光に包まれたふたりの姿があった。




穂乃花：ナイス！　タイガくん！

ＧＭ：そして、最後に、星のカケラですが……。

結：加護はもうないけど……。

タイガ：大丈夫。《目覚める英雄ヒーロー》で《ジークフリート》を復活させて、使用する！

ＧＭ：了解！




　炎の中から脱だつ出しゆつしたキングエクスタイガーエグゼクス。

　鋼の勇者の身体から、小さな光が飛び出した。

　一時的にキングエクスタイガーエグゼクスと同化することによって、星のカケラは難なんを逃れたのだ。

　自由を得た星のカケラは、嬉うれしげに飛ひ翔しようし唄守に寄より添そうのであった。

　そして──。




　ゴッドアブソウブオメガの消滅とともに、奈落要塞の各所が崩ほう壊かいを始めた。

　崩れゆく奈落の牙が城じようを、死闘を終えたリンケージとメタルライヴたちが遠くから見つめていた。




タイガ：ふぅ～っ。なんとかやり遂とげたぜ！

穂乃花：お疲つかれ様さま。

結：タイガにしてはよくやったわね。

タイガ：なんだよそれ！（笑）

ＧＭ：なお、星のカケラが生み出したものは崩壊しません。そのため、この空間は残ります。

一同：おお。

ＧＭ：星のカケラによって生み出された生命たちの周りは、特とく殊しゆなフィールドに包まれていて、そのままその空間に浮ふ遊ゆうしています。

タイガ：星のカケラを見て、「サンキュー、もうひとりの母さん」と言おう。

ＧＭ：では、エンディングフェイズに移りましょう。







　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆勝利の後で　　　シーンプレイヤー：結むすび




　ゴッドアブソウブオメガは倒れた。

　大地には、ガーディアンが雄お々おしく立っていた。

　タイガとエクストランを始めとした勇者たちが勝利し、人々は守られたのだ。




ＧＭ：エンディングフェイズです。まずは、全員でシーンを演えん出しゆつしましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：シーンプレイヤーは、結。全員で戦いから戻ってきたところからとなります。

タイガ：じゃあ、オレたちの勝利した直後だな。

ＧＭ：はい、そうなりますね。戦いを見守っていた人たちとも、合流します。

タイガ：ああ、そっか。

ＧＭ：では、描びよう写しやを始めましょう。




　戦いは終わった。

　ゴッドアブソウブオメガから切り離された星のカケラは、ゆっくりと天あま金がね山の元あった位置に降こう下かして行った。

　しかし、削けずり取られた山のほとんどは戻らず、開けた丘おかの中央に鎮ちん座ざする形となった。

　──そこに……。




タイガ：そこに？

ＧＭ：全速力で走行する戦車が。「お～～い！　君たち～～!!」

タイガ：ああっ、誰だれだか容よう易いに想そう像ぞうがつく！（笑）

静瑠：では、機体から降おりようか。

ＧＭ：要師団長が「本当によくやった！　よくぞ……、よくぞみんな無事に……!!　スピカ……、キミも……！　うう……」と声を上げます。

静しず瑠る：ビシッと敬けい礼れいをして、出で迎むかえよう。

ＧＭ：その後に続く戦車からも、見知った人ひと影かげが身を乗り出しています。

タイガ：ああ、みんなも無事だったんだ！




「タイガちゃ～～～～ん！　結ちゃ～～～～ん！　ミツルちゃ～～～～ん!!」

　アイが身を乗り出して、手を振っている。

「ふんっ、ボクぁ心配なんかしてないんだからね！」

　目に涙なみだを溜ためて鼻をすするキミヒコ。その背はい後ごには、大きな風ふ呂ろ敷しきを背せ負おったゲンの姿もある。

「みんなにご飯、もってきたよ～～」




タイガ：キミヒコがツンデレになってるー（笑）。

穂ほ乃の花か：ゲンくんは、期待を裏うら切ぎりませんね（笑）。

タイガ：ゲンにはなんかほっこりするよな（笑）。

ＧＭ：ナツメは、タイガに向かって「それで、結局誰とくっつくの？　誰とっ!?　アイちゃん？　結？　それとも───ミツル君!?　きゃ～！」と。

穂乃花：……恋れん愛あいならば、何でもいいんですね。

タイガ：オレにそのつもりはねぇんだけどなぁ。

ＧＭ：ゲンマは結に向かって、「地上へも届いておったぞ、おぬしの素す晴ばらしい歌声がな……」と言います。

結：お父さんやお母さんにも、私の歌声は届いたかな……？

ＧＭ：「ああ、世界中に届いたに違ちがいない」

結：良かった。

タイガ：お前の歌声、すごかったぞ、おむすび！

結：また「お」がついてる！　結むすびって呼んでくれるようになったんじゃないの？

タイガ：あ、あれは流れでっていうか……おむすびで呼び慣れちゃってるから、今さら変えるのもなぁ。

結：……別に、いいけどね（呆あきれ声）。

ＧＭ：ここで、ミツルが目を覚まします。「う……、うぅ……。がはっ！　───はぁ、はぁ、はぁ……。タイガ……キミか」

タイガ：おお、目を覚ましたか。

ＧＭ：「なんで僕なんて助けたんだい？　散々キミの邪じや魔まをしたっていうのに。───それも勝者の余よ裕ゆうってヤツかい？」

タイガ：相変わらず面倒くさいやつだな。オレたちは友達だろ？

ＧＭ：「ふっ……、そうだね。キミはそういうヤツじゃないことなんて、分かっていたんだ」と、涙を流します。

タイガ：今度は、あんな変なヤツの力なんて借りずに、正々堂々と勝負しろよ。

ＧＭ：「……ああ。また、バトルブレイブで勝負をしてくれ」

タイガ：当然だ！　先に五〇勝に行くのはオレだからな！

ＧＭ：「ああ。負けないぞ」

タイガ：拳こぶしと拳をぶつけあおう。

ＧＭ：スピカも目を覚まして、タイガに抱だきつきます。「ごめん……、ごめんね……!?」

タイガ：か、母さん!?　恥はずかしいから、やめてくれよ（笑）。

ＧＭ：「星のカケラの意識を通して、あなたたちの戦いは見ていたわ───本当に、ありがとう……！　そして、いろいろとごめんね」

タイガ：な、なんで母さんが謝あやまるんだよ!?　別に、母さんが謝る必要はない。謝るのは、むしろオレの方だ。

ＧＭ：スピカは無言で、タイガをより強く抱きしめます。

タイガ：「だから、やめてくれってば」　恥ずかしいから、顔を真っ赤にしよう（笑）。

ＧＭ：「穂ほ乃の花かちゃんも、あなたにも色々と迷めい惑わくをかけたわね……。ありがとう。タイガたちを守ってくれて」

穂乃花：迷惑などではありません。これが、あたしの使命ですから（にこり）。

ＧＭ：出迎えてくれた皆は優しくタイガたちを包つつみ、そして温あたたかかった……というところで、シーンを終了しましょう。







◆Ending02◆いつか星空の下で　　　シーンプレイヤー：タイガ




　こうして、ひとつの戦いが終わった。

　星のカケラは悪の手から戻り、エクストランも使命を果たした。

　それぞれが、それぞれに帰き還かんすることとなる。




ＧＭ：では、これからおのおののエンディングに移ろうかと思います。

穂乃花：どんなシーン？

ＧＭ：エクストランを見送るシーンになります。

静瑠：俺は、できれば防ぼう衛えい隊たいに帰投するシーンを入れて欲ほしい。もちろん、帰投する前に、タイガと結くんを抱きしめておきたいが。

タイガ：さっきのシーンで、アイちゃんたちが来る前に、演出を入れておけばいいんじゃね？

静瑠：分かった。では、戦いが終わったあと、抱きしめて、ふたりを子こ供ども扱あつかいしよう。

タイガ：一いつ緒しよに戦った仲間だろ!?　子供扱いすんなよ！（笑）

結：「ああああ！」って、顔を赤らめます（笑）。

静瑠：ふたりが、無事でよかった……。

タイガ：静にいもな！

静瑠：ふたりの頭をポンポンとなでよう。

結：ああ～、しあわせで死んでしまう……！（一同爆笑）

タイガ：ちぇっ、けっきょく最後まで子供扱いかよ。

静瑠：「あはは」と声を上げて笑おう。

穂乃花：アタシは、離はなれた位置から、微笑ほほえんで三人を見守っていたことにしましょう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、穂乃花さんのエンディング。何か、やりたい演出があると言っていましたね？

穂乃花：はい。エクストランたちが去った翌よく日じつ、タイガくんが朝、自じ宅たくで目を覚ますと、あたしの姿が見当たらないのですよ。

タイガ：おお？

静瑠：そうか。穂乃花くんも去るのか。

タイガ：じゃあ、穂乃ちゃんを捜さがすよ。穂乃ちゃーん、穂乃ちゃーん。

ＧＭ：……と、タイガが探しても

穂乃花：そして、食しよく卓たくには一枚の書き置きがあるんです。




「神霊が、あたしが向かうべき、新たな場所を告げてきました。

　挨あい拶さつもなく発たつことをお許しください。

　命みこと乃の町ちようで再び過すごせたことは、とても僥ぎよう倖こうでした。

　それでは、また───」




穂乃花：実は、ゴッドアブソウブオメガとの戦いが終わった時点で、神霊がアタシが向かうべき新たな戦場を教えてくれてたんですよ。だから、書き置きだけを残して、誰にも告げずにひっそりと出しゆつ立たつした……という感じで。

タイガ：またフラリといなくなっちまうのか（笑）。

穂乃花：タイガくんや結さんのような、優ゆう秀しゆうな人材がいますからね。命みこと乃の町ちようのことは、安心してお任せできます。アタシは、神霊の導きのままに、新たな戦場へと向かいます。

タイガ：書き置きを見て、「……ま、穂乃ちゃんらしいや」と笑おう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：続いて、静瑠。

静瑠：俺は、防衛隊に戻ろう。

ＧＭ：要師団長は「うむ。我われ々われには守らねばならないものがあるのだからな」と頷うなずきます。

静瑠：そうですね。俺はそのために戦っているのですから。

ＧＭ：「これからも、頼たのむぞ静瑠くん」と要師団長は言います。

静瑠：ええ、またお世話になります。

ＧＭ：と、大人たちの様子を演出し、今度は小学生組ふたりのシーンとなります。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、最後。エクストランを見送るシーンになります。

タイガ：じゃあ、オレとおむすびで見送ろうか。

結：そうね。




　あれから、またしばらくの時が流れた───。

　第三次大戦と言われた地ち球きゆう圏けん規き模ぼの戦争はまだ続いているようだけれど、タイガにはまだよくわからなかった。

　タイガの身体を修しゆう復ふくし終えたエクストランは、先生のセダンを新しい身体とすると、タイガとは分ぶん離りした。




タイガ：なんだ、分離しちゃったのか。

ＧＭ：なお、先生のセダンは、フォーチュンが補ほ塡てんしたそうです。

穂乃花：まぁ、そうなりますよね……（笑）。

結：新しいセダンに！

タイガ：先生、よかったね。新車だぜ（笑）。




　そして今日、星のカケラを連れて、エクストランは自分たちの星へと帰って行く。




タイガ：エクストランが帰っちゃうってことは、オレはもう戦えなくなるってこと？

結：そうなんじゃない？（ツン）

ＧＭ：すると、エクストランは言います。「タイガ───そして地球の勇者たちよ。マザーを守ってくれたこと、本当に感かん謝しやしている」

タイガ：お礼を言うのは、こっちの方だ。一緒に戦ってくれて、ありがとうな！

ＧＭ：「この星で君たち地球の生命を学んだマザーの欠片かけらは、本星で統とう合ごうされることにより、世界を変へん革かくしうるほどの情じよう報ほうを得ることだろう」

タイガ＆結：難むずかしいこと言っていて、よくわからない（笑）。

穂乃花：ふふふ、勉強して帰るってことですよ。

結：そっか。

タイガ：……あるべき場所に戻すんだってことで、いいのかな？

結：そういうことでいいんじゃない？

ＧＭ：「それだけではない。我々機械生命体と君たちの、───まさに新たなる架かけ橋はしとなるだろう。我々とキミたちとを繫つなぐ希望とでも言おうか」

タイガ：難しいコト言ってるけどさ。最初会った時から、オレとエクストランは友達だっただろ。星のカケラがあろうがなかろうが、オレたちはずっと友達だよ！

ＧＭ：「そうか。……タイガ」

タイガ：なんだ？

ＧＭ：「君が良ければの話だが……、我々と共に来る気はないか？」

タイガ：ええっ!?

結：───ダメ！

タイガ：ん？　おむすび、何か言ったか？

結：べ、別に、何も……。

タイガ：エクストラン、ごめんな。ここには、オレが守りたいものがたくさんあるんだ。だから、離れるわけには、いかない。

結：……ガーディアンに乗れなくなるくせに。

タイガ：それでも、だよ。ガーディアンに乗れなくても、人を守る方法はあるさ。

ＧＭ：「そうか。それが、キミの選択か」

タイガ：ああ。

ＧＭ：「わかった。たしかに、人を守る方法はいろいろある。それに、キミがキミの力で戦い抜いたことは、間ま違ちがいない」

タイガ：……おう。

ＧＭ：エグゼドリラーは「くそぅ、寂さびしくなるけどよぉ、また何かあったら駆かけつけるぜ！」と言います。

タイガ：ああ、信じてるぜ！

ＧＭ：そこで、エグゼドリラーの目から何かがこぼれます。

タイガ：お前、泣いてるのか？

ＧＭ：「……こいつはオイル！　オイルが漏もれてるだけだ!!」

結：危あぶないよ！（笑）

タイガ：あはは！　まあ、こういうときにオイルが漏れることだってあるよ！（笑）

ＧＭ：ウィングエックスも「まったく、兄さんは……。ふふ、僕も少しだけ、感かん傷しよう的てきになっているようです」と、目元のオイルを拭ぬぐいます。




「それでは、地球の勇者たちよ、さらばだ」

　星のカケラを手にしたエクストランたちが光に包まれる。

　それは光の玉となり、空へと昇のぼっていく。

　エクストランたちは、星の海へ──遥はるかな宇宙の果ての果てに飛び立って行くのだった。




タイガ：オレからは、さよならは言わないぜ！「またな！」

ＧＭ：「ああ！」そう答えて、エクストランたちは夜空へと昇っていきました。

タイガ：エクストラン……、ほんとうに行っちゃったのか……寂しいなぁ……。

結：宇宙に行っちゃったかもしれないけど、消えてなくなったわけじゃないよ。

タイガ：だよな！　いつかまた会えるよな！




　こうしてエクストランは帰っていった。そこに一いち抹まつの寂しさを覚える。

　だが、タイガは知っている。

　彼らが、宇宙の平和のために戦っていることを。




ＧＭ：エクストランたちの光は、夜空の星の中へと消えていきました。

タイガ：無事に旅立つことができたんだな。

結：そうよ。だから、タイガも宇宙に行っちゃったエクストランたちを心配させるようなことしちゃダメなんだからね。

タイガ：へへん、大丈夫だって。エクストランも安心できるように、オレも立りつ派ぱな大人になるんだ！　リンケージじゃなくなったけど、立派な大人にはがんばったらなれるだろ？

結：……そうね。がんばればなれるかも。

タイガ：じゃあ、いつかエクストランが帰ってきたらびっくりさせてやるからな！




　夜空に向かって、タイガは誓う。




　この地球を守る、立派な大人になるんだと。

　エクストランと再さい会かいするその日を信じて、明日からも。

　またたく星の下、ふたりは家路に就ついていくのだった。








『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　エグゼクス　黙もく示し録ろくの勇者、誕たん生じよう！』




第五話「福音エウアンゲリオン　～超ちよう機き械かい生命ゴッドアブソウブオメガ登場～」




─完─



























シナリオ：『今こ宵よい、銀河が母になる!?　～幼よう生せい帝てい王おうバブソウブ登場～』




プリプレイ




■プレイにおける注意

　本シナリオをプレイするには『メタリックガーディアンＲＰＧ』（以下、『ＭＧＲ』）および『メタリックガーディアンＲＰＧ ＥＸルールブック』（以下、『ＭＧＥ』）が必要となる。シナリオの読み方については『ＭＧＲ』Ｐ[image: 236]を参照せよ。

　なお、このシナリオは『ＭＧＥ』に記載されたキャンペーン後の番外編として遊べるが、もちろん単独のセッションとして遊ぶことも可能だ。




■シナリオデータ

プレイヤー人数：３～５人　ＰＣレベル：13～14レベル　プレイ時間：２～３時間




■シナリオ背景

　ゴッドアブソウブオメガによって生み出され、地球全土へと放たれた大量の分身、アルファアブソウブたち。その中に固こ有ゆうの自じ我がを持つイレギュラーが発生する。それがベータアブソウブとでも呼ぶべきメタガイスト、バブソウブだった。

　自我を得たバブソウブは自分を全ぜん肯こう定ていしてくれる存在を渇かつ望ぼう、それを〝母〟と位置づけて宇宙のすべてを母に変えようとその力を振るい出す。それに取り込まれた者たちはバブソウブのために力を捧ささげ、バブソウブはさらに母を増やしていくのだった。

　バブソウブを倒し、叢むら雲くも市を襲うメタガイストを掃討すればシナリオは終了となる。




■セッショントレーラー

　第三次世界大戦、いまだ終わりの見えぬ戦せん乱らんの渦か中ちゆうへと襲来するメタガイストの大群。

　それは神となった奈な落らくが生み出した破は滅めつの分身と、その中から生まれたイレギュラー、　自我を持つもうひとりの神だった。

　神威の力と、奈落ゆえの欲よく望ぼう、そして無む垢くなる生せい存ぞん本ほん能のうを併あわせ持つメタガイスト。

　自我を得たひとりの奈落が望んだもの───それは母ぼ性せいだった。




　メタリックガーディアンＲＰＧ

『今宵、銀河が母になる!?　～幼生帝王バブソウブ登場～』

　鉄くろがねの腕かいなでこの星を守れ！




■キャラクター作成




●使用経験点

　本シナリオのためにキャラクターを作成する場合、経験点[image: 955]点を消費したキャラクターを作成すること。プレイヤー本人が持つ経験点を使用しなくても構わない。

　コンストラクションでキャラクターを作成し、ＰＣ全体でリンケージクラスがすべてそろっていることが望ましい。




●ハンドアウト（共通）

　キミたちは叢雲市を守るリンケージだ。第三次大戦の最さ中なか、ガリスディアとの交戦中に突如として襲来したメタガイストの大群。地球全土を覆おおい尽つくすメタガイストに、キミたちと皇帝軍とは、交戦を一時中断して対処を迫られる。




●ＰＣ間コネクション

　ＰＣ間コネクションは以下の順で取得する。

ＰＣ①[image: →]ＰＣ②[image: →]ＰＣ③[image: →]ＰＣ④[image: →]ＰＣ⑤[image: →]ＰＣ①




オープニングフェイズ




●シーン１：奈落の群

シーンプレイヤー：ＰＣ③

◆解説

　ＰＣは全員登場。命みこと乃の町ちようより襲来したメタガイストを相手に戦う地球連邦軍とガリスディア第五帝国軍。だが、バブソウブの精せい神しん干かん渉しようにより、両軍の部隊が操られてしまう。

▼描写

　第三次世界大戦勃ぼつ発ぱつから数ヶ月後のある日、命みこと乃の町ちようより発生したメタガイストの軍勢が世界全土へと溢あふれ出し、キミたちのいる叢雲市にも襲来する。戦闘中だった連れん邦ぽう軍と皇帝軍は予想外の事態に交戦を中断し、共に、メタガイストへの対たい処しよを迫られる。だが、激しい戦闘が繰くり広げられる中、ガリスディア戦線に異常が発生する。両陣営の部隊や軍ぐん用よう獣じゆうが異常行動を起こし、友ゆう軍ぐんに銃じゆう口こうを向け始めたのだ。

▼セリフ：ガリスディア軍将校

「全戦力で殲せん滅めつしろ！　バイオリアクターに用いるはずの地球人類を無む駄だ死じにさせるな！」

（味方に攻撃され）「ええい、何をやっているドロイド兵どもめ！　……な、なんだ？　この胸に溢れる思い！　あ、あの子を守らねば！　オレたちこそがあの子の母なのだ！」

▼セリフ：地球連邦軍

「な、何が起こっているんだ!?」

「南西の大蛇おろち山より、強力な精神干渉テレパスを確認！　近きん隣りんのメタガイストやミーレスを統とう率そつしていると思われます。可能な部隊は大蛇山へ急行、統率者と見られる個体を撃げき破はしてください！」

◆結末

　【ミッション：メタガイストを討つ】を渡す。ＰＣたちが大蛇山に向かったらシーン終了。




クライマックス




●シーン２：母を求めて

シーンプレイヤー：ＰＣ①

◆解説

　ＰＣは全員登場。バブソウブとの戦闘となる。バブソウブを倒せば戦闘終了。

▼描写

　奈落とミーレスの群れを搔かき分け、たどり着いた大蛇山。そこに集うのは同じ姿を持つ無数のメタガイスト。その群れにあってただ一体、やや小こ柄がらな個体が口を開く。

▼セリフ：バブソウブ

「よく来たでち！　お前らは僕の母となるべき存在でち！　僕はゴッドアブソウブオメガの生み出した分身アルファアブソウブでち。だが、同時に自我を持つ存在でもあるでち！」

「ゆえに僕は反逆するでち！　アルファでないベータアブソウブ……バブソウブとなって、ただ僕を肯定する〝母〟で世界を満たすでち！　抗あらがう存在はすべて母に変えてやるでち！」

（倒された）「肉弾戦は苦手でち～っ！」

◆結末

　バブソウブが倒されたらシーン終了。エンディングフェイズへ。




エンディング

　バブソウブ消しよう滅めつ後ご、叢雲市へと襲来したアルファアブソウブたちは統率を失い、両軍の攻撃によって壊かい滅めつする。いまだ終わりの見えぬ第三次大戦の渦中にあって、地球とガリスディアの共闘が行なわれた数少ないケースとしてこの事件は記録されることとなる。




アフタープレイ

　セッション終了後アフタープレイを行なう。ミッションによる経験点は[image: 200]点となる。

























　　あとがき




　おかげさまで、『メタリックガーディアンＲＰＧ』の新しいリプレイをお届けできる運はこびとなりました。これも皆様のご支し援えんの賜たま物ものです。ありがとうございました。

　本書は『メタリックガーディアンＲＰＧ　ＥＸルールブック　サードワールドウォー』の紹介と新たなエントリーリプレイを目的として製作されました。このリプレイを通じて、皆様に『メタリックガーディアンＲＰＧ』の魅み力りよくを伝えることができたのであれば、嬉しいです。そして、本書のようなキャンペーンを遊んでみたいと感じていただけましたら、『メタリックガーディアンＲＰＧ　ＥＸルールブック』を手にとっていただき、掲けい載さいキャンペーンを遊んでいただけますとありがたいです。




　さて、今回の特とく筆ひつすべき点はなんといっても五話掲載ということでしょう。とはいえ、紙面には限りがありますので、各話はそれぞれショートセッションとなっております。

　ショートセッションを連続で遊ぶことによって、いわゆる〝勇者シリーズ〟や〝エルドランシリーズ〟のような「子供向けのロボットアニメ」の雰ふん囲い気きを演えん出しゆつしようとこころみましたが、いかがでしたでしょうか。

　本リプレイのようにショートセッションを連続して遊ぶことで、テンポよくレベルアップを重ね、高レベルセッションを楽しむことが可能となります。皆様も、ぜひお試しください。

　登場するキャラクターたちや設定もまた、「子供向けのロボットアニメ」を意識したものを私なりに抽出し、詰め込ませていただきました。

　宇宙から飛ひ来らいした、機き械かい生せい命めい体たい〝メタルライヴ〟の〝勇者エクストラン〟。

　ひょんなことからエクストランと融ゆう合ごうし、勇者としての力を得た小学生の少年。

　個性的な小学校のクラスメイトたちと、ライバルの少年。協力者の大人たち。

　ちょっとおかしな騒そう動どうを巻き起こす、異い次じ元げん軍ぐん団だん〝メタガイスト〟。

　そして、ＰＣたちに降りかかる数々の試し練れんは、やがて大きな過去の秘密へと繫つながっていきます。それらのセッションの結果がどうなったかは──ぜひ、本編をお読みください。

　なお、本編でも触れました通り設定のいくつかがアレンジされております。以後の『ＭＧＲ』の展開でそれらの設定が引用されることはありませんので、ご了承ください。




　また、本書には第五話のクライマックスと時系列を並行するショートセッションシナリオが掲載されております。『ＥＸルールブック』掲載のキャンペーン終了後のＰＣたちがプレイすることもできるようにレギュレーションしておりますので、皆様もネジの飛んだ〝メタガイスト〟との戦いをご体験いただければと。

　なお、本書を作るにあたっては、多くの方にご協力いただきました。

　熱血の小学生を見事に演じきってくださった[image: 高]たか嶋しまふみさん。素晴らしいヒロインの気持ちの変遷を演出してくださった貝原怜奈かいはら・れいなさん。部隊の中で唯一の大人を快かい演えんしてくださった緑谷明澄りよくや・あきすみさん。ベテランプレイヤーとして、セッション全体を円滑に回してくさった藤井忍ふじい・しのぶさん。皆様には、セッション前から色々と相談をさせていただき、二日分で５話収録という強行軍のセッションを円えん滑かつに、かつ楽しく進めることができました。

　また、企画立案段階から幾度も相談に乗ってくださった三輪清宗みわ・きよむね氏、小太刀右京こだち・うきよう氏。様々なアドヴァイスをくださった磯田暁生いそだ・あきお氏。エネミー作成など、色々とご助力くださった藤田史人ふじた・ふみと氏。執筆にあたって数多くの助言をくださった田中信二たなか・しんじ氏には、特筆の謝しや辞じを送らせていただきたいと思います。

　編集の方々、ＤＴＰ・印刷・流通・販売の皆様方にも感謝を。

　そして、本リプレイを読んでくださった皆様にも、この場を借りて感謝の意を申し上げます。まことにありがとうございました。








二○一六年二月　林啓太はやし・けいた



















イラスト／林啓太、林哲也

カバーデザイン／F.E.A.R.
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